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常総市産業振興ビジョン

2019年5月

常   総   市

  常総で 稼ぐ！

2019年度 2020 2021 2022 2023

埼玉方面

千葉方面

圏

央

道

国道294号

＜都市エリア＞
約31ha（公共施設等約7ha含む）・市街化区域

＜農地エリア＞
約14ha・市街化調整区域

観光農園ゾーン
（約4ha）

大規模施設園芸
ゾーン

（約10ha）

圏央道
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企業立地ゾーン
（約19ha）

都市公園
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守谷方面

集客ゾーン
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道の駅
（公共施設・約2ha）

集客施設
（民間施設・約2ha）
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圏央道 
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北関東道 

福島県 

会津若松市 

千葉県柏市 

成田 
空港 

常総 IC 

千葉県 

木更津市 

神奈川県 
横浜市 

羽田 
空港 

圏央道 

関越道 

東北道 

常磐道 

国道 
294号 

東名道 

中央道 

東関東道 外 
環 道 

茨城 
空港 

観光振興
（地域資源の発掘）

農業振興
（地域ぐるみの６次産業化）

回遊型観光

商品流通

作物供給 商品供給

施設利用

体験観光

地域企業・商店

公共施設

市内農地

隣接産業施設

自然資源観光資源

道の駅

2010 2011 2012 2013 2014 2015 2016 2017 2018

H22 H23 H24 H25 H26 H27 H28 H29 H30

水海道千姫まつり 一日目 50,000 0 40,000 12,500 15,000 20,000 18,000 2,000 2,000 

水海道千姫まつり 二日目 25,000 8,000 10,000 

水海道千姫まつり 合計 50,000 0 40,000 12,500 15,000 20,000 43,000 10,000 12,000 

石下将門まつり 13,000 20,000 17,000 10,000 11,000 12,000 13,000 7,000 9,000 

常総きぬ川花火大会 110,000 110,000 110,000 110,000 100,000 100,000 130,000 130,000 110,000 

ふるさとまつり 30,000 36,000 30,000 20,000 18,000 0 20,000 25,000 25,000 

合計 253,000 166,000 237,000 165,000 159,000 152,000 249,000 182,000 168,000 
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産業と暮らしが調和し， 

  未知なる可能性を創造するまち 

解説版 

SDGｓ 17 の目標（抜粋） 本ビションとの関係性 

 

目標 8 「働きがいも経済成長も」 

すべての人のための自足的，包摂的か

つ持続可能な経済成長，生産的な完

全雇用およびディーセント・ワーク（働き

がいのある人間らしい仕事）を推進する 

※ディーセント・ワーク…公正な所得，安心で

きる職場と家族の社会保障，自己啓発と社

会的統合のよりよい見通しを提供できる生産

的な雇用を誰もが得られる機会を意味する。 

 

 

 

 

目標 9.「産業と技術革新の基盤をつく

ろう」 

強靭なインフラを整備し，包摂的で持

続可能な産業化を推進するとともに，

技術革新の拡大を図る。 

 

 

 

 

目標 11.「住み続けられるまちづくりを」 

都市と人間の居住地を包摂的，安

全，強靭かつ持続可能にする。 

 

 

 

 

 

目標 17.「パートナーシップで目標を達

成しよう」 

持続可能な開発に向けて実施手続を

強化し，グローバル・パートナーシップを

活性化する。 

 

 

 

 

 

戦略分野1　　商業 　商業で "稼ぐ"

戦略分野3　　工業 　工業で "稼ぐ"

戦略分野1　　商業 　商業で "稼ぐ"

戦略分野3　　工業 　工業で "稼ぐ"

戦略分野4　　道の駅 　道の駅×産業で"稼ぐ"

戦略分野1　　商業 　商業で "稼ぐ"

戦略分野1　　商業 　商業で "稼ぐ"

戦略分野2　　観光 　観光で "稼ぐ"

戦略分野3　　工業 　工業で "稼ぐ"

戦略分野4　　道の駅 　道の駅×産業で"稼ぐ"

関連
戦略分野1　　商業 　商業で "稼ぐ"

関連
戦略分野3　　工業 　工業で "稼ぐ"

関連
戦略分野2　　観光 　観光で "稼ぐ"

戦略分野4　　道の駅 　道の駅×産業で"稼ぐ"

戦略分野4　　道の駅 　道の駅×産業で"稼ぐ"

戦略分野4　　道の駅 　道の駅×産業で"稼ぐ"

戦略分野1　　商業

戦略分野1　　商業

戦略分野1　　商業

戦略分野4　　道の駅

戦略分野3　　工業

戦略分野3　　工業

戦略分野4　　道の駅

戦略分野3　　工業

分野 所属 役職 氏名

1 学識経験者 茨城大学 准教授 牧　　良明

2 商業 商工会 会長 青木　清人

3 〃 商工会青年部 部長 相山　隆司

4 〃 商工会女性部 部長 染谷　悦子

5 〃 商店会（諏訪町商店会） 代表 岩本　健太郎

6 〃 商店会（石下中央商店会） 会長 吉田　貞夫

7 工業 工場協会 会長 長岡　德樹

8 〃 大生郷工業団地連絡協議会 会長 佐藤　敦

9 〃 坂手工業団地連絡協議会 会長 石川　潤

10 〃 内守谷工業団地協議会 会長 太田　信介

11 観光 観光物産協会 会長 熊谷　昇

12 有識者 市議会議員 建設経済委員長 小林　剛

13 市 経済環境部 部長 宮田　道夫

意見を出し合うときの4つの原則

1 「批判厳禁」 他人の意見を批判しません！

2 「自由奔放」 思いついたことをどんどん言う！

3 「質より量」

いい意見ではなく，何でもいいからたくさん出す！

4 「結合改善」

他人の意見に自分のアイデアを加えて新しい
意見にする！

常 総 

外部要因
商業 観光

工業 道の駅

　　・担い手不足

　　・廃業による商店数の減少

　　・空き店舗の増加

　　・商店街の衰退

　　・観光資源を活かしきれていない

　　・情報発信の不足

　　・産業集積エリアの不足

　　・雇用の確保が困難

　　・商業，工業，観光との

　　　連携不足

人口減少・少子高齢化

外部

要因

内部

要因
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SDGｓ 17 の目標（抜粋） 本ビションとの関係性 

 

目標 8 「働きがいも経済成長も」 

すべての人のための自足的，包摂的か

つ持続可能な経済成長，生産的な完

全雇用およびディーセント・ワーク（働き

がいのある人間らしい仕事）を推進する 

※ディーセント・ワーク…公正な所得，安心で

きる職場と家族の社会保障，自己啓発と社

会的統合のよりよい見通しを提供できる生産

的な雇用を誰もが得られる機会を意味する。 

 

 

 

 

目標 9.「産業と技術革新の基盤をつく

ろう」 

強靭なインフラを整備し，包摂的で持

続可能な産業化を推進するとともに，

技術革新の拡大を図る。 

 

 

 

 

目標 11.「住み続けられるまちづくりを」 

都市と人間の居住地を包摂的，安

全，強靭かつ持続可能にする。 

 

 

 

 

 

目標 17.「パートナーシップで目標を達

成しよう」 

持続可能な開発に向けて実施手続を

強化し，グローバル・パートナーシップを

活性化する。 
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戦略分野1　　商業 　商業で "稼ぐ"
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戦略分野2　　観光 　観光で "稼ぐ"

戦略分野3　　工業 　工業で "稼ぐ"

戦略分野4　　道の駅 　道の駅×産業で"稼ぐ"

関連
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関連
戦略分野3　　工業 　工業で "稼ぐ"

関連
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戦略分野3　　工業

戦略分野4　　道の駅

戦略分野3　　工業

分野 所属 役職 氏名

1 学識経験者 茨城大学 准教授 牧　　良明

2 商業 商工会 会長 青木　清人

3 〃 商工会青年部 部長 相山　隆司

4 〃 商工会女性部 部長 染谷　悦子

5 〃 商店会（諏訪町商店会） 代表 岩本　健太郎

6 〃 商店会（石下中央商店会） 会長 吉田　貞夫

7 工業 工場協会 会長 長岡　德樹

8 〃 大生郷工業団地連絡協議会 会長 佐藤　敦

9 〃 坂手工業団地連絡協議会 会長 石川　潤

10 〃 内守谷工業団地協議会 会長 太田　信介

11 観光 観光物産協会 会長 熊谷　昇

12 有識者 市議会議員 建設経済委員長 小林　剛

13 市 経済環境部 部長 宮田　道夫

意見を出し合うときの4つの原則

1 「批判厳禁」 他人の意見を批判しません！

2 「自由奔放」 思いついたことをどんどん言う！

3 「質より量」

いい意見ではなく，何でもいいからたくさん出す！

4 「結合改善」

他人の意見に自分のアイデアを加えて新しい
意見にする！
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　　・担い手不足
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　　・空き店舗の増加

　　・商店街の衰退

　　・観光資源を活かしきれていない

　　・情報発信の不足

　　・産業集積エリアの不足

　　・雇用の確保が困難

　　・商業，工業，観光との

　　　連携不足
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常総市長

令和元年5月

　常総市は，圏央道常総インターチェンジ周辺において，「アグリサイエンスバレー構想」の実現に向

け，農業を活かした産業振興や企業誘致を図るとともに，産業の拠点となる｢道の駅」の設置を計画し

ております。この道の駅ができることにより，今後，新たな人の流れが生まれ，市内の観光や商業の活

性化，交流機会の拡大により，市内全体への波及効果が期待されます。

　また，現在，「鬼怒川緊急対策プロジェクト」として国土交通省や流域の自治体と連携し，鬼怒川

の堤防をサイクリングロードとして利用するための整備が進められております。近年，趣味と健康づくりを

兼ね，サイクリングの人気が高まっていることから，サイクリングロードに多くの人を呼び込み，さらに街な

かにも人を誘導し，観光施設や商店街と結びつけるような仕掛けづくりが重要と考えます。

　一方，工業分野において，常総市は市内に4つの工業団地があり，団地外にも数多くの工場があり

ます。なかでも製造業，食品加工業が盛んで，製造品出荷額は県内でも上位に位置しており，卓越

した高い技術力により，市の基盤が支えられていることをあらためて実感するところです。

　今，世界は，人工知能，ロボット，IoTなどが目覚ましい進歩を遂げています。これを受けて，政府

は「未来投資戦略2018」を策定し，新しい製品やサービスを提供する研究開発をおこない，経済発

展と社会課題の解決を両立させる社会，「Society5.0」の実現に向けた施策を推進しています。

　当市においても，先端技術企業と連携を図るなど，産業に新しい風が吹いております。

　この産業振興ビジョンでは，「常総で稼ぐ！」をテーマに，産業に関わる方のみならず，高校生や大学

生とのワークショップやアンケート調査を実施するなど，新たな産業の方向性を多くの方と共に検討し策

定してまいりました。市内の産業をイノベーションするためには，市民の皆さまや企業の皆さまと共に考

え，共に新たな価値を創造し，共に取り組んでいくことが重要ですので，今後も皆さまと対話し，産業

振興に繋げていきたいと思います。

　結びに，産業振興ビジョンの策定にあたり，貴重なご意見をお寄せいただいた多くの皆様をはじめ，

産業振興ビジョン策定委員の皆様に心からお礼申し上げます。

「常総で稼ぐ！」

　元号が｢平成｣から｢令和｣に変わる新たな時代の幕開けの

とき，常総市のこれからの産業の指針「産業振興ビジョン」を

策定しました。

　この産業振興ビジョンは，時代とともに変革する社会の中

で，常総市の産業をイノベーションしていくための基本的な

考え方をまとめたものです。
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集客施設
（民間施設・約2ha）

 

つくば JCT 

常総 IC 

大栄 JCT 

八王子 JCT 

坂東 IC 

境古河 IC 

五霞 IC つくば中央 IC 

東金 JCT 

木更津 JCT 茅ヶ崎 JCT 

海老名 JCT 

鶴ヶ島 JCT 

藤岡 JCT 

高崎 JCT 
岩船 JCT 

栃木都賀 JCT 

友部 JCT 茨城町 JCT 

0 200m 

N 首都圏中央連絡自動車道（供用済） 

自動車専用道路（供用済） 

自動車専用道路（計画・構想） 

インターチェンジ 

国道 

※IC表記は常総 IC近辺及び主要ジャンクションに限定 

鬼
怒
川 

関
東
鉄
道
常
総
線 

玉村駅 

石下駅 

南石下駅 

三妻駅 

中妻駅 

北水海道駅 

水海道駅 

国道 
294 

国道 
354 

国道 
354 

圏央道 
常総ＩＣ 

 

北関東道 

福島県 

会津若松市 

千葉県柏市 

成田 
空港 

常総 IC 

千葉県 

木更津市 

神奈川県 
横浜市 

羽田 
空港 

圏央道 

関越道 

東北道 

常磐道 

国道 
294号 

東名道 

中央道 

東関東道 外 
環 道 

茨城 
空港 

観光振興
（地域資源の発掘）

農業振興
（地域ぐるみの６次産業化）

回遊型観光

商品流通

作物供給 商品供給

施設利用

体験観光

地域企業・商店

公共施設

市内農地

隣接産業施設

自然資源観光資源

道の駅

2010 2011 2012 2013 2014 2015 2016 2017 2018

H22 H23 H24 H25 H26 H27 H28 H29 H30

水海道千姫まつり 一日目 50,000 0 40,000 12,500 15,000 20,000 18,000 2,000 2,000 

水海道千姫まつり 二日目 25,000 8,000 10,000 

水海道千姫まつり 合計 50,000 0 40,000 12,500 15,000 20,000 43,000 10,000 12,000 

石下将門まつり 13,000 20,000 17,000 10,000 11,000 12,000 13,000 7,000 9,000 

常総きぬ川花火大会 110,000 110,000 110,000 110,000 100,000 100,000 130,000 130,000 110,000 

ふるさとまつり 30,000 36,000 30,000 20,000 18,000 0 20,000 25,000 25,000 

合計 253,000 166,000 237,000 165,000 159,000 152,000 249,000 182,000 168,000 

0 

50,000 

100,000 

150,000 

200,000 

250,000 

300,000 

SDGｓ 17 の目標（抜粋） 本ビションとの関係性 

 

目標 8 「働きがいも経済成長も」 

すべての人のための自足的，包摂的か

つ持続可能な経済成長，生産的な完

全雇用およびディーセント・ワーク（働き

がいのある人間らしい仕事）を推進する 

※ディーセント・ワーク…公正な所得，安心で

きる職場と家族の社会保障，自己啓発と社

会的統合のよりよい見通しを提供できる生産

的な雇用を誰もが得られる機会を意味する。 

 

 

 

 

目標 9.「産業と技術革新の基盤をつく

ろう」 

強靭なインフラを整備し，包摂的で持

続可能な産業化を推進するとともに，

技術革新の拡大を図る。 

 

 

 

 

目標 11.「住み続けられるまちづくりを」 

都市と人間の居住地を包摂的，安

全，強靭かつ持続可能にする。 

 

 

 

 

 

目標 17.「パートナーシップで目標を達

成しよう」 

持続可能な開発に向けて実施手続を

強化し，グローバル・パートナーシップを

活性化する。 

 

 

 

 

 

戦略分野1　　商業 　商業で "稼ぐ"

戦略分野3　　工業 　工業で "稼ぐ"

戦略分野1　　商業 　商業で "稼ぐ"

戦略分野3　　工業 　工業で "稼ぐ"

戦略分野4　　道の駅 　道の駅×産業で"稼ぐ"

戦略分野1　　商業 　商業で "稼ぐ"

戦略分野1　　商業 　商業で "稼ぐ"

戦略分野2　　観光 　観光で "稼ぐ"

戦略分野3　　工業 　工業で "稼ぐ"

戦略分野4　　道の駅 　道の駅×産業で"稼ぐ"

関連
戦略分野1　　商業 　商業で "稼ぐ"

関連
戦略分野3　　工業 　工業で "稼ぐ"

関連
戦略分野2　　観光 　観光で "稼ぐ"

戦略分野4　　道の駅 　道の駅×産業で"稼ぐ"

戦略分野4　　道の駅 　道の駅×産業で"稼ぐ"

戦略分野4　　道の駅 　道の駅×産業で"稼ぐ"

戦略分野1　　商業

戦略分野1　　商業

戦略分野1　　商業

戦略分野4　　道の駅

戦略分野3　　工業

戦略分野3　　工業

戦略分野4　　道の駅

戦略分野3　　工業

分野 所属 役職 氏名

1 学識経験者 茨城大学 准教授 牧　　良明

2 商業 商工会 会長 青木　清人

3 〃 商工会青年部 部長 相山　隆司

4 〃 商工会女性部 部長 染谷　悦子

5 〃 商店会（諏訪町商店会） 代表 岩本　健太郎

6 〃 商店会（石下中央商店会） 会長 吉田　貞夫

7 工業 工場協会 会長 長岡　德樹

8 〃 大生郷工業団地連絡協議会 会長 佐藤　敦

9 〃 坂手工業団地連絡協議会 会長 石川　潤

10 〃 内守谷工業団地協議会 会長 太田　信介

11 観光 観光物産協会 会長 熊谷　昇

12 有識者 市議会議員 建設経済委員長 小林　剛

13 市 経済環境部 部長 宮田　道夫

意見を出し合うときの4つの原則

1 「批判厳禁」 他人の意見を批判しません！

2 「自由奔放」 思いついたことをどんどん言う！

3 「質より量」

いい意見ではなく，何でもいいからたくさん出す！

4 「結合改善」

他人の意見に自分のアイデアを加えて新しい
意見にする！

外部要因
商業 観光

工業 道の駅

　　・担い手不足

　　・廃業による商店数の減少

　　・空き店舗の増加

　　・商店街の衰退

　　・観光資源を活かしきれていない

　　・情報発信の不足

　　・産業集積エリアの不足

　　・雇用の確保が困難

　　・商業，工業，観光との

　　　連携不足

人口減少・少子高齢化

外部

要因

内部

要因
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第5章

第6章

資料

第2章

第3章

第4章

将来像及び計画の体系

”稼ぐ”戦略

目次

第1章 策定の趣旨

計画の位置づけ

常総市の概要

常総市の産業

2019年度 2020 2021 2022 2023

埼玉方面

千葉方面

圏

央

道

国道294号

＜都市エリア＞
約31ha（公共施設等約7ha含む）・市街化区域

＜農地エリア＞
約14ha・市街化調整区域

観光農園ゾーン
（約4ha）

大規模施設園芸
ゾーン

（約10ha）

圏央道
常総IC

企業立地ゾーン
（約19ha）

都市公園
（約1ha）下妻方面

守谷方面

集客ゾーン
（約4ha）

道の駅
（公共施設・約2ha）

集客施設
（民間施設・約2ha）

 

つくば JCT 

常総 IC 

大栄 JCT 

八王子 JCT 

坂東 IC 

境古河 IC 

五霞 IC つくば中央 IC 

東金 JCT 

木更津 JCT 茅ヶ崎 JCT 

海老名 JCT 

鶴ヶ島 JCT 

藤岡 JCT 

高崎 JCT 
岩船 JCT 

栃木都賀 JCT 

友部 JCT 茨城町 JCT 

0 200m 

N 首都圏中央連絡自動車道（供用済） 

自動車専用道路（供用済） 

自動車専用道路（計画・構想） 

インターチェンジ 

国道 

※IC表記は常総 IC近辺及び主要ジャンクションに限定 

鬼
怒
川 

関
東
鉄
道
常
総
線 

玉村駅 

石下駅 

南石下駅 

三妻駅 

中妻駅 

北水海道駅 

水海道駅 

国道 
294 

国道 
354 

国道 
354 

圏央道 
常総ＩＣ 

 

北関東道 

福島県 

会津若松市 

千葉県柏市 

成田 
空港 

常総 IC 

千葉県 

木更津市 

神奈川県 
横浜市 

羽田 
空港 

圏央道 

関越道 

東北道 

常磐道 

国道 
294号 

東名道 

中央道 

東関東道 外 
環 道 

茨城 
空港 

観光振興
（地域資源の発掘）

農業振興
（地域ぐるみの６次産業化）

回遊型観光

商品流通

作物供給 商品供給

施設利用

体験観光

地域企業・商店

公共施設

市内農地

隣接産業施設

自然資源観光資源

道の駅

2010 2011 2012 2013 2014 2015 2016 2017 2018

H22 H23 H24 H25 H26 H27 H28 H29 H30

水海道千姫まつり 一日目 50,000 0 40,000 12,500 15,000 20,000 18,000 2,000 2,000 

水海道千姫まつり 二日目 25,000 8,000 10,000 

水海道千姫まつり 合計 50,000 0 40,000 12,500 15,000 20,000 43,000 10,000 12,000 

石下将門まつり 13,000 20,000 17,000 10,000 11,000 12,000 13,000 7,000 9,000 

常総きぬ川花火大会 110,000 110,000 110,000 110,000 100,000 100,000 130,000 130,000 110,000 

ふるさとまつり 30,000 36,000 30,000 20,000 18,000 0 20,000 25,000 25,000 

合計 253,000 166,000 237,000 165,000 159,000 152,000 249,000 182,000 168,000 
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SDGｓ 17 の目標（抜粋） 本ビションとの関係性 

 

目標 8 「働きがいも経済成長も」 

すべての人のための自足的，包摂的か

つ持続可能な経済成長，生産的な完

全雇用およびディーセント・ワーク（働き

がいのある人間らしい仕事）を推進する 

※ディーセント・ワーク…公正な所得，安心で

きる職場と家族の社会保障，自己啓発と社

会的統合のよりよい見通しを提供できる生産

的な雇用を誰もが得られる機会を意味する。 

 

 

 

 

目標 9.「産業と技術革新の基盤をつく

ろう」 

強靭なインフラを整備し，包摂的で持

続可能な産業化を推進するとともに，

技術革新の拡大を図る。 

 

 

 

 

目標 11.「住み続けられるまちづくりを」 

都市と人間の居住地を包摂的，安

全，強靭かつ持続可能にする。 

 

 

 

 

 

目標 17.「パートナーシップで目標を達

成しよう」 

持続可能な開発に向けて実施手続を

強化し，グローバル・パートナーシップを

活性化する。 

 

 

 

 

 

戦略分野1　　商業 　商業で "稼ぐ"

戦略分野3　　工業 　工業で "稼ぐ"

戦略分野1　　商業 　商業で "稼ぐ"

戦略分野3　　工業 　工業で "稼ぐ"

戦略分野4　　道の駅 　道の駅×産業で"稼ぐ"

戦略分野1　　商業 　商業で "稼ぐ"

戦略分野1　　商業 　商業で "稼ぐ"

戦略分野2　　観光 　観光で "稼ぐ"

戦略分野3　　工業 　工業で "稼ぐ"

戦略分野4　　道の駅 　道の駅×産業で"稼ぐ"

関連
戦略分野1　　商業 　商業で "稼ぐ"

関連
戦略分野3　　工業 　工業で "稼ぐ"

関連
戦略分野2　　観光 　観光で "稼ぐ"

戦略分野4　　道の駅 　道の駅×産業で"稼ぐ"

戦略分野4　　道の駅 　道の駅×産業で"稼ぐ"

戦略分野4　　道の駅 　道の駅×産業で"稼ぐ"

戦略分野1　　商業

戦略分野1　　商業

戦略分野1　　商業

戦略分野4　　道の駅

戦略分野3　　工業

戦略分野3　　工業

戦略分野4　　道の駅

戦略分野3　　工業

分野 所属 役職 氏名

1 学識経験者 茨城大学 准教授 牧　　良明

2 商業 商工会 会長 青木　清人

3 〃 商工会青年部 部長 相山　隆司

4 〃 商工会女性部 部長 染谷　悦子

5 〃 商店会（諏訪町商店会） 代表 岩本　健太郎

6 〃 商店会（石下中央商店会） 会長 吉田　貞夫

7 工業 工場協会 会長 長岡　德樹

8 〃 大生郷工業団地連絡協議会 会長 佐藤　敦

9 〃 坂手工業団地連絡協議会 会長 石川　潤

10 〃 内守谷工業団地協議会 会長 太田　信介

11 観光 観光物産協会 会長 熊谷　昇

12 有識者 市議会議員 建設経済委員長 小林　剛

13 市 経済環境部 部長 宮田　道夫

意見を出し合うときの4つの原則

1 「批判厳禁」 他人の意見を批判しません！

2 「自由奔放」 思いついたことをどんどん言う！

3 「質より量」

いい意見ではなく，何でもいいからたくさん出す！

4 「結合改善」

他人の意見に自分のアイデアを加えて新しい
意見にする！

外部要因
商業 観光

工業 道の駅

　　・担い手不足

　　・廃業による商店数の減少

　　・空き店舗の増加

　　・商店街の衰退

　　・観光資源を活かしきれていない

　　・情報発信の不足

　　・産業集積エリアの不足

　　・雇用の確保が困難

　　・商業，工業，観光との

　　　連携不足

人口減少・少子高齢化

外部

要因

内部

要因



写真

1

１．策定の趣旨

　外部要因として、最も影響を与えていると考えられるのが、

「人口減少・少子高齢化」

　さらに、各分野において、多様な内部要因があり、その課

題を現状放置した場合、さらなる悪化のおそれがあるため、

早急に打破しなくてはならない。

→スピーディーな実行と具体的なアクション

　　が求められています。

　　／実現可能・持続可能・発展可能

―今何が起きているのか―

２．常総市の抱える課題

　日本社会を取りまく環境は、少子化・高齢化により人口減少が進んでいます。常総市（以下、「本市」という。）においても

2004年をピークとして人口減少の局面に突入しています。日本経済は、新たな成長戦略の取組により、緩やかな回復傾向が見ら

れますが、地域経済の縮小、東京圏への一極集中、さらなる地域経済の縮小という負の連鎖は依然として続いており、地方企業

においては、なお厳しい状況が続いています。

　そのような課題を乗り越え、さらに本市が抱える多様な資源を最大限に活かしながら、あらゆる可能性を模索し、市民と行政との

協働により新しい価値を見出し、創造していくため、「常総市産業振興ビジョン」を策定します。

　「常総市産業振興ビジョン」では、本市の産業について、【商業・工業・観光・道の駅】の4分野を大きな柱とし、具体的な方針を

示します。

第１章 策定の趣旨

常総ビジネスプランコンテストの様子

2019年度 2020 2021 2022 2023

埼玉方面

千葉方面

圏

央

道

国道294号

＜都市エリア＞
約31ha（公共施設等約7ha含む）・市街化区域

＜農地エリア＞
約14ha・市街化調整区域

観光農園ゾーン
（約4ha）

大規模施設園芸
ゾーン

（約10ha）

圏央道
常総IC

企業立地ゾーン
（約19ha）

都市公園
（約1ha）下妻方面

守谷方面

集客ゾーン
（約4ha）

道の駅
（公共施設・約2ha）

集客施設
（民間施設・約2ha）

 

つくば JCT 

常総 IC 

大栄 JCT 

八王子 JCT 

坂東 IC 

境古河 IC 

五霞 IC つくば中央 IC 

東金 JCT 

木更津 JCT 茅ヶ崎 JCT 

海老名 JCT 

鶴ヶ島 JCT 

藤岡 JCT 

高崎 JCT 
岩船 JCT 

栃木都賀 JCT 

友部 JCT 茨城町 JCT 

0 200m 

N 首都圏中央連絡自動車道（供用済） 

自動車専用道路（供用済） 

自動車専用道路（計画・構想） 

インターチェンジ 

国道 

※IC表記は常総 IC近辺及び主要ジャンクションに限定 

鬼
怒
川 

関
東
鉄
道
常
総
線 

玉村駅 

石下駅 

南石下駅 

三妻駅 

中妻駅 

北水海道駅 

水海道駅 

国道 
294 

国道 
354 

国道 
354 

圏央道 
常総ＩＣ 

 

北関東道 

福島県 

会津若松市 

千葉県柏市 

成田 
空港 

常総 IC 

千葉県 

木更津市 

神奈川県 
横浜市 

羽田 
空港 

圏央道 

関越道 

東北道 

常磐道 

国道 
294号 

東名道 

中央道 

東関東道 外 
環 道 

茨城 
空港 

観光振興
（地域資源の発掘）

農業振興
（地域ぐるみの６次産業化）

回遊型観光

商品流通

作物供給 商品供給

施設利用

体験観光

地域企業・商店

公共施設

市内農地

隣接産業施設

自然資源観光資源

道の駅

ア
ク
シ
ョ
ン
：
変
革 

2010 2011 2012 2013 2014 2015 2016 2017 2018

H22 H23 H24 H25 H26 H27 H28 H29 H30

水海道千姫まつり 一日目 50,000 0 40,000 12,500 15,000 20,000 18,000 2,000 2,000 

水海道千姫まつり 二日目 25,000 8,000 10,000 

水海道千姫まつり 合計 50,000 0 40,000 12,500 15,000 20,000 43,000 10,000 12,000 

石下将門まつり 13,000 20,000 17,000 10,000 11,000 12,000 13,000 7,000 9,000 

常総きぬ川花火大会 110,000 110,000 110,000 110,000 100,000 100,000 130,000 130,000 110,000 

ふるさとまつり 30,000 36,000 30,000 20,000 18,000 0 20,000 25,000 25,000 

合計 253,000 166,000 237,000 165,000 159,000 152,000 249,000 182,000 168,000 

0 

50,000 

100,000 

150,000 

200,000 

250,000 

300,000 

SDGｓ 17 の目標（抜粋） 本ビションとの関係性 

 

目標 8 「働きがいも経済成長も」 

すべての人のための自足的，包摂的か

つ持続可能な経済成長，生産的な完

全雇用およびディーセント・ワーク（働き

がいのある人間らしい仕事）を推進する 

※ディーセント・ワーク…公正な所得，安心で

きる職場と家族の社会保障，自己啓発と社

会的統合のよりよい見通しを提供できる生産

的な雇用を誰もが得られる機会を意味する。 

 

 

 

 

目標 9.「産業と技術革新の基盤をつく

ろう」 

強靭なインフラを整備し，包摂的で持

続可能な産業化を推進するとともに，

技術革新の拡大を図る。 

 

 

 

 

目標 11.「住み続けられるまちづくりを」 

都市と人間の居住地を包摂的，安

全，強靭かつ持続可能にする。 

 

 

 

 

 

目標 17.「パートナーシップで目標を達

成しよう」 

持続可能な開発に向けて実施手続を

強化し，グローバル・パートナーシップを

活性化する。 

 

 

 

 

 

戦略分野1　　商業 　商業で "稼ぐ"

戦略分野3　　工業 　工業で "稼ぐ"

戦略分野1　　商業 　商業で "稼ぐ"

戦略分野3　　工業 　工業で "稼ぐ"

戦略分野4　　道の駅 　道の駅×産業で"稼ぐ"

戦略分野1　　商業 　商業で "稼ぐ"

戦略分野1　　商業 　商業で "稼ぐ"

戦略分野2　　観光 　観光で "稼ぐ"

戦略分野3　　工業 　工業で "稼ぐ"

戦略分野4　　道の駅 　道の駅×産業で"稼ぐ"

関連
戦略分野1　　商業 　商業で "稼ぐ"

関連
戦略分野3　　工業 　工業で "稼ぐ"

関連
戦略分野2　　観光 　観光で "稼ぐ"

戦略分野4　　道の駅 　道の駅×産業で"稼ぐ"

戦略分野4　　道の駅 　道の駅×産業で"稼ぐ"

戦略分野4　　道の駅 　道の駅×産業で"稼ぐ"

戦略分野1　　商業

戦略分野1　　商業

戦略分野1　　商業

戦略分野4　　道の駅

戦略分野3　　工業

戦略分野3　　工業

戦略分野4　　道の駅

戦略分野3　　工業

分野 所属 役職 氏名

1 学識経験者 茨城大学 准教授 牧　　良明

2 商業 商工会 会長 青木　清人

3 〃 商工会青年部 部長 相山　隆司

4 〃 商工会女性部 部長 染谷　悦子

5 〃 商店会（諏訪町商店会） 代表 岩本　健太郎

6 〃 商店会（石下中央商店会） 会長 吉田　貞夫

7 工業 工場協会 会長 長岡　德樹

8 〃 大生郷工業団地連絡協議会 会長 佐藤　敦

9 〃 坂手工業団地連絡協議会 会長 石川　潤

10 〃 内守谷工業団地協議会 会長 太田　信介

11 観光 観光物産協会 会長 熊谷　昇

12 有識者 市議会議員 建設経済委員長 小林　剛

13 市 経済環境部 部長 宮田　道夫

意見を出し合うときの4つの原則

1 「批判厳禁」 他人の意見を批判しません！

2 「自由奔放」 思いついたことをどんどん言う！

3 「質より量」

いい意見ではなく，何でもいいからたくさん出す！

4 「結合改善」

他人の意見に自分のアイデアを加えて新しい
意見にする！

外部要因
商業 観光

工業 道の駅

　　・担い手不足

　　・廃業による商店数の減少

　　・空き店舗の増加

　　・商店街の衰退

　　・観光資源を活かしきれていない

　　・情報発信の不足

　　・産業集積エリアの不足

　　・雇用の確保が困難

　　・商業，工業，観光との

　　　連携不足

人口減少・少子高齢化

外部

要因

内部

要因
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3．産業振興ビジョンにおける常総市のSDGｓ達成に向けた取組の推進

（1）SDGs ―　Sustainable Development Goals ―　とは

（出典：国連広報センター）

（２）SDGs　17の目標と地方行政との関わり

　SDGsに示される多様な目標の追求は、日本の各地域における諸課題の解決に貢献し、地方の持続可能な開発、地方創生を

推進するものです。指標の中には、グローバルな視点からの提案も多く、各地域の現状や課題を踏まえ、落とし込むことが重要とな

ります。

　また、市で定める各種計画への導入に際しては、「マッチングに留意した上で、SDGsの特徴を生かした政策ビジョンを策定すること

が必要であり、既存政策との連携においては、重複回避や効率化の観点から企画立案・実施のパッケージ化やワンストップ化に配

慮することが効果的である」と示されています。（「地方創生に向けた自治体SDGs推進のあり方コンセプト取りまとめ」/自治体

SDGｓ推進のための有識者検討会）そこで、本ビジョンにおけるSDGsとの関係性を以下に示します。

　SDGｓは、2015年9月の国連サミットで採択された2030年までの長期的な開発の指針として採択された「持続可能な開発の

ための2030アジェンダ」の中核を成す「持続可能な開発目標」であり、先進国を含む国際社会共通の目標です。

　持続可能な世界を実現するための包括的な17の目標及び細分化された169のターゲットから構成され、地球上の「誰一人とし

て取り残さない」社会の実現を目指し、経済・社会・環境をめぐる広範囲な課題に対する総合的な取組が示されています。

2019年度 2020 2021 2022 2023

埼玉方面

千葉方面

圏

央

道

国道294号

＜都市エリア＞
約31ha（公共施設等約7ha含む）・市街化区域

＜農地エリア＞
約14ha・市街化調整区域

観光農園ゾーン
（約4ha）

大規模施設園芸
ゾーン

（約10ha）

圏央道
常総IC

企業立地ゾーン
（約19ha）

都市公園
（約1ha）下妻方面

守谷方面

集客ゾーン
（約4ha）

道の駅
（公共施設・約2ha）

集客施設
（民間施設・約2ha）

 

つくば JCT 

常総 IC 

大栄 JCT 

八王子 JCT 

坂東 IC 

境古河 IC 

五霞 IC つくば中央 IC 

東金 JCT 

木更津 JCT 茅ヶ崎 JCT 

海老名 JCT 

鶴ヶ島 JCT 

藤岡 JCT 

高崎 JCT 
岩船 JCT 

栃木都賀 JCT 

友部 JCT 茨城町 JCT 

0 200m 

N 首都圏中央連絡自動車道（供用済） 

自動車専用道路（供用済） 

自動車専用道路（計画・構想） 

インターチェンジ 

国道 

※IC表記は常総 IC近辺及び主要ジャンクションに限定 

鬼
怒
川 

関
東
鉄
道
常
総
線 

玉村駅 

石下駅 

南石下駅 

三妻駅 

中妻駅 

北水海道駅 

水海道駅 

国道 
294 

国道 
354 

国道 
354 

圏央道 
常総ＩＣ 

 

北関東道 

福島県 

会津若松市 

千葉県柏市 

成田 
空港 

常総 IC 

千葉県 

木更津市 

神奈川県 
横浜市 

羽田 
空港 

圏央道 

関越道 

東北道 

常磐道 

国道 
294号 

東名道 

中央道 

東関東道 外 
環 道 

茨城 
空港 

観光振興
（地域資源の発掘）

農業振興
（地域ぐるみの６次産業化）

回遊型観光

商品流通

作物供給 商品供給

施設利用

体験観光

地域企業・商店

公共施設

市内農地

隣接産業施設

自然資源観光資源

道の駅

2010 2011 2012 2013 2014 2015 2016 2017 2018

H22 H23 H24 H25 H26 H27 H28 H29 H30

水海道千姫まつり 一日目 50,000 0 40,000 12,500 15,000 20,000 18,000 2,000 2,000 

水海道千姫まつり 二日目 25,000 8,000 10,000 

水海道千姫まつり 合計 50,000 0 40,000 12,500 15,000 20,000 43,000 10,000 12,000 

石下将門まつり 13,000 20,000 17,000 10,000 11,000 12,000 13,000 7,000 9,000 

常総きぬ川花火大会 110,000 110,000 110,000 110,000 100,000 100,000 130,000 130,000 110,000 

ふるさとまつり 30,000 36,000 30,000 20,000 18,000 0 20,000 25,000 25,000 

合計 253,000 166,000 237,000 165,000 159,000 152,000 249,000 182,000 168,000 

0 

50,000 

100,000 

150,000 

200,000 

250,000 

300,000 

SDGｓ 17 の目標（抜粋） 本ビションとの関係性 

 

目標 8 「働きがいも経済成長も」 

すべての人のための自足的，包摂的か

つ持続可能な経済成長，生産的な完

全雇用およびディーセント・ワーク（働き

がいのある人間らしい仕事）を推進する 

※ディーセント・ワーク…公正な所得，安心で

きる職場と家族の社会保障，自己啓発と社

会的統合のよりよい見通しを提供できる生産

的な雇用を誰もが得られる機会を意味する。 

 

 

 

 

目標 9.「産業と技術革新の基盤をつく

ろう」 

強靭なインフラを整備し，包摂的で持

続可能な産業化を推進するとともに，

技術革新の拡大を図る。 

 

 

 

 

目標 11.「住み続けられるまちづくりを」 

都市と人間の居住地を包摂的，安

全，強靭かつ持続可能にする。 

 

 

 

 

 

目標 17.「パートナーシップで目標を達

成しよう」 

持続可能な開発に向けて実施手続を

強化し，グローバル・パートナーシップを

活性化する。 

 

 

 

 

 

戦略分野1　　商業 　商業で "稼ぐ"

戦略分野3　　工業 　工業で "稼ぐ"

戦略分野1　　商業 　商業で "稼ぐ"

戦略分野3　　工業 　工業で "稼ぐ"

戦略分野4　　道の駅 　道の駅×産業で"稼ぐ"

戦略分野1　　商業 　商業で "稼ぐ"

戦略分野1　　商業 　商業で "稼ぐ"

戦略分野2　　観光 　観光で "稼ぐ"

戦略分野3　　工業 　工業で "稼ぐ"

戦略分野4　　道の駅 　道の駅×産業で"稼ぐ"

関連
戦略分野1　　商業 　商業で "稼ぐ"

関連
戦略分野3　　工業 　工業で "稼ぐ"

関連
戦略分野2　　観光 　観光で "稼ぐ"

戦略分野4　　道の駅 　道の駅×産業で"稼ぐ"

戦略分野4　　道の駅 　道の駅×産業で"稼ぐ"

戦略分野4　　道の駅 　道の駅×産業で"稼ぐ"

戦略分野1　　商業

戦略分野1　　商業

戦略分野1　　商業

戦略分野4　　道の駅

戦略分野3　　工業

戦略分野3　　工業

戦略分野4　　道の駅

戦略分野3　　工業

分野 所属 役職 氏名

1 学識経験者 茨城大学 准教授 牧　　良明

2 商業 商工会 会長 青木　清人

3 〃 商工会青年部 部長 相山　隆司

4 〃 商工会女性部 部長 染谷　悦子

5 〃 商店会（諏訪町商店会） 代表 岩本　健太郎

6 〃 商店会（石下中央商店会） 会長 吉田　貞夫

7 工業 工場協会 会長 長岡　德樹

8 〃 大生郷工業団地連絡協議会 会長 佐藤　敦

9 〃 坂手工業団地連絡協議会 会長 石川　潤

10 〃 内守谷工業団地協議会 会長 太田　信介

11 観光 観光物産協会 会長 熊谷　昇

12 有識者 市議会議員 建設経済委員長 小林　剛

13 市 経済環境部 部長 宮田　道夫

意見を出し合うときの4つの原則

1 「批判厳禁」 他人の意見を批判しません！

2 「自由奔放」 思いついたことをどんどん言う！

3 「質より量」

いい意見ではなく，何でもいいからたくさん出す！

4 「結合改善」

他人の意見に自分のアイデアを加えて新しい
意見にする！

外部要因
商業 観光

工業 道の駅

　　・担い手不足

　　・廃業による商店数の減少

　　・空き店舗の増加

　　・商店街の衰退

　　・観光資源を活かしきれていない

　　・情報発信の不足

　　・産業集積エリアの不足

　　・雇用の確保が困難

　　・商業，工業，観光との

　　　連携不足

人口減少・少子高齢化

外部

要因

内部

要因
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2019年度 2020 2021 2022 2023

埼玉方面

千葉方面

圏

央

道

国道294号

＜都市エリア＞
約31ha（公共施設等約7ha含む）・市街化区域

＜農地エリア＞
約14ha・市街化調整区域

観光農園ゾーン
（約4ha）

大規模施設園芸
ゾーン

（約10ha）

圏央道
常総IC

企業立地ゾーン
（約19ha）

都市公園
（約1ha）下妻方面

守谷方面

集客ゾーン
（約4ha）

道の駅
（公共施設・約2ha）

集客施設
（民間施設・約2ha）

 

つくば JCT 

常総 IC 

大栄 JCT 

八王子 JCT 

坂東 IC 

境古河 IC 

五霞 IC つくば中央 IC 

東金 JCT 

木更津 JCT 茅ヶ崎 JCT 

海老名 JCT 

鶴ヶ島 JCT 

藤岡 JCT 

高崎 JCT 
岩船 JCT 

栃木都賀 JCT 

友部 JCT 茨城町 JCT 

0 200m 

N 首都圏中央連絡自動車道（供用済） 

自動車専用道路（供用済） 

自動車専用道路（計画・構想） 

インターチェンジ 

国道 

※IC表記は常総 IC近辺及び主要ジャンクションに限定 

鬼
怒
川 

関
東
鉄
道
常
総
線 

玉村駅 

石下駅 

南石下駅 

三妻駅 

中妻駅 

北水海道駅 

水海道駅 

国道 
294 

国道 
354 

国道 
354 

圏央道 
常総ＩＣ 

 

北関東道 

福島県 

会津若松市 

千葉県柏市 

成田 
空港 

常総 IC 

千葉県 

木更津市 

神奈川県 
横浜市 

羽田 
空港 

圏央道 

関越道 

東北道 

常磐道 

国道 
294号 

東名道 

中央道 

東関東道 外 
環 道 

茨城 
空港 

観光振興
（地域資源の発掘）

農業振興
（地域ぐるみの６次産業化）

回遊型観光

商品流通

作物供給 商品供給

施設利用

体験観光

地域企業・商店

公共施設

市内農地

隣接産業施設

自然資源観光資源

道の駅

2010 2011 2012 2013 2014 2015 2016 2017 2018

H22 H23 H24 H25 H26 H27 H28 H29 H30

水海道千姫まつり 一日目 50,000 0 40,000 12,500 15,000 20,000 18,000 2,000 2,000 

水海道千姫まつり 二日目 25,000 8,000 10,000 

水海道千姫まつり 合計 50,000 0 40,000 12,500 15,000 20,000 43,000 10,000 12,000 

石下将門まつり 13,000 20,000 17,000 10,000 11,000 12,000 13,000 7,000 9,000 

常総きぬ川花火大会 110,000 110,000 110,000 110,000 100,000 100,000 130,000 130,000 110,000 

ふるさとまつり 30,000 36,000 30,000 20,000 18,000 0 20,000 25,000 25,000 

合計 253,000 166,000 237,000 165,000 159,000 152,000 249,000 182,000 168,000 

0 

50,000 

100,000 

150,000 

200,000 

250,000 

300,000 

SDGｓ 17 の目標（抜粋） 本ビションとの関係性 

 

目標 8 「働きがいも経済成長も」 

すべての人のための自足的，包摂的か

つ持続可能な経済成長，生産的な完

全雇用およびディーセント・ワーク（働き

がいのある人間らしい仕事）を推進する 

※ディーセント・ワーク…公正な所得，安心で

きる職場と家族の社会保障，自己啓発と社

会的統合のよりよい見通しを提供できる生産

的な雇用を誰もが得られる機会を意味する。 

 

 

 

 

目標 9.「産業と技術革新の基盤をつく

ろう」 

強靭なインフラを整備し，包摂的で持

続可能な産業化を推進するとともに，

技術革新の拡大を図る。 

 

 

 

 

目標 11.「住み続けられるまちづくりを」 

都市と人間の居住地を包摂的，安

全，強靭かつ持続可能にする。 

 

 

 

 

 

目標 17.「パートナーシップで目標を達

成しよう」 

持続可能な開発に向けて実施手続を

強化し，グローバル・パートナーシップを

活性化する。 

 

 

 

 

 

戦略分野1　　商業 　商業で "稼ぐ"

戦略分野3　　工業 　工業で "稼ぐ"

戦略分野1　　商業 　商業で "稼ぐ"

戦略分野3　　工業 　工業で "稼ぐ"

戦略分野4　　道の駅 　道の駅×産業で"稼ぐ"

戦略分野1　　商業 　商業で "稼ぐ"

戦略分野1　　商業 　商業で "稼ぐ"

戦略分野2　　観光 　観光で "稼ぐ"

戦略分野3　　工業 　工業で "稼ぐ"

戦略分野4　　道の駅 　道の駅×産業で"稼ぐ"

関連
戦略分野1　　商業 　商業で "稼ぐ"

関連
戦略分野3　　工業 　工業で "稼ぐ"

関連
戦略分野2　　観光 　観光で "稼ぐ"

戦略分野4　　道の駅 　道の駅×産業で"稼ぐ"

戦略分野4　　道の駅 　道の駅×産業で"稼ぐ"

戦略分野4　　道の駅 　道の駅×産業で"稼ぐ"

戦略分野1　　商業

戦略分野1　　商業

戦略分野1　　商業

戦略分野4　　道の駅

戦略分野3　　工業

戦略分野3　　工業

戦略分野4　　道の駅

戦略分野3　　工業

分野 所属 役職 氏名

1 学識経験者 茨城大学 准教授 牧　　良明

2 商業 商工会 会長 青木　清人

3 〃 商工会青年部 部長 相山　隆司

4 〃 商工会女性部 部長 染谷　悦子

5 〃 商店会（諏訪町商店会） 代表 岩本　健太郎

6 〃 商店会（石下中央商店会） 会長 吉田　貞夫

7 工業 工場協会 会長 長岡　德樹

8 〃 大生郷工業団地連絡協議会 会長 佐藤　敦

9 〃 坂手工業団地連絡協議会 会長 石川　潤

10 〃 内守谷工業団地協議会 会長 太田　信介

11 観光 観光物産協会 会長 熊谷　昇

12 有識者 市議会議員 建設経済委員長 小林　剛

13 市 経済環境部 部長 宮田　道夫

意見を出し合うときの4つの原則

1 「批判厳禁」 他人の意見を批判しません！

2 「自由奔放」 思いついたことをどんどん言う！

3 「質より量」

いい意見ではなく，何でもいいからたくさん出す！

4 「結合改善」

他人の意見に自分のアイデアを加えて新しい
意見にする！

外部要因
商業 観光

工業 道の駅

　　・担い手不足

　　・廃業による商店数の減少

　　・空き店舗の増加

　　・商店街の衰退

　　・観光資源を活かしきれていない

　　・情報発信の不足

　　・産業集積エリアの不足

　　・雇用の確保が困難

　　・商業，工業，観光との

　　　連携不足

人口減少・少子高齢化

外部

要因

内部

要因

すべての人のための持続的、包括的か 



4

　国土交通省では、高齢化が進行する中山間地域における人流・物流の確保のため、「道の駅」等を拠点とした自動運転サービ

スの2020年までの社会実装を目指し、実証実験を実施しています。

  さらに、これらの実験データを活用しながら、産学官が連携して、貨客混載や観光などの地域の特色を踏まえたビジネスモデルを

検討するため、「中山間地域における道の駅等を拠点とした自動運転ビジネスモデル検討会」が設置されています。

　本市においても、小学校への電車通学、バス通学対策、高齢者の外出支援策など、広範な課題を解決できる自動運転サービ

スに対し、関係機関と連携し、検討を行っていく方針です。

4．地域課題解決に向けたモビリティ革命

（出典：国土交通省ホームページ）

2019年度 2020 2021 2022 2023

埼玉方面

千葉方面

圏

央

道

国道294号

＜都市エリア＞
約31ha（公共施設等約7ha含む）・市街化区域

＜農地エリア＞
約14ha・市街化調整区域

観光農園ゾーン
（約4ha）

大規模施設園芸
ゾーン

（約10ha）

圏央道
常総IC

企業立地ゾーン
（約19ha）

都市公園
（約1ha）下妻方面

守谷方面

集客ゾーン
（約4ha）

道の駅
（公共施設・約2ha）

集客施設
（民間施設・約2ha）

 

つくば JCT 

常総 IC 

大栄 JCT 

八王子 JCT 

坂東 IC 

境古河 IC 

五霞 IC つくば中央 IC 

東金 JCT 

木更津 JCT 茅ヶ崎 JCT 

海老名 JCT 

鶴ヶ島 JCT 

藤岡 JCT 

高崎 JCT 
岩船 JCT 

栃木都賀 JCT 

友部 JCT 茨城町 JCT 

0 200m 

N 首都圏中央連絡自動車道（供用済） 

自動車専用道路（供用済） 

自動車専用道路（計画・構想） 

インターチェンジ 

国道 

※IC表記は常総 IC近辺及び主要ジャンクションに限定 

鬼
怒
川 

関
東
鉄
道
常
総
線 

玉村駅 

石下駅 

南石下駅 

三妻駅 

中妻駅 

北水海道駅 

水海道駅 

国道 
294 

国道 
354 

国道 
354 

圏央道 
常総ＩＣ 

 

北関東道 

福島県 

会津若松市 

千葉県柏市 

成田 
空港 

常総 IC 

千葉県 

木更津市 

神奈川県 
横浜市 

羽田 
空港 

圏央道 

関越道 

東北道 

常磐道 

国道 
294号 

東名道 

中央道 

東関東道 外 
環 道 

茨城 
空港 

観光振興
（地域資源の発掘）

農業振興
（地域ぐるみの６次産業化）

回遊型観光

商品流通

作物供給 商品供給

施設利用

体験観光

地域企業・商店

公共施設

市内農地

隣接産業施設

自然資源観光資源

道の駅

2010 2011 2012 2013 2014 2015 2016 2017 2018

H22 H23 H24 H25 H26 H27 H28 H29 H30

水海道千姫まつり 一日目 50,000 0 40,000 12,500 15,000 20,000 18,000 2,000 2,000 

水海道千姫まつり 二日目 25,000 8,000 10,000 

水海道千姫まつり 合計 50,000 0 40,000 12,500 15,000 20,000 43,000 10,000 12,000 

石下将門まつり 13,000 20,000 17,000 10,000 11,000 12,000 13,000 7,000 9,000 

常総きぬ川花火大会 110,000 110,000 110,000 110,000 100,000 100,000 130,000 130,000 110,000 

ふるさとまつり 30,000 36,000 30,000 20,000 18,000 0 20,000 25,000 25,000 

合計 253,000 166,000 237,000 165,000 159,000 152,000 249,000 182,000 168,000 

0 

50,000 

100,000 

150,000 

200,000 

250,000 

300,000 

SDGｓ 17 の目標（抜粋） 本ビションとの関係性 

 

目標 8 「働きがいも経済成長も」 

すべての人のための自足的，包摂的か

つ持続可能な経済成長，生産的な完

全雇用およびディーセント・ワーク（働き

がいのある人間らしい仕事）を推進する 

※ディーセント・ワーク…公正な所得，安心で

きる職場と家族の社会保障，自己啓発と社

会的統合のよりよい見通しを提供できる生産

的な雇用を誰もが得られる機会を意味する。 

 

 

 

 

目標 9.「産業と技術革新の基盤をつく

ろう」 

強靭なインフラを整備し，包摂的で持

続可能な産業化を推進するとともに，

技術革新の拡大を図る。 

 

 

 

 

目標 11.「住み続けられるまちづくりを」 

都市と人間の居住地を包摂的，安

全，強靭かつ持続可能にする。 

 

 

 

 

 

目標 17.「パートナーシップで目標を達

成しよう」 

持続可能な開発に向けて実施手続を

強化し，グローバル・パートナーシップを

活性化する。 

 

 

 

 

 

戦略分野1　　商業 　商業で "稼ぐ"

戦略分野3　　工業 　工業で "稼ぐ"

戦略分野1　　商業 　商業で "稼ぐ"

戦略分野3　　工業 　工業で "稼ぐ"

戦略分野4　　道の駅 　道の駅×産業で"稼ぐ"

戦略分野1　　商業 　商業で "稼ぐ"

戦略分野1　　商業 　商業で "稼ぐ"

戦略分野2　　観光 　観光で "稼ぐ"

戦略分野3　　工業 　工業で "稼ぐ"

戦略分野4　　道の駅 　道の駅×産業で"稼ぐ"

関連
戦略分野1　　商業 　商業で "稼ぐ"

関連
戦略分野3　　工業 　工業で "稼ぐ"

関連
戦略分野2　　観光 　観光で "稼ぐ"

戦略分野4　　道の駅 　道の駅×産業で"稼ぐ"

戦略分野4　　道の駅 　道の駅×産業で"稼ぐ"

戦略分野4　　道の駅 　道の駅×産業で"稼ぐ"

戦略分野1　　商業

戦略分野1　　商業

戦略分野1　　商業

戦略分野4　　道の駅

戦略分野3　　工業

戦略分野3　　工業

戦略分野4　　道の駅

戦略分野3　　工業

分野 所属 役職 氏名

1 学識経験者 茨城大学 准教授 牧　　良明

2 商業 商工会 会長 青木　清人

3 〃 商工会青年部 部長 相山　隆司

4 〃 商工会女性部 部長 染谷　悦子

5 〃 商店会（諏訪町商店会） 代表 岩本　健太郎

6 〃 商店会（石下中央商店会） 会長 吉田　貞夫

7 工業 工場協会 会長 長岡　德樹

8 〃 大生郷工業団地連絡協議会 会長 佐藤　敦

9 〃 坂手工業団地連絡協議会 会長 石川　潤

10 〃 内守谷工業団地協議会 会長 太田　信介

11 観光 観光物産協会 会長 熊谷　昇

12 有識者 市議会議員 建設経済委員長 小林　剛

13 市 経済環境部 部長 宮田　道夫

意見を出し合うときの4つの原則

1 「批判厳禁」 他人の意見を批判しません！

2 「自由奔放」 思いついたことをどんどん言う！

3 「質より量」

いい意見ではなく，何でもいいからたくさん出す！

4 「結合改善」

他人の意見に自分のアイデアを加えて新しい
意見にする！

外部要因
商業 観光

工業 道の駅

　　・担い手不足

　　・廃業による商店数の減少

　　・空き店舗の増加

　　・商店街の衰退

　　・観光資源を活かしきれていない

　　・情報発信の不足

　　・産業集積エリアの不足

　　・雇用の確保が困難

　　・商業，工業，観光との

　　　連携不足

人口減少・少子高齢化

外部

要因

内部

要因
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第２章 計画の位置づけ
1．市関連計画との関係

全体関係

　「じょうそう未来創生プラン」は、「常総市復興計画」及び「常総市人口ビジョン」「常総市まち・ひと・しごと創生総合戦略」と連携

を図り、「みんなでつくる　しあわせのまち　じょうそう　～あの人がいるから　♡　このまちがすき～」の目指すべき姿として、本市全

体の方向性を示す計画です。「じょうそう未来創生プラン　基本構想」は、長期的展望のもと、本市の目指すべき理念を定め、将

来像や土地利用構想、将来人口を示し、まちづくりの基本的な方向である施策大綱を表し、「じょうそう未来創生プラン　基本計

画」では、基本構想に基づき、将来像実現に向けての手段となる施策の基本方向を定めています。

　「常総市産業振興ビジョン」は、「じょうそう未来創生プラン　基本構想」に掲げる施策大綱の「分野別計画」における「産業の振

興」を具現化するためのアクションプランです。優先的に取り組むべき課題を選定し、計画の実現に向け講じる具体策を示します。

＊アクションプランとは、目的を達成するため「いつまでに」「何を」「どうするか」を定め、具体的な方向性を示すものです。

2019年度 2020 2021 2022 2023

埼玉方面

千葉方面

圏

央

道

国道294号

＜都市エリア＞
約31ha（公共施設等約7ha含む）・市街化区域

＜農地エリア＞
約14ha・市街化調整区域

観光農園ゾーン
（約4ha）

大規模施設園芸
ゾーン

（約10ha）

圏央道
常総IC

企業立地ゾーン
（約19ha）

都市公園
（約1ha）下妻方面

守谷方面

集客ゾーン
（約4ha）

道の駅
（公共施設・約2ha）

集客施設
（民間施設・約2ha）

 

つくば JCT 

常総 IC 

大栄 JCT 

八王子 JCT 

坂東 IC 

境古河 IC 

五霞 IC つくば中央 IC 

東金 JCT 

木更津 JCT 茅ヶ崎 JCT 

海老名 JCT 

鶴ヶ島 JCT 

藤岡 JCT 

高崎 JCT 
岩船 JCT 

栃木都賀 JCT 

友部 JCT 茨城町 JCT 

0 200m 

N 首都圏中央連絡自動車道（供用済） 

自動車専用道路（供用済） 

自動車専用道路（計画・構想） 

インターチェンジ 

国道 

※IC表記は常総 IC近辺及び主要ジャンクションに限定 

鬼
怒
川 

関
東
鉄
道
常
総
線 

玉村駅 

石下駅 

南石下駅 

三妻駅 

中妻駅 

北水海道駅 

水海道駅 

国道 
294 

国道 
354 

国道 
354 

圏央道 
常総ＩＣ 

 

北関東道 

福島県 

会津若松市 

千葉県柏市 

成田 
空港 

常総 IC 

千葉県 

木更津市 

神奈川県 
横浜市 

羽田 
空港 

圏央道 

関越道 

東北道 

常磐道 

国道 
294号 

東名道 

中央道 

東関東道 外 
環 道 

茨城 
空港 

観光振興
（地域資源の発掘）

農業振興
（地域ぐるみの６次産業化）

回遊型観光

商品流通

作物供給 商品供給

施設利用

体験観光

地域企業・商店

公共施設

市内農地

隣接産業施設

自然資源観光資源

道の駅

2010 2011 2012 2013 2014 2015 2016 2017 2018

H22 H23 H24 H25 H26 H27 H28 H29 H30

水海道千姫まつり 一日目 50,000 0 40,000 12,500 15,000 20,000 18,000 2,000 2,000 

水海道千姫まつり 二日目 25,000 8,000 10,000 

水海道千姫まつり 合計 50,000 0 40,000 12,500 15,000 20,000 43,000 10,000 12,000 

石下将門まつり 13,000 20,000 17,000 10,000 11,000 12,000 13,000 7,000 9,000 

常総きぬ川花火大会 110,000 110,000 110,000 110,000 100,000 100,000 130,000 130,000 110,000 

ふるさとまつり 30,000 36,000 30,000 20,000 18,000 0 20,000 25,000 25,000 

合計 253,000 166,000 237,000 165,000 159,000 152,000 249,000 182,000 168,000 

0 

50,000 

100,000 

150,000 

200,000 

250,000 

300,000 

SDGｓ 17 の目標（抜粋） 本ビションとの関係性 

 

目標 8 「働きがいも経済成長も」 

すべての人のための自足的，包摂的か

つ持続可能な経済成長，生産的な完

全雇用およびディーセント・ワーク（働き

がいのある人間らしい仕事）を推進する 

※ディーセント・ワーク…公正な所得，安心で

きる職場と家族の社会保障，自己啓発と社

会的統合のよりよい見通しを提供できる生産

的な雇用を誰もが得られる機会を意味する。 

 

 

 

 

目標 9.「産業と技術革新の基盤をつく

ろう」 

強靭なインフラを整備し，包摂的で持

続可能な産業化を推進するとともに，

技術革新の拡大を図る。 

 

 

 

 

目標 11.「住み続けられるまちづくりを」 

都市と人間の居住地を包摂的，安

全，強靭かつ持続可能にする。 

 

 

 

 

 

目標 17.「パートナーシップで目標を達

成しよう」 

持続可能な開発に向けて実施手続を

強化し，グローバル・パートナーシップを

活性化する。 

 

 

 

 

 

戦略分野1　　商業 　商業で "稼ぐ"

戦略分野3　　工業 　工業で "稼ぐ"

戦略分野1　　商業 　商業で "稼ぐ"

戦略分野3　　工業 　工業で "稼ぐ"

戦略分野4　　道の駅 　道の駅×産業で"稼ぐ"

戦略分野1　　商業 　商業で "稼ぐ"

戦略分野1　　商業 　商業で "稼ぐ"

戦略分野2　　観光 　観光で "稼ぐ"

戦略分野3　　工業 　工業で "稼ぐ"

戦略分野4　　道の駅 　道の駅×産業で"稼ぐ"

関連
戦略分野1　　商業 　商業で "稼ぐ"

関連
戦略分野3　　工業 　工業で "稼ぐ"

関連
戦略分野2　　観光 　観光で "稼ぐ"

戦略分野4　　道の駅 　道の駅×産業で"稼ぐ"

戦略分野4　　道の駅 　道の駅×産業で"稼ぐ"

戦略分野4　　道の駅 　道の駅×産業で"稼ぐ"

戦略分野1　　商業

戦略分野1　　商業

戦略分野1　　商業

戦略分野4　　道の駅

戦略分野3　　工業

戦略分野3　　工業

戦略分野4　　道の駅

戦略分野3　　工業

分野 所属 役職 氏名

1 学識経験者 茨城大学 准教授 牧　　良明

2 商業 商工会 会長 青木　清人

3 〃 商工会青年部 部長 相山　隆司

4 〃 商工会女性部 部長 染谷　悦子

5 〃 商店会（諏訪町商店会） 代表 岩本　健太郎

6 〃 商店会（石下中央商店会） 会長 吉田　貞夫

7 工業 工場協会 会長 長岡　德樹

8 〃 大生郷工業団地連絡協議会 会長 佐藤　敦

9 〃 坂手工業団地連絡協議会 会長 石川　潤

10 〃 内守谷工業団地協議会 会長 太田　信介

11 観光 観光物産協会 会長 熊谷　昇

12 有識者 市議会議員 建設経済委員長 小林　剛

13 市 経済環境部 部長 宮田　道夫

意見を出し合うときの4つの原則

1 「批判厳禁」 他人の意見を批判しません！

2 「自由奔放」 思いついたことをどんどん言う！

3 「質より量」

いい意見ではなく，何でもいいからたくさん出す！

4 「結合改善」

他人の意見に自分のアイデアを加えて新しい
意見にする！

常総市産業 

振興ビジョン 

外部要因
商業 観光

工業 道の駅

　　・担い手不足

　　・廃業による商店数の減少

　　・空き店舗の増加

　　・商店街の衰退

　　・観光資源を活かしきれていない

　　・情報発信の不足

　　・産業集積エリアの不足

　　・雇用の確保が困難

　　・商業，工業，観光との

　　　連携不足

人口減少・少子高齢化

外部

要因

内部

要因



6

「じょうそう未来創生プラン基本計画」　施策の体系

2019年度 2020 2021 2022 2023

埼玉方面

千葉方面

圏

央

道

国道294号

＜都市エリア＞
約31ha（公共施設等約7ha含む）・市街化区域

＜農地エリア＞
約14ha・市街化調整区域

観光農園ゾーン
（約4ha）

大規模施設園芸
ゾーン

（約10ha）

圏央道
常総IC

企業立地ゾーン
（約19ha）

都市公園
（約1ha）下妻方面

守谷方面

集客ゾーン
（約4ha）

道の駅
（公共施設・約2ha）

集客施設
（民間施設・約2ha）

 

つくば JCT 

常総 IC 

大栄 JCT 

八王子 JCT 

坂東 IC 

境古河 IC 

五霞 IC つくば中央 IC 

東金 JCT 

木更津 JCT 茅ヶ崎 JCT 

海老名 JCT 

鶴ヶ島 JCT 

藤岡 JCT 

高崎 JCT 
岩船 JCT 

栃木都賀 JCT 

友部 JCT 茨城町 JCT 

0 200m 

N 首都圏中央連絡自動車道（供用済） 

自動車専用道路（供用済） 

自動車専用道路（計画・構想） 

インターチェンジ 

国道 

※IC表記は常総 IC近辺及び主要ジャンクションに限定 

鬼
怒
川 

関
東
鉄
道
常
総
線 

玉村駅 

石下駅 

南石下駅 

三妻駅 

中妻駅 

北水海道駅 

水海道駅 

国道 
294 

国道 
354 

国道 
354 

圏央道 
常総ＩＣ 

 

北関東道 

福島県 

会津若松市 

千葉県柏市 

成田 
空港 

常総 IC 

千葉県 

木更津市 

神奈川県 
横浜市 

羽田 
空港 

圏央道 

関越道 

東北道 

常磐道 

国道 
294号 

東名道 

中央道 

東関東道 外 
環 道 

茨城 
空港 

観光振興
（地域資源の発掘）

農業振興
（地域ぐるみの６次産業化）

回遊型観光

商品流通

作物供給 商品供給

施設利用

体験観光

地域企業・商店

公共施設

市内農地

隣接産業施設

自然資源観光資源

道の駅

2010 2011 2012 2013 2014 2015 2016 2017 2018

H22 H23 H24 H25 H26 H27 H28 H29 H30

水海道千姫まつり 一日目 50,000 0 40,000 12,500 15,000 20,000 18,000 2,000 2,000 

水海道千姫まつり 二日目 25,000 8,000 10,000 

水海道千姫まつり 合計 50,000 0 40,000 12,500 15,000 20,000 43,000 10,000 12,000 

石下将門まつり 13,000 20,000 17,000 10,000 11,000 12,000 13,000 7,000 9,000 

常総きぬ川花火大会 110,000 110,000 110,000 110,000 100,000 100,000 130,000 130,000 110,000 

ふるさとまつり 30,000 36,000 30,000 20,000 18,000 0 20,000 25,000 25,000 

合計 253,000 166,000 237,000 165,000 159,000 152,000 249,000 182,000 168,000 

0 

50,000 

100,000 

150,000 

200,000 

250,000 

300,000 

SDGｓ 17 の目標（抜粋） 本ビションとの関係性 

 

目標 8 「働きがいも経済成長も」 

すべての人のための自足的，包摂的か

つ持続可能な経済成長，生産的な完

全雇用およびディーセント・ワーク（働き

がいのある人間らしい仕事）を推進する 

※ディーセント・ワーク…公正な所得，安心で

きる職場と家族の社会保障，自己啓発と社

会的統合のよりよい見通しを提供できる生産

的な雇用を誰もが得られる機会を意味する。 

 

 

 

 

目標 9.「産業と技術革新の基盤をつく

ろう」 

強靭なインフラを整備し，包摂的で持

続可能な産業化を推進するとともに，

技術革新の拡大を図る。 

 

 

 

 

目標 11.「住み続けられるまちづくりを」 

都市と人間の居住地を包摂的，安

全，強靭かつ持続可能にする。 

 

 

 

 

 

目標 17.「パートナーシップで目標を達

成しよう」 

持続可能な開発に向けて実施手続を

強化し，グローバル・パートナーシップを

活性化する。 

 

 

 

 

 

戦略分野1　　商業 　商業で "稼ぐ"

戦略分野3　　工業 　工業で "稼ぐ"

戦略分野1　　商業 　商業で "稼ぐ"

戦略分野3　　工業 　工業で "稼ぐ"

戦略分野4　　道の駅 　道の駅×産業で"稼ぐ"

戦略分野1　　商業 　商業で "稼ぐ"

戦略分野1　　商業 　商業で "稼ぐ"

戦略分野2　　観光 　観光で "稼ぐ"

戦略分野3　　工業 　工業で "稼ぐ"

戦略分野4　　道の駅 　道の駅×産業で"稼ぐ"

関連
戦略分野1　　商業 　商業で "稼ぐ"

関連
戦略分野3　　工業 　工業で "稼ぐ"

関連
戦略分野2　　観光 　観光で "稼ぐ"

戦略分野4　　道の駅 　道の駅×産業で"稼ぐ"

戦略分野4　　道の駅 　道の駅×産業で"稼ぐ"

戦略分野4　　道の駅 　道の駅×産業で"稼ぐ"

戦略分野1　　商業

戦略分野1　　商業

戦略分野1　　商業

戦略分野4　　道の駅

戦略分野3　　工業

戦略分野3　　工業

戦略分野4　　道の駅

戦略分野3　　工業

分野 所属 役職 氏名

1 学識経験者 茨城大学 准教授 牧　　良明

2 商業 商工会 会長 青木　清人

3 〃 商工会青年部 部長 相山　隆司

4 〃 商工会女性部 部長 染谷　悦子

5 〃 商店会（諏訪町商店会） 代表 岩本　健太郎

6 〃 商店会（石下中央商店会） 会長 吉田　貞夫

7 工業 工場協会 会長 長岡　德樹

8 〃 大生郷工業団地連絡協議会 会長 佐藤　敦

9 〃 坂手工業団地連絡協議会 会長 石川　潤

10 〃 内守谷工業団地協議会 会長 太田　信介

11 観光 観光物産協会 会長 熊谷　昇

12 有識者 市議会議員 建設経済委員長 小林　剛

13 市 経済環境部 部長 宮田　道夫

意見を出し合うときの4つの原則

1 「批判厳禁」 他人の意見を批判しません！

2 「自由奔放」 思いついたことをどんどん言う！

3 「質より量」

いい意見ではなく，何でもいいからたくさん出す！

4 「結合改善」

他人の意見に自分のアイデアを加えて新しい
意見にする！

外部要因
商業 観光

工業 道の駅

　　・担い手不足

　　・廃業による商店数の減少

　　・空き店舗の増加

　　・商店街の衰退

　　・観光資源を活かしきれていない

　　・情報発信の不足

　　・産業集積エリアの不足

　　・雇用の確保が困難

　　・商業，工業，観光との

　　　連携不足

人口減少・少子高齢化

外部

要因

内部

要因



2．計画期間

3．計画の見直し

　PDCAサイクル（計画→実行→評価→改善）のもと、設定した目標の達成状況を評価・検証し、着実に計画が実行でき

るよう、進行管理を行います。計画が計画で終わることのないように、PDCAサイクルを実行し、実現できなかったものについて

は、何が原因かを分析し、見直しを行いながら進めていきます。

7

　「常総市産業振興ビジョン」の対象期間は、2019年度から2023年度までの5年間です。4分野における施策目標を達成するた

め、5年先の将来を見据えながら、1,2年先までに実行する【短期計画】と、概ね5年先までに実行する【中長期計画】で構成しま

す。

　各分野のアクションについては、個別に計画期間を定めます。

2019年度 2020 2021 2022 2023

埼玉方面

千葉方面

圏

央

道

国道294号

＜都市エリア＞
約31ha（公共施設等約7ha含む）・市街化区域

＜農地エリア＞
約14ha・市街化調整区域

観光農園ゾーン
（約4ha）

大規模施設園芸
ゾーン

（約10ha）

圏央道
常総IC

企業立地ゾーン
（約19ha）

都市公園
（約1ha）下妻方面

守谷方面

集客ゾーン
（約4ha）

道の駅
（公共施設・約2ha）

集客施設
（民間施設・約2ha）

 

つくば JCT 

常総 IC 

大栄 JCT 

八王子 JCT 

坂東 IC 

境古河 IC 

五霞 IC つくば中央 IC 

東金 JCT 

木更津 JCT 茅ヶ崎 JCT 

海老名 JCT 

鶴ヶ島 JCT 

藤岡 JCT 

高崎 JCT 
岩船 JCT 

栃木都賀 JCT 

友部 JCT 茨城町 JCT 

0 200m 

N 首都圏中央連絡自動車道（供用済） 

自動車専用道路（供用済） 

自動車専用道路（計画・構想） 

インターチェンジ 

国道 

※IC表記は常総 IC近辺及び主要ジャンクションに限定 

鬼
怒
川 

関
東
鉄
道
常
総
線 

玉村駅 

石下駅 

南石下駅 

三妻駅 

中妻駅 

北水海道駅 

水海道駅 

国道 
294 

国道 
354 

国道 
354 

圏央道 
常総ＩＣ 

 

北関東道 

福島県 

会津若松市 

千葉県柏市 

成田 
空港 

常総 IC 

千葉県 

木更津市 

神奈川県 
横浜市 

羽田 
空港 

圏央道 

関越道 

東北道 

常磐道 

国道 
294号 

東名道 

中央道 

東関東道 外 
環 道 

茨城 
空港 

観光振興
（地域資源の発掘）

農業振興
（地域ぐるみの６次産業化）

回遊型観光

商品流通

作物供給 商品供給

施設利用

体験観光

地域企業・商店

公共施設

市内農地

隣接産業施設

自然資源観光資源

道の駅

2010 2011 2012 2013 2014 2015 2016 2017 2018

H22 H23 H24 H25 H26 H27 H28 H29 H30

水海道千姫まつり 一日目 50,000 0 40,000 12,500 15,000 20,000 18,000 2,000 2,000 

水海道千姫まつり 二日目 25,000 8,000 10,000 

水海道千姫まつり 合計 50,000 0 40,000 12,500 15,000 20,000 43,000 10,000 12,000 

石下将門まつり 13,000 20,000 17,000 10,000 11,000 12,000 13,000 7,000 9,000 

常総きぬ川花火大会 110,000 110,000 110,000 110,000 100,000 100,000 130,000 130,000 110,000 

ふるさとまつり 30,000 36,000 30,000 20,000 18,000 0 20,000 25,000 25,000 

合計 253,000 166,000 237,000 165,000 159,000 152,000 249,000 182,000 168,000 

0 

50,000 

100,000 

150,000 

200,000 

250,000 

300,000 

PDCAサイクルの展開 

SDGｓ 17 の目標（抜粋） 本ビションとの関係性 

 

目標 8 「働きがいも経済成長も」 

すべての人のための自足的，包摂的か

つ持続可能な経済成長，生産的な完

全雇用およびディーセント・ワーク（働き

がいのある人間らしい仕事）を推進する 

※ディーセント・ワーク…公正な所得，安心で

きる職場と家族の社会保障，自己啓発と社

会的統合のよりよい見通しを提供できる生産

的な雇用を誰もが得られる機会を意味する。 

 

 

 

 

目標 9.「産業と技術革新の基盤をつく

ろう」 

強靭なインフラを整備し，包摂的で持

続可能な産業化を推進するとともに，

技術革新の拡大を図る。 

 

 

 

 

目標 11.「住み続けられるまちづくりを」 

都市と人間の居住地を包摂的，安

全，強靭かつ持続可能にする。 

 

 

 

 

 

目標 17.「パートナーシップで目標を達

成しよう」 

持続可能な開発に向けて実施手続を

強化し，グローバル・パートナーシップを

活性化する。 

 

 

 

 

 

戦略分野1　　商業 　商業で "稼ぐ"

戦略分野3　　工業 　工業で "稼ぐ"

戦略分野1　　商業 　商業で "稼ぐ"

戦略分野3　　工業 　工業で "稼ぐ"

戦略分野4　　道の駅 　道の駅×産業で"稼ぐ"

戦略分野1　　商業 　商業で "稼ぐ"

戦略分野1　　商業 　商業で "稼ぐ"

戦略分野2　　観光 　観光で "稼ぐ"

戦略分野3　　工業 　工業で "稼ぐ"

戦略分野4　　道の駅 　道の駅×産業で"稼ぐ"

関連
戦略分野1　　商業 　商業で "稼ぐ"

関連
戦略分野3　　工業 　工業で "稼ぐ"

関連
戦略分野2　　観光 　観光で "稼ぐ"

戦略分野4　　道の駅 　道の駅×産業で"稼ぐ"

戦略分野4　　道の駅 　道の駅×産業で"稼ぐ"

戦略分野4　　道の駅 　道の駅×産業で"稼ぐ"

戦略分野1　　商業

戦略分野1　　商業

戦略分野1　　商業

戦略分野4　　道の駅

戦略分野3　　工業

戦略分野3　　工業

戦略分野4　　道の駅

戦略分野3　　工業

分野 所属 役職 氏名

1 学識経験者 茨城大学 准教授 牧　　良明

2 商業 商工会 会長 青木　清人

3 〃 商工会青年部 部長 相山　隆司

4 〃 商工会女性部 部長 染谷　悦子

5 〃 商店会（諏訪町商店会） 代表 岩本　健太郎

6 〃 商店会（石下中央商店会） 会長 吉田　貞夫

7 工業 工場協会 会長 長岡　德樹

8 〃 大生郷工業団地連絡協議会 会長 佐藤　敦

9 〃 坂手工業団地連絡協議会 会長 石川　潤

10 〃 内守谷工業団地協議会 会長 太田　信介

11 観光 観光物産協会 会長 熊谷　昇

12 有識者 市議会議員 建設経済委員長 小林　剛

13 市 経済環境部 部長 宮田　道夫

意見を出し合うときの4つの原則

1 「批判厳禁」 他人の意見を批判しません！

2 「自由奔放」 思いついたことをどんどん言う！

3 「質より量」

いい意見ではなく，何でもいいからたくさん出す！

4 「結合改善」

他人の意見に自分のアイデアを加えて新しい
意見にする！

      実態に即した 

      計画策定 

 

 

     スピーディーな 

     実行 

 

 

評価・成果の 

分析 

計画の見直し・ 

改善 

外部要因
商業 観光

工業 道の駅

　　・担い手不足

　　・廃業による商店数の減少

　　・空き店舗の増加

　　・商店街の衰退

　　・観光資源を活かしきれていない

　　・情報発信の不足

　　・産業集積エリアの不足

　　・雇用の確保が困難

　　・商業，工業，観光との

　　　連携不足

人口減少・少子高齢化

外部

要因

内部

要因
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第３章 常総市の概要

  本市は茨城県の南西部、都心から55キロメートル圏内に位置

しており、東はつくば市・つくばみらい市、西は坂東市、南は守谷

市、北は八千代町・下妻市にそれぞれ接しています。 南北は約

20㎞、東西は約10㎞の広がりを持ち、面積は、123.64㎢で

す。標高は約5〜24ｍで、気候は、太平洋型の気候であり、四

季を通じて穏やかです。

  本市のほぼ中央には一級河川の鬼怒川が流れており、東部の

低地部は広大な水田地帯となっています。西部は丘陵地となって

おり、集落や畑地、平地林が広がっていますが、住宅団地や工業

団地、ゴルフ場なども造成され、近郊整備地帯として都市機能の

強化も図られています。

  道路体系は、本市を南北に国道294号、東西に国道354号

が整備されています。また、周辺市町村と連絡する主要地方道や

一般県道があります。さらに、本市のほぼ中央部には首都圏中央

連絡自動車道が開通し、広域道路網の整備が進んでいます。鉄

道については、南北に関東鉄道常総線が走り、取手方面と下

妻・筑西方面を結び、守谷においてつくばエクスプレスと接続し、東

京都心などへの所要時間の短縮により通勤圏の拡大が進んでい

ます。

2.常総市の歴史

　太古の水海道地方では，採集経済の成立により，鬼怒川西方台地上にいわゆる縄文人と呼ぶ人々の生活が営まれます。ま

た，古墳時代の出土品からは大和朝廷の支配が当地に及んでいたことがう かがえます。

  奈良時代になると，現在の千葉県市川市に国府を置く下総の国に所属。平安時代には鬼怒川両岸に定着して墾田を行う集

落も出始めます。大生郷天満宮をはじめとする神社ができたのもこの時代で，水海道という地名は，平安時代の武将，坂上田

村麻呂がこの地で馬に水を飲ませた（水飼戸 【ミツカヘト】）という故事に由来するといわれています。  鎌倉時代の当地は，農

業経営の成立が古文書（年貢帳）から垣間見える一方，浄土宗を中心に新 しい仏教文化が展開し，多くの寺院が建立され

ました。

　江戸寛永年間（1624年〜43年）には，関東郡代伊奈家３代にわたる河川改修事業により鬼怒川が利根川と直結。水海

道は江戸と下総，下野，会津方面を結ぶ水上輸送の中継地として栄えることになります。

　明治維新後の明治8年（1875）、当地は茨城県の管轄下に入ります。同23年には町村制の もと，現在の水海道市の母体

となる旧1町9カ村が発足。大正2年（1913）には常総鉄道（関東鉄道）が開通し，従来の船便に代わる軌道交通が当地

の経済発展を大きく促しました。

　昭和に入ると，日本は明治以来の対外膨脹政策のなか，不幸な戦争の歴史へと突き進み昭和20年（1945）に終戦を迎

えます。日本が真の民主主義国家としてその歩みを始めるなか昭和29年（1954），水海道町と豊岡村，菅原村，大花羽

村，三妻村，五箇村，大生村，坂手村の７カ 村が合併して市制施行。翌30年に真瀬村と十和村の一部を，31年に菅生

村と内守谷村を編入 し，平成18年（2006）水海道市と石下町が合併して現在の常総市の市域となっています。

1.常総市の概要

2019年度 2020 2021 2022 2023

埼玉方面

千葉方面

圏

央

道

国道294号

＜都市エリア＞
約31ha（公共施設等約7ha含む）・市街化区域

＜農地エリア＞
約14ha・市街化調整区域

観光農園ゾーン
（約4ha）

大規模施設園芸
ゾーン

（約10ha）

圏央道
常総IC

企業立地ゾーン
（約19ha）

都市公園
（約1ha）下妻方面

守谷方面

集客ゾーン
（約4ha）

道の駅
（公共施設・約2ha）

集客施設
（民間施設・約2ha）

 

つくば JCT 

常総 IC 

大栄 JCT 

八王子 JCT 

坂東 IC 

境古河 IC 

五霞 IC つくば中央 IC 

東金 JCT 

木更津 JCT 茅ヶ崎 JCT 

海老名 JCT 

鶴ヶ島 JCT 

藤岡 JCT 

高崎 JCT 
岩船 JCT 

栃木都賀 JCT 

友部 JCT 茨城町 JCT 

0 200m 

N 首都圏中央連絡自動車道（供用済） 

自動車専用道路（供用済） 

自動車専用道路（計画・構想） 

インターチェンジ 

国道 

※IC表記は常総 IC近辺及び主要ジャンクションに限定 

鬼
怒
川 

関
東
鉄
道
常
総
線 

玉村駅 

石下駅 

南石下駅 

三妻駅 

中妻駅 

北水海道駅 

水海道駅 

国道 
294 

国道 
354 

国道 
354 

圏央道 
常総ＩＣ 

 

北関東道 

福島県 

会津若松市 

千葉県柏市 

成田 
空港 

常総 IC 

千葉県 

木更津市 

神奈川県 
横浜市 

羽田 
空港 

圏央道 

関越道 

東北道 

常磐道 

国道 
294号 

東名道 

中央道 

東関東道 外 
環 道 

茨城 
空港 

観光振興
（地域資源の発掘）

農業振興
（地域ぐるみの６次産業化）

回遊型観光

商品流通

作物供給 商品供給

施設利用

体験観光

地域企業・商店

公共施設

市内農地

隣接産業施設

自然資源観光資源

道の駅

2010 2011 2012 2013 2014 2015 2016 2017 2018

H22 H23 H24 H25 H26 H27 H28 H29 H30

水海道千姫まつり 一日目 50,000 0 40,000 12,500 15,000 20,000 18,000 2,000 2,000 

水海道千姫まつり 二日目 25,000 8,000 10,000 

水海道千姫まつり 合計 50,000 0 40,000 12,500 15,000 20,000 43,000 10,000 12,000 

石下将門まつり 13,000 20,000 17,000 10,000 11,000 12,000 13,000 7,000 9,000 

常総きぬ川花火大会 110,000 110,000 110,000 110,000 100,000 100,000 130,000 130,000 110,000 

ふるさとまつり 30,000 36,000 30,000 20,000 18,000 0 20,000 25,000 25,000 

合計 253,000 166,000 237,000 165,000 159,000 152,000 249,000 182,000 168,000 

0 

50,000 

100,000 

150,000 

200,000 

250,000 

300,000 

SDGｓ 17 の目標（抜粋） 本ビションとの関係性 

 

目標 8 「働きがいも経済成長も」 

すべての人のための自足的，包摂的か

つ持続可能な経済成長，生産的な完

全雇用およびディーセント・ワーク（働き

がいのある人間らしい仕事）を推進する 

※ディーセント・ワーク…公正な所得，安心で

きる職場と家族の社会保障，自己啓発と社

会的統合のよりよい見通しを提供できる生産

的な雇用を誰もが得られる機会を意味する。 

 

 

 

 

目標 9.「産業と技術革新の基盤をつく

ろう」 

強靭なインフラを整備し，包摂的で持

続可能な産業化を推進するとともに，

技術革新の拡大を図る。 

 

 

 

 

目標 11.「住み続けられるまちづくりを」 

都市と人間の居住地を包摂的，安

全，強靭かつ持続可能にする。 

 

 

 

 

 

目標 17.「パートナーシップで目標を達

成しよう」 

持続可能な開発に向けて実施手続を

強化し，グローバル・パートナーシップを

活性化する。 

 

 

 

 

 

戦略分野1　　商業 　商業で "稼ぐ"

戦略分野3　　工業 　工業で "稼ぐ"

戦略分野1　　商業 　商業で "稼ぐ"

戦略分野3　　工業 　工業で "稼ぐ"

戦略分野4　　道の駅 　道の駅×産業で"稼ぐ"

戦略分野1　　商業 　商業で "稼ぐ"

戦略分野1　　商業 　商業で "稼ぐ"

戦略分野2　　観光 　観光で "稼ぐ"

戦略分野3　　工業 　工業で "稼ぐ"

戦略分野4　　道の駅 　道の駅×産業で"稼ぐ"

関連
戦略分野1　　商業 　商業で "稼ぐ"

関連
戦略分野3　　工業 　工業で "稼ぐ"

関連
戦略分野2　　観光 　観光で "稼ぐ"

戦略分野4　　道の駅 　道の駅×産業で"稼ぐ"

戦略分野4　　道の駅 　道の駅×産業で"稼ぐ"

戦略分野4　　道の駅 　道の駅×産業で"稼ぐ"

戦略分野1　　商業

戦略分野1　　商業

戦略分野1　　商業

戦略分野4　　道の駅

戦略分野3　　工業

戦略分野3　　工業

戦略分野4　　道の駅

戦略分野3　　工業

分野 所属 役職 氏名

1 学識経験者 茨城大学 准教授 牧　　良明

2 商業 商工会 会長 青木　清人

3 〃 商工会青年部 部長 相山　隆司

4 〃 商工会女性部 部長 染谷　悦子

5 〃 商店会（諏訪町商店会） 代表 岩本　健太郎

6 〃 商店会（石下中央商店会） 会長 吉田　貞夫

7 工業 工場協会 会長 長岡　德樹

8 〃 大生郷工業団地連絡協議会 会長 佐藤　敦

9 〃 坂手工業団地連絡協議会 会長 石川　潤

10 〃 内守谷工業団地協議会 会長 太田　信介

11 観光 観光物産協会 会長 熊谷　昇

12 有識者 市議会議員 建設経済委員長 小林　剛

13 市 経済環境部 部長 宮田　道夫

意見を出し合うときの4つの原則

1 「批判厳禁」 他人の意見を批判しません！

2 「自由奔放」 思いついたことをどんどん言う！

3 「質より量」

いい意見ではなく，何でもいいからたくさん出す！

4 「結合改善」

他人の意見に自分のアイデアを加えて新しい
意見にする！

外部要因
商業 観光

工業 道の駅

　　・担い手不足

　　・廃業による商店数の減少

　　・空き店舗の増加

　　・商店街の衰退

　　・観光資源を活かしきれていない

　　・情報発信の不足

　　・産業集積エリアの不足

　　・雇用の確保が困難

　　・商業，工業，観光との

　　　連携不足

人口減少・少子高齢化

外部

要因

内部

要因
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第4章 常総市の産業
1．常総市の人口

人口及び世帯数の推移

（資料：常総市統計書　平成29年度版)

　我が国の人口は、平成20年（2008）をピークとして、人口減少局面に入っています。本市においても、同様の傾向であり、

年々人口が減少しています。

　平成27年（2015）に発生した「平成27年9月関東・東北豪雨災害」による大規模水害の影響を受け、転出が加速化傾向

にあり、さらに20歳代から40歳代の子育て世帯で急増しています。「常総市まち・ひと・しごと創生　人口ビジョン総合戦略」では、

2060年の本市の人口は、36,363人まで減少すると推計されています。

　「じょうそう未来創生プラン」及び「常総市まち・ひと・しごと創生　人口ビジョン総合戦略」に定める施策と同様に、産業分野におい

ても本市に「住みたい」「住み続けたい」「戻りたい」という気持ちを大切にした施策が必要です。

2019年度 2020 2021 2022 2023

埼玉方面

千葉方面

圏

央

道

国道294号

＜都市エリア＞
約31ha（公共施設等約7ha含む）・市街化区域

＜農地エリア＞
約14ha・市街化調整区域

観光農園ゾーン
（約4ha）

大規模施設園芸
ゾーン

（約10ha）

圏央道
常総IC

企業立地ゾーン
（約19ha）

都市公園
（約1ha）下妻方面

守谷方面

集客ゾーン
（約4ha）

道の駅
（公共施設・約2ha）

集客施設
（民間施設・約2ha）

 

つくば JCT 

常総 IC 

大栄 JCT 

八王子 JCT 

坂東 IC 

境古河 IC 

五霞 IC つくば中央 IC 

東金 JCT 

木更津 JCT 茅ヶ崎 JCT 

海老名 JCT 

鶴ヶ島 JCT 

藤岡 JCT 

高崎 JCT 
岩船 JCT 

栃木都賀 JCT 

友部 JCT 茨城町 JCT 

0 200m 

N 首都圏中央連絡自動車道（供用済） 

自動車専用道路（供用済） 

自動車専用道路（計画・構想） 

インターチェンジ 

国道 

※IC表記は常総 IC近辺及び主要ジャンクションに限定 

鬼
怒
川 

関
東
鉄
道
常
総
線 

玉村駅 

石下駅 

南石下駅 

三妻駅 

中妻駅 

北水海道駅 

水海道駅 

国道 
294 

国道 
354 

国道 
354 

圏央道 
常総ＩＣ 

 

北関東道 

福島県 

会津若松市 

千葉県柏市 

成田 
空港 

常総 IC 

千葉県 

木更津市 

神奈川県 
横浜市 

羽田 
空港 

圏央道 

関越道 

東北道 

常磐道 

国道 
294号 

東名道 

中央道 

東関東道 外 
環 道 

茨城 
空港 

観光振興
（地域資源の発掘）

農業振興
（地域ぐるみの６次産業化）

回遊型観光

商品流通

作物供給 商品供給

施設利用

体験観光

地域企業・商店

公共施設

市内農地

隣接産業施設

自然資源観光資源

道の駅

2010 2011 2012 2013 2014 2015 2016 2017 2018

H22 H23 H24 H25 H26 H27 H28 H29 H30

水海道千姫まつり 一日目 50,000 0 40,000 12,500 15,000 20,000 18,000 2,000 2,000 

水海道千姫まつり 二日目 25,000 8,000 10,000 

水海道千姫まつり 合計 50,000 0 40,000 12,500 15,000 20,000 43,000 10,000 12,000 

石下将門まつり 13,000 20,000 17,000 10,000 11,000 12,000 13,000 7,000 9,000 

常総きぬ川花火大会 110,000 110,000 110,000 110,000 100,000 100,000 130,000 130,000 110,000 

ふるさとまつり 30,000 36,000 30,000 20,000 18,000 0 20,000 25,000 25,000 

合計 253,000 166,000 237,000 165,000 159,000 152,000 249,000 182,000 168,000 

0 

50,000 

100,000 

150,000 

200,000 

250,000 

300,000 

SDGｓ 17 の目標（抜粋） 本ビションとの関係性 

 

目標 8 「働きがいも経済成長も」 

すべての人のための自足的，包摂的か

つ持続可能な経済成長，生産的な完

全雇用およびディーセント・ワーク（働き

がいのある人間らしい仕事）を推進する 

※ディーセント・ワーク…公正な所得，安心で

きる職場と家族の社会保障，自己啓発と社

会的統合のよりよい見通しを提供できる生産

的な雇用を誰もが得られる機会を意味する。 

 

 

 

 

目標 9.「産業と技術革新の基盤をつく

ろう」 

強靭なインフラを整備し，包摂的で持

続可能な産業化を推進するとともに，

技術革新の拡大を図る。 

 

 

 

 

目標 11.「住み続けられるまちづくりを」 

都市と人間の居住地を包摂的，安

全，強靭かつ持続可能にする。 

 

 

 

 

 

目標 17.「パートナーシップで目標を達

成しよう」 

持続可能な開発に向けて実施手続を

強化し，グローバル・パートナーシップを

活性化する。 

 

 

 

 

 

戦略分野1　　商業 　商業で "稼ぐ"

戦略分野3　　工業 　工業で "稼ぐ"

戦略分野1　　商業 　商業で "稼ぐ"

戦略分野3　　工業 　工業で "稼ぐ"

戦略分野4　　道の駅 　道の駅×産業で"稼ぐ"

戦略分野1　　商業 　商業で "稼ぐ"

戦略分野1　　商業 　商業で "稼ぐ"

戦略分野2　　観光 　観光で "稼ぐ"

戦略分野3　　工業 　工業で "稼ぐ"

戦略分野4　　道の駅 　道の駅×産業で"稼ぐ"

65,815 60,829 

関連
戦略分野1　　商業 　商業で "稼ぐ"

関連
戦略分野3　　工業 　工業で "稼ぐ"

関連
戦略分野2　　観光 　観光で "稼ぐ"

戦略分野4　　道の駅 　道の駅×産業で"稼ぐ"

戦略分野4　　道の駅 　道の駅×産業で"稼ぐ"

戦略分野4　　道の駅 　道の駅×産業で"稼ぐ"

戦略分野1　　商業

戦略分野1　　商業

戦略分野1　　商業

戦略分野4　　道の駅

戦略分野3　　工業

戦略分野3　　工業

戦略分野4　　道の駅

戦略分野3　　工業

分野 所属 役職 氏名

1 学識経験者 茨城大学 准教授 牧　　良明

2 商業 商工会 会長 青木　清人

3 〃 商工会青年部 部長 相山　隆司

4 〃 商工会女性部 部長 染谷　悦子

5 〃 商店会（諏訪町商店会） 代表 岩本　健太郎

6 〃 商店会（石下中央商店会） 会長 吉田　貞夫

7 工業 工場協会 会長 長岡　德樹

8 〃 大生郷工業団地連絡協議会 会長 佐藤　敦

9 〃 坂手工業団地連絡協議会 会長 石川　潤

10 〃 内守谷工業団地協議会 会長 太田　信介

11 観光 観光物産協会 会長 熊谷　昇

12 有識者 市議会議員 建設経済委員長 小林　剛

13 市 経済環境部 部長 宮田　道夫

意見を出し合うときの4つの原則

1 「批判厳禁」 他人の意見を批判しません！

2 「自由奔放」 思いついたことをどんどん言う！

3 「質より量」

いい意見ではなく，何でもいいからたくさん出す！

4 「結合改善」

他人の意見に自分のアイデアを加えて新しい
意見にする！

外部要因
商業 観光

工業 道の駅

　　・担い手不足

　　・廃業による商店数の減少

　　・空き店舗の増加

　　・商店街の衰退

　　・観光資源を活かしきれていない

　　・情報発信の不足

　　・産業集積エリアの不足

　　・雇用の確保が困難

　　・商業，工業，観光との

　　　連携不足

人口減少・少子高齢化

外部

要因

内部

要因



（資料：常総市統計書　平成29年度版)

(資料：経済センサス結果　総務省）
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産業別事業所数及び従業者数

2．統計データからみた産業の現状

（1）市内事業所数及び従業者数

経営組織別事業所数及び従業者数（民営のみ）

　本市における民営事業所数及び従業者数の推移は、年々減少しています。産業別事業所数では、「卸売・小売業」が最も多

く、次いで、「製造業」、「建設業」がほぼ同数です。従業者数では、製造業が突出して多いことが分かります。これは、４工業団地

及び市内に多数の工場が立地している本市の特徴といえます。

2019年度 2020 2021 2022 2023

埼玉方面

千葉方面

圏

央

道

国道294号

＜都市エリア＞
約31ha（公共施設等約7ha含む）・市街化区域

＜農地エリア＞
約14ha・市街化調整区域

観光農園ゾーン
（約4ha）

大規模施設園芸
ゾーン

（約10ha）

圏央道
常総IC

企業立地ゾーン
（約19ha）

都市公園
（約1ha）下妻方面

守谷方面

集客ゾーン
（約4ha）

道の駅
（公共施設・約2ha）

集客施設
（民間施設・約2ha）

 

つくば JCT 

常総 IC 

大栄 JCT 

八王子 JCT 

坂東 IC 

境古河 IC 

五霞 IC つくば中央 IC 

東金 JCT 

木更津 JCT 茅ヶ崎 JCT 

海老名 JCT 

鶴ヶ島 JCT 

藤岡 JCT 

高崎 JCT 
岩船 JCT 

栃木都賀 JCT 

友部 JCT 茨城町 JCT 

0 200m 

N 首都圏中央連絡自動車道（供用済） 

自動車専用道路（供用済） 

自動車専用道路（計画・構想） 

インターチェンジ 

国道 

※IC表記は常総 IC近辺及び主要ジャンクションに限定 

鬼
怒
川 

関
東
鉄
道
常
総
線 

玉村駅 

石下駅 

南石下駅 

三妻駅 

中妻駅 

北水海道駅 

水海道駅 

国道 
294 

国道 
354 

国道 
354 

圏央道 
常総ＩＣ 

 

北関東道 

福島県 

会津若松市 

千葉県柏市 

成田 
空港 

常総 IC 

千葉県 

木更津市 

神奈川県 
横浜市 

羽田 
空港 

圏央道 

関越道 

東北道 

常磐道 

国道 
294号 

東名道 

中央道 

東関東道 外 
環 道 

茨城 
空港 

観光振興
（地域資源の発掘）

農業振興
（地域ぐるみの６次産業化）

回遊型観光

商品流通

作物供給 商品供給

施設利用

体験観光

地域企業・商店

公共施設

市内農地

隣接産業施設

自然資源観光資源

道の駅

2010 2011 2012 2013 2014 2015 2016 2017 2018

H22 H23 H24 H25 H26 H27 H28 H29 H30

水海道千姫まつり 一日目 50,000 0 40,000 12,500 15,000 20,000 18,000 2,000 2,000 

水海道千姫まつり 二日目 25,000 8,000 10,000 

水海道千姫まつり 合計 50,000 0 40,000 12,500 15,000 20,000 43,000 10,000 12,000 

石下将門まつり 13,000 20,000 17,000 10,000 11,000 12,000 13,000 7,000 9,000 

常総きぬ川花火大会 110,000 110,000 110,000 110,000 100,000 100,000 130,000 130,000 110,000 

ふるさとまつり 30,000 36,000 30,000 20,000 18,000 0 20,000 25,000 25,000 

合計 253,000 166,000 237,000 165,000 159,000 152,000 249,000 182,000 168,000 

0 

50,000 

100,000 

150,000 

200,000 

250,000 

300,000 

SDGｓ 17 の目標（抜粋） 本ビションとの関係性 

 

目標 8 「働きがいも経済成長も」 

すべての人のための自足的，包摂的か

つ持続可能な経済成長，生産的な完

全雇用およびディーセント・ワーク（働き

がいのある人間らしい仕事）を推進する 

※ディーセント・ワーク…公正な所得，安心で

きる職場と家族の社会保障，自己啓発と社

会的統合のよりよい見通しを提供できる生産

的な雇用を誰もが得られる機会を意味する。 

 

 

 

 

目標 9.「産業と技術革新の基盤をつく

ろう」 

強靭なインフラを整備し，包摂的で持

続可能な産業化を推進するとともに，

技術革新の拡大を図る。 

 

 

 

 

目標 11.「住み続けられるまちづくりを」 

都市と人間の居住地を包摂的，安

全，強靭かつ持続可能にする。 

 

 

 

 

 

目標 17.「パートナーシップで目標を達

成しよう」 

持続可能な開発に向けて実施手続を

強化し，グローバル・パートナーシップを

活性化する。 

 

 

 

 

 

戦略分野1　　商業 　商業で "稼ぐ"

戦略分野3　　工業 　工業で "稼ぐ"

戦略分野1　　商業 　商業で "稼ぐ"

戦略分野3　　工業 　工業で "稼ぐ"

戦略分野4　　道の駅 　道の駅×産業で"稼ぐ"

戦略分野1　　商業 　商業で "稼ぐ"

戦略分野1　　商業 　商業で "稼ぐ"

戦略分野2　　観光 　観光で "稼ぐ"

戦略分野3　　工業 　工業で "稼ぐ"

戦略分野4　　道の駅 　道の駅×産業で"稼ぐ"

平成20年（2008）と平成29年（2017）を比較すると、4,986人減少しています。 

常総市まち・ひと・しごと創生 人口ビジョン・総合戦略によると、平成26年度（2014）と平成27年度

（2015）の比較において、特に20歳代〜30歳代女性と30歳代の男性の転入者が明らかに減少し、男女問わ

ず20〜40歳代の転出者が急増しています。転出先としては，つくば市，守谷市，つくばみらい市などの近隣自治

体が急増しています。「住みたい」「住み続けたい」 「戻りたい」という気持ちを大切にした重点施策が必要です。 

 本市は，製造業が盛んです。特に食料品に関連する工場が多数立地しています。（18ページ参照） 

関連
戦略分野1　　商業 　商業で "稼ぐ"

関連
戦略分野3　　工業 　工業で "稼ぐ"

関連
戦略分野2　　観光 　観光で "稼ぐ"

戦略分野4　　道の駅 　道の駅×産業で"稼ぐ"

戦略分野4　　道の駅 　道の駅×産業で"稼ぐ"

戦略分野4　　道の駅 　道の駅×産業で"稼ぐ"

戦略分野1　　商業

戦略分野1　　商業

戦略分野1　　商業

戦略分野4　　道の駅

戦略分野3　　工業

戦略分野3　　工業

戦略分野4　　道の駅

戦略分野3　　工業

分野 所属 役職 氏名

1 学識経験者 茨城大学 准教授 牧　　良明

2 商業 商工会 会長 青木　清人

3 〃 商工会青年部 部長 相山　隆司

4 〃 商工会女性部 部長 染谷　悦子

5 〃 商店会（諏訪町商店会） 代表 岩本　健太郎

6 〃 商店会（石下中央商店会） 会長 吉田　貞夫

7 工業 工場協会 会長 長岡　德樹

8 〃 大生郷工業団地連絡協議会 会長 佐藤　敦

9 〃 坂手工業団地連絡協議会 会長 石川　潤

10 〃 内守谷工業団地協議会 会長 太田　信介

11 観光 観光物産協会 会長 熊谷　昇

12 有識者 市議会議員 建設経済委員長 小林　剛

13 市 経済環境部 部長 宮田　道夫

意見を出し合うときの4つの原則

1 「批判厳禁」 他人の意見を批判しません！

2 「自由奔放」 思いついたことをどんどん言う！

3 「質より量」

いい意見ではなく，何でもいいからたくさん出す！

4 「結合改善」

他人の意見に自分のアイデアを加えて新しい
意見にする！

単
位
（
所
）
 

単
位
（
人
）
 

単
位
（
所
）
 

外部要因
商業 観光

工業 道の駅

　　・担い手不足

　　・廃業による商店数の減少

　　・空き店舗の増加

　　・商店街の衰退

　　・観光資源を活かしきれていない

　　・情報発信の不足

　　・産業集積エリアの不足

　　・雇用の確保が困難

　　・商業，工業，観光との

　　　連携不足

人口減少・少子高齢化

外部

要因

内部

要因

農林

漁業 
鉱業 建設 製造 

電気・

ガス・

熱供

給・水

道 

情報

通信 

運

輸，

郵便 

卸

売，

小売 

金

融，

保険 

不動

産，

物品

賃貸 

学術

研

究，

専門・

技術 

宿

泊，

飲食

サー

ビス 

生活

関連

サー

ビス 

教

育，

学習

支援 

医

療，

福祉 

複合

サー

ビス 

サー

ビス

業（そ

の他） 

事業所数 22 0 432 450 3 7 143 679 24 94 82 223 240 58 142 28 162 

従業者数 205 0 2200 12450 105 13 2753 4755 378 241 566 1304 1327 324 2653 195 1689 

0 
100 
200 
300 
400 
500 
600 
700 
800 

0 

2000 

4000 

6000 

8000 

10000 

12000 

14000 

単
位
（
人
）
 

平成8年 平成13年 平成18年 平成21年 平成24年 平成26年 平成28年 

事業所数 3463 3360 3143 3229 2975 2972 2789 

従業者数 31664 31533 32041 32339 32170 32110 31158 

31000 

31200 

31400 

31600 

31800 

32000 

32200 

32400 

2700 

2800 

2900 

3000 

3100 

3200 

3300 

3400 

3500 
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（3）観光

あすなろの里・吉野公園の年間入場者数

※Ｈ６〜Ｈ１６年の商店数及び年間販売額は旧水海道市と旧石下町の合計

　　商店数は、平成6年（1994）と比較して約47％が減少しています。平成19年（2007）と平成26年（2014）を比較す

ると、店舗数は872件から598件と274件減少しているものの、年間販売額は、529,601万円の増となっています。

　平成23年（2011）に発生した東日本大震災、平成27年（2015）に発生した大規模水害の影響により、市の集客施設で

あるあすなろの里、吉野公園の年間入場者数が減少、その後は横ばい傾向です。イベント来場者数についても、年によって開催方

法等にバラツキがあるものの、減少傾向にあるといえます。

（2）商業

商店数及び年間販売額の推移

（資料：商業統計調査結果　経済産業省)

2019年度 2020 2021 2022 2023

埼玉方面

千葉方面

圏

央

道

国道294号

＜都市エリア＞
約31ha（公共施設等約7ha含む）・市街化区域

＜農地エリア＞
約14ha・市街化調整区域

観光農園ゾーン
（約4ha）

大規模施設園芸
ゾーン

（約10ha）

圏央道
常総IC

企業立地ゾーン
（約19ha）

都市公園
（約1ha）下妻方面

守谷方面

集客ゾーン
（約4ha）

道の駅
（公共施設・約2ha）

集客施設
（民間施設・約2ha）

 

つくば JCT 

常総 IC 

大栄 JCT 

八王子 JCT 

坂東 IC 

境古河 IC 

五霞 IC つくば中央 IC 

東金 JCT 

木更津 JCT 茅ヶ崎 JCT 

海老名 JCT 

鶴ヶ島 JCT 

藤岡 JCT 

高崎 JCT 
岩船 JCT 

栃木都賀 JCT 

友部 JCT 茨城町 JCT 

0 200m 

N 首都圏中央連絡自動車道（供用済） 

自動車専用道路（供用済） 

自動車専用道路（計画・構想） 

インターチェンジ 

国道 

※IC表記は常総 IC近辺及び主要ジャンクションに限定 

鬼
怒
川 

関
東
鉄
道
常
総
線 

玉村駅 

石下駅 

南石下駅 

三妻駅 

中妻駅 

北水海道駅 

水海道駅 

国道 
294 

国道 
354 

国道 
354 

圏央道 
常総ＩＣ 

 

北関東道 

福島県 

会津若松市 

千葉県柏市 

成田 
空港 

常総 IC 

千葉県 

木更津市 

神奈川県 
横浜市 

羽田 
空港 

圏央道 

関越道 

東北道 

常磐道 

国道 
294号 

東名道 

中央道 

東関東道 外 
環 道 

茨城 
空港 

観光振興
（地域資源の発掘）

農業振興
（地域ぐるみの６次産業化）

回遊型観光

商品流通

作物供給 商品供給

施設利用

体験観光

地域企業・商店

公共施設

市内農地

隣接産業施設

自然資源観光資源

道の駅

2010 2011 2012 2013 2014 2015 2016 2017 2018

H22 H23 H24 H25 H26 H27 H28 H29 H30

水海道千姫まつり 一日目 50,000 0 40,000 12,500 15,000 20,000 18,000 2,000 2,000 

水海道千姫まつり 二日目 25,000 8,000 10,000 

水海道千姫まつり 合計 50,000 0 40,000 12,500 15,000 20,000 43,000 10,000 12,000 

石下将門まつり 13,000 20,000 17,000 10,000 11,000 12,000 13,000 7,000 9,000 

常総きぬ川花火大会 110,000 110,000 110,000 110,000 100,000 100,000 130,000 130,000 110,000 

ふるさとまつり 30,000 36,000 30,000 20,000 18,000 0 20,000 25,000 25,000 

合計 253,000 166,000 237,000 165,000 159,000 152,000 249,000 182,000 168,000 

0 

50,000 

100,000 

150,000 

200,000 

250,000 

300,000 

SDGｓ 17 の目標（抜粋） 本ビションとの関係性 

 

目標 8 「働きがいも経済成長も」 

すべての人のための自足的，包摂的か

つ持続可能な経済成長，生産的な完

全雇用およびディーセント・ワーク（働き

がいのある人間らしい仕事）を推進する 

※ディーセント・ワーク…公正な所得，安心で

きる職場と家族の社会保障，自己啓発と社

会的統合のよりよい見通しを提供できる生産

的な雇用を誰もが得られる機会を意味する。 

 

 

 

 

目標 9.「産業と技術革新の基盤をつく

ろう」 

強靭なインフラを整備し，包摂的で持

続可能な産業化を推進するとともに，

技術革新の拡大を図る。 

 

 

 

 

目標 11.「住み続けられるまちづくりを」 

都市と人間の居住地を包摂的，安

全，強靭かつ持続可能にする。 

 

 

 

 

 

目標 17.「パートナーシップで目標を達

成しよう」 

持続可能な開発に向けて実施手続を

強化し，グローバル・パートナーシップを

活性化する。 

 

 

 

 

 

戦略分野1　　商業 　商業で "稼ぐ"

戦略分野3　　工業 　工業で "稼ぐ"

戦略分野1　　商業 　商業で "稼ぐ"

戦略分野3　　工業 　工業で "稼ぐ"

戦略分野4　　道の駅 　道の駅×産業で"稼ぐ"

戦略分野1　　商業 　商業で "稼ぐ"

戦略分野1　　商業 　商業で "稼ぐ"

戦略分野2　　観光 　観光で "稼ぐ"

戦略分野3　　工業 　工業で "稼ぐ"

戦略分野4　　道の駅 　道の駅×産業で"稼ぐ"

関連
戦略分野1　　商業 　商業で "稼ぐ"

関連
戦略分野3　　工業 　工業で "稼ぐ"

関連
戦略分野2　　観光 　観光で "稼ぐ"

平成19年（2007）以降，食料品スーパーや衣料品店，ホームセンター，ドラッグストア，家電量販店など，

大型店の出店が続いたことにより，商店数は減少し，年間販売額は増加していることが推測できます。（※日

本標準産業分類の改訂，調査設計の大幅変更等の要因もあります。） 

戦略分野4　　道の駅 　道の駅×産業で"稼ぐ"

戦略分野4　　道の駅 　道の駅×産業で"稼ぐ"

戦略分野4　　道の駅 　道の駅×産業で"稼ぐ"

戦略分野1　　商業

戦略分野1　　商業

戦略分野1　　商業

戦略分野4　　道の駅

戦略分野3　　工業

戦略分野3　　工業

戦略分野4　　道の駅

戦略分野3　　工業

分野 所属 役職 氏名

1 学識経験者 茨城大学 准教授 牧　　良明

2 商業 商工会 会長 青木　清人

3 〃 商工会青年部 部長 相山　隆司

4 〃 商工会女性部 部長 染谷　悦子

5 〃 商店会（諏訪町商店会） 代表 岩本　健太郎

6 〃 商店会（石下中央商店会） 会長 吉田　貞夫

7 工業 工場協会 会長 長岡　德樹

8 〃 大生郷工業団地連絡協議会 会長 佐藤　敦

9 〃 坂手工業団地連絡協議会 会長 石川　潤

10 〃 内守谷工業団地協議会 会長 太田　信介

11 観光 観光物産協会 会長 熊谷　昇

12 有識者 市議会議員 建設経済委員長 小林　剛

13 市 経済環境部 部長 宮田　道夫

意見を出し合うときの4つの原則

1 「批判厳禁」 他人の意見を批判しません！

2 「自由奔放」 思いついたことをどんどん言う！

3 「質より量」

いい意見ではなく，何でもいいからたくさん出す！

4 「結合改善」

他人の意見に自分のアイデアを加えて新しい
意見にする！

(単位：人） 

外部要因
商業 観光

工業 道の駅

　　・担い手不足

　　・廃業による商店数の減少

　　・空き店舗の増加

　　・商店街の衰退

　　・観光資源を活かしきれていない

　　・情報発信の不足

　　・産業集積エリアの不足

　　・雇用の確保が困難

　　・商業，工業，観光との

　　　連携不足

人口減少・少子高齢化

外部

要因

内部

要因

1103 1029 929 920 872 
598 584 

14204205 
13038197 

10561197 11772941 11644936 12174537 
11432132 

0 

2000000 

4000000 

6000000 

8000000 

10000000 

12000000 

14000000 

16000000 

H 6 H 9 H14 H16 H19 H26 H28 
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商店数及び年間販売額の推移 

商店数 年間販売額 
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イベント来場者数

（4）工業

年間製造品出荷額等の推移

（資料：工業統計調査結果　経済産業省)

　年間製造品出荷額等では、平成21年（2009）からほぼ横ばいで推移していましたが、平成29年（2017）以降増加

しています。

　産業中分類別では、「はん用機械」が最も多く、次いで「食料品」、「金属製品」です。この3業種が突出しており、市内に立

地している大規模事業者の占める割合が高いことや特定の分野の事業者が集積していることが伺えます。

(単位：人）

2019年度 2020 2021 2022 2023

埼玉方面

千葉方面

圏

央

道

国道294号

＜都市エリア＞
約31ha（公共施設等約7ha含む）・市街化区域

＜農地エリア＞
約14ha・市街化調整区域

観光農園ゾーン
（約4ha）

大規模施設園芸
ゾーン

（約10ha）

圏央道
常総IC

企業立地ゾーン
（約19ha）

都市公園
（約1ha）下妻方面

守谷方面

集客ゾーン
（約4ha）

道の駅
（公共施設・約2ha）

集客施設
（民間施設・約2ha）

 

つくば JCT 

常総 IC 

大栄 JCT 

八王子 JCT 

坂東 IC 

境古河 IC 

五霞 IC つくば中央 IC 

東金 JCT 

木更津 JCT 茅ヶ崎 JCT 

海老名 JCT 

鶴ヶ島 JCT 

藤岡 JCT 

高崎 JCT 
岩船 JCT 

栃木都賀 JCT 

友部 JCT 茨城町 JCT 

0 200m 

N 首都圏中央連絡自動車道（供用済） 

自動車専用道路（供用済） 

自動車専用道路（計画・構想） 

インターチェンジ 

国道 

※IC表記は常総 IC近辺及び主要ジャンクションに限定 

鬼
怒
川 

関
東
鉄
道
常
総
線 

玉村駅 

石下駅 

南石下駅 

三妻駅 

中妻駅 

北水海道駅 

水海道駅 

国道 
294 

国道 
354 

国道 
354 

圏央道 
常総ＩＣ 

 

北関東道 

福島県 

会津若松市 

千葉県柏市 

成田 
空港 

常総 IC 

千葉県 

木更津市 

神奈川県 
横浜市 

羽田 
空港 

圏央道 

関越道 

東北道 

常磐道 

国道 
294号 

東名道 

中央道 

東関東道 外 
環 道 

茨城 
空港 

観光振興
（地域資源の発掘）

農業振興
（地域ぐるみの６次産業化）

回遊型観光

商品流通

作物供給 商品供給

施設利用

体験観光

地域企業・商店

公共施設

市内農地

隣接産業施設

自然資源観光資源

道の駅

2010 2011 2012 2013 2014 2015 2016 2017 2018

H22 H23 H24 H25 H26 H27 H28 H29 H30

水海道千姫まつり 一日目 50,000 0 40,000 12,500 15,000 20,000 18,000 2,000 2,000 

水海道千姫まつり 二日目 25,000 8,000 10,000 

水海道千姫まつり 合計 50,000 0 40,000 12,500 15,000 20,000 43,000 10,000 12,000 

石下将門まつり 13,000 20,000 17,000 10,000 11,000 12,000 13,000 7,000 9,000 

常総きぬ川花火大会 110,000 110,000 110,000 110,000 100,000 100,000 130,000 130,000 110,000 

ふるさとまつり 30,000 36,000 30,000 20,000 18,000 0 20,000 25,000 25,000 

合計 253,000 166,000 237,000 165,000 159,000 152,000 249,000 182,000 168,000 

0 

50,000 

100,000 

150,000 

200,000 

250,000 

300,000 

SDGｓ 17 の目標（抜粋） 本ビションとの関係性 

 

目標 8 「働きがいも経済成長も」 

すべての人のための自足的，包摂的か

つ持続可能な経済成長，生産的な完

全雇用およびディーセント・ワーク（働き

がいのある人間らしい仕事）を推進する 

※ディーセント・ワーク…公正な所得，安心で

きる職場と家族の社会保障，自己啓発と社

会的統合のよりよい見通しを提供できる生産

的な雇用を誰もが得られる機会を意味する。 

 

 

 

 

目標 9.「産業と技術革新の基盤をつく

ろう」 

強靭なインフラを整備し，包摂的で持

続可能な産業化を推進するとともに，

技術革新の拡大を図る。 

 

 

 

 

目標 11.「住み続けられるまちづくりを」 

都市と人間の居住地を包摂的，安

全，強靭かつ持続可能にする。 

 

 

 

 

 

目標 17.「パートナーシップで目標を達

成しよう」 

持続可能な開発に向けて実施手続を

強化し，グローバル・パートナーシップを

活性化する。 

 

 

 

 

 

戦略分野1　　商業 　商業で "稼ぐ"

戦略分野3　　工業 　工業で "稼ぐ"

戦略分野1　　商業 　商業で "稼ぐ"

戦略分野3　　工業 　工業で "稼ぐ"

戦略分野4　　道の駅 　道の駅×産業で"稼ぐ"

戦略分野1　　商業 　商業で "稼ぐ"

戦略分野1　　商業 　商業で "稼ぐ"

戦略分野2　　観光 　観光で "稼ぐ"

戦略分野3　　工業 　工業で "稼ぐ"

戦略分野4　　道の駅 　道の駅×産業で"稼ぐ"

関連
戦略分野1　　商業 　商業で "稼ぐ"

関連
戦略分野3　　工業 　工業で "稼ぐ"

関連
戦略分野2　　観光 　観光で "稼ぐ"

戦略分野4　　道の駅 　道の駅×産業で"稼ぐ"

戦略分野4　　道の駅 　道の駅×産業で"稼ぐ"

戦略分野4　　道の駅 　道の駅×産業で"稼ぐ"

戦略分野1　　商業

戦略分野1　　商業

戦略分野1　　商業

戦略分野4　　道の駅

戦略分野3　　工業

戦略分野3　　工業

戦略分野4　　道の駅

戦略分野3　　工業

分野 所属 役職 氏名

1 学識経験者 茨城大学 准教授 牧　　良明

2 商業 商工会 会長 青木　清人

3 〃 商工会青年部 部長 相山　隆司

4 〃 商工会女性部 部長 染谷　悦子

5 〃 商店会（諏訪町商店会） 代表 岩本　健太郎

6 〃 商店会（石下中央商店会） 会長 吉田　貞夫

7 工業 工場協会 会長 長岡　德樹

8 〃 大生郷工業団地連絡協議会 会長 佐藤　敦

9 〃 坂手工業団地連絡協議会 会長 石川　潤

10 〃 内守谷工業団地協議会 会長 太田　信介

11 観光 観光物産協会 会長 熊谷　昇

12 有識者 市議会議員 建設経済委員長 小林　剛

13 市 経済環境部 部長 宮田　道夫

意見を出し合うときの4つの原則

1 「批判厳禁」 他人の意見を批判しません！

2 「自由奔放」 思いついたことをどんどん言う！

3 「質より量」

いい意見ではなく，何でもいいからたくさん出す！

4 「結合改善」

他人の意見に自分のアイデアを加えて新しい
意見にする！

(単位：万円） 

外部要因
商業 観光

工業 道の駅

　　・担い手不足

　　・廃業による商店数の減少

　　・空き店舗の増加

　　・商店街の衰退

　　・観光資源を活かしきれていない

　　・情報発信の不足

　　・産業集積エリアの不足

　　・雇用の確保が困難

　　・商業，工業，観光との

　　　連携不足

人口減少・少子高齢化

外部

要因

内部

要因

59759087 

34660069 
38391935 39875200 39845990 

47643215 

0 

10000000 

20000000 

30000000 

40000000 

50000000 

60000000 

70000000 

H19 H21 H23 H25 H27 H29 
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産業中分類別製品出荷額等

（資料：工業統計調査結果　経済産業省)

2019年度 2020 2021 2022 2023

埼玉方面

千葉方面

圏

央

道

国道294号

＜都市エリア＞
約31ha（公共施設等約7ha含む）・市街化区域

＜農地エリア＞
約14ha・市街化調整区域

観光農園ゾーン
（約4ha）

大規模施設園芸
ゾーン

（約10ha）

圏央道
常総IC

企業立地ゾーン
（約19ha）

都市公園
（約1ha）下妻方面

守谷方面

集客ゾーン
（約4ha）

道の駅
（公共施設・約2ha）

集客施設
（民間施設・約2ha）

 

つくば JCT 

常総 IC 

大栄 JCT 

八王子 JCT 

坂東 IC 

境古河 IC 

五霞 IC つくば中央 IC 

東金 JCT 

木更津 JCT 茅ヶ崎 JCT 

海老名 JCT 

鶴ヶ島 JCT 

藤岡 JCT 

高崎 JCT 
岩船 JCT 

栃木都賀 JCT 

友部 JCT 茨城町 JCT 

0 200m 

N 首都圏中央連絡自動車道（供用済） 

自動車専用道路（供用済） 

自動車専用道路（計画・構想） 

インターチェンジ 

国道 

※IC表記は常総 IC近辺及び主要ジャンクションに限定 

鬼
怒
川 

関
東
鉄
道
常
総
線 

玉村駅 

石下駅 

南石下駅 

三妻駅 

中妻駅 

北水海道駅 

水海道駅 

国道 
294 

国道 
354 

国道 
354 

圏央道 
常総ＩＣ 

 

北関東道 

福島県 

会津若松市 

千葉県柏市 

成田 
空港 

常総 IC 

千葉県 

木更津市 

神奈川県 
横浜市 

羽田 
空港 

圏央道 

関越道 

東北道 

常磐道 

国道 
294号 

東名道 

中央道 

東関東道 外 
環 道 

茨城 
空港 

観光振興
（地域資源の発掘）

農業振興
（地域ぐるみの６次産業化）

回遊型観光

商品流通

作物供給 商品供給

施設利用

体験観光

地域企業・商店

公共施設

市内農地

隣接産業施設

自然資源観光資源

道の駅

2010 2011 2012 2013 2014 2015 2016 2017 2018

H22 H23 H24 H25 H26 H27 H28 H29 H30

水海道千姫まつり 一日目 50,000 0 40,000 12,500 15,000 20,000 18,000 2,000 2,000 

水海道千姫まつり 二日目 25,000 8,000 10,000 

水海道千姫まつり 合計 50,000 0 40,000 12,500 15,000 20,000 43,000 10,000 12,000 

石下将門まつり 13,000 20,000 17,000 10,000 11,000 12,000 13,000 7,000 9,000 

常総きぬ川花火大会 110,000 110,000 110,000 110,000 100,000 100,000 130,000 130,000 110,000 

ふるさとまつり 30,000 36,000 30,000 20,000 18,000 0 20,000 25,000 25,000 

合計 253,000 166,000 237,000 165,000 159,000 152,000 249,000 182,000 168,000 

0 

50,000 

100,000 

150,000 

200,000 

250,000 

300,000 

SDGｓ 17 の目標（抜粋） 本ビションとの関係性 

 

目標 8 「働きがいも経済成長も」 

すべての人のための自足的，包摂的か

つ持続可能な経済成長，生産的な完

全雇用およびディーセント・ワーク（働き

がいのある人間らしい仕事）を推進する 

※ディーセント・ワーク…公正な所得，安心で

きる職場と家族の社会保障，自己啓発と社

会的統合のよりよい見通しを提供できる生産

的な雇用を誰もが得られる機会を意味する。 

 

 

 

 

目標 9.「産業と技術革新の基盤をつく

ろう」 

強靭なインフラを整備し，包摂的で持

続可能な産業化を推進するとともに，

技術革新の拡大を図る。 

 

 

 

 

目標 11.「住み続けられるまちづくりを」 

都市と人間の居住地を包摂的，安

全，強靭かつ持続可能にする。 

 

 

 

 

 

目標 17.「パートナーシップで目標を達

成しよう」 

持続可能な開発に向けて実施手続を

強化し，グローバル・パートナーシップを

活性化する。 

 

 

 

 

 

戦略分野1　　商業 　商業で "稼ぐ"

戦略分野3　　工業 　工業で "稼ぐ"

戦略分野1　　商業 　商業で "稼ぐ"

戦略分野3　　工業 　工業で "稼ぐ"

戦略分野4　　道の駅 　道の駅×産業で"稼ぐ"

戦略分野1　　商業 　商業で "稼ぐ"

戦略分野1　　商業 　商業で "稼ぐ"

戦略分野2　　観光 　観光で "稼ぐ"

戦略分野3　　工業 　工業で "稼ぐ"

戦略分野4　　道の駅 　道の駅×産業で"稼ぐ"

関連
戦略分野1　　商業 　商業で "稼ぐ"

関連
戦略分野3　　工業 　工業で "稼ぐ"

関連
戦略分野2　　観光 　観光で "稼ぐ"

戦略分野4　　道の駅 　道の駅×産業で"稼ぐ"

戦略分野4　　道の駅 　道の駅×産業で"稼ぐ"

戦略分野4　　道の駅 　道の駅×産業で"稼ぐ"

製造品出荷額等では，県内44市町村中、本市は第８位です。（「市町村早わかり」/茨城県企画部統計課） 

戦略分野1　　商業

戦略分野1　　商業

戦略分野1　　商業

戦略分野4　　道の駅

戦略分野3　　工業

戦略分野3　　工業

戦略分野4　　道の駅

戦略分野3　　工業

分野 所属 役職 氏名

1 学識経験者 茨城大学 准教授 牧　　良明

2 商業 商工会 会長 青木　清人

3 〃 商工会青年部 部長 相山　隆司

4 〃 商工会女性部 部長 染谷　悦子

5 〃 商店会（諏訪町商店会） 代表 岩本　健太郎

6 〃 商店会（石下中央商店会） 会長 吉田　貞夫

7 工業 工場協会 会長 長岡　德樹

8 〃 大生郷工業団地連絡協議会 会長 佐藤　敦

9 〃 坂手工業団地連絡協議会 会長 石川　潤

10 〃 内守谷工業団地協議会 会長 太田　信介

11 観光 観光物産協会 会長 熊谷　昇

12 有識者 市議会議員 建設経済委員長 小林　剛

13 市 経済環境部 部長 宮田　道夫

意見を出し合うときの4つの原則

1 「批判厳禁」 他人の意見を批判しません！

2 「自由奔放」 思いついたことをどんどん言う！

3 「質より量」

いい意見ではなく，何でもいいからたくさん出す！

4 「結合改善」

他人の意見に自分のアイデアを加えて新しい
意見にする！

(単位：万円） 

外部要因
商業 観光

工業 道の駅

　　・担い手不足

　　・廃業による商店数の減少

　　・空き店舗の増加

　　・商店街の衰退

　　・観光資源を活かしきれていない

　　・情報発信の不足

　　・産業集積エリアの不足

　　・雇用の確保が困難

　　・商業，工業，観光との

　　　連携不足

人口減少・少子高齢化

外部

要因

内部

要因



3　　工業 　工業で "稼ぐ"

　道の駅×産業で "稼ぐ"
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　年間販売額　　　　７％増

　年間入場者数　　　30％増

　製造品出荷額等　 15％増

　連携するしくみを検討

―危機を打ち破った先に、どのような姿を目指すのか―

戦略分野

　　国道294号線を走る車窓から荘厳にそびえたつ豊田城。そして、どこまでも続く田園地帯。本市は、鬼怒川と小貝川に挟まれ

たみどり豊かな町です。かつて鬼怒川の水運で栄えた本市は、商業が盛んで、市の中心部には商店街があります。明治から大正期

に建てられた町役場、商店、蔵、銀行といった建造物や、徳川家ゆかりの寺、江戸後期の姿を残す文化財などがそのままの姿を残

し、輝かしい歴史の一端を伺うことができます。市内には、４つの工業団地をはじめ、市内各所に工場が立地し、製造業が盛んで

す。2017年2月には首都圏中央連絡自動車道が開通し、常総ICの共用が開始され、さらにアクセスが向上しました。2022年度

には、IC周辺に道の駅の開業も予定されています。

　しかし、市内の産業は、人口減少や少子高齢化に伴う人口構成の変化、産業構造の転換等の外部要因や空き店舗の増加、

雇用の確保が困難など様々な内部要因を抱え、様々な危機に直面しています。これらの危機を打破するためには、一人ひとりの真

のニーズ（困った！の声）にいち早く対応し、地域、市全体の課題を解決しつつ、経済発展へとつなげていく必要があります。

　そのためには、地域がもつ資源を再認識し、最大限に活用しながら、一人ひとりが主体となり、市民・事業者・行政がそれぞれの

視点を生かし、協働で、「常総市の新しい価値を創造していく」ことが重要だと考えます。

目標値

１．目指すべき将来像

第5章 将来像及び計画の体系

基本目標

1　　商業 　商業で "稼ぐ"

2　　観光 　観光で "稼ぐ"

4　　道の駅

２．計画の体系

2019年度 2020 2021 2022 2023

産業と暮らしが調和し， 

   未知なる可能性を創造するまち  

埼玉方面

千葉方面

圏

央

道

国道294号

＜都市エリア＞
約31ha（公共施設等約7ha含む）・市街化区域

＜農地エリア＞
約14ha・市街化調整区域

観光農園ゾーン
（約4ha）

大規模施設園芸
ゾーン

（約10ha）

圏央道
常総IC

企業立地ゾーン
（約19ha）

都市公園
（約1ha）下妻方面

守谷方面

集客ゾーン
（約4ha）

道の駅
（公共施設・約2ha）

集客施設
（民間施設・約2ha）

 

つくば JCT 

常総 IC 

大栄 JCT 

八王子 JCT 

坂東 IC 

境古河 IC 

五霞 IC つくば中央 IC 

東金 JCT 

木更津 JCT 茅ヶ崎 JCT 

海老名 JCT 

鶴ヶ島 JCT 

藤岡 JCT 

高崎 JCT 
岩船 JCT 

栃木都賀 JCT 

友部 JCT 茨城町 JCT 

0 200m 

N 首都圏中央連絡自動車道（供用済） 

自動車専用道路（供用済） 

自動車専用道路（計画・構想） 

インターチェンジ 

国道 

※IC表記は常総 IC近辺及び主要ジャンクションに限定 

鬼
怒
川 

関
東
鉄
道
常
総
線 

玉村駅 

石下駅 

南石下駅 

三妻駅 

中妻駅 

北水海道駅 

水海道駅 

国道 
294 

国道 
354 

国道 
354 

圏央道 
常総ＩＣ 

 

北関東道 

福島県 

会津若松市 

千葉県柏市 

成田 
空港 

常総 IC 

千葉県 

木更津市 

神奈川県 
横浜市 

羽田 
空港 

圏央道 

関越道 

東北道 

常磐道 

国道 
294号 

東名道 

中央道 

東関東道 外 
環 道 

茨城 
空港 

観光振興
（地域資源の発掘）

農業振興
（地域ぐるみの６次産業化）

回遊型観光

商品流通

作物供給 商品供給

施設利用

体験観光

地域企業・商店

公共施設

市内農地

隣接産業施設

自然資源観光資源

道の駅

2010 2011 2012 2013 2014 2015 2016 2017 2018

H22 H23 H24 H25 H26 H27 H28 H29 H30

水海道千姫まつり 一日目 50,000 0 40,000 12,500 15,000 20,000 18,000 2,000 2,000 

水海道千姫まつり 二日目 25,000 8,000 10,000 

水海道千姫まつり 合計 50,000 0 40,000 12,500 15,000 20,000 43,000 10,000 12,000 

石下将門まつり 13,000 20,000 17,000 10,000 11,000 12,000 13,000 7,000 9,000 

常総きぬ川花火大会 110,000 110,000 110,000 110,000 100,000 100,000 130,000 130,000 110,000 

ふるさとまつり 30,000 36,000 30,000 20,000 18,000 0 20,000 25,000 25,000 

合計 253,000 166,000 237,000 165,000 159,000 152,000 249,000 182,000 168,000 

0 

50,000 

100,000 

150,000 

200,000 

250,000 

300,000 

SDGｓ 17 の目標（抜粋） 本ビションとの関係性 

 

目標 8 「働きがいも経済成長も」 

すべての人のための自足的，包摂的か

つ持続可能な経済成長，生産的な完

全雇用およびディーセント・ワーク（働き

がいのある人間らしい仕事）を推進する 

※ディーセント・ワーク…公正な所得，安心で

きる職場と家族の社会保障，自己啓発と社

会的統合のよりよい見通しを提供できる生産

的な雇用を誰もが得られる機会を意味する。 

 

 

 

 

目標 9.「産業と技術革新の基盤をつく

ろう」 

強靭なインフラを整備し，包摂的で持

続可能な産業化を推進するとともに，

技術革新の拡大を図る。 

 

 

 

 

目標 11.「住み続けられるまちづくりを」 

都市と人間の居住地を包摂的，安

全，強靭かつ持続可能にする。 

 

 

 

 

 

目標 17.「パートナーシップで目標を達

成しよう」 

持続可能な開発に向けて実施手続を

強化し，グローバル・パートナーシップを

活性化する。 

 

 

 

 

 

戦略分野1　　商業 　商業で "稼ぐ"

戦略分野3　　工業 　工業で "稼ぐ"

戦略分野1　　商業 　商業で "稼ぐ"

戦略分野3　　工業 　工業で "稼ぐ"

戦略分野4　　道の駅 　道の駅×産業で"稼ぐ"

戦略分野1　　商業 　商業で "稼ぐ"

戦略分野1　　商業 　商業で "稼ぐ"

戦略分野2　　観光 　観光で "稼ぐ"

戦略分野3　　工業 　工業で "稼ぐ"

戦略分野4　　道の駅 　道の駅×産業で"稼ぐ"

関連
戦略分野1　　商業 　商業で "稼ぐ"

関連
戦略分野3　　工業 　工業で "稼ぐ"

関連
戦略分野2　　観光 　観光で "稼ぐ"

戦略分野4　　道の駅 　道の駅×産業で"稼ぐ"

戦略分野4　　道の駅 　道の駅×産業で"稼ぐ"

戦略分野4　　道の駅 　道の駅×産業で"稼ぐ"

戦略分野1　　商業

戦略分野1　　商業

戦略分野1　　商業

戦略分野4　　道の駅

戦略分野3　　工業

戦略分野3　　工業

戦略分野4　　道の駅

戦略分野3　　工業

分野 所属 役職 氏名

1 学識経験者 茨城大学 准教授 牧　　良明

2 商業 商工会 会長 青木　清人

3 〃 商工会青年部 部長 相山　隆司

4 〃 商工会女性部 部長 染谷　悦子

5 〃 商店会（諏訪町商店会） 代表 岩本　健太郎

6 〃 商店会（石下中央商店会） 会長 吉田　貞夫

7 工業 工場協会 会長 長岡　德樹

8 〃 大生郷工業団地連絡協議会 会長 佐藤　敦

9 〃 坂手工業団地連絡協議会 会長 石川　潤

10 〃 内守谷工業団地協議会 会長 太田　信介

11 観光 観光物産協会 会長 熊谷　昇

12 有識者 市議会議員 建設経済委員長 小林　剛

13 市 経済環境部 部長 宮田　道夫

意見を出し合うときの4つの原則

1 「批判厳禁」 他人の意見を批判しません！

2 「自由奔放」 思いついたことをどんどん言う！

3 「質より量」

いい意見ではなく，何でもいいからたくさん出す！

4 「結合改善」

他人の意見に自分のアイデアを加えて新しい
意見にする！

常 総 

外部要因
商業 観光

工業 道の駅

　　・担い手不足

　　・廃業による商店数の減少

　　・空き店舗の増加

　　・商店街の衰退

　　・観光資源を活かしきれていない

　　・情報発信の不足

　　・産業集積エリアの不足

　　・雇用の確保が困難

　　・商業，工業，観光との

　　　連携不足

人口減少・少子高齢化

外部

要因

内部

要因



　　　　空き店舗を活用する

　　　　空き店舗を活用する

年間販売額について、2004年、2007年を比較するとほぼ横ばいで推移しています。2014年は、4.35%の増ですが、

1997年の水準には達していません。そこで、1997年の年間販売額を基準とし、7％の増を目標とします。
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取組

◆　短期目標／2020年度まで

戦略② 新商品を開発する

新商品開発までのプロセスを学ぶため，セミナーや

専門家派遣事業等を利用する。

◆　中長期目標／2023年度まで

市民が集い，アイディアをカタチに出来る場を検討し、活性

化の中核として位置づけ，創業機運の醸成を図ることがで

きる。

第6章 ”稼ぐ”戦略

戦略分野1　　商業 　商業で "稼ぐ"

目標値 年間販売額   7％増

効果

空き店舗を改装して，コミュニティカフェ・ギャラリース

ペース・チャレンジショップとして利用する。

効果

取組

戦略① 空き店舗を活用する

　本市は、古くから商業で栄えた町です。しかし、近年、廃業による空き店舗が増加し、シャッターが閉まったままの店舗も多くなって

います。かつての賑わいを取り戻すためには、市全体で、みんなで、まちを盛り上げる取組が急務です。アンケート調査の結果から

も、「市で振興してほしい産業」について、「街の賑わいを生む商業や娯楽産業」が圧倒的に多く、問題意識の高さを表しています。

　ここでは、ワークショップやアンケート調査で得た回答をもとに、実際に取り組めるような具体的なアクションを提案します。

新商品・新サービスの開発により，顧客獲得や販路の拡大

ができる。異業種間での連携によるコラボレーション商品の開

発など新しい可能性が生まれる。

2019年度 2020 2021 2022 2023

埼玉方面

千葉方面

圏

央

道

国道294号

＜都市エリア＞
約31ha（公共施設等約7ha含む）・市街化区域

＜農地エリア＞
約14ha・市街化調整区域

観光農園ゾーン
（約4ha）

大規模施設園芸
ゾーン

（約10ha）

圏央道
常総IC

企業立地ゾーン
（約19ha）

都市公園
（約1ha）下妻方面

守谷方面

集客ゾーン
（約4ha）

道の駅
（公共施設・約2ha）

集客施設
（民間施設・約2ha）

 

つくば JCT 

常総 IC 

大栄 JCT 

八王子 JCT 

坂東 IC 

境古河 IC 

五霞 IC つくば中央 IC 

東金 JCT 

木更津 JCT 茅ヶ崎 JCT 

海老名 JCT 

鶴ヶ島 JCT 

藤岡 JCT 

高崎 JCT 
岩船 JCT 

栃木都賀 JCT 

友部 JCT 茨城町 JCT 

0 200m 

N 首都圏中央連絡自動車道（供用済） 

自動車専用道路（供用済） 

自動車専用道路（計画・構想） 

インターチェンジ 

国道 

※IC表記は常総 IC近辺及び主要ジャンクションに限定 

鬼
怒
川 

関
東
鉄
道
常
総
線 

玉村駅 

石下駅 

南石下駅 

三妻駅 

中妻駅 

北水海道駅 

水海道駅 

国道 
294 

国道 
354 

国道 
354 

圏央道 
常総ＩＣ 

 

北関東道 

福島県 

会津若松市 

千葉県柏市 

成田 
空港 

常総 IC 

千葉県 

木更津市 

神奈川県 
横浜市 

羽田 
空港 

圏央道 

関越道 

東北道 

常磐道 

国道 
294号 

東名道 

中央道 

東関東道 外 
環 道 

茨城 
空港 

観光振興
（地域資源の発掘）

農業振興
（地域ぐるみの６次産業化）

回遊型観光

商品流通

作物供給 商品供給

施設利用

体験観光

地域企業・商店

公共施設

市内農地

隣接産業施設

自然資源観光資源

道の駅

2010 2011 2012 2013 2014 2015 2016 2017 2018

H22 H23 H24 H25 H26 H27 H28 H29 H30

水海道千姫まつり 一日目 50,000 0 40,000 12,500 15,000 20,000 18,000 2,000 2,000 

水海道千姫まつり 二日目 25,000 8,000 10,000 

水海道千姫まつり 合計 50,000 0 40,000 12,500 15,000 20,000 43,000 10,000 12,000 

石下将門まつり 13,000 20,000 17,000 10,000 11,000 12,000 13,000 7,000 9,000 

常総きぬ川花火大会 110,000 110,000 110,000 110,000 100,000 100,000 130,000 130,000 110,000 

ふるさとまつり 30,000 36,000 30,000 20,000 18,000 0 20,000 25,000 25,000 

合計 253,000 166,000 237,000 165,000 159,000 152,000 249,000 182,000 168,000 

0 

50,000 

100,000 

150,000 

200,000 

250,000 

300,000 

SDGｓ 17 の目標（抜粋） 本ビションとの関係性 

 

目標 8 「働きがいも経済成長も」 

すべての人のための自足的，包摂的か

つ持続可能な経済成長，生産的な完

全雇用およびディーセント・ワーク（働き

がいのある人間らしい仕事）を推進する 

※ディーセント・ワーク…公正な所得，安心で

きる職場と家族の社会保障，自己啓発と社

会的統合のよりよい見通しを提供できる生産

的な雇用を誰もが得られる機会を意味する。 

 

 

 

 

目標 9.「産業と技術革新の基盤をつく

ろう」 

強靭なインフラを整備し，包摂的で持

続可能な産業化を推進するとともに，

技術革新の拡大を図る。 

 

 

 

 

目標 11.「住み続けられるまちづくりを」 

都市と人間の居住地を包摂的，安

全，強靭かつ持続可能にする。 

 

 

 

 

 

目標 17.「パートナーシップで目標を達

成しよう」 

持続可能な開発に向けて実施手続を

強化し，グローバル・パートナーシップを

活性化する。 

 

 

 

 

 

戦略分野1　　商業 　商業で "稼ぐ"

戦略分野3　　工業 　工業で "稼ぐ"

戦略分野1　　商業 　商業で "稼ぐ"

戦略分野3　　工業 　工業で "稼ぐ"

戦略分野4　　道の駅 　道の駅×産業で"稼ぐ"

戦略分野1　　商業 　商業で "稼ぐ"

戦略分野1　　商業 　商業で "稼ぐ"

戦略分野2　　観光 　観光で "稼ぐ"

戦略分野3　　工業 　工業で "稼ぐ"

戦略分野4　　道の駅 　道の駅×産業で"稼ぐ"

関連
戦略分野1　　商業 　商業で "稼ぐ"

関連
戦略分野3　　工業 　工業で "稼ぐ"

関連
戦略分野2　　観光 　観光で "稼ぐ"

戦略分野4　　道の駅 　道の駅×産業で"稼ぐ"

戦略分野4　　道の駅 　道の駅×産業で"稼ぐ"

戦略分野4　　道の駅 　道の駅×産業で"稼ぐ"

戦略分野1　　商業

戦略分野1　　商業

戦略分野1　　商業

戦略分野4　　道の駅

戦略分野3　　工業

戦略分野3　　工業

戦略分野4　　道の駅

戦略分野3　　工業

分野 所属 役職 氏名

1 学識経験者 茨城大学 准教授 牧　　良明

2 商業 商工会 会長 青木　清人

3 〃 商工会青年部 部長 相山　隆司

4 〃 商工会女性部 部長 染谷　悦子

5 〃 商店会（諏訪町商店会） 代表 岩本　健太郎

6 〃 商店会（石下中央商店会） 会長 吉田　貞夫

7 工業 工場協会 会長 長岡　德樹

8 〃 大生郷工業団地連絡協議会 会長 佐藤　敦

9 〃 坂手工業団地連絡協議会 会長 石川　潤

10 〃 内守谷工業団地協議会 会長 太田　信介

11 観光 観光物産協会 会長 熊谷　昇

12 有識者 市議会議員 建設経済委員長 小林　剛

13 市 経済環境部 部長 宮田　道夫

意見を出し合うときの4つの原則

1 「批判厳禁」 他人の意見を批判しません！

2 「自由奔放」 思いついたことをどんどん言う！

3 「質より量」

いい意見ではなく，何でもいいからたくさん出す！

4 「結合改善」

他人の意見に自分のアイデアを加えて新しい
意見にする！

外部要因
商業 観光

工業 道の駅

　　・担い手不足

　　・廃業による商店数の減少

　　・空き店舗の増加

　　・商店街の衰退

　　・観光資源を活かしきれていない

　　・情報発信の不足

　　・産業集積エリアの不足

　　・雇用の確保が困難

　　・商業，工業，観光との

　　　連携不足

人口減少・少子高齢化

外部

要因

内部

要因



　　　　空き店舗を活用する

　　　　空き店舗を活用する

　　　　空き店舗を活用する

　　　　空き店舗を活用する

取組
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商店街の仕事を知る

取組 効果

社会に対応したサービスのカタチとして「来る」から

「出向く」サービスを行う。

戦略④ シャッターを見直す

効果

戦略③ 販売方法を見直す

取組

職場体験やものづくり体験を行う。

営業当時を知る人が立ち寄り，思い出に浸ることができる

場所を提供することができる。また、子どもたちが当時を知

り，歴史のある商店街を学ぶ機会ができる。世代を超えた

交流が生まれ，商店街やものづくりへの興味を喚起すること

ができる。

若い世代が「商売」を知り，親しむことで，潜在的創業者を

呼び起こし，まち全体で創業機運の醸成を図ることができ

る。

商店街を身近に感じ、買い物に利用してもらうきっかけを作

ることができる。

市内にはこんなにすばらしい仕事や会社がたくさんあることを

知ってもらうことにより、将来の就業や定住につなげていくこと

ができる。印象に残る体験型学習により、今後の変革期に

必要な若い人材を育てるきっかけづくりができる。

効果

市内の小中学校に対し、商店街の店舗や市内の

工場見学、企業見学を実施する機会を提供す

る。

効果

シャッターを開けて，店内に営業当時の写真を飾っ

たり，機械の展示を行う。また、シャッターには当時

の様子が感じられる絵を描く。

戦略⑤

戦略⑥

高齢化に伴う顧客離れに対応。ニーズに合致し，新たな市

場を獲得することができる。

職場体験・工場見学を実施する

取組

2019年度 2020 2021 2022 2023

埼玉方面

千葉方面

圏

央

道

国道294号

＜都市エリア＞
約31ha（公共施設等約7ha含む）・市街化区域

＜農地エリア＞
約14ha・市街化調整区域

観光農園ゾーン
（約4ha）

大規模施設園芸
ゾーン

（約10ha）

圏央道
常総IC

企業立地ゾーン
（約19ha）

都市公園
（約1ha）下妻方面

守谷方面

集客ゾーン
（約4ha）

道の駅
（公共施設・約2ha）

集客施設
（民間施設・約2ha）

 

つくば JCT 

常総 IC 

大栄 JCT 

八王子 JCT 

坂東 IC 

境古河 IC 

五霞 IC つくば中央 IC 

東金 JCT 

木更津 JCT 茅ヶ崎 JCT 

海老名 JCT 

鶴ヶ島 JCT 

藤岡 JCT 

高崎 JCT 
岩船 JCT 

栃木都賀 JCT 

友部 JCT 茨城町 JCT 

0 200m 

N 首都圏中央連絡自動車道（供用済） 

自動車専用道路（供用済） 

自動車専用道路（計画・構想） 

インターチェンジ 

国道 

※IC表記は常総 IC近辺及び主要ジャンクションに限定 

鬼
怒
川 

関
東
鉄
道
常
総
線 

玉村駅 

石下駅 

南石下駅 

三妻駅 

中妻駅 

北水海道駅 

水海道駅 

国道 
294 

国道 
354 

国道 
354 

圏央道 
常総ＩＣ 

 

北関東道 

福島県 

会津若松市 

千葉県柏市 

成田 
空港 

常総 IC 

千葉県 

木更津市 

神奈川県 
横浜市 

羽田 
空港 

圏央道 

関越道 

東北道 

常磐道 

国道 
294号 

東名道 

中央道 

東関東道 外 
環 道 

茨城 
空港 

観光振興
（地域資源の発掘）

農業振興
（地域ぐるみの６次産業化）

回遊型観光

商品流通

作物供給 商品供給

施設利用

体験観光

地域企業・商店

公共施設

市内農地

隣接産業施設

自然資源観光資源

道の駅

2010 2011 2012 2013 2014 2015 2016 2017 2018

H22 H23 H24 H25 H26 H27 H28 H29 H30

水海道千姫まつり 一日目 50,000 0 40,000 12,500 15,000 20,000 18,000 2,000 2,000 

水海道千姫まつり 二日目 25,000 8,000 10,000 

水海道千姫まつり 合計 50,000 0 40,000 12,500 15,000 20,000 43,000 10,000 12,000 

石下将門まつり 13,000 20,000 17,000 10,000 11,000 12,000 13,000 7,000 9,000 

常総きぬ川花火大会 110,000 110,000 110,000 110,000 100,000 100,000 130,000 130,000 110,000 

ふるさとまつり 30,000 36,000 30,000 20,000 18,000 0 20,000 25,000 25,000 

合計 253,000 166,000 237,000 165,000 159,000 152,000 249,000 182,000 168,000 

0 

50,000 

100,000 

150,000 

200,000 

250,000 

300,000 

SDGｓ 17 の目標（抜粋） 本ビションとの関係性 

 

目標 8 「働きがいも経済成長も」 

すべての人のための自足的，包摂的か

つ持続可能な経済成長，生産的な完

全雇用およびディーセント・ワーク（働き

がいのある人間らしい仕事）を推進する 

※ディーセント・ワーク…公正な所得，安心で

きる職場と家族の社会保障，自己啓発と社

会的統合のよりよい見通しを提供できる生産

的な雇用を誰もが得られる機会を意味する。 

 

 

 

 

目標 9.「産業と技術革新の基盤をつく

ろう」 

強靭なインフラを整備し，包摂的で持

続可能な産業化を推進するとともに，

技術革新の拡大を図る。 

 

 

 

 

目標 11.「住み続けられるまちづくりを」 

都市と人間の居住地を包摂的，安

全，強靭かつ持続可能にする。 

 

 

 

 

 

目標 17.「パートナーシップで目標を達

成しよう」 

持続可能な開発に向けて実施手続を

強化し，グローバル・パートナーシップを

活性化する。 

 

 

 

 

 

戦略分野1　　商業 　商業で "稼ぐ"

戦略分野3　　工業 　工業で "稼ぐ"

戦略分野1　　商業 　商業で "稼ぐ"

戦略分野3　　工業 　工業で "稼ぐ"

戦略分野4　　道の駅 　道の駅×産業で"稼ぐ"

戦略分野1　　商業 　商業で "稼ぐ"

戦略分野1　　商業 　商業で "稼ぐ"

戦略分野2　　観光 　観光で "稼ぐ"

戦略分野3　　工業 　工業で "稼ぐ"

戦略分野4　　道の駅 　道の駅×産業で"稼ぐ"

関連
戦略分野1　　商業 　商業で "稼ぐ"

関連
戦略分野3　　工業 　工業で "稼ぐ"

関連
戦略分野2　　観光 　観光で "稼ぐ"

戦略分野4　　道の駅 　道の駅×産業で"稼ぐ"

戦略分野4　　道の駅 　道の駅×産業で"稼ぐ"

戦略分野4　　道の駅 　道の駅×産業で"稼ぐ"

戦略分野1　　商業

戦略分野1　　商業

戦略分野1　　商業

戦略分野4　　道の駅

戦略分野3　　工業

戦略分野3　　工業

戦略分野4　　道の駅

戦略分野3　　工業

分野 所属 役職 氏名

1 学識経験者 茨城大学 准教授 牧　　良明

2 商業 商工会 会長 青木　清人

3 〃 商工会青年部 部長 相山　隆司

4 〃 商工会女性部 部長 染谷　悦子

5 〃 商店会（諏訪町商店会） 代表 岩本　健太郎

6 〃 商店会（石下中央商店会） 会長 吉田　貞夫

7 工業 工場協会 会長 長岡　德樹

8 〃 大生郷工業団地連絡協議会 会長 佐藤　敦

9 〃 坂手工業団地連絡協議会 会長 石川　潤

10 〃 内守谷工業団地協議会 会長 太田　信介

11 観光 観光物産協会 会長 熊谷　昇

12 有識者 市議会議員 建設経済委員長 小林　剛

13 市 経済環境部 部長 宮田　道夫

意見を出し合うときの4つの原則

1 「批判厳禁」 他人の意見を批判しません！

2 「自由奔放」 思いついたことをどんどん言う！

3 「質より量」

いい意見ではなく，何でもいいからたくさん出す！

4 「結合改善」

他人の意見に自分のアイデアを加えて新しい
意見にする！

外部要因
商業 観光

工業 道の駅

　　・担い手不足

　　・廃業による商店数の減少

　　・空き店舗の増加

　　・商店街の衰退

　　・観光資源を活かしきれていない

　　・情報発信の不足

　　・産業集積エリアの不足

　　・雇用の確保が困難

　　・商業，工業，観光との

　　　連携不足

人口減少・少子高齢化

外部

要因

内部

要因



　　　　空き店舗を活用する

　　　　空き店舗を活用する

　　　　空き店舗を活用する

イベントを自店舗のPRの場として捉えることで，顧客の新規

獲得、定着化を図ることができる。

実状に即し，調査を深堀することで，利活用の可能性を

拡げる。

新規参入を積極的に受け入れる姿勢を市内外にPRし、多

様性とチャレンジを一層許容することで、アントレプレナーシッ

プ(起業家精神）を育むことができる。

本市では，夏に創業希望者・経営者を対象とした「常総創業塾」，また、冬に

市内で１年以内に創業を目指す方を対象に，「常総ビジネスプランコンテスト」

を実施し、大賞受賞者には活動資金として賞金が授与されます。

17

「常総創業塾」「ビジネスプランコンテスト」「空き店

舗調査」を三位一体で取り組むことにより，創業を

支援する。

空き店舗の持ち主への意向調査を継続して実施

する。また、新たに地権者や営業店舗に対し，余

剰スペースの貸出についての意向調査も実施す

る。

戦略⑨ 創業を支援する

取組 効果

取組 効果

空き店舗を調査する

戦略⑦ イベントの定着を図る

取組 効果

朝市や街バル，ごはん市などといったイベントを定

期的に開催する。イベント終了後には反省会を行

い，さらに満足度の高いイベントにする。イベント時

に自店PRカードを配布するなどの取組を行う。

戦略⑧

2019年度 2020 2021 2022 2023

埼玉方面

千葉方面

圏

央

道

国道294号

＜都市エリア＞
約31ha（公共施設等約7ha含む）・市街化区域

＜農地エリア＞
約14ha・市街化調整区域

観光農園ゾーン
（約4ha）

大規模施設園芸
ゾーン

（約10ha）

圏央道
常総IC

企業立地ゾーン
（約19ha）

都市公園
（約1ha）下妻方面

守谷方面

集客ゾーン
（約4ha）

道の駅
（公共施設・約2ha）

集客施設
（民間施設・約2ha）

 

つくば JCT 

常総 IC 

大栄 JCT 

八王子 JCT 

坂東 IC 

境古河 IC 

五霞 IC つくば中央 IC 

東金 JCT 

木更津 JCT 茅ヶ崎 JCT 

海老名 JCT 

鶴ヶ島 JCT 

藤岡 JCT 

高崎 JCT 
岩船 JCT 

栃木都賀 JCT 

友部 JCT 茨城町 JCT 

0 200m 

N 首都圏中央連絡自動車道（供用済） 

自動車専用道路（供用済） 

自動車専用道路（計画・構想） 

インターチェンジ 

国道 

※IC表記は常総 IC近辺及び主要ジャンクションに限定 

鬼
怒
川 

関
東
鉄
道
常
総
線 

玉村駅 

石下駅 

南石下駅 

三妻駅 

中妻駅 

北水海道駅 

水海道駅 

国道 
294 

国道 
354 

国道 
354 

圏央道 
常総ＩＣ 

 

北関東道 

福島県 

会津若松市 

千葉県柏市 

成田 
空港 

常総 IC 

千葉県 

木更津市 

神奈川県 
横浜市 

羽田 
空港 

圏央道 

関越道 

東北道 

常磐道 

国道 
294号 

東名道 

中央道 

東関東道 外 
環 道 

茨城 
空港 

観光振興
（地域資源の発掘）

農業振興
（地域ぐるみの６次産業化）

回遊型観光

商品流通

作物供給 商品供給

施設利用

体験観光

地域企業・商店

公共施設

市内農地

隣接産業施設

自然資源観光資源

道の駅

2010 2011 2012 2013 2014 2015 2016 2017 2018

H22 H23 H24 H25 H26 H27 H28 H29 H30

水海道千姫まつり 一日目 50,000 0 40,000 12,500 15,000 20,000 18,000 2,000 2,000 

水海道千姫まつり 二日目 25,000 8,000 10,000 

水海道千姫まつり 合計 50,000 0 40,000 12,500 15,000 20,000 43,000 10,000 12,000 

石下将門まつり 13,000 20,000 17,000 10,000 11,000 12,000 13,000 7,000 9,000 

常総きぬ川花火大会 110,000 110,000 110,000 110,000 100,000 100,000 130,000 130,000 110,000 

ふるさとまつり 30,000 36,000 30,000 20,000 18,000 0 20,000 25,000 25,000 

合計 253,000 166,000 237,000 165,000 159,000 152,000 249,000 182,000 168,000 
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50,000 

100,000 

150,000 

200,000 

250,000 

300,000 

SDGｓ 17 の目標（抜粋） 本ビションとの関係性 

 

目標 8 「働きがいも経済成長も」 

すべての人のための自足的，包摂的か

つ持続可能な経済成長，生産的な完

全雇用およびディーセント・ワーク（働き

がいのある人間らしい仕事）を推進する 

※ディーセント・ワーク…公正な所得，安心で

きる職場と家族の社会保障，自己啓発と社

会的統合のよりよい見通しを提供できる生産

的な雇用を誰もが得られる機会を意味する。 

 

 

 

 

目標 9.「産業と技術革新の基盤をつく

ろう」 

強靭なインフラを整備し，包摂的で持

続可能な産業化を推進するとともに，

技術革新の拡大を図る。 

 

 

 

 

目標 11.「住み続けられるまちづくりを」 

都市と人間の居住地を包摂的，安

全，強靭かつ持続可能にする。 

 

 

 

 

 

目標 17.「パートナーシップで目標を達

成しよう」 

持続可能な開発に向けて実施手続を

強化し，グローバル・パートナーシップを

活性化する。 

 

 

 

 

 

戦略分野1　　商業 　商業で "稼ぐ"

戦略分野3　　工業 　工業で "稼ぐ"

戦略分野1　　商業 　商業で "稼ぐ"

戦略分野3　　工業 　工業で "稼ぐ"

戦略分野4　　道の駅 　道の駅×産業で"稼ぐ"

戦略分野1　　商業 　商業で "稼ぐ"

戦略分野1　　商業 　商業で "稼ぐ"

戦略分野2　　観光 　観光で "稼ぐ"

戦略分野3　　工業 　工業で "稼ぐ"

戦略分野4　　道の駅 　道の駅×産業で"稼ぐ"

関連
戦略分野1　　商業 　商業で "稼ぐ"

関連
戦略分野3　　工業 　工業で "稼ぐ"

関連
戦略分野2　　観光 　観光で "稼ぐ"

戦略分野4　　道の駅 　道の駅×産業で"稼ぐ"

戦略分野4　　道の駅 　道の駅×産業で"稼ぐ"

戦略分野4　　道の駅 　道の駅×産業で"稼ぐ"

（左)常総創業塾「筑波大学特別講義」の様子 

（右）「常総ビジネスプランコンテスト2018」表彰式 

常総創業塾 

創業支援の取り組み 

戦略分野1　　商業

戦略分野1　　商業

戦略分野1　　商業

戦略分野4　　道の駅

戦略分野3　　工業

戦略分野3　　工業

戦略分野4　　道の駅

戦略分野3　　工業

分野 所属 役職 氏名

1 学識経験者 茨城大学 准教授 牧　　良明

2 商業 商工会 会長 青木　清人

3 〃 商工会青年部 部長 相山　隆司

4 〃 商工会女性部 部長 染谷　悦子

5 〃 商店会（諏訪町商店会） 代表 岩本　健太郎

6 〃 商店会（石下中央商店会） 会長 吉田　貞夫

7 工業 工場協会 会長 長岡　德樹

8 〃 大生郷工業団地連絡協議会 会長 佐藤　敦

9 〃 坂手工業団地連絡協議会 会長 石川　潤

10 〃 内守谷工業団地協議会 会長 太田　信介

11 観光 観光物産協会 会長 熊谷　昇

12 有識者 市議会議員 建設経済委員長 小林　剛

13 市 経済環境部 部長 宮田　道夫

意見を出し合うときの4つの原則

1 「批判厳禁」 他人の意見を批判しません！

2 「自由奔放」 思いついたことをどんどん言う！

3 「質より量」

いい意見ではなく，何でもいいからたくさん出す！

4 「結合改善」

他人の意見に自分のアイデアを加えて新しい
意見にする！

外部要因
商業 観光

工業 道の駅

　　・担い手不足

　　・廃業による商店数の減少

　　・空き店舗の増加

　　・商店街の衰退

　　・観光資源を活かしきれていない

　　・情報発信の不足

　　・産業集積エリアの不足

　　・雇用の確保が困難

　　・商業，工業，観光との

　　　連携不足

人口減少・少子高齢化

外部

要因

内部

要因



案内表示を魅せる

　徳川家康の孫娘千姫さまの菩提寺である「弘経寺」や、江戸時代後期のお屋敷がそのままの姿で残る国指定重要文化財「坂

野家住宅」は、その時代にタイムスリップしたような感覚を覚えます。本市には歴史を感じ,趣のある観光名所や釣り・アウトドアなどの

体験型レジャー施設、ロケスポット、イベント、おいしい水・米から作られた名産品があります。本市の観光資源を存分に生かし、たく

さんの人に訪れていただけるしくみを提案します。

あすなろの里では、水害の影響により入場者数が前年と比較し、20％減となりました。その後、回復を見せ、23％の増となっていま

す。観光施策の推進により、今後さらなる顧客の増を目指し、市内観光施設の年間入場者数の30％増加を目標とします。
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江戸時代にタイムスリップしたような演出（結城紬

の貸衣裳、行列参加等）で，他に類を見ないま

つりにする。

また、インバウンドに対応し、案内表示や通訳な

ど，多言語で対応する。

ストーリーが分かる魅力的な案内表示で，さらに名所の魅

力を知ってもらうことができる。VRの導入により、小学生向け

の案内や多言語への対応など、ニーズに合わせた説明ができ

るようなしくみを検討する。市内を周遊するルートや案内を設

置する場所を調査する。

弘経寺、坂野家住宅などの歴史ある建造物を有効にPRす

ることで、国内外問わず集客を図ることができる。

◆　短期目標／2020年度まで

取組 効果

戦略② 千姫まつりを国際的なまつりにする

戦略分野2　　観光 　観光で "稼ぐ"

取組 効果

人を惹きつける案内表示を設置する。また，VRな

ど体験型の案内を検討する。

目標値

◆　中長期目標／2023年度まで

年間入場者数　30％増

戦略①

2019年度 2020 2021 2022 2023

埼玉方面

千葉方面

圏

央

道

国道294号

＜都市エリア＞
約31ha（公共施設等約7ha含む）・市街化区域

＜農地エリア＞
約14ha・市街化調整区域

観光農園ゾーン
（約4ha）

大規模施設園芸
ゾーン

（約10ha）

圏央道
常総IC

企業立地ゾーン
（約19ha）

都市公園
（約1ha）下妻方面

守谷方面

集客ゾーン
（約4ha）

道の駅
（公共施設・約2ha）

集客施設
（民間施設・約2ha）

 

つくば JCT 

常総 IC 

大栄 JCT 

八王子 JCT 

坂東 IC 

境古河 IC 

五霞 IC つくば中央 IC 

東金 JCT 

木更津 JCT 茅ヶ崎 JCT 

海老名 JCT 

鶴ヶ島 JCT 

藤岡 JCT 

高崎 JCT 
岩船 JCT 

栃木都賀 JCT 

友部 JCT 茨城町 JCT 

0 200m 

N 首都圏中央連絡自動車道（供用済） 

自動車専用道路（供用済） 

自動車専用道路（計画・構想） 

インターチェンジ 

国道 

※IC表記は常総 IC近辺及び主要ジャンクションに限定 

鬼
怒
川 

関
東
鉄
道
常
総
線 

玉村駅 

石下駅 

南石下駅 

三妻駅 

中妻駅 

北水海道駅 

水海道駅 

国道 
294 

国道 
354 

国道 
354 

圏央道 
常総ＩＣ 

 

北関東道 

福島県 

会津若松市 

千葉県柏市 

成田 
空港 

常総 IC 

千葉県 

木更津市 

神奈川県 
横浜市 

羽田 
空港 

圏央道 

関越道 

東北道 

常磐道 

国道 
294号 

東名道 

中央道 

東関東道 外 
環 道 

茨城 
空港 

観光振興
（地域資源の発掘）

農業振興
（地域ぐるみの６次産業化）

回遊型観光

商品流通

作物供給 商品供給

施設利用

体験観光

地域企業・商店

公共施設

市内農地

隣接産業施設

自然資源観光資源

道の駅

2010 2011 2012 2013 2014 2015 2016 2017 2018

H22 H23 H24 H25 H26 H27 H28 H29 H30

水海道千姫まつり 一日目 50,000 0 40,000 12,500 15,000 20,000 18,000 2,000 2,000 

水海道千姫まつり 二日目 25,000 8,000 10,000 

水海道千姫まつり 合計 50,000 0 40,000 12,500 15,000 20,000 43,000 10,000 12,000 

石下将門まつり 13,000 20,000 17,000 10,000 11,000 12,000 13,000 7,000 9,000 

常総きぬ川花火大会 110,000 110,000 110,000 110,000 100,000 100,000 130,000 130,000 110,000 

ふるさとまつり 30,000 36,000 30,000 20,000 18,000 0 20,000 25,000 25,000 

合計 253,000 166,000 237,000 165,000 159,000 152,000 249,000 182,000 168,000 

0 

50,000 

100,000 

150,000 

200,000 

250,000 

300,000 

SDGｓ 17 の目標（抜粋） 本ビションとの関係性 

 

目標 8 「働きがいも経済成長も」 

すべての人のための自足的，包摂的か

つ持続可能な経済成長，生産的な完

全雇用およびディーセント・ワーク（働き

がいのある人間らしい仕事）を推進する 

※ディーセント・ワーク…公正な所得，安心で

きる職場と家族の社会保障，自己啓発と社

会的統合のよりよい見通しを提供できる生産

的な雇用を誰もが得られる機会を意味する。 

 

 

 

 

目標 9.「産業と技術革新の基盤をつく

ろう」 

強靭なインフラを整備し，包摂的で持

続可能な産業化を推進するとともに，

技術革新の拡大を図る。 

 

 

 

 

目標 11.「住み続けられるまちづくりを」 

都市と人間の居住地を包摂的，安

全，強靭かつ持続可能にする。 

 

 

 

 

 

目標 17.「パートナーシップで目標を達

成しよう」 

持続可能な開発に向けて実施手続を

強化し，グローバル・パートナーシップを

活性化する。 

 

 

 

 

 

戦略分野1　　商業 　商業で "稼ぐ"

戦略分野3　　工業 　工業で "稼ぐ"

戦略分野1　　商業 　商業で "稼ぐ"

戦略分野3　　工業 　工業で "稼ぐ"

戦略分野4　　道の駅 　道の駅×産業で"稼ぐ"

戦略分野1　　商業 　商業で "稼ぐ"

戦略分野1　　商業 　商業で "稼ぐ"

戦略分野2　　観光 　観光で "稼ぐ"

戦略分野3　　工業 　工業で "稼ぐ"

戦略分野4　　道の駅 　道の駅×産業で"稼ぐ"

関連
戦略分野1　　商業 　商業で "稼ぐ"

関連
戦略分野3　　工業 　工業で "稼ぐ"

関連
戦略分野2　　観光 　観光で "稼ぐ"

戦略分野4　　道の駅 　道の駅×産業で"稼ぐ"

戦略分野4　　道の駅 　道の駅×産業で"稼ぐ"

戦略分野4　　道の駅 　道の駅×産業で"稼ぐ"

戦略分野1　　商業

戦略分野1　　商業

戦略分野1　　商業

戦略分野4　　道の駅

戦略分野3　　工業

戦略分野3　　工業

戦略分野4　　道の駅

戦略分野3　　工業

分野 所属 役職 氏名

1 学識経験者 茨城大学 准教授 牧　　良明

2 商業 商工会 会長 青木　清人

3 〃 商工会青年部 部長 相山　隆司

4 〃 商工会女性部 部長 染谷　悦子

5 〃 商店会（諏訪町商店会） 代表 岩本　健太郎

6 〃 商店会（石下中央商店会） 会長 吉田　貞夫

7 工業 工場協会 会長 長岡　德樹

8 〃 大生郷工業団地連絡協議会 会長 佐藤　敦

9 〃 坂手工業団地連絡協議会 会長 石川　潤

10 〃 内守谷工業団地協議会 会長 太田　信介

11 観光 観光物産協会 会長 熊谷　昇

12 有識者 市議会議員 建設経済委員長 小林　剛

13 市 経済環境部 部長 宮田　道夫

意見を出し合うときの4つの原則

1 「批判厳禁」 他人の意見を批判しません！

2 「自由奔放」 思いついたことをどんどん言う！

3 「質より量」

いい意見ではなく，何でもいいからたくさん出す！

4 「結合改善」

他人の意見に自分のアイデアを加えて新しい
意見にする！

外部要因
商業 観光

工業 道の駅

　　・担い手不足

　　・廃業による商店数の減少

　　・空き店舗の増加

　　・商店街の衰退

　　・観光資源を活かしきれていない

　　・情報発信の不足

　　・産業集積エリアの不足

　　・雇用の確保が困難

　　・商業，工業，観光との

　　　連携不足

人口減少・少子高齢化

外部

要因

内部

要因



戦略⑤ ロケ地をめぐる

取組 効果

ロケ地めぐりツアーを開催する。

情報発信、展示方法や案内表示について研究し、改善す

ることで、さらなる集客を図ることができる。

「ロケの街　常総」を多くの人に知ってもらう。映画・ドラマの

ファンをターゲットとし，裏話を聞きながら，市内のロケ地、

店舗をめぐるツアーを開催することで，交流人口の拡大につ

なげることができる。

戦略⑥ 今ある施設の魅力を発信する

取組 効果

あすなろの里や吉野公園といった集客施設の魅力

を最大限に発信する。
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効果

「常総市の歴史を語る人」を育成し，歴史を直接

見て，聞いて，学ぶことができる環境をつくる。

スタンプラリー機能により，観光名所や商店街を巡ってもら

え，さらにリピーターを獲得することができる。

「常総市の歴史を語る人」を案内役としたツアーの実施や学

校行事へ組み込むことで、本市に興味を持ってもらう機会を

増やすことができる。

戦略④ 「ふらっと！294」を広める

取組 効果

観光促進アプリ「ふらっと294」のダウンロード数を増

加させるためPRを行う。市内に訪れてもらうきっかけ

づくりや観光案内など，効果的なコンテンツを検討

する。

戦略③ 歴史を学ぶ

取組

2019年度 2020 2021 2022 2023

埼玉方面

千葉方面

圏

央

道

国道294号

＜都市エリア＞
約31ha（公共施設等約7ha含む）・市街化区域

＜農地エリア＞
約14ha・市街化調整区域

観光農園ゾーン
（約4ha）

大規模施設園芸
ゾーン

（約10ha）

圏央道
常総IC

企業立地ゾーン
（約19ha）

都市公園
（約1ha）下妻方面

守谷方面

集客ゾーン
（約4ha）

道の駅
（公共施設・約2ha）

集客施設
（民間施設・約2ha）

 

つくば JCT 

常総 IC 

大栄 JCT 

八王子 JCT 

坂東 IC 

境古河 IC 

五霞 IC つくば中央 IC 

東金 JCT 

木更津 JCT 茅ヶ崎 JCT 

海老名 JCT 

鶴ヶ島 JCT 

藤岡 JCT 

高崎 JCT 
岩船 JCT 

栃木都賀 JCT 

友部 JCT 茨城町 JCT 

0 200m 

N 首都圏中央連絡自動車道（供用済） 

自動車専用道路（供用済） 

自動車専用道路（計画・構想） 

インターチェンジ 

国道 

※IC表記は常総 IC近辺及び主要ジャンクションに限定 

鬼
怒
川 

関
東
鉄
道
常
総
線 

玉村駅 

石下駅 

南石下駅 

三妻駅 

中妻駅 

北水海道駅 

水海道駅 

国道 
294 

国道 
354 

国道 
354 

圏央道 
常総ＩＣ 

 

北関東道 

福島県 

会津若松市 

千葉県柏市 

成田 
空港 

常総 IC 

千葉県 

木更津市 

神奈川県 
横浜市 

羽田 
空港 

圏央道 

関越道 

東北道 

常磐道 

国道 
294号 

東名道 

中央道 

東関東道 外 
環 道 

茨城 
空港 

観光振興
（地域資源の発掘）

農業振興
（地域ぐるみの６次産業化）

回遊型観光

商品流通

作物供給 商品供給

施設利用

体験観光

地域企業・商店

公共施設

市内農地

隣接産業施設

自然資源観光資源

道の駅

2010 2011 2012 2013 2014 2015 2016 2017 2018

H22 H23 H24 H25 H26 H27 H28 H29 H30

水海道千姫まつり 一日目 50,000 0 40,000 12,500 15,000 20,000 18,000 2,000 2,000 

水海道千姫まつり 二日目 25,000 8,000 10,000 

水海道千姫まつり 合計 50,000 0 40,000 12,500 15,000 20,000 43,000 10,000 12,000 

石下将門まつり 13,000 20,000 17,000 10,000 11,000 12,000 13,000 7,000 9,000 

常総きぬ川花火大会 110,000 110,000 110,000 110,000 100,000 100,000 130,000 130,000 110,000 

ふるさとまつり 30,000 36,000 30,000 20,000 18,000 0 20,000 25,000 25,000 

合計 253,000 166,000 237,000 165,000 159,000 152,000 249,000 182,000 168,000 

0 

50,000 

100,000 

150,000 

200,000 

250,000 

300,000 

SDGｓ 17 の目標（抜粋） 本ビションとの関係性 

 

目標 8 「働きがいも経済成長も」 

すべての人のための自足的，包摂的か

つ持続可能な経済成長，生産的な完

全雇用およびディーセント・ワーク（働き

がいのある人間らしい仕事）を推進する 

※ディーセント・ワーク…公正な所得，安心で

きる職場と家族の社会保障，自己啓発と社

会的統合のよりよい見通しを提供できる生産

的な雇用を誰もが得られる機会を意味する。 

 

 

 

 

目標 9.「産業と技術革新の基盤をつく

ろう」 

強靭なインフラを整備し，包摂的で持

続可能な産業化を推進するとともに，

技術革新の拡大を図る。 

 

 

 

 

目標 11.「住み続けられるまちづくりを」 

都市と人間の居住地を包摂的，安

全，強靭かつ持続可能にする。 

 

 

 

 

 

目標 17.「パートナーシップで目標を達

成しよう」 

持続可能な開発に向けて実施手続を

強化し，グローバル・パートナーシップを

活性化する。 

 

 

 

 

 

戦略分野1　　商業 　商業で "稼ぐ"

戦略分野3　　工業 　工業で "稼ぐ"

戦略分野1　　商業 　商業で "稼ぐ"

戦略分野3　　工業 　工業で "稼ぐ"

戦略分野4　　道の駅 　道の駅×産業で"稼ぐ"

戦略分野1　　商業 　商業で "稼ぐ"

戦略分野1　　商業 　商業で "稼ぐ"

戦略分野2　　観光 　観光で "稼ぐ"

戦略分野3　　工業 　工業で "稼ぐ"

戦略分野4　　道の駅 　道の駅×産業で"稼ぐ"

関連
戦略分野1　　商業 　商業で "稼ぐ"

関連
戦略分野3　　工業 　工業で "稼ぐ"

関連
戦略分野2　　観光 　観光で "稼ぐ"

戦略分野4　　道の駅 　道の駅×産業で"稼ぐ"

戦略分野4　　道の駅 　道の駅×産業で"稼ぐ"

戦略分野4　　道の駅 　道の駅×産業で"稼ぐ"

戦略分野1　　商業

戦略分野1　　商業

戦略分野1　　商業

戦略分野4　　道の駅

戦略分野3　　工業

戦略分野3　　工業

戦略分野4　　道の駅

戦略分野3　　工業

分野 所属 役職 氏名

1 学識経験者 茨城大学 准教授 牧　　良明

2 商業 商工会 会長 青木　清人

3 〃 商工会青年部 部長 相山　隆司

4 〃 商工会女性部 部長 染谷　悦子

5 〃 商店会（諏訪町商店会） 代表 岩本　健太郎

6 〃 商店会（石下中央商店会） 会長 吉田　貞夫

7 工業 工場協会 会長 長岡　德樹

8 〃 大生郷工業団地連絡協議会 会長 佐藤　敦

9 〃 坂手工業団地連絡協議会 会長 石川　潤

10 〃 内守谷工業団地協議会 会長 太田　信介

11 観光 観光物産協会 会長 熊谷　昇

12 有識者 市議会議員 建設経済委員長 小林　剛

13 市 経済環境部 部長 宮田　道夫

意見を出し合うときの4つの原則

1 「批判厳禁」 他人の意見を批判しません！

2 「自由奔放」 思いついたことをどんどん言う！

3 「質より量」

いい意見ではなく，何でもいいからたくさん出す！

4 「結合改善」

他人の意見に自分のアイデアを加えて新しい
意見にする！

外部要因
商業 観光

工業 道の駅

　　・担い手不足

　　・廃業による商店数の減少

　　・空き店舗の増加

　　・商店街の衰退

　　・観光資源を活かしきれていない

　　・情報発信の不足

　　・産業集積エリアの不足

　　・雇用の確保が困難

　　・商業，工業，観光との

　　　連携不足

人口減少・少子高齢化

外部

要因

内部

要因



観光ガイド　　―Tourist Guide―
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観光促進アプリ―travel app―

2019年度 2020 2021 2022 2023

  千姫ちゃま 

（左上）常総千姫まつり 

（左下）常総ふるさとまつり

（上）常総きぬ川花火大会 

埼玉方面

千葉方面

圏

央

道

国道294号

＜都市エリア＞
約31ha（公共施設等約7ha含む）・市街化区域

＜農地エリア＞
約14ha・市街化調整区域

観光農園ゾーン
（約4ha）

大規模施設園芸
ゾーン

（約10ha）

圏央道
常総IC

企業立地ゾーン
（約19ha）

都市公園
（約1ha）下妻方面

守谷方面

集客ゾーン
（約4ha）

道の駅
（公共施設・約2ha）

集客施設
（民間施設・約2ha）

 

つくば JCT 

常総 IC 

大栄 JCT 

八王子 JCT 

坂東 IC 

境古河 IC 

五霞 IC つくば中央 IC 

東金 JCT 

木更津 JCT 茅ヶ崎 JCT 

海老名 JCT 

鶴ヶ島 JCT 

藤岡 JCT 

高崎 JCT 
岩船 JCT 

栃木都賀 JCT 

友部 JCT 茨城町 JCT 

0 200m 

N 首都圏中央連絡自動車道（供用済） 

自動車専用道路（供用済） 

自動車専用道路（計画・構想） 

インターチェンジ 

国道 

※IC表記は常総 IC近辺及び主要ジャンクションに限定 

鬼
怒
川 

関
東
鉄
道
常
総
線 

玉村駅 

石下駅 

南石下駅 

三妻駅 

中妻駅 

北水海道駅 

水海道駅 

国道 
294 

国道 
354 

国道 
354 

圏央道 
常総ＩＣ 

 

北関東道 

福島県 

会津若松市 

千葉県柏市 

成田 
空港 

常総 IC 

千葉県 

木更津市 

神奈川県 
横浜市 

羽田 
空港 

圏央道 

関越道 

東北道 

常磐道 

国道 
294号 

東名道 

中央道 

東関東道 外 
環 道 

茨城 
空港 

観光振興
（地域資源の発掘）

農業振興
（地域ぐるみの６次産業化）

回遊型観光

商品流通

作物供給 商品供給

施設利用

体験観光

地域企業・商店

公共施設

市内農地

隣接産業施設

自然資源観光資源

道の駅

2010 2011 2012 2013 2014 2015 2016 2017 2018

H22 H23 H24 H25 H26 H27 H28 H29 H30

水海道千姫まつり 一日目 50,000 0 40,000 12,500 15,000 20,000 18,000 2,000 2,000 

水海道千姫まつり 二日目 25,000 8,000 10,000 

水海道千姫まつり 合計 50,000 0 40,000 12,500 15,000 20,000 43,000 10,000 12,000 

石下将門まつり 13,000 20,000 17,000 10,000 11,000 12,000 13,000 7,000 9,000 

常総きぬ川花火大会 110,000 110,000 110,000 110,000 100,000 100,000 130,000 130,000 110,000 

ふるさとまつり 30,000 36,000 30,000 20,000 18,000 0 20,000 25,000 25,000 

合計 253,000 166,000 237,000 165,000 159,000 152,000 249,000 182,000 168,000 
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SDGｓ 17 の目標（抜粋） 本ビションとの関係性 

 

目標 8 「働きがいも経済成長も」 

すべての人のための自足的，包摂的か

つ持続可能な経済成長，生産的な完

全雇用およびディーセント・ワーク（働き

がいのある人間らしい仕事）を推進する 

※ディーセント・ワーク…公正な所得，安心で

きる職場と家族の社会保障，自己啓発と社

会的統合のよりよい見通しを提供できる生産

的な雇用を誰もが得られる機会を意味する。 

 

 

 

 

目標 9.「産業と技術革新の基盤をつく

ろう」 

強靭なインフラを整備し，包摂的で持

続可能な産業化を推進するとともに，

技術革新の拡大を図る。 

 

 

 

 

目標 11.「住み続けられるまちづくりを」 

都市と人間の居住地を包摂的，安

全，強靭かつ持続可能にする。 

 

 

 

 

 

目標 17.「パートナーシップで目標を達

成しよう」 

持続可能な開発に向けて実施手続を

強化し，グローバル・パートナーシップを

活性化する。 
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戦略分野3　　工業 　工業で "稼ぐ"
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戦略分野3　　工業 　工業で "稼ぐ"

戦略分野4　　道の駅 　道の駅×産業で"稼ぐ"

戦略分野1　　商業 　商業で "稼ぐ"

戦略分野1　　商業 　商業で "稼ぐ"

戦略分野2　　観光 　観光で "稼ぐ"

戦略分野3　　工業 　工業で "稼ぐ"

戦略分野4　　道の駅 　道の駅×産業で"稼ぐ"

関連
戦略分野1　　商業 　商業で "稼ぐ"

関連
戦略分野3　　工業 　工業で "稼ぐ"

関連
戦略分野2　　観光 　観光で "稼ぐ"

戦略分野4　　道の駅 　道の駅×産業で"稼ぐ"

戦略分野4　　道の駅 　道の駅×産業で"稼ぐ"

戦略分野4　　道の駅 　道の駅×産業で"稼ぐ"

戦略分野1　　商業

戦略分野1　　商業

戦略分野1　　商業

戦略分野4　　道の駅

戦略分野3　　工業

戦略分野3　　工業

戦略分野4　　道の駅

戦略分野3　　工業

分野 所属 役職 氏名

1 学識経験者 茨城大学 准教授 牧　　良明

2 商業 商工会 会長 青木　清人

3 〃 商工会青年部 部長 相山　隆司

4 〃 商工会女性部 部長 染谷　悦子

5 〃 商店会（諏訪町商店会） 代表 岩本　健太郎

6 〃 商店会（石下中央商店会） 会長 吉田　貞夫

7 工業 工場協会 会長 長岡　德樹

8 〃 大生郷工業団地連絡協議会 会長 佐藤　敦

9 〃 坂手工業団地連絡協議会 会長 石川　潤

10 〃 内守谷工業団地協議会 会長 太田　信介

11 観光 観光物産協会 会長 熊谷　昇

12 有識者 市議会議員 建設経済委員長 小林　剛

13 市 経済環境部 部長 宮田　道夫

意見を出し合うときの4つの原則

1 「批判厳禁」 他人の意見を批判しません！

2 「自由奔放」 思いついたことをどんどん言う！

3 「質より量」

いい意見ではなく，何でもいいからたくさん出す！

4 「結合改善」

他人の意見に自分のアイデアを加えて新しい
意見にする！

外部要因
商業 観光

工業 道の駅

　　・担い手不足

　　・廃業による商店数の減少

　　・空き店舗の増加

　　・商店街の衰退

　　・観光資源を活かしきれていない

　　・情報発信の不足

　　・産業集積エリアの不足

　　・雇用の確保が困難

　　・商業，工業，観光との

　　　連携不足

人口減少・少子高齢化

外部

要因

内部

要因



　本市の製造品出荷額等は、県内第8位であり、平成23年（2011）、平成25年（2013）、平成27年（2015）と横ばい

で推移しています。10年前の平成19年（2007）を基準とし、13％の増を目標とします。
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◆　中長期目標／2023年度まで

戦略② 海外進出を支援する

取組 効果

取組 効果

現地調査を行い，産業集積エリアの検討を行う。

(独)日本貿易振興機構（JETRO）主催の説明

会を常総市で開催する。

戦略① 産業集積エリアを拡大する

戦略分野3　　工業 　工業で "稼ぐ"

新たな企業立地の受け皿を確保し，さらなる企業誘致によ

り，雇用の創出及び経済の活性化を図ることができる。

企業の要望に応えられるよう．海外進出における基礎知識

や情報収集，海外事業計画の策定支援などについて，説

明会や専門家による個別相談を実施することにより，支援

することができる。

＊(独)日本貿易振興機構（JETRO）とは…対日投資の促進，農林水産物・食品の輸出や中堅・中小企業等の海外展開支援に機動的か

つ効率的に取り組む機関。

◆　短期目標／2020年度まで

　2018年6月に策定された「未来投資戦略2018」では、2020年までの3年間を生産性革命・集中投資期間とし、大胆な税

制、予算、規制改革などあらゆる施策を総動員することが掲げられています。「Society 5.0」の実現に向けた国の動向を踏まえ、

技術革新や産業構造や就業構造の変革に対応していくことが必要となります。本市には4つの工業団地と市内の各所に工場が立

地し、製造業が盛んです。「ものづくり」のまちとして、さらに進化していくためにできることを検討していきます。

目標値 製造品出荷額等　　13％増

2019年度 2020 2021 2022 2023

埼玉方面

千葉方面

圏

央

道

国道294号

＜都市エリア＞
約31ha（公共施設等約7ha含む）・市街化区域

＜農地エリア＞
約14ha・市街化調整区域

観光農園ゾーン
（約4ha）

大規模施設園芸
ゾーン

（約10ha）

圏央道
常総IC

企業立地ゾーン
（約19ha）

都市公園
（約1ha）下妻方面

守谷方面

集客ゾーン
（約4ha）

道の駅
（公共施設・約2ha）

集客施設
（民間施設・約2ha）

 

つくば JCT 

常総 IC 

大栄 JCT 

八王子 JCT 

坂東 IC 

境古河 IC 

五霞 IC つくば中央 IC 

東金 JCT 

木更津 JCT 茅ヶ崎 JCT 

海老名 JCT 

鶴ヶ島 JCT 

藤岡 JCT 

高崎 JCT 
岩船 JCT 

栃木都賀 JCT 

友部 JCT 茨城町 JCT 

0 200m 

N 首都圏中央連絡自動車道（供用済） 

自動車専用道路（供用済） 

自動車専用道路（計画・構想） 

インターチェンジ 

国道 

※IC表記は常総 IC近辺及び主要ジャンクションに限定 
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圏央道 
常総ＩＣ 

 

北関東道 

福島県 

会津若松市 

千葉県柏市 

成田 
空港 

常総 IC 

千葉県 

木更津市 

神奈川県 
横浜市 

羽田 
空港 

圏央道 

関越道 

東北道 

常磐道 

国道 
294号 

東名道 

中央道 

東関東道 外 
環 道 

茨城 
空港 

観光振興
（地域資源の発掘）

農業振興
（地域ぐるみの６次産業化）

回遊型観光

商品流通

作物供給 商品供給

施設利用

体験観光

地域企業・商店

公共施設

市内農地

隣接産業施設

自然資源観光資源

道の駅

2010 2011 2012 2013 2014 2015 2016 2017 2018

H22 H23 H24 H25 H26 H27 H28 H29 H30

水海道千姫まつり 一日目 50,000 0 40,000 12,500 15,000 20,000 18,000 2,000 2,000 

水海道千姫まつり 二日目 25,000 8,000 10,000 

水海道千姫まつり 合計 50,000 0 40,000 12,500 15,000 20,000 43,000 10,000 12,000 

石下将門まつり 13,000 20,000 17,000 10,000 11,000 12,000 13,000 7,000 9,000 

常総きぬ川花火大会 110,000 110,000 110,000 110,000 100,000 100,000 130,000 130,000 110,000 

ふるさとまつり 30,000 36,000 30,000 20,000 18,000 0 20,000 25,000 25,000 

合計 253,000 166,000 237,000 165,000 159,000 152,000 249,000 182,000 168,000 
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SDGｓ 17 の目標（抜粋） 本ビションとの関係性 

 

目標 8 「働きがいも経済成長も」 

すべての人のための自足的，包摂的か

つ持続可能な経済成長，生産的な完

全雇用およびディーセント・ワーク（働き

がいのある人間らしい仕事）を推進する 

※ディーセント・ワーク…公正な所得，安心で

きる職場と家族の社会保障，自己啓発と社

会的統合のよりよい見通しを提供できる生産

的な雇用を誰もが得られる機会を意味する。 

 

 

 

 

目標 9.「産業と技術革新の基盤をつく

ろう」 

強靭なインフラを整備し，包摂的で持

続可能な産業化を推進するとともに，

技術革新の拡大を図る。 

 

 

 

 

目標 11.「住み続けられるまちづくりを」 

都市と人間の居住地を包摂的，安

全，強靭かつ持続可能にする。 

 

 

 

 

 

目標 17.「パートナーシップで目標を達

成しよう」 

持続可能な開発に向けて実施手続を

強化し，グローバル・パートナーシップを

活性化する。 
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戦略分野3　　工業 　工業で "稼ぐ"

戦略分野4　　道の駅 　道の駅×産業で"稼ぐ"

関連
戦略分野1　　商業 　商業で "稼ぐ"

関連
戦略分野3　　工業 　工業で "稼ぐ"

関連
戦略分野2　　観光 　観光で "稼ぐ"

戦略分野4　　道の駅 　道の駅×産業で"稼ぐ"

戦略分野4　　道の駅 　道の駅×産業で"稼ぐ"
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戦略分野1　　商業

戦略分野1　　商業

戦略分野1　　商業

戦略分野4　　道の駅

戦略分野3　　工業

戦略分野3　　工業

戦略分野4　　道の駅

戦略分野3　　工業

分野 所属 役職 氏名

1 学識経験者 茨城大学 准教授 牧　　良明

2 商業 商工会 会長 青木　清人

3 〃 商工会青年部 部長 相山　隆司

4 〃 商工会女性部 部長 染谷　悦子

5 〃 商店会（諏訪町商店会） 代表 岩本　健太郎

6 〃 商店会（石下中央商店会） 会長 吉田　貞夫

7 工業 工場協会 会長 長岡　德樹

8 〃 大生郷工業団地連絡協議会 会長 佐藤　敦

9 〃 坂手工業団地連絡協議会 会長 石川　潤

10 〃 内守谷工業団地協議会 会長 太田　信介

11 観光 観光物産協会 会長 熊谷　昇

12 有識者 市議会議員 建設経済委員長 小林　剛

13 市 経済環境部 部長 宮田　道夫

意見を出し合うときの4つの原則

1 「批判厳禁」 他人の意見を批判しません！

2 「自由奔放」 思いついたことをどんどん言う！

3 「質より量」

いい意見ではなく，何でもいいからたくさん出す！

4 「結合改善」

他人の意見に自分のアイデアを加えて新しい
意見にする！

外部要因
商業 観光

工業 道の駅

　　・担い手不足

　　・廃業による商店数の減少

　　・空き店舗の増加

　　・商店街の衰退

　　・観光資源を活かしきれていない

　　・情報発信の不足

　　・産業集積エリアの不足

　　・雇用の確保が困難

　　・商業，工業，観光との

　　　連携不足

人口減少・少子高齢化

外部

要因

内部

要因
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人手不足を解消するため、雇用に直結する対策を

行う。

取組 効果

出展経費の一部を助成し，積極的な参加を促進

する。

要望や問合せを商工観光課に一元的に集約し，

他部署にまたがる要望・問合せに対応する。

雇用対策を実施する

様々な相談を一元的に把握し，迅速な対応を行うことがで

きる。

自社製品を売り込む機会を増やし，販路拡大やマッチング

へ有効に利用することができる。

地域に密着した迅速かつきめ細やかな対応が期待できる。

ハローワーク、ポリテクセンターなどの専門機関、市内企業な

どの関係機関、行政が連携し、雇用対策を検討し、実行す

ることにより、人手不足を解消することができる。

取組 効果

事業所内の設備工事，メンテナンス業務につい

て，積極的に市内業者の利用を促進する。

戦略③

戦略⑤ 市内企業を利用する

取組 効果

戦略⑥

取組 効果

相談窓口を一元化する

戦略④ 展示会・見本市への出展を促進する

2019年度 2020 2021 2022 2023

埼玉方面

千葉方面

圏

央

道

国道294号

＜都市エリア＞
約31ha（公共施設等約7ha含む）・市街化区域

＜農地エリア＞
約14ha・市街化調整区域

観光農園ゾーン
（約4ha）

大規模施設園芸
ゾーン

（約10ha）

圏央道
常総IC

企業立地ゾーン
（約19ha）

都市公園
（約1ha）下妻方面

守谷方面

集客ゾーン
（約4ha）

道の駅
（公共施設・約2ha）

集客施設
（民間施設・約2ha）

 

つくば JCT 

常総 IC 

大栄 JCT 

八王子 JCT 

坂東 IC 

境古河 IC 

五霞 IC つくば中央 IC 

東金 JCT 

木更津 JCT 茅ヶ崎 JCT 

海老名 JCT 

鶴ヶ島 JCT 

藤岡 JCT 

高崎 JCT 
岩船 JCT 

栃木都賀 JCT 

友部 JCT 茨城町 JCT 

0 200m 

N 首都圏中央連絡自動車道（供用済） 

自動車専用道路（供用済） 

自動車専用道路（計画・構想） 

インターチェンジ 

国道 

※IC表記は常総 IC近辺及び主要ジャンクションに限定 

鬼
怒
川 

関
東
鉄
道
常
総
線 

玉村駅 

石下駅 

南石下駅 

三妻駅 

中妻駅 

北水海道駅 

水海道駅 

国道 
294 

国道 
354 

国道 
354 

圏央道 
常総ＩＣ 

 

北関東道 

福島県 

会津若松市 

千葉県柏市 

成田 
空港 

常総 IC 

千葉県 

木更津市 

神奈川県 
横浜市 

羽田 
空港 

圏央道 

関越道 

東北道 

常磐道 

国道 
294号 

東名道 

中央道 

東関東道 外 
環 道 

茨城 
空港 

観光振興
（地域資源の発掘）

農業振興
（地域ぐるみの６次産業化）

回遊型観光

商品流通

作物供給 商品供給

施設利用

体験観光

地域企業・商店

公共施設

市内農地

隣接産業施設

自然資源観光資源

道の駅

2010 2011 2012 2013 2014 2015 2016 2017 2018

H22 H23 H24 H25 H26 H27 H28 H29 H30

水海道千姫まつり 一日目 50,000 0 40,000 12,500 15,000 20,000 18,000 2,000 2,000 

水海道千姫まつり 二日目 25,000 8,000 10,000 

水海道千姫まつり 合計 50,000 0 40,000 12,500 15,000 20,000 43,000 10,000 12,000 

石下将門まつり 13,000 20,000 17,000 10,000 11,000 12,000 13,000 7,000 9,000 

常総きぬ川花火大会 110,000 110,000 110,000 110,000 100,000 100,000 130,000 130,000 110,000 

ふるさとまつり 30,000 36,000 30,000 20,000 18,000 0 20,000 25,000 25,000 

合計 253,000 166,000 237,000 165,000 159,000 152,000 249,000 182,000 168,000 

0 

50,000 

100,000 

150,000 

200,000 

250,000 

300,000 

SDGｓ 17 の目標（抜粋） 本ビションとの関係性 

 

目標 8 「働きがいも経済成長も」 

すべての人のための自足的，包摂的か

つ持続可能な経済成長，生産的な完

全雇用およびディーセント・ワーク（働き

がいのある人間らしい仕事）を推進する 

※ディーセント・ワーク…公正な所得，安心で

きる職場と家族の社会保障，自己啓発と社

会的統合のよりよい見通しを提供できる生産

的な雇用を誰もが得られる機会を意味する。 

 

 

 

 

目標 9.「産業と技術革新の基盤をつく

ろう」 

強靭なインフラを整備し，包摂的で持

続可能な産業化を推進するとともに，

技術革新の拡大を図る。 

 

 

 

 

目標 11.「住み続けられるまちづくりを」 

都市と人間の居住地を包摂的，安

全，強靭かつ持続可能にする。 

 

 

 

 

 

目標 17.「パートナーシップで目標を達

成しよう」 

持続可能な開発に向けて実施手続を

強化し，グローバル・パートナーシップを

活性化する。 

 

 

 

 

 

戦略分野1　　商業 　商業で "稼ぐ"

戦略分野3　　工業 　工業で "稼ぐ"

戦略分野1　　商業 　商業で "稼ぐ"

戦略分野3　　工業 　工業で "稼ぐ"

戦略分野4　　道の駅 　道の駅×産業で"稼ぐ"

戦略分野1　　商業 　商業で "稼ぐ"

戦略分野1　　商業 　商業で "稼ぐ"

戦略分野2　　観光 　観光で "稼ぐ"

戦略分野3　　工業 　工業で "稼ぐ"

戦略分野4　　道の駅 　道の駅×産業で"稼ぐ"

関連
戦略分野1　　商業 　商業で "稼ぐ"

関連
戦略分野3　　工業 　工業で "稼ぐ"

関連
戦略分野2　　観光 　観光で "稼ぐ"

戦略分野4　　道の駅 　道の駅×産業で"稼ぐ"

戦略分野4　　道の駅 　道の駅×産業で"稼ぐ"

戦略分野4　　道の駅 　道の駅×産業で"稼ぐ"

戦略分野1　　商業

戦略分野1　　商業

戦略分野1　　商業

戦略分野4　　道の駅

戦略分野3　　工業

戦略分野3　　工業

戦略分野4　　道の駅

戦略分野3　　工業

分野 所属 役職 氏名

1 学識経験者 茨城大学 准教授 牧　　良明

2 商業 商工会 会長 青木　清人

3 〃 商工会青年部 部長 相山　隆司

4 〃 商工会女性部 部長 染谷　悦子

5 〃 商店会（諏訪町商店会） 代表 岩本　健太郎

6 〃 商店会（石下中央商店会） 会長 吉田　貞夫

7 工業 工場協会 会長 長岡　德樹

8 〃 大生郷工業団地連絡協議会 会長 佐藤　敦

9 〃 坂手工業団地連絡協議会 会長 石川　潤

10 〃 内守谷工業団地協議会 会長 太田　信介

11 観光 観光物産協会 会長 熊谷　昇

12 有識者 市議会議員 建設経済委員長 小林　剛

13 市 経済環境部 部長 宮田　道夫

意見を出し合うときの4つの原則

1 「批判厳禁」 他人の意見を批判しません！

2 「自由奔放」 思いついたことをどんどん言う！

3 「質より量」

いい意見ではなく，何でもいいからたくさん出す！

4 「結合改善」

他人の意見に自分のアイデアを加えて新しい
意見にする！

外部要因
商業 観光

工業 道の駅

　　・担い手不足

　　・廃業による商店数の減少

　　・空き店舗の増加

　　・商店街の衰退

　　・観光資源を活かしきれていない

　　・情報発信の不足

　　・産業集積エリアの不足

　　・雇用の確保が困難

　　・商業，工業，観光との

　　　連携不足

人口減少・少子高齢化

外部

要因

内部

要因



市広報誌に企業を紹介する記事を掲載し、魅力

をPRする。
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戦略⑦ 企業の魅力を発信する

取組 効果

市内に立地する企業の特色や強み掲載し、「市内にはすば

らしい企業がたくさんある」ことを多くの方に発信することができ

る。また、HPの求人情報とリンクさせ、雇用対策を強化する

ことができる。

2019年度 2020 2021 2022 2023

埼玉方面

千葉方面

圏

央

道

国道294号

＜都市エリア＞
約31ha（公共施設等約7ha含む）・市街化区域

＜農地エリア＞
約14ha・市街化調整区域

観光農園ゾーン
（約4ha）

大規模施設園芸
ゾーン

（約10ha）

圏央道
常総IC

企業立地ゾーン
（約19ha）

都市公園
（約1ha）下妻方面

守谷方面

集客ゾーン
（約4ha）

道の駅
（公共施設・約2ha）

集客施設
（民間施設・約2ha）

 

つくば JCT 

常総 IC 

大栄 JCT 

八王子 JCT 

坂東 IC 

境古河 IC 

五霞 IC つくば中央 IC 

東金 JCT 

木更津 JCT 茅ヶ崎 JCT 

海老名 JCT 

鶴ヶ島 JCT 

藤岡 JCT 

高崎 JCT 
岩船 JCT 

栃木都賀 JCT 

友部 JCT 茨城町 JCT 

0 200m 

N 首都圏中央連絡自動車道（供用済） 

自動車専用道路（供用済） 

自動車専用道路（計画・構想） 

インターチェンジ 

国道 

※IC表記は常総 IC近辺及び主要ジャンクションに限定 

鬼
怒
川 

関
東
鉄
道
常
総
線 

玉村駅 

石下駅 

南石下駅 

三妻駅 

中妻駅 

北水海道駅 

水海道駅 

国道 
294 

国道 
354 

国道 
354 

圏央道 
常総ＩＣ 

 

北関東道 

福島県 

会津若松市 

千葉県柏市 

成田 
空港 

常総 IC 

千葉県 

木更津市 

神奈川県 
横浜市 

羽田 
空港 

圏央道 

関越道 

東北道 

常磐道 

国道 
294号 

東名道 

中央道 

東関東道 外 
環 道 

茨城 
空港 

観光振興
（地域資源の発掘）

農業振興
（地域ぐるみの６次産業化）

回遊型観光

商品流通

作物供給 商品供給

施設利用

体験観光

地域企業・商店

公共施設

市内農地

隣接産業施設

自然資源観光資源

道の駅

2010 2011 2012 2013 2014 2015 2016 2017 2018

H22 H23 H24 H25 H26 H27 H28 H29 H30

水海道千姫まつり 一日目 50,000 0 40,000 12,500 15,000 20,000 18,000 2,000 2,000 

水海道千姫まつり 二日目 25,000 8,000 10,000 

水海道千姫まつり 合計 50,000 0 40,000 12,500 15,000 20,000 43,000 10,000 12,000 

石下将門まつり 13,000 20,000 17,000 10,000 11,000 12,000 13,000 7,000 9,000 

常総きぬ川花火大会 110,000 110,000 110,000 110,000 100,000 100,000 130,000 130,000 110,000 

ふるさとまつり 30,000 36,000 30,000 20,000 18,000 0 20,000 25,000 25,000 

合計 253,000 166,000 237,000 165,000 159,000 152,000 249,000 182,000 168,000 

0 

50,000 

100,000 

150,000 

200,000 

250,000 

300,000 

SDGｓ 17 の目標（抜粋） 本ビションとの関係性 

 

目標 8 「働きがいも経済成長も」 

すべての人のための自足的，包摂的か

つ持続可能な経済成長，生産的な完

全雇用およびディーセント・ワーク（働き

がいのある人間らしい仕事）を推進する 

※ディーセント・ワーク…公正な所得，安心で

きる職場と家族の社会保障，自己啓発と社

会的統合のよりよい見通しを提供できる生産

的な雇用を誰もが得られる機会を意味する。 

 

 

 

 

目標 9.「産業と技術革新の基盤をつく

ろう」 

強靭なインフラを整備し，包摂的で持

続可能な産業化を推進するとともに，

技術革新の拡大を図る。 

 

 

 

 

目標 11.「住み続けられるまちづくりを」 

都市と人間の居住地を包摂的，安

全，強靭かつ持続可能にする。 

 

 

 

 

 

目標 17.「パートナーシップで目標を達

成しよう」 

持続可能な開発に向けて実施手続を

強化し，グローバル・パートナーシップを

活性化する。 

 

 

 

 

 

戦略分野1　　商業 　商業で "稼ぐ"

戦略分野3　　工業 　工業で "稼ぐ"

戦略分野1　　商業 　商業で "稼ぐ"

戦略分野3　　工業 　工業で "稼ぐ"

戦略分野4　　道の駅 　道の駅×産業で"稼ぐ"

戦略分野1　　商業 　商業で "稼ぐ"

戦略分野1　　商業 　商業で "稼ぐ"

戦略分野2　　観光 　観光で "稼ぐ"

戦略分野3　　工業 　工業で "稼ぐ"

戦略分野4　　道の駅 　道の駅×産業で"稼ぐ"

関連
戦略分野1　　商業 　商業で "稼ぐ"

関連
戦略分野3　　工業 　工業で "稼ぐ"

関連
戦略分野2　　観光 　観光で "稼ぐ"

戦略分野4　　道の駅 　道の駅×産業で"稼ぐ"

戦略分野4　　道の駅 　道の駅×産業で"稼ぐ"

戦略分野4　　道の駅 　道の駅×産業で"稼ぐ"

戦略分野1　　商業

戦略分野1　　商業

戦略分野1　　商業

戦略分野4　　道の駅

戦略分野3　　工業

戦略分野3　　工業

戦略分野4　　道の駅

戦略分野3　　工業

分野 所属 役職 氏名

1 学識経験者 茨城大学 准教授 牧　　良明

2 商業 商工会 会長 青木　清人

3 〃 商工会青年部 部長 相山　隆司

4 〃 商工会女性部 部長 染谷　悦子

5 〃 商店会（諏訪町商店会） 代表 岩本　健太郎

6 〃 商店会（石下中央商店会） 会長 吉田　貞夫

7 工業 工場協会 会長 長岡　德樹

8 〃 大生郷工業団地連絡協議会 会長 佐藤　敦

9 〃 坂手工業団地連絡協議会 会長 石川　潤

10 〃 内守谷工業団地協議会 会長 太田　信介

11 観光 観光物産協会 会長 熊谷　昇

12 有識者 市議会議員 建設経済委員長 小林　剛

13 市 経済環境部 部長 宮田　道夫

意見を出し合うときの4つの原則

1 「批判厳禁」 他人の意見を批判しません！

2 「自由奔放」 思いついたことをどんどん言う！

3 「質より量」

いい意見ではなく，何でもいいからたくさん出す！

4 「結合改善」

他人の意見に自分のアイデアを加えて新しい
意見にする！

外部要因
商業 観光

工業 道の駅

　　・担い手不足

　　・廃業による商店数の減少

　　・空き店舗の増加

　　・商店街の衰退

　　・観光資源を活かしきれていない

　　・情報発信の不足

　　・産業集積エリアの不足

　　・雇用の確保が困難

　　・商業，工業，観光との

　　　連携不足

人口減少・少子高齢化

外部

要因

内部

要因
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戦略② 市内企業を紹介する

取組 効果

道の駅の集客を利用して、商業・観光・工業の振興につながるしくみを検討・検証します。

目標 連携するしくみを検討

戦略分野4　　道の駅 　道の駅×産業で"稼ぐ"

取組 効果

道の駅を活用し，市の魅力をPRする方法や市内

へ人を呼び込むしくみを検討する。

道の駅の集客や立地を活用し，市内企業や工場

を紹介するブースを設置することにより、マッチングを

図るしくみを検討する。

◆　中長期目標／2023年度まで

「デジタルサイネージ」等を利用し，道の駅を訪れた方へ市

内の企業情報を発信することができる。

　本市では、アグリサイエンスバレー構想の実現を目指し、「基幹産業である農業を活かした新たな産業拠点」「交流人口の拡大」

「市の魅力の発信」「防災機能の向上」を目的に、道の駅の整備を推進しています。道の駅は「開かれたプラットフォーム」として、

「地域の拠点機能の強化」や「ネットワーク化」が重視されています。本市のゲートウェイとなる「道の駅」の集客や情報発信機能を

活用し、商店街や観光施設、工場などを紹介するしくみづくりを検討します。

　本市の豊かな自然を満喫しながら、市内を散策・周遊できるレンタサイクルなどの移動手段も含め、市内産業に最も効果的かつ

発展・拡大可能な取組を、主体となる商店主・事業者からボトムアップしていきます。

戦略① 情報発信機能を利用する

「市内案内カード」や「デジタルサイネージ」等を設置し，道の

駅を訪れた方が市内の名所や商店街に訪れてもらうことがで

きる。

●道の駅→マチナカへ

市内の観光施設や店舗等の情報、クーポン等を掲載したカードを展示し、道の駅

を訪れた利用者が市内を周遊できるしくみを検討する。事業者にとっては、自社の

PR、誘客ツールとして利用できる。

2019年度 2020 2021 2022 2023

埼玉方面

千葉方面

圏

央

道

国道294号

＜都市エリア＞
約31ha（公共施設等約7ha含む）・市街化区域

＜農地エリア＞
約14ha・市街化調整区域

観光農園ゾーン
（約4ha）

大規模施設園芸
ゾーン

（約10ha）

圏央道
常総IC

企業立地ゾーン
（約19ha）

都市公園
（約1ha）下妻方面

守谷方面

集客ゾーン
（約4ha）

道の駅
（公共施設・約2ha）

集客施設
（民間施設・約2ha）

 

つくば JCT 

常総 IC 

大栄 JCT 

八王子 JCT 

坂東 IC 

境古河 IC 

五霞 IC つくば中央 IC 

東金 JCT 

木更津 JCT 茅ヶ崎 JCT 

海老名 JCT 

鶴ヶ島 JCT 

藤岡 JCT 

高崎 JCT 
岩船 JCT 

栃木都賀 JCT 

友部 JCT 茨城町 JCT 

0 200m 

N 首都圏中央連絡自動車道（供用済） 

自動車専用道路（供用済） 

自動車専用道路（計画・構想） 

インターチェンジ 

国道 

※IC表記は常総 IC近辺及び主要ジャンクションに限定 

鬼
怒
川 

関
東
鉄
道
常
総
線 

玉村駅 

石下駅 

南石下駅 

三妻駅 

中妻駅 

北水海道駅 

水海道駅 

国道 
294 

国道 
354 

国道 
354 

圏央道 
常総ＩＣ 

 

北関東道 

福島県 

会津若松市 

千葉県柏市 

成田 
空港 

常総 IC 

千葉県 

木更津市 

神奈川県 
横浜市 

羽田 
空港 

圏央道 

関越道 

東北道 

常磐道 

国道 
294号 

東名道 

中央道 

東関東道 外 
環 道 

茨城 
空港 

観光振興
（地域資源の発掘）

農業振興
（地域ぐるみの６次産業化）

回遊型観光

商品流通

作物供給 商品供給

施設利用

体験観光

地域企業・商店

公共施設

市内農地

隣接産業施設

自然資源観光資源

道の駅

2010 2011 2012 2013 2014 2015 2016 2017 2018

H22 H23 H24 H25 H26 H27 H28 H29 H30

水海道千姫まつり 一日目 50,000 0 40,000 12,500 15,000 20,000 18,000 2,000 2,000 

水海道千姫まつり 二日目 25,000 8,000 10,000 

水海道千姫まつり 合計 50,000 0 40,000 12,500 15,000 20,000 43,000 10,000 12,000 

石下将門まつり 13,000 20,000 17,000 10,000 11,000 12,000 13,000 7,000 9,000 

常総きぬ川花火大会 110,000 110,000 110,000 110,000 100,000 100,000 130,000 130,000 110,000 

ふるさとまつり 30,000 36,000 30,000 20,000 18,000 0 20,000 25,000 25,000 

合計 253,000 166,000 237,000 165,000 159,000 152,000 249,000 182,000 168,000 

0 

50,000 

100,000 

150,000 

200,000 

250,000 

300,000 

（参考：道の駅米沢「まちナビカード」） 

SDGｓ 17 の目標（抜粋） 本ビションとの関係性 

 

目標 8 「働きがいも経済成長も」 

すべての人のための自足的，包摂的か

つ持続可能な経済成長，生産的な完

全雇用およびディーセント・ワーク（働き

がいのある人間らしい仕事）を推進する 

※ディーセント・ワーク…公正な所得，安心で

きる職場と家族の社会保障，自己啓発と社

会的統合のよりよい見通しを提供できる生産

的な雇用を誰もが得られる機会を意味する。 

 

 

 

 

目標 9.「産業と技術革新の基盤をつく

ろう」 

強靭なインフラを整備し，包摂的で持

続可能な産業化を推進するとともに，

技術革新の拡大を図る。 

 

 

 

 

目標 11.「住み続けられるまちづくりを」 

都市と人間の居住地を包摂的，安

全，強靭かつ持続可能にする。 

 

 

 

 

 

目標 17.「パートナーシップで目標を達

成しよう」 

持続可能な開発に向けて実施手続を

強化し，グローバル・パートナーシップを

活性化する。 

 

 

 

 

 

戦略分野1　　商業 　商業で "稼ぐ"

戦略分野3　　工業 　工業で "稼ぐ"

戦略分野1　　商業 　商業で "稼ぐ"

戦略分野3　　工業 　工業で "稼ぐ"

戦略分野4　　道の駅 　道の駅×産業で"稼ぐ"

戦略分野1　　商業 　商業で "稼ぐ"

戦略分野1　　商業 　商業で "稼ぐ"

戦略分野2　　観光 　観光で "稼ぐ"

戦略分野3　　工業 　工業で "稼ぐ"

戦略分野4　　道の駅 　道の駅×産業で"稼ぐ"

関連
戦略分野1　　商業 　商業で "稼ぐ"

関連
戦略分野3　　工業 　工業で "稼ぐ"

関連
戦略分野2　　観光 　観光で "稼ぐ"

戦略分野4　　道の駅 　道の駅×産業で"稼ぐ"

戦略分野4　　道の駅 　道の駅×産業で"稼ぐ"

戦略分野4　　道の駅 　道の駅×産業で"稼ぐ"

戦略分野1　　商業

戦略分野1　　商業

戦略分野1　　商業

戦略分野4　　道の駅

戦略分野3　　工業

戦略分野3　　工業

戦略分野4　　道の駅

戦略分野3　　工業

分野 所属 役職 氏名

1 学識経験者 茨城大学 准教授 牧　　良明

2 商業 商工会 会長 青木　清人

3 〃 商工会青年部 部長 相山　隆司

4 〃 商工会女性部 部長 染谷　悦子

5 〃 商店会（諏訪町商店会） 代表 岩本　健太郎

6 〃 商店会（石下中央商店会） 会長 吉田　貞夫

7 工業 工場協会 会長 長岡　德樹

8 〃 大生郷工業団地連絡協議会 会長 佐藤　敦

9 〃 坂手工業団地連絡協議会 会長 石川　潤

10 〃 内守谷工業団地協議会 会長 太田　信介

11 観光 観光物産協会 会長 熊谷　昇

12 有識者 市議会議員 建設経済委員長 小林　剛

13 市 経済環境部 部長 宮田　道夫

意見を出し合うときの4つの原則

1 「批判厳禁」 他人の意見を批判しません！

2 「自由奔放」 思いついたことをどんどん言う！

3 「質より量」

いい意見ではなく，何でもいいからたくさん出す！

4 「結合改善」

他人の意見に自分のアイデアを加えて新しい
意見にする！

外部要因
商業 観光

工業 道の駅

　　・担い手不足

　　・廃業による商店数の減少

　　・空き店舗の増加

　　・商店街の衰退

　　・観光資源を活かしきれていない

　　・情報発信の不足

　　・産業集積エリアの不足

　　・雇用の確保が困難

　　・商業，工業，観光との

　　　連携不足

人口減少・少子高齢化

外部

要因

内部

要因



鬼怒川にサイクリングロードの整備を検討し、豊か

な自然や名所を自転車で巡る。

鬼怒川改修工事とともに整備する管理用通路等をサイクリ

ングロードとして活用し、周遊性の向上が図られる。「タウンス

ポット」としてまちなかの資源を紹介し、サイクリングロードから

まちを巡るしくみ、水辺とまちのネットワーク化を検討する。

利根川水系鬼怒川・小貝川

・概要

鬼怒川下流域（茨城県区域）では、平成27年9月関東・東北豪雨により発生した大きな被害に対し、国、茨城

県、常総市、下妻市など鬼怒川沿川７市町が主体となり、ハードとソフトが一体となった緊急的な治水対策「鬼怒川

緊急対策プロジェクト」を実施しています。本計画では、良好な景観や安全な水辺へのアクセス等を有する魅力あふれ

る川の拠点を「リバースポット」として位置づけ、鬼怒川の改修と併せて整備する管理用通路等をサイクリングロードとし

て活用することによって、周遊性の向上を図ります。また、「タウンスポット」として位置付けるまちや沿川の歴史文化資

源等の拠点とも、共通の案内表示を用いることによって水辺と街のネットワーク化を図り、鬼怒川常総地区の平成27

年9月関東・東北豪雨からの復興を後押しします。
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戦略③ 自転車でまちを巡る

常総市かわまちづくり （出典：国土交通省HP）

取組 効果

2019年度 2020 2021 2022 2023

埼玉方面

千葉方面

圏

央

道

国道294号

＜都市エリア＞
約31ha（公共施設等約7ha含む）・市街化区域

＜農地エリア＞
約14ha・市街化調整区域

観光農園ゾーン
（約4ha）

大規模施設園芸
ゾーン

（約10ha）

圏央道
常総IC

企業立地ゾーン
（約19ha）

都市公園
（約1ha）下妻方面

守谷方面

集客ゾーン
（約4ha）

道の駅
（公共施設・約2ha）

集客施設
（民間施設・約2ha）

 

つくば JCT 

常総 IC 

大栄 JCT 

八王子 JCT 

坂東 IC 

境古河 IC 

五霞 IC つくば中央 IC 

東金 JCT 

木更津 JCT 茅ヶ崎 JCT 

海老名 JCT 

鶴ヶ島 JCT 

藤岡 JCT 

高崎 JCT 
岩船 JCT 

栃木都賀 JCT 

友部 JCT 茨城町 JCT 

0 200m 

N 首都圏中央連絡自動車道（供用済） 

自動車専用道路（供用済） 

自動車専用道路（計画・構想） 

インターチェンジ 

国道 

※IC表記は常総 IC近辺及び主要ジャンクションに限定 

鬼
怒
川 

関
東
鉄
道
常
総
線 

玉村駅 

石下駅 

南石下駅 

三妻駅 

中妻駅 

北水海道駅 

水海道駅 

国道 
294 

国道 
354 

国道 
354 

圏央道 
常総ＩＣ 

 

北関東道 

福島県 

会津若松市 

千葉県柏市 

成田 
空港 

常総 IC 

千葉県 

木更津市 

神奈川県 
横浜市 

羽田 
空港 

圏央道 

関越道 

東北道 

常磐道 

国道 
294号 

東名道 

中央道 

東関東道 外 
環 道 

茨城 
空港 

観光振興
（地域資源の発掘）

農業振興
（地域ぐるみの６次産業化）

回遊型観光

商品流通

作物供給 商品供給

施設利用

体験観光

地域企業・商店

公共施設

市内農地

隣接産業施設

自然資源観光資源

道の駅

2010 2011 2012 2013 2014 2015 2016 2017 2018

H22 H23 H24 H25 H26 H27 H28 H29 H30

水海道千姫まつり 一日目 50,000 0 40,000 12,500 15,000 20,000 18,000 2,000 2,000 

水海道千姫まつり 二日目 25,000 8,000 10,000 

水海道千姫まつり 合計 50,000 0 40,000 12,500 15,000 20,000 43,000 10,000 12,000 

石下将門まつり 13,000 20,000 17,000 10,000 11,000 12,000 13,000 7,000 9,000 

常総きぬ川花火大会 110,000 110,000 110,000 110,000 100,000 100,000 130,000 130,000 110,000 

ふるさとまつり 30,000 36,000 30,000 20,000 18,000 0 20,000 25,000 25,000 

合計 253,000 166,000 237,000 165,000 159,000 152,000 249,000 182,000 168,000 
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100,000 

150,000 

200,000 

250,000 

300,000 

SDGｓ 17 の目標（抜粋） 本ビションとの関係性 

 

目標 8 「働きがいも経済成長も」 

すべての人のための自足的，包摂的か

つ持続可能な経済成長，生産的な完

全雇用およびディーセント・ワーク（働き

がいのある人間らしい仕事）を推進する 

※ディーセント・ワーク…公正な所得，安心で

きる職場と家族の社会保障，自己啓発と社

会的統合のよりよい見通しを提供できる生産

的な雇用を誰もが得られる機会を意味する。 

 

 

 

 

目標 9.「産業と技術革新の基盤をつく

ろう」 

強靭なインフラを整備し，包摂的で持

続可能な産業化を推進するとともに，

技術革新の拡大を図る。 

 

 

 

 

目標 11.「住み続けられるまちづくりを」 

都市と人間の居住地を包摂的，安

全，強靭かつ持続可能にする。 

 

 

 

 

 

目標 17.「パートナーシップで目標を達

成しよう」 

持続可能な開発に向けて実施手続を

強化し，グローバル・パートナーシップを

活性化する。 

 

 

 

 

 

戦略分野1　　商業 　商業で "稼ぐ"

戦略分野3　　工業 　工業で "稼ぐ"

戦略分野1　　商業 　商業で "稼ぐ"

戦略分野3　　工業 　工業で "稼ぐ"

戦略分野4　　道の駅 　道の駅×産業で"稼ぐ"

戦略分野1　　商業 　商業で "稼ぐ"

戦略分野1　　商業 　商業で "稼ぐ"

戦略分野2　　観光 　観光で "稼ぐ"

戦略分野3　　工業 　工業で "稼ぐ"

戦略分野4　　道の駅 　道の駅×産業で"稼ぐ"

関連
戦略分野1　　商業 　商業で "稼ぐ"

関連
戦略分野3　　工業 　工業で "稼ぐ"

関連
戦略分野2　　観光 　観光で "稼ぐ"

戦略分野4　　道の駅 　道の駅×産業で"稼ぐ"

戦略分野4　　道の駅 　道の駅×産業で"稼ぐ"

戦略分野4　　道の駅 　道の駅×産業で"稼ぐ"

今後、通学路や通勤経路としての検討や、商店街、観光名所を巡るロードアップの作成、道の駅のレンタサイクルポート

の設置等を検討してまいります。 

サイクリストを 

川から街の 

タウンスポットへ 

戦略分野1　　商業

戦略分野1　　商業

戦略分野1　　商業

戦略分野4　　道の駅

戦略分野3　　工業

戦略分野3　　工業

戦略分野4　　道の駅

戦略分野3　　工業

分野 所属 役職 氏名

1 学識経験者 茨城大学 准教授 牧　　良明

2 商業 商工会 会長 青木　清人

3 〃 商工会青年部 部長 相山　隆司

4 〃 商工会女性部 部長 染谷　悦子

5 〃 商店会（諏訪町商店会） 代表 岩本　健太郎

6 〃 商店会（石下中央商店会） 会長 吉田　貞夫

7 工業 工場協会 会長 長岡　德樹

8 〃 大生郷工業団地連絡協議会 会長 佐藤　敦

9 〃 坂手工業団地連絡協議会 会長 石川　潤

10 〃 内守谷工業団地協議会 会長 太田　信介

11 観光 観光物産協会 会長 熊谷　昇

12 有識者 市議会議員 建設経済委員長 小林　剛

13 市 経済環境部 部長 宮田　道夫

意見を出し合うときの4つの原則

1 「批判厳禁」 他人の意見を批判しません！

2 「自由奔放」 思いついたことをどんどん言う！

3 「質より量」

いい意見ではなく，何でもいいからたくさん出す！

4 「結合改善」

他人の意見に自分のアイデアを加えて新しい
意見にする！

外部要因
商業 観光

工業 道の駅

　　・担い手不足

　　・廃業による商店数の減少

　　・空き店舗の増加

　　・商店街の衰退

　　・観光資源を活かしきれていない

　　・情報発信の不足

　　・産業集積エリアの不足

　　・雇用の確保が困難

　　・商業，工業，観光との

　　　連携不足

人口減少・少子高齢化

外部

要因

内部

要因



＊アグリサイエンスバレー構想

　農業振興、産業振興、人口減少対策、水害からの復興という地域課題解決に向けた取り組みとしてアグリサイ

エンスバレー構想の実現を目指しており、その取り組みの一つとして、地域農産物の新たな販路の開拓や拡大を

目的とした販売拠点施設の確保が求められています。また、常総 IC 周辺は圏央道と国道２９４号が交差する

新たな市の玄関口となり、新産業団地を整備していることから、その特性を活かした地方創生の交流拠点創出が

期待されています。

　これらの状況をふまえ「基幹産業である農業を活かした新たな産業拠点」「交流人口の拡大」 「市の魅力の

発信」「防災機能の向上」を目的に、道の駅の整備を推進します。
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　　常総市「道の駅」基本計画

●　道の駅整備の目的

常総 IC 周辺約 45ha に、農業生産エリア（農地エリア）と産業団地エリア（都市エリア） を集積することで、生産（1 次産業）、

加工（2 次産業）、流通・販売（3 次産業）が一体 となった地域農業の核（6 次産業）となる産業団地を形成し、常総市の基

幹産業である農業 を活かしたまちづくりを目指すものです。

2019年度 2020 2021 2022 2023

埼玉方面

千葉方面

圏

央

道

国道294号

＜都市エリア＞
約31ha（公共施設等約7ha含む）・市街化区域

＜農地エリア＞
約14ha・市街化調整区域

観光農園ゾーン
（約4ha）

大規模施設園芸
ゾーン

（約10ha）

圏央道
常総IC

企業立地ゾーン
（約19ha）

都市公園
（約1ha）下妻方面

守谷方面

集客ゾーン
（約4ha）

道の駅
（公共施設・約2ha）

集客施設
（民間施設・約2ha）

 

つくば JCT 

常総 IC 

大栄 JCT 

八王子 JCT 

坂東 IC 

境古河 IC 

五霞 IC つくば中央 IC 

東金 JCT 

木更津 JCT 茅ヶ崎 JCT 

海老名 JCT 

鶴ヶ島 JCT 

藤岡 JCT 

高崎 JCT 
岩船 JCT 

栃木都賀 JCT 

友部 JCT 茨城町 JCT 

0 200m 

N 首都圏中央連絡自動車道（供用済） 

自動車専用道路（供用済） 

自動車専用道路（計画・構想） 

インターチェンジ 

国道 

※IC表記は常総 IC近辺及び主要ジャンクションに限定 

鬼
怒
川 

関
東
鉄
道
常
総
線 

玉村駅 

石下駅 

南石下駅 

三妻駅 

中妻駅 

北水海道駅 

水海道駅 

国道 
294 

国道 
354 

国道 
354 

圏央道 
常総ＩＣ 

 

北関東道 

福島県 

会津若松市 

千葉県柏市 

成田 
空港 

常総 IC 

千葉県 

木更津市 

神奈川県 
横浜市 

羽田 
空港 

圏央道 

関越道 

東北道 

常磐道 

国道 
294号 

東名道 

中央道 

東関東道 外 
環 道 

茨城 
空港 

観光振興
（地域資源の発掘）

農業振興
（地域ぐるみの６次産業化）

回遊型観光

商品流通

作物供給 商品供給

施設利用

体験観光

地域企業・商店

公共施設

市内農地

隣接産業施設

自然資源観光資源

道の駅

2010 2011 2012 2013 2014 2015 2016 2017 2018

H22 H23 H24 H25 H26 H27 H28 H29 H30

水海道千姫まつり 一日目 50,000 0 40,000 12,500 15,000 20,000 18,000 2,000 2,000 

水海道千姫まつり 二日目 25,000 8,000 10,000 

水海道千姫まつり 合計 50,000 0 40,000 12,500 15,000 20,000 43,000 10,000 12,000 

石下将門まつり 13,000 20,000 17,000 10,000 11,000 12,000 13,000 7,000 9,000 

常総きぬ川花火大会 110,000 110,000 110,000 110,000 100,000 100,000 130,000 130,000 110,000 

ふるさとまつり 30,000 36,000 30,000 20,000 18,000 0 20,000 25,000 25,000 

合計 253,000 166,000 237,000 165,000 159,000 152,000 249,000 182,000 168,000 

0 

50,000 

100,000 

150,000 

200,000 

250,000 

300,000 

SDGｓ 17 の目標（抜粋） 本ビションとの関係性 

 

目標 8 「働きがいも経済成長も」 

すべての人のための自足的，包摂的か

つ持続可能な経済成長，生産的な完

全雇用およびディーセント・ワーク（働き

がいのある人間らしい仕事）を推進する 

※ディーセント・ワーク…公正な所得，安心で

きる職場と家族の社会保障，自己啓発と社

会的統合のよりよい見通しを提供できる生産

的な雇用を誰もが得られる機会を意味する。 

 

 

 

 

目標 9.「産業と技術革新の基盤をつく

ろう」 

強靭なインフラを整備し，包摂的で持

続可能な産業化を推進するとともに，

技術革新の拡大を図る。 

 

 

 

 

目標 11.「住み続けられるまちづくりを」 

都市と人間の居住地を包摂的，安

全，強靭かつ持続可能にする。 

 

 

 

 

 

目標 17.「パートナーシップで目標を達

成しよう」 

持続可能な開発に向けて実施手続を

強化し，グローバル・パートナーシップを

活性化する。 

 

 

 

 

 

戦略分野1　　商業 　商業で "稼ぐ"

戦略分野3　　工業 　工業で "稼ぐ"

戦略分野1　　商業 　商業で "稼ぐ"

戦略分野3　　工業 　工業で "稼ぐ"

戦略分野4　　道の駅 　道の駅×産業で"稼ぐ"

戦略分野1　　商業 　商業で "稼ぐ"

戦略分野1　　商業 　商業で "稼ぐ"

戦略分野2　　観光 　観光で "稼ぐ"

戦略分野3　　工業 　工業で "稼ぐ"

戦略分野4　　道の駅 　道の駅×産業で"稼ぐ"

関連
戦略分野1　　商業 　商業で "稼ぐ"

関連
戦略分野3　　工業 　工業で "稼ぐ"

関連
戦略分野2　　観光 　観光で "稼ぐ"

戦略分野4　　道の駅 　道の駅×産業で"稼ぐ"

戦略分野4　　道の駅 　道の駅×産業で"稼ぐ"

戦略分野4　　道の駅 　道の駅×産業で"稼ぐ"

戦略分野1　　商業

戦略分野1　　商業

戦略分野1　　商業

戦略分野4　　道の駅

戦略分野3　　工業

戦略分野3　　工業

戦略分野4　　道の駅

戦略分野3　　工業

分野 所属 役職 氏名

1 学識経験者 茨城大学 准教授 牧　　良明

2 商業 商工会 会長 青木　清人

3 〃 商工会青年部 部長 相山　隆司

4 〃 商工会女性部 部長 染谷　悦子

5 〃 商店会（諏訪町商店会） 代表 岩本　健太郎

6 〃 商店会（石下中央商店会） 会長 吉田　貞夫

7 工業 工場協会 会長 長岡　德樹

8 〃 大生郷工業団地連絡協議会 会長 佐藤　敦

9 〃 坂手工業団地連絡協議会 会長 石川　潤

10 〃 内守谷工業団地協議会 会長 太田　信介

11 観光 観光物産協会 会長 熊谷　昇

12 有識者 市議会議員 建設経済委員長 小林　剛

13 市 経済環境部 部長 宮田　道夫

意見を出し合うときの4つの原則

1 「批判厳禁」 他人の意見を批判しません！

2 「自由奔放」 思いついたことをどんどん言う！

3 「質より量」

いい意見ではなく，何でもいいからたくさん出す！

4 「結合改善」

他人の意見に自分のアイデアを加えて新しい
意見にする！

外部要因
商業 観光

工業 道の駅

　　・担い手不足

　　・廃業による商店数の減少

　　・空き店舗の増加

　　・商店街の衰退

　　・観光資源を活かしきれていない

　　・情報発信の不足

　　・産業集積エリアの不足

　　・雇用の確保が困難

　　・商業，工業，観光との

　　　連携不足

人口減少・少子高齢化

外部

要因

内部

要因
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●　立地場所

　圏央道と国道 294号を結ぶ常総ＩＣは、南北は関東地方から東北地方、東西は横浜市から木更津市まで

の東京郊外の諸都市を結ぶ広域交通の結節点となっており、都心から自動車で約１時間 20 分、成田空港か

ら自動車で約 1 時間の距離に位置しています。 本道の駅の設置予定地は、圏央道常総ＩＣ及び国道294

号に隣接しており、広域アクセス性を有する交通利便性を強みとした地域振興拠点の形成を目指しています。

●　道の駅による地方創生拠点の形成

　地域課題解決に向けた取り組みとしてアグリサイエンスバレー構想の実現を目指しており、その中で、道の駅を

「農業を活かしたまちづくり」の拠点施設と位置付け、地域全体での農業の6次産業化に向けた取り組みを中心

に、地域企業や公共施設と連携し、市内の地域資源（特産品や観光資源等）が相互に繋がるネットワークを

形成することで、地方創生に向けた拠点づくりを目指します。

2019年度 2020 2021 2022 2023

出典：重点「道の駅」の選定につ

いて （国土交通省HP） 

埼玉方面

千葉方面

圏

央

道

国道294号

＜都市エリア＞
約31ha（公共施設等約7ha含む）・市街化区域

＜農地エリア＞
約14ha・市街化調整区域

観光農園ゾーン
（約4ha）

大規模施設園芸
ゾーン

（約10ha）

圏央道
常総IC

企業立地ゾーン
（約19ha）

都市公園
（約1ha）下妻方面

守谷方面

集客ゾーン
（約4ha）

道の駅
（公共施設・約2ha）

集客施設
（民間施設・約2ha）

 

つくば JCT 

常総 IC 

大栄 JCT 

八王子 JCT 

坂東 IC 

境古河 IC 

五霞 IC つくば中央 IC 

東金 JCT 

木更津 JCT 茅ヶ崎 JCT 

海老名 JCT 

鶴ヶ島 JCT 

藤岡 JCT 

高崎 JCT 
岩船 JCT 

栃木都賀 JCT 

友部 JCT 茨城町 JCT 

0 200m 

N 首都圏中央連絡自動車道（供用済） 

自動車専用道路（供用済） 

自動車専用道路（計画・構想） 

インターチェンジ 

国道 

※IC表記は常総 IC近辺及び主要ジャンクションに限定 

鬼
怒
川 

関
東
鉄
道
常
総
線 

玉村駅 

石下駅 

南石下駅 

三妻駅 

中妻駅 

北水海道駅 

水海道駅 

国道 
294 

国道 
354 

国道 
354 

圏央道 
常総ＩＣ 

 

北関東道 

福島県 

会津若松市 

千葉県柏市 

成田 
空港 

常総 IC 

千葉県 

木更津市 

神奈川県 
横浜市 

羽田 
空港 

圏央道 

関越道 

東北道 

常磐道 

国道 
294号 

東名道 

中央道 

東関東道 外 
環 道 

茨城 
空港 

観光振興
（地域資源の発掘）

農業振興
（地域ぐるみの６次産業化）

回遊型観光

商品流通

作物供給 商品供給

施設利用

体験観光

地域企業・商店

公共施設

市内農地

隣接産業施設

自然資源観光資源

道の駅

2010 2011 2012 2013 2014 2015 2016 2017 2018

H22 H23 H24 H25 H26 H27 H28 H29 H30

水海道千姫まつり 一日目 50,000 0 40,000 12,500 15,000 20,000 18,000 2,000 2,000 

水海道千姫まつり 二日目 25,000 8,000 10,000 

水海道千姫まつり 合計 50,000 0 40,000 12,500 15,000 20,000 43,000 10,000 12,000 

石下将門まつり 13,000 20,000 17,000 10,000 11,000 12,000 13,000 7,000 9,000 

常総きぬ川花火大会 110,000 110,000 110,000 110,000 100,000 100,000 130,000 130,000 110,000 

ふるさとまつり 30,000 36,000 30,000 20,000 18,000 0 20,000 25,000 25,000 

合計 253,000 166,000 237,000 165,000 159,000 152,000 249,000 182,000 168,000 
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150,000 

200,000 

250,000 

300,000 

SDGｓ 17 の目標（抜粋） 本ビションとの関係性 

 

目標 8 「働きがいも経済成長も」 

すべての人のための自足的，包摂的か

つ持続可能な経済成長，生産的な完

全雇用およびディーセント・ワーク（働き

がいのある人間らしい仕事）を推進する 

※ディーセント・ワーク…公正な所得，安心で

きる職場と家族の社会保障，自己啓発と社

会的統合のよりよい見通しを提供できる生産

的な雇用を誰もが得られる機会を意味する。 

 

 

 

 

目標 9.「産業と技術革新の基盤をつく

ろう」 

強靭なインフラを整備し，包摂的で持

続可能な産業化を推進するとともに，

技術革新の拡大を図る。 

 

 

 

 

目標 11.「住み続けられるまちづくりを」 

都市と人間の居住地を包摂的，安

全，強靭かつ持続可能にする。 

 

 

 

 

 

目標 17.「パートナーシップで目標を達

成しよう」 

持続可能な開発に向けて実施手続を

強化し，グローバル・パートナーシップを

活性化する。 

 

 

 

 

 

戦略分野1　　商業 　商業で "稼ぐ"

戦略分野3　　工業 　工業で "稼ぐ"

戦略分野1　　商業 　商業で "稼ぐ"

戦略分野3　　工業 　工業で "稼ぐ"

戦略分野4　　道の駅 　道の駅×産業で"稼ぐ"

戦略分野1　　商業 　商業で "稼ぐ"

戦略分野1　　商業 　商業で "稼ぐ"

戦略分野2　　観光 　観光で "稼ぐ"

戦略分野3　　工業 　工業で "稼ぐ"

戦略分野4　　道の駅 　道の駅×産業で"稼ぐ"

関連
戦略分野1　　商業 　商業で "稼ぐ"

関連
戦略分野3　　工業 　工業で "稼ぐ"

関連
戦略分野2　　観光 　観光で "稼ぐ"

戦略分野4　　道の駅 　道の駅×産業で"稼ぐ"

戦略分野4　　道の駅 　道の駅×産業で"稼ぐ"

戦略分野4　　道の駅 　道の駅×産業で"稼ぐ"

戦略分野1　　商業

戦略分野1　　商業

戦略分野1　　商業

戦略分野4　　道の駅

戦略分野3　　工業

戦略分野3　　工業

戦略分野4　　道の駅

戦略分野3　　工業

分野 所属 役職 氏名

1 学識経験者 茨城大学 准教授 牧　　良明

2 商業 商工会 会長 青木　清人

3 〃 商工会青年部 部長 相山　隆司

4 〃 商工会女性部 部長 染谷　悦子

5 〃 商店会（諏訪町商店会） 代表 岩本　健太郎

6 〃 商店会（石下中央商店会） 会長 吉田　貞夫

7 工業 工場協会 会長 長岡　德樹

8 〃 大生郷工業団地連絡協議会 会長 佐藤　敦

9 〃 坂手工業団地連絡協議会 会長 石川　潤

10 〃 内守谷工業団地協議会 会長 太田　信介

11 観光 観光物産協会 会長 熊谷　昇

12 有識者 市議会議員 建設経済委員長 小林　剛

13 市 経済環境部 部長 宮田　道夫

意見を出し合うときの4つの原則

1 「批判厳禁」 他人の意見を批判しません！

2 「自由奔放」 思いついたことをどんどん言う！

3 「質より量」

いい意見ではなく，何でもいいからたくさん出す！

4 「結合改善」

他人の意見に自分のアイデアを加えて新しい
意見にする！

外部要因
商業 観光

工業 道の駅

　　・担い手不足

　　・廃業による商店数の減少

　　・空き店舗の増加

　　・商店街の衰退

　　・観光資源を活かしきれていない

　　・情報発信の不足

　　・産業集積エリアの不足

　　・雇用の確保が困難

　　・商業，工業，観光との

　　　連携不足

人口減少・少子高齢化

外部

要因

内部

要因



レンタサイクル

レンタサイクルの設置を含めた拠点施設

としての整備を検討します。レンタサイク

ルは、道の駅を拠点に、市内商店街や

観光施設をつなげる大切な移動手段

としても活躍が期待できます。

●　導入施設の整備機能（一部）

民間事業者のノウハウを最大限発揮し、サービスの向上や収益性の確保による持続的、安定的な運営が必要と

考えられるため、「指定管理者制度」を適用した「公設民営」方式による管理運営を検討します。今後、施設整

備及び管理運営体制の検討・構築を行い、2022年度末の開業を目指します。

情報発信施設

28

周辺の観光・イベント情報、近隣の道の駅情報、市内の地域資源・史跡・各種体験など、県内及び圏央道沿

線エリアの様々な情報提供を行い、来訪者にとって様々な魅力を発信できる施設となるよう検討します。

その他の検討機能

●　今後のスケジュール

　道路情報の案内に留まらず、周辺の

観光、イベント、地域コミュニティ情報、

また本市の農業や商業等に関連する

情報を発信することで、日常的に情報

が更新される活発な交流空間となるよ

うな施設機能を検討します。

2019年度 2020 2021 2022 2023

埼玉方面

千葉方面

圏

央

道

国道294号

＜都市エリア＞
約31ha（公共施設等約7ha含む）・市街化区域

＜農地エリア＞
約14ha・市街化調整区域

観光農園ゾーン
（約4ha）

大規模施設園芸
ゾーン

（約10ha）

圏央道
常総IC

企業立地ゾーン
（約19ha）

都市公園
（約1ha）下妻方面

守谷方面

集客ゾーン
（約4ha）

道の駅
（公共施設・約2ha）

集客施設
（民間施設・約2ha）

 

つくば JCT 

常総 IC 

大栄 JCT 

八王子 JCT 

坂東 IC 

境古河 IC 

五霞 IC つくば中央 IC 

東金 JCT 

木更津 JCT 茅ヶ崎 JCT 

海老名 JCT 

鶴ヶ島 JCT 

藤岡 JCT 

高崎 JCT 
岩船 JCT 

栃木都賀 JCT 

友部 JCT 茨城町 JCT 

0 200m 

N 首都圏中央連絡自動車道（供用済） 

自動車専用道路（供用済） 

自動車専用道路（計画・構想） 

インターチェンジ 

国道 

※IC表記は常総 IC近辺及び主要ジャンクションに限定 

鬼
怒
川 

関
東
鉄
道
常
総
線 

玉村駅 

石下駅 

南石下駅 

三妻駅 

中妻駅 

北水海道駅 

水海道駅 

国道 
294 

国道 
354 

国道 
354 

圏央道 
常総ＩＣ 

 

北関東道 

福島県 

会津若松市 

千葉県柏市 

成田 
空港 

常総 IC 

千葉県 

木更津市 

神奈川県 
横浜市 

羽田 
空港 

圏央道 

関越道 

東北道 

常磐道 

国道 
294号 

東名道 

中央道 

東関東道 外 
環 道 

茨城 
空港 

観光振興
（地域資源の発掘）

農業振興
（地域ぐるみの６次産業化）

回遊型観光

商品流通

作物供給 商品供給

施設利用

体験観光

地域企業・商店

公共施設

市内農地

隣接産業施設

自然資源観光資源

道の駅

2010 2011 2012 2013 2014 2015 2016 2017 2018

H22 H23 H24 H25 H26 H27 H28 H29 H30

水海道千姫まつり 一日目 50,000 0 40,000 12,500 15,000 20,000 18,000 2,000 2,000 

水海道千姫まつり 二日目 25,000 8,000 10,000 

水海道千姫まつり 合計 50,000 0 40,000 12,500 15,000 20,000 43,000 10,000 12,000 

石下将門まつり 13,000 20,000 17,000 10,000 11,000 12,000 13,000 7,000 9,000 

常総きぬ川花火大会 110,000 110,000 110,000 110,000 100,000 100,000 130,000 130,000 110,000 

ふるさとまつり 30,000 36,000 30,000 20,000 18,000 0 20,000 25,000 25,000 

合計 253,000 166,000 237,000 165,000 159,000 152,000 249,000 182,000 168,000 

0 

50,000 

100,000 

150,000 

200,000 

250,000 

300,000 

SDGｓ 17 の目標（抜粋） 本ビションとの関係性 

 

目標 8 「働きがいも経済成長も」 

すべての人のための自足的，包摂的か

つ持続可能な経済成長，生産的な完

全雇用およびディーセント・ワーク（働き

がいのある人間らしい仕事）を推進する 

※ディーセント・ワーク…公正な所得，安心で

きる職場と家族の社会保障，自己啓発と社

会的統合のよりよい見通しを提供できる生産

的な雇用を誰もが得られる機会を意味する。 

 

 

 

 

目標 9.「産業と技術革新の基盤をつく

ろう」 

強靭なインフラを整備し，包摂的で持

続可能な産業化を推進するとともに，

技術革新の拡大を図る。 

 

 

 

 

目標 11.「住み続けられるまちづくりを」 

都市と人間の居住地を包摂的，安

全，強靭かつ持続可能にする。 

 

 

 

 

 

目標 17.「パートナーシップで目標を達

成しよう」 

持続可能な開発に向けて実施手続を

強化し，グローバル・パートナーシップを

活性化する。 

 

 

 

 

 

戦略分野1　　商業 　商業で "稼ぐ"

戦略分野3　　工業 　工業で "稼ぐ"

戦略分野1　　商業 　商業で "稼ぐ"

戦略分野3　　工業 　工業で "稼ぐ"

戦略分野4　　道の駅 　道の駅×産業で"稼ぐ"

戦略分野1　　商業 　商業で "稼ぐ"

戦略分野1　　商業 　商業で "稼ぐ"

戦略分野2　　観光 　観光で "稼ぐ"

戦略分野3　　工業 　工業で "稼ぐ"

戦略分野4　　道の駅 　道の駅×産業で"稼ぐ"

関連
戦略分野1　　商業 　商業で "稼ぐ"

関連
戦略分野3　　工業 　工業で "稼ぐ"

関連
戦略分野2　　観光 　観光で "稼ぐ"

戦略分野4　　道の駅 　道の駅×産業で"稼ぐ"

戦略分野4　　道の駅 　道の駅×産業で"稼ぐ"

戦略分野4　　道の駅 　道の駅×産業で"稼ぐ"

戦略分野1　　商業

戦略分野1　　商業

戦略分野1　　商業

戦略分野4　　道の駅

戦略分野3　　工業

戦略分野3　　工業

戦略分野4　　道の駅

戦略分野3　　工業

分野 所属 役職 氏名

1 学識経験者 茨城大学 准教授 牧　　良明

2 商業 商工会 会長 青木　清人

3 〃 商工会青年部 部長 相山　隆司

4 〃 商工会女性部 部長 染谷　悦子

5 〃 商店会（諏訪町商店会） 代表 岩本　健太郎

6 〃 商店会（石下中央商店会） 会長 吉田　貞夫

7 工業 工場協会 会長 長岡　德樹

8 〃 大生郷工業団地連絡協議会 会長 佐藤　敦

9 〃 坂手工業団地連絡協議会 会長 石川　潤

10 〃 内守谷工業団地協議会 会長 太田　信介

11 観光 観光物産協会 会長 熊谷　昇

12 有識者 市議会議員 建設経済委員長 小林　剛

13 市 経済環境部 部長 宮田　道夫

意見を出し合うときの4つの原則

1 「批判厳禁」 他人の意見を批判しません！

2 「自由奔放」 思いついたことをどんどん言う！

3 「質より量」

いい意見ではなく，何でもいいからたくさん出す！

4 「結合改善」

他人の意見に自分のアイデアを加えて新しい
意見にする！

外部要因
商業 観光

工業 道の駅

　　・担い手不足

　　・廃業による商店数の減少

　　・空き店舗の増加

　　・商店街の衰退

　　・観光資源を活かしきれていない

　　・情報発信の不足

　　・産業集積エリアの不足

　　・雇用の確保が困難

　　・商業，工業，観光との

　　　連携不足

人口減少・少子高齢化

外部

要因

内部

要因



資　料　編

2019年度 2020 2021 2022 2023

埼玉方面

千葉方面

圏

央

道

国道294号

＜都市エリア＞
約31ha（公共施設等約7ha含む）・市街化区域

＜農地エリア＞
約14ha・市街化調整区域

観光農園ゾーン
（約4ha）

大規模施設園芸
ゾーン

（約10ha）

圏央道
常総IC

企業立地ゾーン
（約19ha）

都市公園
（約1ha）下妻方面

守谷方面

集客ゾーン
（約4ha）

道の駅
（公共施設・約2ha）

集客施設
（民間施設・約2ha）

 

つくば JCT 

常総 IC 

大栄 JCT 

八王子 JCT 

坂東 IC 

境古河 IC 

五霞 IC つくば中央 IC 

東金 JCT 

木更津 JCT 茅ヶ崎 JCT 

海老名 JCT 

鶴ヶ島 JCT 

藤岡 JCT 

高崎 JCT 
岩船 JCT 

栃木都賀 JCT 

友部 JCT 茨城町 JCT 

0 200m 

N 首都圏中央連絡自動車道（供用済） 

自動車専用道路（供用済） 

自動車専用道路（計画・構想） 

インターチェンジ 

国道 

※IC表記は常総 IC近辺及び主要ジャンクションに限定 

鬼
怒
川 

関
東
鉄
道
常
総
線 

玉村駅 

石下駅 

南石下駅 

三妻駅 

中妻駅 

北水海道駅 

水海道駅 

国道 
294 

国道 
354 

国道 
354 

圏央道 
常総ＩＣ 

 

北関東道 

福島県 

会津若松市 

千葉県柏市 

成田 
空港 

常総 IC 

千葉県 

木更津市 

神奈川県 
横浜市 

羽田 
空港 

圏央道 

関越道 

東北道 

常磐道 

国道 
294号 

東名道 

中央道 

東関東道 外 
環 道 

茨城 
空港 

観光振興
（地域資源の発掘）

農業振興
（地域ぐるみの６次産業化）

回遊型観光

商品流通

作物供給 商品供給

施設利用

体験観光

地域企業・商店

公共施設

市内農地

隣接産業施設

自然資源観光資源

道の駅

2010 2011 2012 2013 2014 2015 2016 2017 2018

H22 H23 H24 H25 H26 H27 H28 H29 H30

水海道千姫まつり 一日目 50,000 0 40,000 12,500 15,000 20,000 18,000 2,000 2,000 

水海道千姫まつり 二日目 25,000 8,000 10,000 

水海道千姫まつり 合計 50,000 0 40,000 12,500 15,000 20,000 43,000 10,000 12,000 

石下将門まつり 13,000 20,000 17,000 10,000 11,000 12,000 13,000 7,000 9,000 

常総きぬ川花火大会 110,000 110,000 110,000 110,000 100,000 100,000 130,000 130,000 110,000 

ふるさとまつり 30,000 36,000 30,000 20,000 18,000 0 20,000 25,000 25,000 

合計 253,000 166,000 237,000 165,000 159,000 152,000 249,000 182,000 168,000 
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SDGｓ 17 の目標（抜粋） 本ビションとの関係性 

 

目標 8 「働きがいも経済成長も」 

すべての人のための自足的，包摂的か

つ持続可能な経済成長，生産的な完

全雇用およびディーセント・ワーク（働き

がいのある人間らしい仕事）を推進する 

※ディーセント・ワーク…公正な所得，安心で

きる職場と家族の社会保障，自己啓発と社

会的統合のよりよい見通しを提供できる生産

的な雇用を誰もが得られる機会を意味する。 

 

 

 

 

目標 9.「産業と技術革新の基盤をつく

ろう」 

強靭なインフラを整備し，包摂的で持

続可能な産業化を推進するとともに，

技術革新の拡大を図る。 

 

 

 

 

目標 11.「住み続けられるまちづくりを」 

都市と人間の居住地を包摂的，安

全，強靭かつ持続可能にする。 

 

 

 

 

 

目標 17.「パートナーシップで目標を達

成しよう」 

持続可能な開発に向けて実施手続を

強化し，グローバル・パートナーシップを

活性化する。 

 

 

 

 

 

戦略分野1　　商業 　商業で "稼ぐ"

戦略分野3　　工業 　工業で "稼ぐ"

戦略分野1　　商業 　商業で "稼ぐ"

戦略分野3　　工業 　工業で "稼ぐ"

戦略分野4　　道の駅 　道の駅×産業で"稼ぐ"

戦略分野1　　商業 　商業で "稼ぐ"

戦略分野1　　商業 　商業で "稼ぐ"

戦略分野2　　観光 　観光で "稼ぐ"

戦略分野3　　工業 　工業で "稼ぐ"

戦略分野4　　道の駅 　道の駅×産業で"稼ぐ"

関連
戦略分野1　　商業 　商業で "稼ぐ"

関連
戦略分野3　　工業 　工業で "稼ぐ"

関連
戦略分野2　　観光 　観光で "稼ぐ"

戦略分野4　　道の駅 　道の駅×産業で"稼ぐ"

戦略分野4　　道の駅 　道の駅×産業で"稼ぐ"

戦略分野4　　道の駅 　道の駅×産業で"稼ぐ"

戦略分野1　　商業

戦略分野1　　商業

戦略分野1　　商業

戦略分野4　　道の駅

戦略分野3　　工業

戦略分野3　　工業

戦略分野4　　道の駅

戦略分野3　　工業

分野 所属 役職 氏名

1 学識経験者 茨城大学 准教授 牧　　良明

2 商業 商工会 会長 青木　清人

3 〃 商工会青年部 部長 相山　隆司

4 〃 商工会女性部 部長 染谷　悦子

5 〃 商店会（諏訪町商店会） 代表 岩本　健太郎

6 〃 商店会（石下中央商店会） 会長 吉田　貞夫

7 工業 工場協会 会長 長岡　德樹

8 〃 大生郷工業団地連絡協議会 会長 佐藤　敦

9 〃 坂手工業団地連絡協議会 会長 石川　潤

10 〃 内守谷工業団地協議会 会長 太田　信介

11 観光 観光物産協会 会長 熊谷　昇

12 有識者 市議会議員 建設経済委員長 小林　剛

13 市 経済環境部 部長 宮田　道夫

意見を出し合うときの4つの原則

1 「批判厳禁」 他人の意見を批判しません！

2 「自由奔放」 思いついたことをどんどん言う！

3 「質より量」

いい意見ではなく，何でもいいからたくさん出す！

4 「結合改善」

他人の意見に自分のアイデアを加えて新しい
意見にする！

外部要因
商業 観光

工業 道の駅

　　・担い手不足

　　・廃業による商店数の減少

　　・空き店舗の増加

　　・商店街の衰退

　　・観光資源を活かしきれていない

　　・情報発信の不足

　　・産業集積エリアの不足

　　・雇用の確保が困難

　　・商業，工業，観光との

　　　連携不足

人口減少・少子高齢化

外部

要因

内部

要因



○事務局　　　　　　経済環境部商工観光課

1．計画策定の体制

　計画策定にあたっては、学識経験者、商業・工業・観光分野の有識者等からなる「常総市産業振興ビジョン策定委員会

設置要綱」を設置しました。資料から本市の直面する課題や現状を分析し、目指すべき本市の姿、進むべき方向性について

検討を重ね、全3回の委員会及び書面決議の後、本計画を定めました。

常総市産業振興ビジョン策定委員会

2019年度 2020 2021 2022 2023

埼玉方面

千葉方面

圏

央

道

国道294号

＜都市エリア＞
約31ha（公共施設等約7ha含む）・市街化区域

＜農地エリア＞
約14ha・市街化調整区域

観光農園ゾーン
（約4ha）

大規模施設園芸
ゾーン

（約10ha）

圏央道
常総IC

企業立地ゾーン
（約19ha）

都市公園
（約1ha）下妻方面

守谷方面

集客ゾーン
（約4ha）

道の駅
（公共施設・約2ha）

集客施設
（民間施設・約2ha）

 

つくば JCT 

常総 IC 

大栄 JCT 

八王子 JCT 

坂東 IC 

境古河 IC 

五霞 IC つくば中央 IC 

東金 JCT 

木更津 JCT 茅ヶ崎 JCT 

海老名 JCT 

鶴ヶ島 JCT 

藤岡 JCT 

高崎 JCT 
岩船 JCT 

栃木都賀 JCT 

友部 JCT 茨城町 JCT 

0 200m 

N 首都圏中央連絡自動車道（供用済） 

自動車専用道路（供用済） 

自動車専用道路（計画・構想） 

インターチェンジ 

国道 

※IC表記は常総 IC近辺及び主要ジャンクションに限定 

鬼
怒
川 

関
東
鉄
道
常
総
線 

玉村駅 

石下駅 

南石下駅 

三妻駅 

中妻駅 

北水海道駅 

水海道駅 

国道 
294 

国道 
354 

国道 
354 

圏央道 
常総ＩＣ 

 

北関東道 

福島県 

会津若松市 

千葉県柏市 

成田 
空港 

常総 IC 

千葉県 

木更津市 

神奈川県 
横浜市 

羽田 
空港 

圏央道 

関越道 

東北道 

常磐道 

国道 
294号 

東名道 

中央道 

東関東道 外 
環 道 

茨城 
空港 

観光振興
（地域資源の発掘）

農業振興
（地域ぐるみの６次産業化）

回遊型観光

商品流通

作物供給 商品供給

施設利用

体験観光

地域企業・商店

公共施設

市内農地

隣接産業施設

自然資源観光資源

道の駅

2010 2011 2012 2013 2014 2015 2016 2017 2018

H22 H23 H24 H25 H26 H27 H28 H29 H30

水海道千姫まつり 一日目 50,000 0 40,000 12,500 15,000 20,000 18,000 2,000 2,000 

水海道千姫まつり 二日目 25,000 8,000 10,000 

水海道千姫まつり 合計 50,000 0 40,000 12,500 15,000 20,000 43,000 10,000 12,000 

石下将門まつり 13,000 20,000 17,000 10,000 11,000 12,000 13,000 7,000 9,000 

常総きぬ川花火大会 110,000 110,000 110,000 110,000 100,000 100,000 130,000 130,000 110,000 

ふるさとまつり 30,000 36,000 30,000 20,000 18,000 0 20,000 25,000 25,000 

合計 253,000 166,000 237,000 165,000 159,000 152,000 249,000 182,000 168,000 
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250,000 

300,000 

SDGｓ 17 の目標（抜粋） 本ビションとの関係性 

 

目標 8 「働きがいも経済成長も」 

すべての人のための自足的，包摂的か

つ持続可能な経済成長，生産的な完

全雇用およびディーセント・ワーク（働き

がいのある人間らしい仕事）を推進する 

※ディーセント・ワーク…公正な所得，安心で

きる職場と家族の社会保障，自己啓発と社

会的統合のよりよい見通しを提供できる生産

的な雇用を誰もが得られる機会を意味する。 

 

 

 

 

目標 9.「産業と技術革新の基盤をつく

ろう」 

強靭なインフラを整備し，包摂的で持

続可能な産業化を推進するとともに，

技術革新の拡大を図る。 

 

 

 

 

目標 11.「住み続けられるまちづくりを」 

都市と人間の居住地を包摂的，安

全，強靭かつ持続可能にする。 

 

 

 

 

 

目標 17.「パートナーシップで目標を達

成しよう」 

持続可能な開発に向けて実施手続を

強化し，グローバル・パートナーシップを

活性化する。 

 

 

 

 

 

戦略分野1　　商業 　商業で "稼ぐ"

戦略分野3　　工業 　工業で "稼ぐ"

戦略分野1　　商業 　商業で "稼ぐ"

戦略分野3　　工業 　工業で "稼ぐ"

戦略分野4　　道の駅 　道の駅×産業で"稼ぐ"

戦略分野1　　商業 　商業で "稼ぐ"

戦略分野1　　商業 　商業で "稼ぐ"

戦略分野2　　観光 　観光で "稼ぐ"

戦略分野3　　工業 　工業で "稼ぐ"

戦略分野4　　道の駅 　道の駅×産業で"稼ぐ"

関連
戦略分野1　　商業 　商業で "稼ぐ"

関連
戦略分野3　　工業 　工業で "稼ぐ"

関連
戦略分野2　　観光 　観光で "稼ぐ"

戦略分野4　　道の駅 　道の駅×産業で"稼ぐ"

戦略分野4　　道の駅 　道の駅×産業で"稼ぐ"

戦略分野4　　道の駅 　道の駅×産業で"稼ぐ"

戦略分野1　　商業

戦略分野1　　商業

戦略分野1　　商業

戦略分野4　　道の駅

戦略分野3　　工業

戦略分野3　　工業

戦略分野4　　道の駅

戦略分野3　　工業

分野 所属 役職 氏名

1 学識経験者 茨城大学 准教授 牧　　良明

2 商業 商工会 会長 青木　清人

3 〃 商工会青年部 部長 相山　隆司

4 〃 商工会女性部 部長 染谷　悦子

5 〃 商店会（諏訪町商店会） 代表 岩本　健太郎

6 〃 商店会（石下中央商店会） 会長 吉田　貞夫

7 工業 工場協会 会長 長岡　德樹

8 〃 大生郷工業団地連絡協議会 会長 佐藤　敦

9 〃 坂手工業団地連絡協議会 会長 石川　潤

10 〃 内守谷工業団地協議会 会長 太田　信介

11 観光 観光物産協会 会長 熊谷　昇

12 有識者 市議会議員 建設経済委員長 小林　剛

13 市 経済環境部 部長 宮田　道夫

意見を出し合うときの4つの原則

1 「批判厳禁」 他人の意見を批判しません！

2 「自由奔放」 思いついたことをどんどん言う！

3 「質より量」

いい意見ではなく，何でもいいからたくさん出す！

4 「結合改善」

他人の意見に自分のアイデアを加えて新しい
意見にする！

外部要因
商業 観光

工業 道の駅

　　・担い手不足

　　・廃業による商店数の減少

　　・空き店舗の増加

　　・商店街の衰退

　　・観光資源を活かしきれていない

　　・情報発信の不足

　　・産業集積エリアの不足

　　・雇用の確保が困難

　　・商業，工業，観光との

　　　連携不足

人口減少・少子高齢化

外部

要因

内部

要因



2019年度 2020 2021 2022 2023

埼玉方面

千葉方面

圏

央

道

国道294号

＜都市エリア＞
約31ha（公共施設等約7ha含む）・市街化区域

＜農地エリア＞
約14ha・市街化調整区域

観光農園ゾーン
（約4ha）

大規模施設園芸
ゾーン

（約10ha）

圏央道
常総IC

企業立地ゾーン
（約19ha）

都市公園
（約1ha）下妻方面

守谷方面

集客ゾーン
（約4ha）

道の駅
（公共施設・約2ha）

集客施設
（民間施設・約2ha）

 

つくば JCT 

常総 IC 

大栄 JCT 

八王子 JCT 

坂東 IC 

境古河 IC 

五霞 IC つくば中央 IC 

東金 JCT 

木更津 JCT 茅ヶ崎 JCT 

海老名 JCT 

鶴ヶ島 JCT 

藤岡 JCT 

高崎 JCT 
岩船 JCT 

栃木都賀 JCT 

友部 JCT 茨城町 JCT 

0 200m 

N 首都圏中央連絡自動車道（供用済） 

自動車専用道路（供用済） 

自動車専用道路（計画・構想） 

インターチェンジ 

国道 

※IC表記は常総 IC近辺及び主要ジャンクションに限定 

鬼
怒
川 

関
東
鉄
道
常
総
線 

玉村駅 

石下駅 

南石下駅 

三妻駅 

中妻駅 

北水海道駅 

水海道駅 

国道 
294 

国道 
354 

国道 
354 

圏央道 
常総ＩＣ 

 

北関東道 

福島県 

会津若松市 

千葉県柏市 

成田 
空港 

常総 IC 

千葉県 

木更津市 

神奈川県 
横浜市 

羽田 
空港 

圏央道 

関越道 

東北道 

常磐道 

国道 
294号 

東名道 

中央道 

東関東道 外 
環 道 

茨城 
空港 

観光振興
（地域資源の発掘）

農業振興
（地域ぐるみの６次産業化）

回遊型観光

商品流通

作物供給 商品供給

施設利用

体験観光

地域企業・商店

公共施設

市内農地

隣接産業施設

自然資源観光資源

道の駅

2010 2011 2012 2013 2014 2015 2016 2017 2018

H22 H23 H24 H25 H26 H27 H28 H29 H30

水海道千姫まつり 一日目 50,000 0 40,000 12,500 15,000 20,000 18,000 2,000 2,000 

水海道千姫まつり 二日目 25,000 8,000 10,000 

水海道千姫まつり 合計 50,000 0 40,000 12,500 15,000 20,000 43,000 10,000 12,000 

石下将門まつり 13,000 20,000 17,000 10,000 11,000 12,000 13,000 7,000 9,000 

常総きぬ川花火大会 110,000 110,000 110,000 110,000 100,000 100,000 130,000 130,000 110,000 

ふるさとまつり 30,000 36,000 30,000 20,000 18,000 0 20,000 25,000 25,000 

合計 253,000 166,000 237,000 165,000 159,000 152,000 249,000 182,000 168,000 

0 

50,000 

100,000 

150,000 

200,000 

250,000 

300,000 

SDGｓ 17 の目標（抜粋） 本ビションとの関係性 

 

目標 8 「働きがいも経済成長も」 

すべての人のための自足的，包摂的か

つ持続可能な経済成長，生産的な完

全雇用およびディーセント・ワーク（働き

がいのある人間らしい仕事）を推進する 

※ディーセント・ワーク…公正な所得，安心で

きる職場と家族の社会保障，自己啓発と社

会的統合のよりよい見通しを提供できる生産

的な雇用を誰もが得られる機会を意味する。 

 

 

 

 

目標 9.「産業と技術革新の基盤をつく

ろう」 

強靭なインフラを整備し，包摂的で持

続可能な産業化を推進するとともに，

技術革新の拡大を図る。 

 

 

 

 

目標 11.「住み続けられるまちづくりを」 

都市と人間の居住地を包摂的，安

全，強靭かつ持続可能にする。 

 

 

 

 

 

目標 17.「パートナーシップで目標を達

成しよう」 

持続可能な開発に向けて実施手続を

強化し，グローバル・パートナーシップを

活性化する。 

 

 

 

 

 

戦略分野1　　商業 　商業で "稼ぐ"

戦略分野3　　工業 　工業で "稼ぐ"

戦略分野1　　商業 　商業で "稼ぐ"

戦略分野3　　工業 　工業で "稼ぐ"

戦略分野4　　道の駅 　道の駅×産業で"稼ぐ"

戦略分野1　　商業 　商業で "稼ぐ"

戦略分野1　　商業 　商業で "稼ぐ"

戦略分野2　　観光 　観光で "稼ぐ"

戦略分野3　　工業 　工業で "稼ぐ"

戦略分野4　　道の駅 　道の駅×産業で"稼ぐ"

関連
戦略分野1　　商業 　商業で "稼ぐ"

関連
戦略分野3　　工業 　工業で "稼ぐ"

関連
戦略分野2　　観光 　観光で "稼ぐ"

戦略分野4　　道の駅 　道の駅×産業で"稼ぐ"

戦略分野4　　道の駅 　道の駅×産業で"稼ぐ"

戦略分野4　　道の駅 　道の駅×産業で"稼ぐ"

戦略分野1　　商業

戦略分野1　　商業

戦略分野1　　商業

戦略分野4　　道の駅

戦略分野3　　工業

戦略分野3　　工業

戦略分野4　　道の駅

戦略分野3　　工業

分野 所属 役職 氏名

1 学識経験者 茨城大学 准教授 牧　　良明

2 商業 商工会 会長 青木　清人

3 〃 商工会青年部 部長 相山　隆司

4 〃 商工会女性部 部長 染谷　悦子

5 〃 商店会（諏訪町商店会） 代表 岩本　健太郎

6 〃 商店会（石下中央商店会） 会長 吉田　貞夫

7 工業 工場協会 会長 長岡　德樹

8 〃 大生郷工業団地連絡協議会 会長 佐藤　敦

9 〃 坂手工業団地連絡協議会 会長 石川　潤

10 〃 内守谷工業団地協議会 会長 太田　信介

11 観光 観光物産協会 会長 熊谷　昇

12 有識者 市議会議員 建設経済委員長 小林　剛

13 市 経済環境部 部長 宮田　道夫

意見を出し合うときの4つの原則

1 「批判厳禁」 他人の意見を批判しません！

2 「自由奔放」 思いついたことをどんどん言う！

3 「質より量」

いい意見ではなく，何でもいいからたくさん出す！

4 「結合改善」

他人の意見に自分のアイデアを加えて新しい
意見にする！

外部要因
商業 観光

工業 道の駅

　　・担い手不足

　　・廃業による商店数の減少

　　・空き店舗の増加

　　・商店街の衰退

　　・観光資源を活かしきれていない

　　・情報発信の不足

　　・産業集積エリアの不足

　　・雇用の確保が困難

　　・商業，工業，観光との

　　　連携不足

人口減少・少子高齢化

外部

要因

内部

要因



第２回産業振興ビジョン策定委員会（素案の検討）

第３回産業振興ビジョン策定委員会（素案の検討）

パブリックコメントの実施

常総市産業振興ビジョン　庁議報告

　　　　　　　　　　　　7月30日〜8月29日

　　　　　　　　　　　　10月1日

アンケート調査の実施

産業振興ワークショップの実施

　　　　　　　　　　　　5月29日

第１回産業振興ビジョン策定委員会の様子

常総市産業振興ビジョン　議会報告

日付

平成30年（2018）7月2日

　　　　　　　　　　　　11月26日

平成31年（2019）2月18日

　　　　　　　　　　　　2月28日〜3月29日

　　　　　　　　　　　　5月15日

２．策定の経緯

内容

第１回産業振興ビジョン策定委員会（趣旨・課題・進め方）

2019年度 2020 2021 2022 2023

埼玉方面

千葉方面

圏

央

道

国道294号

＜都市エリア＞
約31ha（公共施設等約7ha含む）・市街化区域

＜農地エリア＞
約14ha・市街化調整区域

観光農園ゾーン
（約4ha）

大規模施設園芸
ゾーン

（約10ha）

圏央道
常総IC

企業立地ゾーン
（約19ha）

都市公園
（約1ha）下妻方面

守谷方面

集客ゾーン
（約4ha）

道の駅
（公共施設・約2ha）

集客施設
（民間施設・約2ha）

 

つくば JCT 

常総 IC 

大栄 JCT 

八王子 JCT 

坂東 IC 

境古河 IC 

五霞 IC つくば中央 IC 

東金 JCT 

木更津 JCT 茅ヶ崎 JCT 

海老名 JCT 

鶴ヶ島 JCT 

藤岡 JCT 

高崎 JCT 
岩船 JCT 

栃木都賀 JCT 

友部 JCT 茨城町 JCT 

0 200m 

N 首都圏中央連絡自動車道（供用済） 

自動車専用道路（供用済） 

自動車専用道路（計画・構想） 

インターチェンジ 

国道 

※IC表記は常総 IC近辺及び主要ジャンクションに限定 

鬼
怒
川 

関
東
鉄
道
常
総
線 

玉村駅 

石下駅 

南石下駅 

三妻駅 

中妻駅 

北水海道駅 

水海道駅 

国道 
294 

国道 
354 

国道 
354 

圏央道 
常総ＩＣ 

 

北関東道 

福島県 

会津若松市 

千葉県柏市 

成田 
空港 

常総 IC 

千葉県 

木更津市 

神奈川県 
横浜市 

羽田 
空港 

圏央道 

関越道 

東北道 

常磐道 

国道 
294号 

東名道 

中央道 

東関東道 外 
環 道 

茨城 
空港 

観光振興
（地域資源の発掘）

農業振興
（地域ぐるみの６次産業化）

回遊型観光

商品流通

作物供給 商品供給

施設利用

体験観光

地域企業・商店

公共施設

市内農地

隣接産業施設

自然資源観光資源

道の駅

2010 2011 2012 2013 2014 2015 2016 2017 2018

H22 H23 H24 H25 H26 H27 H28 H29 H30

水海道千姫まつり 一日目 50,000 0 40,000 12,500 15,000 20,000 18,000 2,000 2,000 

水海道千姫まつり 二日目 25,000 8,000 10,000 

水海道千姫まつり 合計 50,000 0 40,000 12,500 15,000 20,000 43,000 10,000 12,000 

石下将門まつり 13,000 20,000 17,000 10,000 11,000 12,000 13,000 7,000 9,000 

常総きぬ川花火大会 110,000 110,000 110,000 110,000 100,000 100,000 130,000 130,000 110,000 

ふるさとまつり 30,000 36,000 30,000 20,000 18,000 0 20,000 25,000 25,000 

合計 253,000 166,000 237,000 165,000 159,000 152,000 249,000 182,000 168,000 

0 

50,000 

100,000 

150,000 

200,000 

250,000 

300,000 

SDGｓ 17 の目標（抜粋） 本ビションとの関係性 

 

目標 8 「働きがいも経済成長も」 

すべての人のための自足的，包摂的か

つ持続可能な経済成長，生産的な完

全雇用およびディーセント・ワーク（働き

がいのある人間らしい仕事）を推進する 

※ディーセント・ワーク…公正な所得，安心で

きる職場と家族の社会保障，自己啓発と社

会的統合のよりよい見通しを提供できる生産

的な雇用を誰もが得られる機会を意味する。 

 

 

 

 

目標 9.「産業と技術革新の基盤をつく

ろう」 

強靭なインフラを整備し，包摂的で持

続可能な産業化を推進するとともに，

技術革新の拡大を図る。 

 

 

 

 

目標 11.「住み続けられるまちづくりを」 

都市と人間の居住地を包摂的，安

全，強靭かつ持続可能にする。 

 

 

 

 

 

目標 17.「パートナーシップで目標を達

成しよう」 

持続可能な開発に向けて実施手続を

強化し，グローバル・パートナーシップを

活性化する。 

 

 

 

 

 

戦略分野1　　商業 　商業で "稼ぐ"

戦略分野3　　工業 　工業で "稼ぐ"

戦略分野1　　商業 　商業で "稼ぐ"

戦略分野3　　工業 　工業で "稼ぐ"

戦略分野4　　道の駅 　道の駅×産業で"稼ぐ"

戦略分野1　　商業 　商業で "稼ぐ"

戦略分野1　　商業 　商業で "稼ぐ"

戦略分野2　　観光 　観光で "稼ぐ"

戦略分野3　　工業 　工業で "稼ぐ"

戦略分野4　　道の駅 　道の駅×産業で"稼ぐ"

関連
戦略分野1　　商業 　商業で "稼ぐ"

関連
戦略分野3　　工業 　工業で "稼ぐ"

関連
戦略分野2　　観光 　観光で "稼ぐ"

戦略分野4　　道の駅 　道の駅×産業で"稼ぐ"

戦略分野4　　道の駅 　道の駅×産業で"稼ぐ"

戦略分野4　　道の駅 　道の駅×産業で"稼ぐ"

戦略分野1　　商業

戦略分野1　　商業

戦略分野1　　商業

戦略分野4　　道の駅

戦略分野3　　工業

戦略分野3　　工業

戦略分野4　　道の駅

戦略分野3　　工業

分野 所属 役職 氏名

1 学識経験者 茨城大学 准教授 牧　　良明

2 商業 商工会 会長 青木　清人

3 〃 商工会青年部 部長 相山　隆司

4 〃 商工会女性部 部長 染谷　悦子

5 〃 商店会（諏訪町商店会） 代表 岩本　健太郎

6 〃 商店会（石下中央商店会） 会長 吉田　貞夫

7 工業 工場協会 会長 長岡　德樹

8 〃 大生郷工業団地連絡協議会 会長 佐藤　敦

9 〃 坂手工業団地連絡協議会 会長 石川　潤

10 〃 内守谷工業団地協議会 会長 太田　信介

11 観光 観光物産協会 会長 熊谷　昇

12 有識者 市議会議員 建設経済委員長 小林　剛

13 市 経済環境部 部長 宮田　道夫

意見を出し合うときの4つの原則

1 「批判厳禁」 他人の意見を批判しません！

2 「自由奔放」 思いついたことをどんどん言う！

3 「質より量」

いい意見ではなく，何でもいいからたくさん出す！

4 「結合改善」

他人の意見に自分のアイデアを加えて新しい
意見にする！

外部要因
商業 観光

工業 道の駅

　　・担い手不足

　　・廃業による商店数の減少

　　・空き店舗の増加

　　・商店街の衰退

　　・観光資源を活かしきれていない

　　・情報発信の不足

　　・産業集積エリアの不足

　　・雇用の確保が困難

　　・商業，工業，観光との

　　　連携不足

人口減少・少子高齢化

外部

要因

内部

要因



平成30年（2018）10月１日（月）
商工会長、市長、商業・工業・観光分野の代表者、商工会、行政　37名・参加者

・開催日時

産業振興ワークショップ

６班に分かれて、まずふせんに自分自身の意見を書き、その後自由な意見交換を行いながら、まとめたり、さらに発展させて、

１枚の模造紙にまとめていきました。最後に、各班の意見として、発表し、投票を行いました。

2019年度 2020 2021 2022 2023

埼玉方面

千葉方面

圏

央

道

国道294号

＜都市エリア＞
約31ha（公共施設等約7ha含む）・市街化区域

＜農地エリア＞
約14ha・市街化調整区域

観光農園ゾーン
（約4ha）

大規模施設園芸
ゾーン

（約10ha）

圏央道
常総IC

企業立地ゾーン
（約19ha）

都市公園
（約1ha）下妻方面

守谷方面

集客ゾーン
（約4ha）

道の駅
（公共施設・約2ha）

集客施設
（民間施設・約2ha）

 

つくば JCT 

常総 IC 

大栄 JCT 

八王子 JCT 

坂東 IC 

境古河 IC 

五霞 IC つくば中央 IC 

東金 JCT 

木更津 JCT 茅ヶ崎 JCT 

海老名 JCT 

鶴ヶ島 JCT 

藤岡 JCT 

高崎 JCT 
岩船 JCT 

栃木都賀 JCT 

友部 JCT 茨城町 JCT 

0 200m 

N 首都圏中央連絡自動車道（供用済） 

自動車専用道路（供用済） 

自動車専用道路（計画・構想） 

インターチェンジ 

国道 

※IC表記は常総 IC近辺及び主要ジャンクションに限定 

鬼
怒
川 

関
東
鉄
道
常
総
線 

玉村駅 

石下駅 

南石下駅 

三妻駅 

中妻駅 

北水海道駅 

水海道駅 

国道 
294 

国道 
354 

国道 
354 

圏央道 
常総ＩＣ 

 

北関東道 

福島県 

会津若松市 

千葉県柏市 

成田 
空港 

常総 IC 

千葉県 

木更津市 

神奈川県 
横浜市 

羽田 
空港 

圏央道 

関越道 

東北道 

常磐道 

国道 
294号 

東名道 

中央道 

東関東道 外 
環 道 

茨城 
空港 

観光振興
（地域資源の発掘）

農業振興
（地域ぐるみの６次産業化）

回遊型観光

商品流通

作物供給 商品供給

施設利用

体験観光

地域企業・商店

公共施設

市内農地

隣接産業施設

自然資源観光資源

道の駅

2010 2011 2012 2013 2014 2015 2016 2017 2018

H22 H23 H24 H25 H26 H27 H28 H29 H30

水海道千姫まつり 一日目 50,000 0 40,000 12,500 15,000 20,000 18,000 2,000 2,000 

水海道千姫まつり 二日目 25,000 8,000 10,000 

水海道千姫まつり 合計 50,000 0 40,000 12,500 15,000 20,000 43,000 10,000 12,000 

石下将門まつり 13,000 20,000 17,000 10,000 11,000 12,000 13,000 7,000 9,000 

常総きぬ川花火大会 110,000 110,000 110,000 110,000 100,000 100,000 130,000 130,000 110,000 

ふるさとまつり 30,000 36,000 30,000 20,000 18,000 0 20,000 25,000 25,000 

合計 253,000 166,000 237,000 165,000 159,000 152,000 249,000 182,000 168,000 

0 

50,000 

100,000 

150,000 

200,000 

250,000 

300,000 

SDGｓ 17 の目標（抜粋） 本ビションとの関係性 

 

目標 8 「働きがいも経済成長も」 

すべての人のための自足的，包摂的か

つ持続可能な経済成長，生産的な完

全雇用およびディーセント・ワーク（働き

がいのある人間らしい仕事）を推進する 

※ディーセント・ワーク…公正な所得，安心で

きる職場と家族の社会保障，自己啓発と社

会的統合のよりよい見通しを提供できる生産

的な雇用を誰もが得られる機会を意味する。 

 

 

 

 

目標 9.「産業と技術革新の基盤をつく

ろう」 

強靭なインフラを整備し，包摂的で持

続可能な産業化を推進するとともに，

技術革新の拡大を図る。 

 

 

 

 

目標 11.「住み続けられるまちづくりを」 

都市と人間の居住地を包摂的，安

全，強靭かつ持続可能にする。 

 

 

 

 

 

目標 17.「パートナーシップで目標を達

成しよう」 

持続可能な開発に向けて実施手続を

強化し，グローバル・パートナーシップを

活性化する。 

 

 

 

 

 

戦略分野1　　商業 　商業で "稼ぐ"

戦略分野3　　工業 　工業で "稼ぐ"

戦略分野1　　商業 　商業で "稼ぐ"

戦略分野3　　工業 　工業で "稼ぐ"

戦略分野4　　道の駅 　道の駅×産業で"稼ぐ"

戦略分野1　　商業 　商業で "稼ぐ"

戦略分野1　　商業 　商業で "稼ぐ"

戦略分野2　　観光 　観光で "稼ぐ"

戦略分野3　　工業 　工業で "稼ぐ"

戦略分野4　　道の駅 　道の駅×産業で"稼ぐ"

関連
戦略分野1　　商業 　商業で "稼ぐ"

関連
戦略分野3　　工業 　工業で "稼ぐ"

関連
戦略分野2　　観光 　観光で "稼ぐ"

戦略分野4　　道の駅 　道の駅×産業で"稼ぐ"

戦略分野4　　道の駅 　道の駅×産業で"稼ぐ"

戦略分野4　　道の駅 　道の駅×産業で"稼ぐ"

戦略分野1　　商業

戦略分野1　　商業

戦略分野1　　商業

戦略分野4　　道の駅

戦略分野3　　工業

戦略分野3　　工業

戦略分野4　　道の駅

戦略分野3　　工業

分野 所属 役職 氏名

1 学識経験者 茨城大学 准教授 牧　　良明

2 商業 商工会 会長 青木　清人

3 〃 商工会青年部 部長 相山　隆司

4 〃 商工会女性部 部長 染谷　悦子

5 〃 商店会（諏訪町商店会） 代表 岩本　健太郎

6 〃 商店会（石下中央商店会） 会長 吉田　貞夫

7 工業 工場協会 会長 長岡　德樹

8 〃 大生郷工業団地連絡協議会 会長 佐藤　敦

9 〃 坂手工業団地連絡協議会 会長 石川　潤

10 〃 内守谷工業団地協議会 会長 太田　信介

11 観光 観光物産協会 会長 熊谷　昇

12 有識者 市議会議員 建設経済委員長 小林　剛

13 市 経済環境部 部長 宮田　道夫

意見を出し合うときの4つの原則

1 「批判厳禁」 他人の意見を批判しません！

2 「自由奔放」 思いついたことをどんどん言う！

3 「質より量」

いい意見ではなく，何でもいいからたくさん出す！

4 「結合改善」

他人の意見に自分のアイデアを加えて新しい
意見にする！

外部要因
商業 観光

工業 道の駅

　　・担い手不足

　　・廃業による商店数の減少

　　・空き店舗の増加

　　・商店街の衰退

　　・観光資源を活かしきれていない

　　・情報発信の不足

　　・産業集積エリアの不足

　　・雇用の確保が困難

　　・商業，工業，観光との

　　　連携不足

人口減少・少子高齢化

外部

要因

内部

要因



テーマ① どんな道の駅がほしい？

2019年度 2020 2021 2022 2023

埼玉方面

千葉方面

圏

央

道

国道294号

＜都市エリア＞
約31ha（公共施設等約7ha含む）・市街化区域

＜農地エリア＞
約14ha・市街化調整区域

観光農園ゾーン
（約4ha）

大規模施設園芸
ゾーン

（約10ha）

圏央道
常総IC

企業立地ゾーン
（約19ha）

都市公園
（約1ha）下妻方面

守谷方面

集客ゾーン
（約4ha）

道の駅
（公共施設・約2ha）

集客施設
（民間施設・約2ha）

 

つくば JCT 

常総 IC 

大栄 JCT 

八王子 JCT 

坂東 IC 

境古河 IC 

五霞 IC つくば中央 IC 

東金 JCT 

木更津 JCT 茅ヶ崎 JCT 

海老名 JCT 

鶴ヶ島 JCT 

藤岡 JCT 

高崎 JCT 
岩船 JCT 

栃木都賀 JCT 

友部 JCT 茨城町 JCT 

0 200m 

N 首都圏中央連絡自動車道（供用済） 

自動車専用道路（供用済） 

自動車専用道路（計画・構想） 

インターチェンジ 

国道 

※IC表記は常総 IC近辺及び主要ジャンクションに限定 

鬼
怒
川 

関
東
鉄
道
常
総
線 

玉村駅 

石下駅 

南石下駅 

三妻駅 

中妻駅 

北水海道駅 

水海道駅 

国道 
294 

国道 
354 

国道 
354 

圏央道 
常総ＩＣ 

 

北関東道 

福島県 

会津若松市 

千葉県柏市 

成田 
空港 

常総 IC 

千葉県 

木更津市 

神奈川県 
横浜市 

羽田 
空港 

圏央道 

関越道 

東北道 

常磐道 

国道 
294号 

東名道 

中央道 

東関東道 外 
環 道 

茨城 
空港 

観光振興
（地域資源の発掘）

農業振興
（地域ぐるみの６次産業化）

回遊型観光

商品流通

作物供給 商品供給

施設利用

体験観光

地域企業・商店

公共施設

市内農地

隣接産業施設

自然資源観光資源

道の駅

2010 2011 2012 2013 2014 2015 2016 2017 2018

H22 H23 H24 H25 H26 H27 H28 H29 H30

水海道千姫まつり 一日目 50,000 0 40,000 12,500 15,000 20,000 18,000 2,000 2,000 

水海道千姫まつり 二日目 25,000 8,000 10,000 

水海道千姫まつり 合計 50,000 0 40,000 12,500 15,000 20,000 43,000 10,000 12,000 

石下将門まつり 13,000 20,000 17,000 10,000 11,000 12,000 13,000 7,000 9,000 

常総きぬ川花火大会 110,000 110,000 110,000 110,000 100,000 100,000 130,000 130,000 110,000 

ふるさとまつり 30,000 36,000 30,000 20,000 18,000 0 20,000 25,000 25,000 

合計 253,000 166,000 237,000 165,000 159,000 152,000 249,000 182,000 168,000 

0 

50,000 

100,000 

150,000 

200,000 

250,000 

300,000 

SDGｓ 17 の目標（抜粋） 本ビションとの関係性 

 

目標 8 「働きがいも経済成長も」 

すべての人のための自足的，包摂的か

つ持続可能な経済成長，生産的な完

全雇用およびディーセント・ワーク（働き

がいのある人間らしい仕事）を推進する 

※ディーセント・ワーク…公正な所得，安心で

きる職場と家族の社会保障，自己啓発と社

会的統合のよりよい見通しを提供できる生産

的な雇用を誰もが得られる機会を意味する。 

 

 

 

 

目標 9.「産業と技術革新の基盤をつく

ろう」 

強靭なインフラを整備し，包摂的で持

続可能な産業化を推進するとともに，

技術革新の拡大を図る。 

 

 

 

 

目標 11.「住み続けられるまちづくりを」 

都市と人間の居住地を包摂的，安

全，強靭かつ持続可能にする。 

 

 

 

 

 

目標 17.「パートナーシップで目標を達

成しよう」 

持続可能な開発に向けて実施手続を

強化し，グローバル・パートナーシップを

活性化する。 

 

 

 

 

 

戦略分野1　　商業 　商業で "稼ぐ"

戦略分野3　　工業 　工業で "稼ぐ"

戦略分野1　　商業 　商業で "稼ぐ"

戦略分野3　　工業 　工業で "稼ぐ"

戦略分野4　　道の駅 　道の駅×産業で"稼ぐ"

戦略分野1　　商業 　商業で "稼ぐ"

戦略分野1　　商業 　商業で "稼ぐ"

戦略分野2　　観光 　観光で "稼ぐ"

戦略分野3　　工業 　工業で "稼ぐ"

戦略分野4　　道の駅 　道の駅×産業で"稼ぐ"

関連
戦略分野1　　商業 　商業で "稼ぐ"

関連
戦略分野3　　工業 　工業で "稼ぐ"

関連
戦略分野2　　観光 　観光で "稼ぐ"

戦略分野4　　道の駅 　道の駅×産業で"稼ぐ"

戦略分野4　　道の駅 　道の駅×産業で"稼ぐ"

戦略分野4　　道の駅 　道の駅×産業で"稼ぐ"

戦略分野1　　商業

戦略分野1　　商業

戦略分野1　　商業

戦略分野4　　道の駅

戦略分野3　　工業

戦略分野3　　工業

戦略分野4　　道の駅

戦略分野3　　工業

分野 所属 役職 氏名

1 学識経験者 茨城大学 准教授 牧　　良明

2 商業 商工会 会長 青木　清人

3 〃 商工会青年部 部長 相山　隆司

4 〃 商工会女性部 部長 染谷　悦子

5 〃 商店会（諏訪町商店会） 代表 岩本　健太郎

6 〃 商店会（石下中央商店会） 会長 吉田　貞夫

7 工業 工場協会 会長 長岡　德樹

8 〃 大生郷工業団地連絡協議会 会長 佐藤　敦

9 〃 坂手工業団地連絡協議会 会長 石川　潤

10 〃 内守谷工業団地協議会 会長 太田　信介

11 観光 観光物産協会 会長 熊谷　昇

12 有識者 市議会議員 建設経済委員長 小林　剛

13 市 経済環境部 部長 宮田　道夫

意見を出し合うときの4つの原則

1 「批判厳禁」 他人の意見を批判しません！

2 「自由奔放」 思いついたことをどんどん言う！

3 「質より量」

いい意見ではなく，何でもいいからたくさん出す！

4 「結合改善」

他人の意見に自分のアイデアを加えて新しい
意見にする！

外部要因
商業 観光

工業 道の駅

　　・担い手不足

　　・廃業による商店数の減少

　　・空き店舗の増加

　　・商店街の衰退

　　・観光資源を活かしきれていない

　　・情報発信の不足

　　・産業集積エリアの不足

　　・雇用の確保が困難

　　・商業，工業，観光との

　　　連携不足

人口減少・少子高齢化

外部

要因

内部

要因



テーマ② これでがっぽりビジネスプラン！

2019年度 2020 2021 2022 2023

埼玉方面

千葉方面

圏

央

道

国道294号

＜都市エリア＞
約31ha（公共施設等約7ha含む）・市街化区域

＜農地エリア＞
約14ha・市街化調整区域

観光農園ゾーン
（約4ha）

大規模施設園芸
ゾーン

（約10ha）

圏央道
常総IC

企業立地ゾーン
（約19ha）

都市公園
（約1ha）下妻方面

守谷方面

集客ゾーン
（約4ha）

道の駅
（公共施設・約2ha）

集客施設
（民間施設・約2ha）

 

つくば JCT 

常総 IC 

大栄 JCT 

八王子 JCT 

坂東 IC 

境古河 IC 

五霞 IC つくば中央 IC 

東金 JCT 

木更津 JCT 茅ヶ崎 JCT 

海老名 JCT 

鶴ヶ島 JCT 

藤岡 JCT 

高崎 JCT 
岩船 JCT 

栃木都賀 JCT 

友部 JCT 茨城町 JCT 

0 200m 

N 首都圏中央連絡自動車道（供用済） 

自動車専用道路（供用済） 

自動車専用道路（計画・構想） 

インターチェンジ 

国道 

※IC表記は常総 IC近辺及び主要ジャンクションに限定 

鬼
怒
川 

関
東
鉄
道
常
総
線 

玉村駅 

石下駅 

南石下駅 

三妻駅 

中妻駅 

北水海道駅 

水海道駅 

国道 
294 

国道 
354 

国道 
354 

圏央道 
常総ＩＣ 

 

北関東道 

福島県 

会津若松市 

千葉県柏市 

成田 
空港 

常総 IC 

千葉県 

木更津市 

神奈川県 
横浜市 

羽田 
空港 

圏央道 

関越道 

東北道 

常磐道 

国道 
294号 

東名道 

中央道 

東関東道 外 
環 道 

茨城 
空港 

観光振興
（地域資源の発掘）

農業振興
（地域ぐるみの６次産業化）

回遊型観光

商品流通

作物供給 商品供給

施設利用

体験観光

地域企業・商店

公共施設

市内農地

隣接産業施設

自然資源観光資源

道の駅

2010 2011 2012 2013 2014 2015 2016 2017 2018

H22 H23 H24 H25 H26 H27 H28 H29 H30

水海道千姫まつり 一日目 50,000 0 40,000 12,500 15,000 20,000 18,000 2,000 2,000 

水海道千姫まつり 二日目 25,000 8,000 10,000 

水海道千姫まつり 合計 50,000 0 40,000 12,500 15,000 20,000 43,000 10,000 12,000 

石下将門まつり 13,000 20,000 17,000 10,000 11,000 12,000 13,000 7,000 9,000 

常総きぬ川花火大会 110,000 110,000 110,000 110,000 100,000 100,000 130,000 130,000 110,000 

ふるさとまつり 30,000 36,000 30,000 20,000 18,000 0 20,000 25,000 25,000 

合計 253,000 166,000 237,000 165,000 159,000 152,000 249,000 182,000 168,000 
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50,000 
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200,000 

250,000 

300,000 

SDGｓ 17 の目標（抜粋） 本ビションとの関係性 

 

目標 8 「働きがいも経済成長も」 

すべての人のための自足的，包摂的か

つ持続可能な経済成長，生産的な完

全雇用およびディーセント・ワーク（働き

がいのある人間らしい仕事）を推進する 

※ディーセント・ワーク…公正な所得，安心で

きる職場と家族の社会保障，自己啓発と社

会的統合のよりよい見通しを提供できる生産

的な雇用を誰もが得られる機会を意味する。 

 

 

 

 

目標 9.「産業と技術革新の基盤をつく

ろう」 

強靭なインフラを整備し，包摂的で持

続可能な産業化を推進するとともに，

技術革新の拡大を図る。 

 

 

 

 

目標 11.「住み続けられるまちづくりを」 

都市と人間の居住地を包摂的，安

全，強靭かつ持続可能にする。 

 

 

 

 

 

目標 17.「パートナーシップで目標を達

成しよう」 

持続可能な開発に向けて実施手続を

強化し，グローバル・パートナーシップを

活性化する。 

 

 

 

 

 

戦略分野1　　商業 　商業で "稼ぐ"

戦略分野3　　工業 　工業で "稼ぐ"

戦略分野1　　商業 　商業で "稼ぐ"

戦略分野3　　工業 　工業で "稼ぐ"

戦略分野4　　道の駅 　道の駅×産業で"稼ぐ"

戦略分野1　　商業 　商業で "稼ぐ"

戦略分野1　　商業 　商業で "稼ぐ"

戦略分野2　　観光 　観光で "稼ぐ"

戦略分野3　　工業 　工業で "稼ぐ"

戦略分野4　　道の駅 　道の駅×産業で"稼ぐ"

関連
戦略分野1　　商業 　商業で "稼ぐ"

関連
戦略分野3　　工業 　工業で "稼ぐ"

関連
戦略分野2　　観光 　観光で "稼ぐ"

戦略分野4　　道の駅 　道の駅×産業で"稼ぐ"

戦略分野4　　道の駅 　道の駅×産業で"稼ぐ"

戦略分野4　　道の駅 　道の駅×産業で"稼ぐ"

戦略分野1　　商業

戦略分野1　　商業

戦略分野1　　商業

戦略分野4　　道の駅

戦略分野3　　工業

戦略分野3　　工業

戦略分野4　　道の駅

戦略分野3　　工業

分野 所属 役職 氏名

1 学識経験者 茨城大学 准教授 牧　　良明

2 商業 商工会 会長 青木　清人

3 〃 商工会青年部 部長 相山　隆司

4 〃 商工会女性部 部長 染谷　悦子

5 〃 商店会（諏訪町商店会） 代表 岩本　健太郎

6 〃 商店会（石下中央商店会） 会長 吉田　貞夫

7 工業 工場協会 会長 長岡　德樹

8 〃 大生郷工業団地連絡協議会 会長 佐藤　敦

9 〃 坂手工業団地連絡協議会 会長 石川　潤

10 〃 内守谷工業団地協議会 会長 太田　信介

11 観光 観光物産協会 会長 熊谷　昇

12 有識者 市議会議員 建設経済委員長 小林　剛

13 市 経済環境部 部長 宮田　道夫

意見を出し合うときの4つの原則

1 「批判厳禁」 他人の意見を批判しません！

2 「自由奔放」 思いついたことをどんどん言う！

3 「質より量」

いい意見ではなく，何でもいいからたくさん出す！

4 「結合改善」

他人の意見に自分のアイデアを加えて新しい
意見にする！

外部要因
商業 観光

工業 道の駅

　　・担い手不足

　　・廃業による商店数の減少

　　・空き店舗の増加

　　・商店街の衰退

　　・観光資源を活かしきれていない

　　・情報発信の不足

　　・産業集積エリアの不足

　　・雇用の確保が困難

　　・商業，工業，観光との

　　　連携不足

人口減少・少子高齢化

外部

要因

内部

要因



、
●  アンケートの対象

　常総市商工会，常総市工業懇話会の会員事業者　　計1,603事業者　　（内訳：商業914社　工業689社）

● アンケートの実施期間

　　平成30年7月30日（月）〜8月29日（水）※回収締切日

● 回収率

配布：1,603件（内訳：商業914件　工業689件）

回収：441件（内訳：商業265件　工業176件）

回収率：27.5％（内訳：商業28.9％　工業25.5％）

１．回答企業の概要

（１）所在地

・事業所の所在地は水海道地区が約６割、石下地区が約４割です。

（n=265，SA）

商　業　編

　事業者のみなさまが抱える問題や課題、経営状況や地域との関わり、本市に求める商工業振興施策等について、

「商業」、「工業」に分けて、アンケート調査を行いました。

アンケート調査からみた市内事業所の現状

（1）アンケート調査の概要

2019年度 2020 2021 2022 2023

埼玉方面

千葉方面

圏

央

道

国道294号

＜都市エリア＞
約31ha（公共施設等約7ha含む）・市街化区域

＜農地エリア＞
約14ha・市街化調整区域

観光農園ゾーン
（約4ha）

大規模施設園芸
ゾーン

（約10ha）

圏央道
常総IC

企業立地ゾーン
（約19ha）

都市公園
（約1ha）下妻方面

守谷方面

集客ゾーン
（約4ha）

道の駅
（公共施設・約2ha）

集客施設
（民間施設・約2ha）

 

つくば JCT 

常総 IC 

大栄 JCT 

八王子 JCT 

坂東 IC 

境古河 IC 

五霞 IC つくば中央 IC 

東金 JCT 

木更津 JCT 茅ヶ崎 JCT 

海老名 JCT 

鶴ヶ島 JCT 

藤岡 JCT 

高崎 JCT 
岩船 JCT 

栃木都賀 JCT 

友部 JCT 茨城町 JCT 

0 200m 

N 首都圏中央連絡自動車道（供用済） 

自動車専用道路（供用済） 

自動車専用道路（計画・構想） 

インターチェンジ 

国道 

※IC表記は常総 IC近辺及び主要ジャンクションに限定 

鬼
怒
川 

関
東
鉄
道
常
総
線 

玉村駅 

石下駅 

南石下駅 

三妻駅 

中妻駅 

北水海道駅 

水海道駅 

国道 
294 

国道 
354 

国道 
354 

圏央道 
常総ＩＣ 

 

北関東道 

福島県 

会津若松市 

千葉県柏市 

成田 
空港 

常総 IC 

千葉県 

木更津市 

神奈川県 
横浜市 

羽田 
空港 

圏央道 

関越道 

東北道 

常磐道 

国道 
294号 

東名道 

中央道 

東関東道 外 
環 道 

茨城 
空港 

観光振興
（地域資源の発掘）

農業振興
（地域ぐるみの６次産業化）

回遊型観光

商品流通

作物供給 商品供給

施設利用

体験観光

地域企業・商店

公共施設

市内農地

隣接産業施設

自然資源観光資源

道の駅

水海道地区, 

170, 64% 

石下地区,  

90, 34% 

無回

答, 

 5, 2% 

2010 2011 2012 2013 2014 2015 2016 2017 2018

H22 H23 H24 H25 H26 H27 H28 H29 H30

水海道千姫まつり 一日目 50,000 0 40,000 12,500 15,000 20,000 18,000 2,000 2,000 

水海道千姫まつり 二日目 25,000 8,000 10,000 

水海道千姫まつり 合計 50,000 0 40,000 12,500 15,000 20,000 43,000 10,000 12,000 

石下将門まつり 13,000 20,000 17,000 10,000 11,000 12,000 13,000 7,000 9,000 

常総きぬ川花火大会 110,000 110,000 110,000 110,000 100,000 100,000 130,000 130,000 110,000 

ふるさとまつり 30,000 36,000 30,000 20,000 18,000 0 20,000 25,000 25,000 

合計 253,000 166,000 237,000 165,000 159,000 152,000 249,000 182,000 168,000 
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SDGｓ 17 の目標（抜粋） 本ビションとの関係性 

 

目標 8 「働きがいも経済成長も」 

すべての人のための自足的，包摂的か

つ持続可能な経済成長，生産的な完

全雇用およびディーセント・ワーク（働き

がいのある人間らしい仕事）を推進する 

※ディーセント・ワーク…公正な所得，安心で

きる職場と家族の社会保障，自己啓発と社

会的統合のよりよい見通しを提供できる生産

的な雇用を誰もが得られる機会を意味する。 

 

 

 

 

目標 9.「産業と技術革新の基盤をつく

ろう」 

強靭なインフラを整備し，包摂的で持

続可能な産業化を推進するとともに，

技術革新の拡大を図る。 

 

 

 

 

目標 11.「住み続けられるまちづくりを」 

都市と人間の居住地を包摂的，安

全，強靭かつ持続可能にする。 

 

 

 

 

 

目標 17.「パートナーシップで目標を達

成しよう」 

持続可能な開発に向けて実施手続を

強化し，グローバル・パートナーシップを

活性化する。 

 

 

 

 

 

戦略分野1　　商業 　商業で "稼ぐ"

戦略分野3　　工業 　工業で "稼ぐ"

戦略分野1　　商業 　商業で "稼ぐ"

戦略分野3　　工業 　工業で "稼ぐ"

戦略分野4　　道の駅 　道の駅×産業で"稼ぐ"

戦略分野1　　商業 　商業で "稼ぐ"

戦略分野1　　商業 　商業で "稼ぐ"

戦略分野2　　観光 　観光で "稼ぐ"

戦略分野3　　工業 　工業で "稼ぐ"

戦略分野4　　道の駅 　道の駅×産業で"稼ぐ"

関連
戦略分野1　　商業 　商業で "稼ぐ"

関連
戦略分野3　　工業 　工業で "稼ぐ"

関連
戦略分野2　　観光 　観光で "稼ぐ"

戦略分野4　　道の駅 　道の駅×産業で"稼ぐ"

戦略分野4　　道の駅 　道の駅×産業で"稼ぐ"

戦略分野4　　道の駅 　道の駅×産業で"稼ぐ"

戦略分野1　　商業

戦略分野1　　商業

戦略分野1　　商業

戦略分野4　　道の駅

戦略分野3　　工業

戦略分野3　　工業

戦略分野4　　道の駅

戦略分野3　　工業

分野 所属 役職 氏名

1 学識経験者 茨城大学 准教授 牧　　良明

2 商業 商工会 会長 青木　清人

3 〃 商工会青年部 部長 相山　隆司

4 〃 商工会女性部 部長 染谷　悦子

5 〃 商店会（諏訪町商店会） 代表 岩本　健太郎

6 〃 商店会（石下中央商店会） 会長 吉田　貞夫

7 工業 工場協会 会長 長岡　德樹

8 〃 大生郷工業団地連絡協議会 会長 佐藤　敦

9 〃 坂手工業団地連絡協議会 会長 石川　潤

10 〃 内守谷工業団地協議会 会長 太田　信介

11 観光 観光物産協会 会長 熊谷　昇

12 有識者 市議会議員 建設経済委員長 小林　剛

13 市 経済環境部 部長 宮田　道夫

意見を出し合うときの4つの原則

1 「批判厳禁」 他人の意見を批判しません！

2 「自由奔放」 思いついたことをどんどん言う！

3 「質より量」

いい意見ではなく，何でもいいからたくさん出す！

4 「結合改善」

他人の意見に自分のアイデアを加えて新しい
意見にする！

外部要因
商業 観光

工業 道の駅

　　・担い手不足

　　・廃業による商店数の減少

　　・空き店舗の増加

　　・商店街の衰退

　　・観光資源を活かしきれていない

　　・情報発信の不足

　　・産業集積エリアの不足

　　・雇用の確保が困難

　　・商業，工業，観光との

　　　連携不足

人口減少・少子高齢化

外部

要因

内部

要因



（２）事業主の年齢

（n=265，SA）

（３）業種

具体的業種

卸売業・小売業

コンビニエンスストア、ガソリンスタンド、米穀販売、衣料品販売等

生活関連サービス業・娯楽業

理美容室、会計事務所、設計事務所、旅行業等

宿泊業・飲食業

居酒屋、飲食店、弁当販売等

・50歳〜64歳の事業者が89件、33.6%と最も多く、次いで65歳〜74歳が77件、29.1%です。65歳以上の

全体に占める割合は、43.4%です。

・全体の回答数276件（複数回答）のうち、卸売・小売業が95件、34.4％と全体の３割を占め、最も多いこ

とが分かります。次いで、生活関連サービス業・娯楽業が40件、14.5％、宿泊業・飲食業33件、12.0％です。

2019年度 2020 2021 2022 2023

埼玉方面

千葉方面

圏

央

道

国道294号

＜都市エリア＞
約31ha（公共施設等約7ha含む）・市街化区域

＜農地エリア＞
約14ha・市街化調整区域

観光農園ゾーン
（約4ha）

大規模施設園芸
ゾーン

（約10ha）

圏央道
常総IC

企業立地ゾーン
（約19ha）

都市公園
（約1ha）下妻方面

守谷方面

集客ゾーン
（約4ha）

道の駅
（公共施設・約2ha）

集客施設
（民間施設・約2ha）

 

つくば JCT 

常総 IC 

大栄 JCT 

八王子 JCT 

坂東 IC 

境古河 IC 

五霞 IC つくば中央 IC 

東金 JCT 

木更津 JCT 茅ヶ崎 JCT 

海老名 JCT 

鶴ヶ島 JCT 

藤岡 JCT 

高崎 JCT 
岩船 JCT 

栃木都賀 JCT 

友部 JCT 茨城町 JCT 

0 200m 

N 首都圏中央連絡自動車道（供用済） 

自動車専用道路（供用済） 

自動車専用道路（計画・構想） 

インターチェンジ 

国道 

※IC表記は常総 IC近辺及び主要ジャンクションに限定 

鬼
怒
川 

関
東
鉄
道
常
総
線 

玉村駅 

石下駅 

南石下駅 

三妻駅 

中妻駅 

北水海道駅 

水海道駅 

国道 
294 

国道 
354 

国道 
354 

圏央道 
常総ＩＣ 

 

北関東道 

福島県 

会津若松市 

千葉県柏市 

成田 
空港 

常総 IC 

千葉県 

木更津市 

神奈川県 
横浜市 

羽田 
空港 

圏央道 

関越道 

東北道 

常磐道 

国道 
294号 

東名道 

中央道 

東関東道 外 
環 道 

茨城 
空港 

観光振興
（地域資源の発掘）

農業振興
（地域ぐるみの６次産業化）

回遊型観光

商品流通

作物供給 商品供給

施設利用

体験観光

地域企業・商店

公共施設

市内農地

隣接産業施設

自然資源観光資源

道の駅

34歳以下, 3, 

1.1% 

35歳～49歳, 

54, 20.4% 

50歳～64歳, 

89, 33.6% 

65歳～74歳, 

77, 29.1% 

75歳以上, 

38, 14.4% 

無回答, 4, 

1.5% 

3 

4 

13 

1 

20 

95 

12 

33 

40 

2 

10 

16 

27 

0 20 40 60 80 100 

農林水産業 

建設業 

製造業 

情報通信業 

運輸業 

卸売・小売業 

不動産業 

宿泊業・飲食業 

生活関連サービス業・娯楽業 

教育・学習支援業 

医療・福祉業 

自動車整備業・機械修理業 

その他 

（ｎ=276，MA） 

2010 2011 2012 2013 2014 2015 2016 2017 2018

H22 H23 H24 H25 H26 H27 H28 H29 H30

水海道千姫まつり 一日目 50,000 0 40,000 12,500 15,000 20,000 18,000 2,000 2,000 

水海道千姫まつり 二日目 25,000 8,000 10,000 

水海道千姫まつり 合計 50,000 0 40,000 12,500 15,000 20,000 43,000 10,000 12,000 

石下将門まつり 13,000 20,000 17,000 10,000 11,000 12,000 13,000 7,000 9,000 

常総きぬ川花火大会 110,000 110,000 110,000 110,000 100,000 100,000 130,000 130,000 110,000 

ふるさとまつり 30,000 36,000 30,000 20,000 18,000 0 20,000 25,000 25,000 

合計 253,000 166,000 237,000 165,000 159,000 152,000 249,000 182,000 168,000 

0 

50,000 

100,000 

150,000 

200,000 

250,000 

300,000 

SDGｓ 17 の目標（抜粋） 本ビションとの関係性 

 

目標 8 「働きがいも経済成長も」 

すべての人のための自足的，包摂的か

つ持続可能な経済成長，生産的な完

全雇用およびディーセント・ワーク（働き

がいのある人間らしい仕事）を推進する 

※ディーセント・ワーク…公正な所得，安心で

きる職場と家族の社会保障，自己啓発と社

会的統合のよりよい見通しを提供できる生産

的な雇用を誰もが得られる機会を意味する。 

 

 

 

 

目標 9.「産業と技術革新の基盤をつく

ろう」 

強靭なインフラを整備し，包摂的で持

続可能な産業化を推進するとともに，

技術革新の拡大を図る。 

 

 

 

 

目標 11.「住み続けられるまちづくりを」 

都市と人間の居住地を包摂的，安

全，強靭かつ持続可能にする。 

 

 

 

 

 

目標 17.「パートナーシップで目標を達

成しよう」 

持続可能な開発に向けて実施手続を

強化し，グローバル・パートナーシップを

活性化する。 

 

 

 

 

 

戦略分野1　　商業 　商業で "稼ぐ"

戦略分野3　　工業 　工業で "稼ぐ"

戦略分野1　　商業 　商業で "稼ぐ"

戦略分野3　　工業 　工業で "稼ぐ"

戦略分野4　　道の駅 　道の駅×産業で"稼ぐ"

戦略分野1　　商業 　商業で "稼ぐ"

戦略分野1　　商業 　商業で "稼ぐ"

戦略分野2　　観光 　観光で "稼ぐ"

戦略分野3　　工業 　工業で "稼ぐ"

戦略分野4　　道の駅 　道の駅×産業で"稼ぐ"

関連
戦略分野1　　商業 　商業で "稼ぐ"

関連
戦略分野3　　工業 　工業で "稼ぐ"

関連
戦略分野2　　観光 　観光で "稼ぐ"

戦略分野4　　道の駅 　道の駅×産業で"稼ぐ"

戦略分野4　　道の駅 　道の駅×産業で"稼ぐ"

戦略分野4　　道の駅 　道の駅×産業で"稼ぐ"

戦略分野1　　商業

戦略分野1　　商業

戦略分野1　　商業

戦略分野4　　道の駅

戦略分野3　　工業

戦略分野3　　工業

戦略分野4　　道の駅

戦略分野3　　工業

分野 所属 役職 氏名

1 学識経験者 茨城大学 准教授 牧　　良明

2 商業 商工会 会長 青木　清人

3 〃 商工会青年部 部長 相山　隆司

4 〃 商工会女性部 部長 染谷　悦子

5 〃 商店会（諏訪町商店会） 代表 岩本　健太郎

6 〃 商店会（石下中央商店会） 会長 吉田　貞夫

7 工業 工場協会 会長 長岡　德樹

8 〃 大生郷工業団地連絡協議会 会長 佐藤　敦

9 〃 坂手工業団地連絡協議会 会長 石川　潤

10 〃 内守谷工業団地協議会 会長 太田　信介

11 観光 観光物産協会 会長 熊谷　昇

12 有識者 市議会議員 建設経済委員長 小林　剛

13 市 経済環境部 部長 宮田　道夫

意見を出し合うときの4つの原則

1 「批判厳禁」 他人の意見を批判しません！

2 「自由奔放」 思いついたことをどんどん言う！

3 「質より量」

いい意見ではなく，何でもいいからたくさん出す！

4 「結合改善」

他人の意見に自分のアイデアを加えて新しい
意見にする！

外部要因
商業 観光

工業 道の駅

　　・担い手不足

　　・廃業による商店数の減少

　　・空き店舗の増加

　　・商店街の衰退

　　・観光資源を活かしきれていない

　　・情報発信の不足

　　・産業集積エリアの不足

　　・雇用の確保が困難

　　・商業，工業，観光との

　　　連携不足

人口減少・少子高齢化

外部

要因

内部

要因



（４）法人・個人の別

・法人が53％とやや多く回答が得られました。

（n=265，SA）

（５）事業所形態

・単独事業者が190件、72％と大部分を占めています。次いで、本社・本店が58件、22％です。

（n=265，SA）

（５）－1　事業所の土地・建物の所有関係

・自己所有が約７割を占め、次いで借地に自社施設が約15％と、施設の所有率が高いことがわかります。

（n=265，SA）

2019年度 2020 2021 2022 2023

埼玉方面

千葉方面

圏

央

道

国道294号

＜都市エリア＞
約31ha（公共施設等約7ha含む）・市街化区域

＜農地エリア＞
約14ha・市街化調整区域

観光農園ゾーン
（約4ha）

大規模施設園芸
ゾーン

（約10ha）

圏央道
常総IC

企業立地ゾーン
（約19ha）

都市公園
（約1ha）下妻方面

守谷方面

集客ゾーン
（約4ha）

道の駅
（公共施設・約2ha）

集客施設
（民間施設・約2ha）

 

つくば JCT 

常総 IC 

大栄 JCT 

八王子 JCT 

坂東 IC 

境古河 IC 

五霞 IC つくば中央 IC 

東金 JCT 

木更津 JCT 茅ヶ崎 JCT 

海老名 JCT 

鶴ヶ島 JCT 

藤岡 JCT 

高崎 JCT 
岩船 JCT 

栃木都賀 JCT 

友部 JCT 茨城町 JCT 

0 200m 

N 首都圏中央連絡自動車道（供用済） 

自動車専用道路（供用済） 

自動車専用道路（計画・構想） 

インターチェンジ 

国道 

※IC表記は常総 IC近辺及び主要ジャンクションに限定 

鬼
怒
川 

関
東
鉄
道
常
総
線 

玉村駅 

石下駅 

南石下駅 

三妻駅 

中妻駅 

北水海道駅 

水海道駅 

国道 
294 

国道 
354 

国道 
354 

圏央道 
常総ＩＣ 

 

北関東道 

福島県 

会津若松市 

千葉県柏市 

成田 
空港 

常総 IC 

千葉県 

木更津市 

神奈川県 
横浜市 

羽田 
空港 

圏央道 

関越道 

東北道 

常磐道 

国道 
294号 

東名道 

中央道 

東関東道 外 
環 道 

茨城 
空港 

観光振興
（地域資源の発掘）

農業振興
（地域ぐるみの６次産業化）

回遊型観光

商品流通

作物供給 商品供給

施設利用

体験観光

地域企業・商店

公共施設

市内農地

隣接産業施設

自然資源観光資源

道の駅

法人, 141, 

53.2% 

個人, 120, 

45.3% 

無回答, 4, 

1.5% 

単独事業

所, 190, 

71.7% 

本社、本店, 

58, 21.9% 

支社、支店, 

14, 5.3% 

無回答, 3, 

1.1% 

自己所有, 

178, 67.2% 

借地に自社

施設, 41, 

15.5% 

土地建物と

も賃借, 33, 

12.5% 

その他, 9, 

3.4% 

無回答, 4, 

1.5% 

2010 2011 2012 2013 2014 2015 2016 2017 2018

H22 H23 H24 H25 H26 H27 H28 H29 H30

水海道千姫まつり 一日目 50,000 0 40,000 12,500 15,000 20,000 18,000 2,000 2,000 

水海道千姫まつり 二日目 25,000 8,000 10,000 

水海道千姫まつり 合計 50,000 0 40,000 12,500 15,000 20,000 43,000 10,000 12,000 

石下将門まつり 13,000 20,000 17,000 10,000 11,000 12,000 13,000 7,000 9,000 

常総きぬ川花火大会 110,000 110,000 110,000 110,000 100,000 100,000 130,000 130,000 110,000 

ふるさとまつり 30,000 36,000 30,000 20,000 18,000 0 20,000 25,000 25,000 

合計 253,000 166,000 237,000 165,000 159,000 152,000 249,000 182,000 168,000 
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200,000 

250,000 

300,000 

SDGｓ 17 の目標（抜粋） 本ビションとの関係性 

 

目標 8 「働きがいも経済成長も」 

すべての人のための自足的，包摂的か

つ持続可能な経済成長，生産的な完

全雇用およびディーセント・ワーク（働き

がいのある人間らしい仕事）を推進する 

※ディーセント・ワーク…公正な所得，安心で

きる職場と家族の社会保障，自己啓発と社

会的統合のよりよい見通しを提供できる生産

的な雇用を誰もが得られる機会を意味する。 

 

 

 

 

目標 9.「産業と技術革新の基盤をつく

ろう」 

強靭なインフラを整備し，包摂的で持

続可能な産業化を推進するとともに，

技術革新の拡大を図る。 

 

 

 

 

目標 11.「住み続けられるまちづくりを」 

都市と人間の居住地を包摂的，安

全，強靭かつ持続可能にする。 

 

 

 

 

 

目標 17.「パートナーシップで目標を達

成しよう」 

持続可能な開発に向けて実施手続を

強化し，グローバル・パートナーシップを

活性化する。 

 

 

 

 

 

戦略分野1　　商業 　商業で "稼ぐ"

戦略分野3　　工業 　工業で "稼ぐ"

戦略分野1　　商業 　商業で "稼ぐ"

戦略分野3　　工業 　工業で "稼ぐ"

戦略分野4　　道の駅 　道の駅×産業で"稼ぐ"

戦略分野1　　商業 　商業で "稼ぐ"

戦略分野1　　商業 　商業で "稼ぐ"

戦略分野2　　観光 　観光で "稼ぐ"

戦略分野3　　工業 　工業で "稼ぐ"

戦略分野4　　道の駅 　道の駅×産業で"稼ぐ"

関連
戦略分野1　　商業 　商業で "稼ぐ"

関連
戦略分野3　　工業 　工業で "稼ぐ"

関連
戦略分野2　　観光 　観光で "稼ぐ"

戦略分野4　　道の駅 　道の駅×産業で"稼ぐ"

戦略分野4　　道の駅 　道の駅×産業で"稼ぐ"

戦略分野4　　道の駅 　道の駅×産業で"稼ぐ"

戦略分野1　　商業

戦略分野1　　商業

戦略分野1　　商業

戦略分野4　　道の駅

戦略分野3　　工業

戦略分野3　　工業

戦略分野4　　道の駅

戦略分野3　　工業

分野 所属 役職 氏名

1 学識経験者 茨城大学 准教授 牧　　良明

2 商業 商工会 会長 青木　清人

3 〃 商工会青年部 部長 相山　隆司

4 〃 商工会女性部 部長 染谷　悦子

5 〃 商店会（諏訪町商店会） 代表 岩本　健太郎

6 〃 商店会（石下中央商店会） 会長 吉田　貞夫

7 工業 工場協会 会長 長岡　德樹

8 〃 大生郷工業団地連絡協議会 会長 佐藤　敦

9 〃 坂手工業団地連絡協議会 会長 石川　潤

10 〃 内守谷工業団地協議会 会長 太田　信介

11 観光 観光物産協会 会長 熊谷　昇

12 有識者 市議会議員 建設経済委員長 小林　剛

13 市 経済環境部 部長 宮田　道夫

意見を出し合うときの4つの原則

1 「批判厳禁」 他人の意見を批判しません！

2 「自由奔放」 思いついたことをどんどん言う！

3 「質より量」

いい意見ではなく，何でもいいからたくさん出す！

4 「結合改善」

他人の意見に自分のアイデアを加えて新しい
意見にする！

外部要因
商業 観光

工業 道の駅

　　・担い手不足

　　・廃業による商店数の減少

　　・空き店舗の増加

　　・商店街の衰退

　　・観光資源を活かしきれていない

　　・情報発信の不足

　　・産業集積エリアの不足

　　・雇用の確保が困難

　　・商業，工業，観光との

　　　連携不足

人口減少・少子高齢化

外部

要因

内部

要因



（n=265,SA）

（７）３年後の売上高予測

・

（n=265,SA）

従業者数が4人以下の事業所が最も多く，148件，55.8％と過半数を占めます。次いで，5〜9人の事業所が54

件，20.4％であり，10人未満の事業所の割合が高く，小規模の事業形態が多いことが分かります。

３年後の売上高に対して、10％以上の減少と横ばいがともに71件、26.8%です。また、減少（10％以上の減少及び

やや減少）と回答した方は、合わせて51％と過半数を占め、今後の経営について、厳しい状況が続いていくことが予想さ

れます。

（６）従業者数

・

2019年度 2020 2021 2022 2023

埼玉方面

千葉方面

圏

央

道

国道294号

＜都市エリア＞
約31ha（公共施設等約7ha含む）・市街化区域

＜農地エリア＞
約14ha・市街化調整区域

観光農園ゾーン
（約4ha）

大規模施設園芸
ゾーン

（約10ha）

圏央道
常総IC

企業立地ゾーン
（約19ha）

都市公園
（約1ha）下妻方面

守谷方面

集客ゾーン
（約4ha）

道の駅
（公共施設・約2ha）

集客施設
（民間施設・約2ha）

 

つくば JCT 

常総 IC 

大栄 JCT 

八王子 JCT 

坂東 IC 

境古河 IC 

五霞 IC つくば中央 IC 

東金 JCT 

木更津 JCT 茅ヶ崎 JCT 

海老名 JCT 

鶴ヶ島 JCT 

藤岡 JCT 

高崎 JCT 
岩船 JCT 

栃木都賀 JCT 

友部 JCT 茨城町 JCT 

0 200m 

N 首都圏中央連絡自動車道（供用済） 

自動車専用道路（供用済） 

自動車専用道路（計画・構想） 

インターチェンジ 

国道 

※IC表記は常総 IC近辺及び主要ジャンクションに限定 

鬼
怒
川 

関
東
鉄
道
常
総
線 

玉村駅 

石下駅 

南石下駅 

三妻駅 

中妻駅 

北水海道駅 

水海道駅 

国道 
294 

国道 
354 

国道 
354 

圏央道 
常総ＩＣ 

 

北関東道 

福島県 

会津若松市 

千葉県柏市 

成田 
空港 

常総 IC 

千葉県 

木更津市 

神奈川県 
横浜市 

羽田 
空港 

圏央道 

関越道 

東北道 

常磐道 

国道 
294号 

東名道 

中央道 

東関東道 外 
環 道 

茨城 
空港 

観光振興
（地域資源の発掘）

農業振興
（地域ぐるみの６次産業化）

回遊型観光

商品流通

作物供給 商品供給

施設利用

体験観光

地域企業・商店

公共施設

市内農地

隣接産業施設

自然資源観光資源

道の駅

10％以上増

加, 13, 4.9% 

やや増加, 

36, 13.6% 

横ばい, 71, 

26.8% 

やや減少, 

64, 24.2% 

10％以上減

少, 71, 

26.8% 

無回答, 10, 

3.8% 

4人以下, 
148, 55.8% 

5～9人, 54, 

20.4% 

10～29人, 

41, 15.5% 

30～99人, 

15, 5.7% 

100人以上, 

3, 1.1% 
無回答, 4, 

1.5% 

2010 2011 2012 2013 2014 2015 2016 2017 2018

H22 H23 H24 H25 H26 H27 H28 H29 H30

水海道千姫まつり 一日目 50,000 0 40,000 12,500 15,000 20,000 18,000 2,000 2,000 

水海道千姫まつり 二日目 25,000 8,000 10,000 

水海道千姫まつり 合計 50,000 0 40,000 12,500 15,000 20,000 43,000 10,000 12,000 

石下将門まつり 13,000 20,000 17,000 10,000 11,000 12,000 13,000 7,000 9,000 

常総きぬ川花火大会 110,000 110,000 110,000 110,000 100,000 100,000 130,000 130,000 110,000 

ふるさとまつり 30,000 36,000 30,000 20,000 18,000 0 20,000 25,000 25,000 

合計 253,000 166,000 237,000 165,000 159,000 152,000 249,000 182,000 168,000 

0 

50,000 

100,000 

150,000 

200,000 

250,000 

300,000 

SDGｓ 17 の目標（抜粋） 本ビションとの関係性 

 

目標 8 「働きがいも経済成長も」 

すべての人のための自足的，包摂的か

つ持続可能な経済成長，生産的な完

全雇用およびディーセント・ワーク（働き

がいのある人間らしい仕事）を推進する 

※ディーセント・ワーク…公正な所得，安心で

きる職場と家族の社会保障，自己啓発と社

会的統合のよりよい見通しを提供できる生産

的な雇用を誰もが得られる機会を意味する。 

 

 

 

 

目標 9.「産業と技術革新の基盤をつく

ろう」 

強靭なインフラを整備し，包摂的で持

続可能な産業化を推進するとともに，

技術革新の拡大を図る。 

 

 

 

 

目標 11.「住み続けられるまちづくりを」 

都市と人間の居住地を包摂的，安

全，強靭かつ持続可能にする。 

 

 

 

 

 

目標 17.「パートナーシップで目標を達

成しよう」 

持続可能な開発に向けて実施手続を

強化し，グローバル・パートナーシップを

活性化する。 

 

 

 

 

 

戦略分野1　　商業 　商業で "稼ぐ"

戦略分野3　　工業 　工業で "稼ぐ"

戦略分野1　　商業 　商業で "稼ぐ"

戦略分野3　　工業 　工業で "稼ぐ"

戦略分野4　　道の駅 　道の駅×産業で"稼ぐ"

戦略分野1　　商業 　商業で "稼ぐ"

戦略分野1　　商業 　商業で "稼ぐ"

戦略分野2　　観光 　観光で "稼ぐ"

戦略分野3　　工業 　工業で "稼ぐ"

戦略分野4　　道の駅 　道の駅×産業で"稼ぐ"

関連
戦略分野1　　商業 　商業で "稼ぐ"

関連
戦略分野3　　工業 　工業で "稼ぐ"

関連
戦略分野2　　観光 　観光で "稼ぐ"

戦略分野4　　道の駅 　道の駅×産業で"稼ぐ"

戦略分野4　　道の駅 　道の駅×産業で"稼ぐ"

戦略分野4　　道の駅 　道の駅×産業で"稼ぐ"

    売上が増加する取組→ 新商品を開発する／販売方法を見直す／ 

                    シャッターを見直す／イベントの定着を図る  

戦略分野1　　商業

戦略分野1　　商業

戦略分野1　　商業

戦略分野4　　道の駅

戦略分野3　　工業

戦略分野3　　工業

戦略分野4　　道の駅

戦略分野3　　工業

分野 所属 役職 氏名

1 学識経験者 茨城大学 准教授 牧　　良明

2 商業 商工会 会長 青木　清人

3 〃 商工会青年部 部長 相山　隆司

4 〃 商工会女性部 部長 染谷　悦子

5 〃 商店会（諏訪町商店会） 代表 岩本　健太郎

6 〃 商店会（石下中央商店会） 会長 吉田　貞夫

7 工業 工場協会 会長 長岡　德樹

8 〃 大生郷工業団地連絡協議会 会長 佐藤　敦

9 〃 坂手工業団地連絡協議会 会長 石川　潤

10 〃 内守谷工業団地協議会 会長 太田　信介

11 観光 観光物産協会 会長 熊谷　昇

12 有識者 市議会議員 建設経済委員長 小林　剛

13 市 経済環境部 部長 宮田　道夫

意見を出し合うときの4つの原則

1 「批判厳禁」 他人の意見を批判しません！

2 「自由奔放」 思いついたことをどんどん言う！

3 「質より量」

いい意見ではなく，何でもいいからたくさん出す！

4 「結合改善」

他人の意見に自分のアイデアを加えて新しい
意見にする！

外部要因
商業 観光

工業 道の駅

　　・担い手不足

　　・廃業による商店数の減少

　　・空き店舗の増加

　　・商店街の衰退

　　・観光資源を活かしきれていない

　　・情報発信の不足

　　・産業集積エリアの不足

　　・雇用の確保が困難

　　・商業，工業，観光との

　　　連携不足

人口減少・少子高齢化

外部

要因

内部

要因



（８）現在の収益状況

・赤字基調が３割を超え、最も多く、厳しい経営状況におかれていることが分かります。

（n=265,SA）

（９）後継者について

・

（n=265,SA）

「事業は自分の代限りで後継は必要ない」が約3割と最も多いことが分かります。一方、「既に手伝っている」が

約2割と次いで多く、約4割の事業者が後継者がいる（「既に手伝っている」「後継予定者はいる」）と回答し

ています。

2019年度 2020 2021 2022 2023

埼玉方面

千葉方面

圏

央

道

国道294号

＜都市エリア＞
約31ha（公共施設等約7ha含む）・市街化区域

＜農地エリア＞
約14ha・市街化調整区域

観光農園ゾーン
（約4ha）

大規模施設園芸
ゾーン

（約10ha）

圏央道
常総IC

企業立地ゾーン
（約19ha）

都市公園
（約1ha）下妻方面

守谷方面

集客ゾーン
（約4ha）

道の駅
（公共施設・約2ha）

集客施設
（民間施設・約2ha）

 

つくば JCT 

常総 IC 

大栄 JCT 

八王子 JCT 

坂東 IC 

境古河 IC 

五霞 IC つくば中央 IC 

東金 JCT 

木更津 JCT 茅ヶ崎 JCT 

海老名 JCT 

鶴ヶ島 JCT 

藤岡 JCT 

高崎 JCT 
岩船 JCT 

栃木都賀 JCT 

友部 JCT 茨城町 JCT 

0 200m 

N 首都圏中央連絡自動車道（供用済） 

自動車専用道路（供用済） 

自動車専用道路（計画・構想） 

インターチェンジ 

国道 

※IC表記は常総 IC近辺及び主要ジャンクションに限定 

鬼
怒
川 

関
東
鉄
道
常
総
線 

玉村駅 

石下駅 

南石下駅 

三妻駅 

中妻駅 

北水海道駅 

水海道駅 

国道 
294 

国道 
354 

国道 
354 

圏央道 
常総ＩＣ 

 

北関東道 

福島県 

会津若松市 

千葉県柏市 

成田 
空港 

常総 IC 

千葉県 

木更津市 

神奈川県 
横浜市 

羽田 
空港 

圏央道 

関越道 

東北道 

常磐道 

国道 
294号 

東名道 

中央道 

東関東道 外 
環 道 

茨城 
空港 

観光振興
（地域資源の発掘）

農業振興
（地域ぐるみの６次産業化）

回遊型観光

商品流通

作物供給 商品供給

施設利用

体験観光

地域企業・商店

公共施設

市内農地

隣接産業施設

自然資源観光資源

道の駅

黒字基調, 73, 

27.5% 

収支均衡, 82, 

30.9% 

赤字基調, 94, 

35.5% 

無回答, 

16, 6.0% 

既に手伝って

いる, 56, 21.1% 

後継予定者は

いる, 49, 18.5% 

後継者がなく

困っている, 21, 

7.9% 

事業は自分の

代限りで後継

は必要ない, 
76, 28.7% 

わからない, 43, 

16.2% 

その他, 5, 1.9% 
無回答, 15, 

5.7% 

2010 2011 2012 2013 2014 2015 2016 2017 2018

H22 H23 H24 H25 H26 H27 H28 H29 H30

水海道千姫まつり 一日目 50,000 0 40,000 12,500 15,000 20,000 18,000 2,000 2,000 

水海道千姫まつり 二日目 25,000 8,000 10,000 

水海道千姫まつり 合計 50,000 0 40,000 12,500 15,000 20,000 43,000 10,000 12,000 

石下将門まつり 13,000 20,000 17,000 10,000 11,000 12,000 13,000 7,000 9,000 

常総きぬ川花火大会 110,000 110,000 110,000 110,000 100,000 100,000 130,000 130,000 110,000 

ふるさとまつり 30,000 36,000 30,000 20,000 18,000 0 20,000 25,000 25,000 

合計 253,000 166,000 237,000 165,000 159,000 152,000 249,000 182,000 168,000 

0 

50,000 
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300,000 

SDGｓ 17 の目標（抜粋） 本ビションとの関係性 

 

目標 8 「働きがいも経済成長も」 

すべての人のための自足的，包摂的か

つ持続可能な経済成長，生産的な完

全雇用およびディーセント・ワーク（働き

がいのある人間らしい仕事）を推進する 

※ディーセント・ワーク…公正な所得，安心で

きる職場と家族の社会保障，自己啓発と社

会的統合のよりよい見通しを提供できる生産

的な雇用を誰もが得られる機会を意味する。 

 

 

 

 

目標 9.「産業と技術革新の基盤をつく

ろう」 

強靭なインフラを整備し，包摂的で持

続可能な産業化を推進するとともに，

技術革新の拡大を図る。 

 

 

 

 

目標 11.「住み続けられるまちづくりを」 

都市と人間の居住地を包摂的，安

全，強靭かつ持続可能にする。 

 

 

 

 

 

目標 17.「パートナーシップで目標を達

成しよう」 

持続可能な開発に向けて実施手続を

強化し，グローバル・パートナーシップを

活性化する。 

 

 

 

 

 

戦略分野1　　商業 　商業で "稼ぐ"

戦略分野3　　工業 　工業で "稼ぐ"

戦略分野1　　商業 　商業で "稼ぐ"

戦略分野3　　工業 　工業で "稼ぐ"

戦略分野4　　道の駅 　道の駅×産業で"稼ぐ"

戦略分野1　　商業 　商業で "稼ぐ"

戦略分野1　　商業 　商業で "稼ぐ"

戦略分野2　　観光 　観光で "稼ぐ"

戦略分野3　　工業 　工業で "稼ぐ"

戦略分野4　　道の駅 　道の駅×産業で"稼ぐ"

関連
戦略分野1　　商業 　商業で "稼ぐ"

関連
戦略分野3　　工業 　工業で "稼ぐ"

関連
戦略分野2　　観光 　観光で "稼ぐ"

戦略分野4　　道の駅 　道の駅×産業で"稼ぐ"

戦略分野4　　道の駅 　道の駅×産業で"稼ぐ"

戦略分野4　　道の駅 　道の駅×産業で"稼ぐ"

    商店街をつなぐ取組→ 商店街の仕事を知る／ 

                   職場体験・工場見学を実施する                 

戦略分野1　　商業

戦略分野1　　商業

戦略分野1　　商業

戦略分野4　　道の駅

戦略分野3　　工業

戦略分野3　　工業

戦略分野4　　道の駅

戦略分野3　　工業

分野 所属 役職 氏名

1 学識経験者 茨城大学 准教授 牧　　良明

2 商業 商工会 会長 青木　清人

3 〃 商工会青年部 部長 相山　隆司

4 〃 商工会女性部 部長 染谷　悦子

5 〃 商店会（諏訪町商店会） 代表 岩本　健太郎

6 〃 商店会（石下中央商店会） 会長 吉田　貞夫

7 工業 工場協会 会長 長岡　德樹

8 〃 大生郷工業団地連絡協議会 会長 佐藤　敦

9 〃 坂手工業団地連絡協議会 会長 石川　潤

10 〃 内守谷工業団地協議会 会長 太田　信介

11 観光 観光物産協会 会長 熊谷　昇

12 有識者 市議会議員 建設経済委員長 小林　剛

13 市 経済環境部 部長 宮田　道夫

意見を出し合うときの4つの原則

1 「批判厳禁」 他人の意見を批判しません！

2 「自由奔放」 思いついたことをどんどん言う！

3 「質より量」

いい意見ではなく，何でもいいからたくさん出す！

4 「結合改善」

他人の意見に自分のアイデアを加えて新しい
意見にする！

外部要因
商業 観光

工業 道の駅

　　・担い手不足

　　・廃業による商店数の減少

　　・空き店舗の増加

　　・商店街の衰退

　　・観光資源を活かしきれていない

　　・情報発信の不足

　　・産業集積エリアの不足

　　・雇用の確保が困難

　　・商業，工業，観光との

　　　連携不足

人口減少・少子高齢化

外部

要因

内部

要因



２．経営上の強み・弱み

（１０）強み

・

（n=465,MA）

（11）問題・弱み

・

（n=720,MA）

強みとして、「地元に根付き、お客の信頼」を回答する方が圧倒的に多く、「得意客へのサービスの工夫」「優れ

た従業員がいる」が上位に挙げられています。

弱みとして、「地域の人口が減っている」が最も多く、僅差で「得意客の高齢化」が挙げられています。「従業員

の高齢化」と続き、上位３位までは当市の抱える人口減少、高齢化の課題と直結していることが分かります。

また、強みの回答数が465件に対し、弱みの回答数は720件とおよそ1.5倍に上り、弱みに対する問題意識

が高いことが分かります。

2019年度 2020 2021 2022 2023

埼玉方面

千葉方面

圏

央

道

国道294号

＜都市エリア＞
約31ha（公共施設等約7ha含む）・市街化区域

＜農地エリア＞
約14ha・市街化調整区域

観光農園ゾーン
（約4ha）

大規模施設園芸
ゾーン

（約10ha）

圏央道
常総IC

企業立地ゾーン
（約19ha）

都市公園
（約1ha）下妻方面

守谷方面

集客ゾーン
（約4ha）

道の駅
（公共施設・約2ha）

集客施設
（民間施設・約2ha）

 

つくば JCT 

常総 IC 

大栄 JCT 

八王子 JCT 

坂東 IC 

境古河 IC 

五霞 IC つくば中央 IC 

東金 JCT 

木更津 JCT 茅ヶ崎 JCT 

海老名 JCT 

鶴ヶ島 JCT 

藤岡 JCT 

高崎 JCT 
岩船 JCT 

栃木都賀 JCT 

友部 JCT 茨城町 JCT 

0 200m 

N 首都圏中央連絡自動車道（供用済） 

自動車専用道路（供用済） 

自動車専用道路（計画・構想） 

インターチェンジ 

国道 

※IC表記は常総 IC近辺及び主要ジャンクションに限定 

鬼
怒
川 

関
東
鉄
道
常
総
線 

玉村駅 

石下駅 

南石下駅 

三妻駅 

中妻駅 

北水海道駅 

水海道駅 

国道 
294 

国道 
354 

国道 
354 

圏央道 
常総ＩＣ 

 

北関東道 

福島県 

会津若松市 

千葉県柏市 

成田 
空港 

常総 IC 

千葉県 

木更津市 

神奈川県 
横浜市 

羽田 
空港 

圏央道 

関越道 

東北道 

常磐道 

国道 
294号 

東名道 

中央道 

東関東道 外 
環 道 

茨城 
空港 

観光振興
（地域資源の発掘）

農業振興
（地域ぐるみの６次産業化）

回遊型観光

商品流通

作物供給 商品供給

施設利用

体験観光

地域企業・商店

公共施設

市内農地

隣接産業施設

自然資源観光資源

道の駅

166 

43 

35 

72 

20 

15 

49 

4 

9 

20 

32 

0 20 40 60 80 100 120 140 160 180 

地元に根付き、お客の信頼 

値段が安い 

品質や品揃えが良い 

得意客へのサービスの工夫 

目玉商品がある 

新しい客開拓の営業 

優れた従業員がいる 

お客が多い場所の有利さ 

副業等による収入 

その他 

特に無い 

107 

103 

59 

60 

63 

17 

66 

54 

45 

43 

31 

12 

25 

10 

25 

0 20 40 60 80 100 120 

地域の人口が減っている 

得意客が高齢化 

客単価が下がっている 

価格競争が激しい 

仕入品の値上がり 

時給単価が上がる 

従業員の高齢化 

施設・設備が老朽化 

採算悪化 

資金繰り 

後継者がいない 

経営ノウハウ・情報不足 

大型店問題 

駐車場・駐輪場不足 

その他 

2010 2011 2012 2013 2014 2015 2016 2017 2018

H22 H23 H24 H25 H26 H27 H28 H29 H30

水海道千姫まつり 一日目 50,000 0 40,000 12,500 15,000 20,000 18,000 2,000 2,000 

水海道千姫まつり 二日目 25,000 8,000 10,000 

水海道千姫まつり 合計 50,000 0 40,000 12,500 15,000 20,000 43,000 10,000 12,000 

石下将門まつり 13,000 20,000 17,000 10,000 11,000 12,000 13,000 7,000 9,000 

常総きぬ川花火大会 110,000 110,000 110,000 110,000 100,000 100,000 130,000 130,000 110,000 

ふるさとまつり 30,000 36,000 30,000 20,000 18,000 0 20,000 25,000 25,000 

合計 253,000 166,000 237,000 165,000 159,000 152,000 249,000 182,000 168,000 

0 

50,000 

100,000 

150,000 

200,000 

250,000 

300,000 

SDGｓ 17 の目標（抜粋） 本ビションとの関係性 

 

目標 8 「働きがいも経済成長も」 

すべての人のための自足的，包摂的か

つ持続可能な経済成長，生産的な完

全雇用およびディーセント・ワーク（働き

がいのある人間らしい仕事）を推進する 

※ディーセント・ワーク…公正な所得，安心で

きる職場と家族の社会保障，自己啓発と社

会的統合のよりよい見通しを提供できる生産

的な雇用を誰もが得られる機会を意味する。 

 

 

 

 

目標 9.「産業と技術革新の基盤をつく

ろう」 

強靭なインフラを整備し，包摂的で持

続可能な産業化を推進するとともに，

技術革新の拡大を図る。 

 

 

 

 

目標 11.「住み続けられるまちづくりを」 

都市と人間の居住地を包摂的，安

全，強靭かつ持続可能にする。 

 

 

 

 

 

目標 17.「パートナーシップで目標を達

成しよう」 

持続可能な開発に向けて実施手続を

強化し，グローバル・パートナーシップを

活性化する。 

 

 

 

 

 

戦略分野1　　商業 　商業で "稼ぐ"

戦略分野3　　工業 　工業で "稼ぐ"

戦略分野1　　商業 　商業で "稼ぐ"

戦略分野3　　工業 　工業で "稼ぐ"

戦略分野4　　道の駅 　道の駅×産業で"稼ぐ"

戦略分野1　　商業 　商業で "稼ぐ"

戦略分野1　　商業 　商業で "稼ぐ"

戦略分野2　　観光 　観光で "稼ぐ"

戦略分野3　　工業 　工業で "稼ぐ"

戦略分野4　　道の駅 　道の駅×産業で"稼ぐ"

関連
戦略分野1　　商業 　商業で "稼ぐ"

関連
戦略分野3　　工業 　工業で "稼ぐ"

関連
戦略分野2　　観光 　観光で "稼ぐ"

戦略分野4　　道の駅 　道の駅×産業で"稼ぐ"

戦略分野4　　道の駅 　道の駅×産業で"稼ぐ"

戦略分野4　　道の駅 　道の駅×産業で"稼ぐ"

戦略分野1　　商業

戦略分野1　　商業

戦略分野1　　商業

戦略分野4　　道の駅

戦略分野3　　工業

戦略分野3　　工業

戦略分野4　　道の駅

戦略分野3　　工業

分野 所属 役職 氏名

1 学識経験者 茨城大学 准教授 牧　　良明

2 商業 商工会 会長 青木　清人

3 〃 商工会青年部 部長 相山　隆司

4 〃 商工会女性部 部長 染谷　悦子

5 〃 商店会（諏訪町商店会） 代表 岩本　健太郎

6 〃 商店会（石下中央商店会） 会長 吉田　貞夫

7 工業 工場協会 会長 長岡　德樹

8 〃 大生郷工業団地連絡協議会 会長 佐藤　敦

9 〃 坂手工業団地連絡協議会 会長 石川　潤

10 〃 内守谷工業団地協議会 会長 太田　信介

11 観光 観光物産協会 会長 熊谷　昇

12 有識者 市議会議員 建設経済委員長 小林　剛

13 市 経済環境部 部長 宮田　道夫

意見を出し合うときの4つの原則

1 「批判厳禁」 他人の意見を批判しません！

2 「自由奔放」 思いついたことをどんどん言う！

3 「質より量」

いい意見ではなく，何でもいいからたくさん出す！

4 「結合改善」

他人の意見に自分のアイデアを加えて新しい
意見にする！

外部要因
商業 観光

工業 道の駅

　　・担い手不足

　　・廃業による商店数の減少

　　・空き店舗の増加

　　・商店街の衰退

　　・観光資源を活かしきれていない

　　・情報発信の不足

　　・産業集積エリアの不足

　　・雇用の確保が困難

　　・商業，工業，観光との

　　　連携不足

人口減少・少子高齢化

外部

要因

内部

要因



３．今後の方針

（12）今後の経営方針

・ 「現状維持」が圧倒的に多く、過半数を占めています。一方、「廃業の方向」が約１割を超えています。

（n=265,SA）

（13）取り組みの可能性

（n=300,MA）

「営業地域を広げる」、「広告・宣伝を拡げ増やす」、「新商品・新メニュー」が上位３位に挙げられています。・

2019年度 2020 2021 2022 2023

埼玉方面

千葉方面

圏

央

道

国道294号

＜都市エリア＞
約31ha（公共施設等約7ha含む）・市街化区域

＜農地エリア＞
約14ha・市街化調整区域

観光農園ゾーン
（約4ha）

大規模施設園芸
ゾーン

（約10ha）

圏央道
常総IC

企業立地ゾーン
（約19ha）

都市公園
（約1ha）下妻方面

守谷方面

集客ゾーン
（約4ha）

道の駅
（公共施設・約2ha）

集客施設
（民間施設・約2ha）

 

つくば JCT 

常総 IC 

大栄 JCT 

八王子 JCT 

坂東 IC 

境古河 IC 

五霞 IC つくば中央 IC 

東金 JCT 

木更津 JCT 茅ヶ崎 JCT 

海老名 JCT 

鶴ヶ島 JCT 

藤岡 JCT 

高崎 JCT 
岩船 JCT 

栃木都賀 JCT 

友部 JCT 茨城町 JCT 

0 200m 

N 首都圏中央連絡自動車道（供用済） 

自動車専用道路（供用済） 

自動車専用道路（計画・構想） 

インターチェンジ 

国道 

※IC表記は常総 IC近辺及び主要ジャンクションに限定 

鬼
怒
川 

関
東
鉄
道
常
総
線 

玉村駅 

石下駅 

南石下駅 

三妻駅 

中妻駅 

北水海道駅 

水海道駅 

国道 
294 

国道 
354 

国道 
354 

圏央道 
常総ＩＣ 

 

北関東道 

福島県 

会津若松市 

千葉県柏市 

成田 
空港 

常総 IC 

千葉県 

木更津市 

神奈川県 
横浜市 

羽田 
空港 

圏央道 

関越道 

東北道 

常磐道 

国道 
294号 

東名道 

中央道 

東関東道 外 
環 道 

茨城 
空港 

観光振興
（地域資源の発掘）

農業振興
（地域ぐるみの６次産業化）

回遊型観光

商品流通

作物供給 商品供給

施設利用

体験観光

地域企業・商店

公共施設

市内農地

隣接産業施設

自然資源観光資源

道の駅

規模を拡大す

る, 30, 11.3% 

現状維持, 
141, 53.2% 

規模を縮小す

る, 22, 8.3% 

廃業の方向, 
36, 13.6% 

わからない, 
25, 9.4% 

その他, 7, 
2.6% 

無回答, 4, 
1.5% 

50 

55 

7 

40 

19 

12 

3 

15 

21 

2 

8 

1 

22 

13 

14 

18 

0 10 20 30 40 50 60 

広告・宣伝を拡げ増やす 

営業地域を広げる 

工場倉庫等を市外に造る 

新商品・新メニュー 

異業種に手を拡げる 

新製品開発などに取り組む 

チェーン店への参加 

大手企業との連携 

異業種との連携事業 

コンビニ店化や改装 

修理等サービス事業化 

下請から自立・自社製品作り 

副業で収益を補う 

全く違う業種に転じる 

事務所の移転 

その他 

2010 2011 2012 2013 2014 2015 2016 2017 2018

H22 H23 H24 H25 H26 H27 H28 H29 H30

水海道千姫まつり 一日目 50,000 0 40,000 12,500 15,000 20,000 18,000 2,000 2,000 

水海道千姫まつり 二日目 25,000 8,000 10,000 

水海道千姫まつり 合計 50,000 0 40,000 12,500 15,000 20,000 43,000 10,000 12,000 

石下将門まつり 13,000 20,000 17,000 10,000 11,000 12,000 13,000 7,000 9,000 

常総きぬ川花火大会 110,000 110,000 110,000 110,000 100,000 100,000 130,000 130,000 110,000 

ふるさとまつり 30,000 36,000 30,000 20,000 18,000 0 20,000 25,000 25,000 

合計 253,000 166,000 237,000 165,000 159,000 152,000 249,000 182,000 168,000 

0 

50,000 

100,000 

150,000 

200,000 

250,000 

300,000 

SDGｓ 17 の目標（抜粋） 本ビションとの関係性 

 

目標 8 「働きがいも経済成長も」 

すべての人のための自足的，包摂的か

つ持続可能な経済成長，生産的な完

全雇用およびディーセント・ワーク（働き

がいのある人間らしい仕事）を推進する 

※ディーセント・ワーク…公正な所得，安心で

きる職場と家族の社会保障，自己啓発と社

会的統合のよりよい見通しを提供できる生産

的な雇用を誰もが得られる機会を意味する。 

 

 

 

 

目標 9.「産業と技術革新の基盤をつく

ろう」 

強靭なインフラを整備し，包摂的で持

続可能な産業化を推進するとともに，

技術革新の拡大を図る。 

 

 

 

 

目標 11.「住み続けられるまちづくりを」 

都市と人間の居住地を包摂的，安

全，強靭かつ持続可能にする。 

 

 

 

 

 

目標 17.「パートナーシップで目標を達

成しよう」 

持続可能な開発に向けて実施手続を

強化し，グローバル・パートナーシップを

活性化する。 

 

 

 

 

 

戦略分野1　　商業 　商業で "稼ぐ"

戦略分野3　　工業 　工業で "稼ぐ"

戦略分野1　　商業 　商業で "稼ぐ"

戦略分野3　　工業 　工業で "稼ぐ"

戦略分野4　　道の駅 　道の駅×産業で"稼ぐ"

戦略分野1　　商業 　商業で "稼ぐ"

戦略分野1　　商業 　商業で "稼ぐ"

戦略分野2　　観光 　観光で "稼ぐ"

戦略分野3　　工業 　工業で "稼ぐ"

戦略分野4　　道の駅 　道の駅×産業で"稼ぐ"

関連
戦略分野1　　商業 　商業で "稼ぐ"

関連
戦略分野3　　工業 　工業で "稼ぐ"

関連
戦略分野2　　観光 　観光で "稼ぐ"

戦略分野4　　道の駅 　道の駅×産業で"稼ぐ"

戦略分野4　　道の駅 　道の駅×産業で"稼ぐ"

戦略分野4　　道の駅 　道の駅×産業で"稼ぐ"

                   新商品を開発する／販売方法を見直す／ 

                   イベントの定着を図る 

                   情報発信機能を利用する／自転車でまちを巡る               

戦略分野1　　商業

戦略分野1　　商業

戦略分野1　　商業

戦略分野4　　道の駅

戦略分野3　　工業

戦略分野3　　工業

戦略分野4　　道の駅

戦略分野3　　工業

分野 所属 役職 氏名

1 学識経験者 茨城大学 准教授 牧　　良明

2 商業 商工会 会長 青木　清人

3 〃 商工会青年部 部長 相山　隆司

4 〃 商工会女性部 部長 染谷　悦子

5 〃 商店会（諏訪町商店会） 代表 岩本　健太郎

6 〃 商店会（石下中央商店会） 会長 吉田　貞夫

7 工業 工場協会 会長 長岡　德樹

8 〃 大生郷工業団地連絡協議会 会長 佐藤　敦

9 〃 坂手工業団地連絡協議会 会長 石川　潤

10 〃 内守谷工業団地協議会 会長 太田　信介

11 観光 観光物産協会 会長 熊谷　昇

12 有識者 市議会議員 建設経済委員長 小林　剛

13 市 経済環境部 部長 宮田　道夫

意見を出し合うときの4つの原則

1 「批判厳禁」 他人の意見を批判しません！

2 「自由奔放」 思いついたことをどんどん言う！

3 「質より量」

いい意見ではなく，何でもいいからたくさん出す！

4 「結合改善」

他人の意見に自分のアイデアを加えて新しい
意見にする！

外部要因
商業 観光

工業 道の駅

　　・担い手不足

　　・廃業による商店数の減少

　　・空き店舗の増加

　　・商店街の衰退

　　・観光資源を活かしきれていない

　　・情報発信の不足

　　・産業集積エリアの不足

　　・雇用の確保が困難

　　・商業，工業，観光との

　　　連携不足

人口減少・少子高齢化

外部

要因

内部

要因



・

（n=281,MA）

（15）今後３年間の従業員数の見通し

・ 「増加の見込み」及び「減少の見込み」どちらも、「無い」の回答が6割を超えています。

（n=265,SA）

（15-3）職種別の増減

・

（n=265,SA）

「増加の見込み」及び「減少の見込み」ともに、「サービス事務作業者」が最も多いことが分かります。「増加の見

込み」よりも「減少の見込み」が上回るのは「事務職」のみでした。

「専門人材の不足」「資金の調達」が上位である一方、「特に問題はない」の回答も第３位でした。

2019年度 2020 2021 2022 2023

埼玉方面

千葉方面

圏

央

道

国道294号

＜都市エリア＞
約31ha（公共施設等約7ha含む）・市街化区域

＜農地エリア＞
約14ha・市街化調整区域

観光農園ゾーン
（約4ha）

大規模施設園芸
ゾーン

（約10ha）

圏央道
常総IC

企業立地ゾーン
（約19ha）

都市公園
（約1ha）下妻方面

守谷方面

集客ゾーン
（約4ha）

道の駅
（公共施設・約2ha）

集客施設
（民間施設・約2ha）

 

つくば JCT 

常総 IC 

大栄 JCT 

八王子 JCT 

坂東 IC 

境古河 IC 

五霞 IC つくば中央 IC 

東金 JCT 

木更津 JCT 茅ヶ崎 JCT 

海老名 JCT 

鶴ヶ島 JCT 

藤岡 JCT 

高崎 JCT 
岩船 JCT 

栃木都賀 JCT 

友部 JCT 茨城町 JCT 

0 200m 

N 首都圏中央連絡自動車道（供用済） 

自動車専用道路（供用済） 

自動車専用道路（計画・構想） 

インターチェンジ 

国道 

※IC表記は常総 IC近辺及び主要ジャンクションに限定 

鬼
怒
川 

関
東
鉄
道
常
総
線 

玉村駅 

石下駅 

南石下駅 

三妻駅 

中妻駅 

北水海道駅 

水海道駅 

国道 
294 

国道 
354 

国道 
354 

圏央道 
常総ＩＣ 

 

北関東道 

福島県 

会津若松市 

千葉県柏市 

成田 
空港 

常総 IC 

千葉県 

木更津市 

神奈川県 
横浜市 

羽田 
空港 

圏央道 

関越道 

東北道 

常磐道 

国道 
294号 

東名道 

中央道 

東関東道 外 
環 道 

茨城 
空港 

観光振興
（地域資源の発掘）

農業振興
（地域ぐるみの６次産業化）

回遊型観光

商品流通

作物供給 商品供給

施設利用

体験観光

地域企業・商店

公共施設

市内農地

隣接産業施設

自然資源観光資源

道の駅

63 

40 

50 

36 

24 

11 

8 

46 

3 

0 10 20 30 40 50 60 70 

専門人材の不足 

技術・ノウハウの不足 

資金の調達 

情報の不足 

設備の不足 

事業を行う場所の不足 

連携する相手がみつからない 

特に問題はない 

その他 

無い, 
184 

ある, 50 

無回答, 
31 

0 100 200 300 

減少の

見込み 
無い, 
171 

ある, 67 

無回答, 
27 

0 100 200 300 

増加の

見込み 

13 

41 

19 

11 

14 

11 

15 

9 

14 

5 

0 10 20 30 40 50 

販売員 

サービス事務作業者 

営業職 

事務職 

その他 

増加 減少 

2010 2011 2012 2013 2014 2015 2016 2017 2018

H22 H23 H24 H25 H26 H27 H28 H29 H30

水海道千姫まつり 一日目 50,000 0 40,000 12,500 15,000 20,000 18,000 2,000 2,000 

水海道千姫まつり 二日目 25,000 8,000 10,000 

水海道千姫まつり 合計 50,000 0 40,000 12,500 15,000 20,000 43,000 10,000 12,000 

石下将門まつり 13,000 20,000 17,000 10,000 11,000 12,000 13,000 7,000 9,000 

常総きぬ川花火大会 110,000 110,000 110,000 110,000 100,000 100,000 130,000 130,000 110,000 

ふるさとまつり 30,000 36,000 30,000 20,000 18,000 0 20,000 25,000 25,000 

合計 253,000 166,000 237,000 165,000 159,000 152,000 249,000 182,000 168,000 
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100,000 

150,000 

200,000 

250,000 

300,000 

SDGｓ 17 の目標（抜粋） 本ビションとの関係性 

 

目標 8 「働きがいも経済成長も」 

すべての人のための自足的，包摂的か

つ持続可能な経済成長，生産的な完

全雇用およびディーセント・ワーク（働き

がいのある人間らしい仕事）を推進する 

※ディーセント・ワーク…公正な所得，安心で

きる職場と家族の社会保障，自己啓発と社

会的統合のよりよい見通しを提供できる生産

的な雇用を誰もが得られる機会を意味する。 

 

 

 

 

目標 9.「産業と技術革新の基盤をつく

ろう」 

強靭なインフラを整備し，包摂的で持

続可能な産業化を推進するとともに，

技術革新の拡大を図る。 

 

 

 

 

目標 11.「住み続けられるまちづくりを」 

都市と人間の居住地を包摂的，安

全，強靭かつ持続可能にする。 

 

 

 

 

 

目標 17.「パートナーシップで目標を達

成しよう」 

持続可能な開発に向けて実施手続を

強化し，グローバル・パートナーシップを

活性化する。 

 

 

 

 

 

戦略分野1　　商業 　商業で "稼ぐ"

戦略分野3　　工業 　工業で "稼ぐ"

戦略分野1　　商業 　商業で "稼ぐ"

戦略分野3　　工業 　工業で "稼ぐ"

戦略分野4　　道の駅 　道の駅×産業で"稼ぐ"

戦略分野1　　商業 　商業で "稼ぐ"

戦略分野1　　商業 　商業で "稼ぐ"

戦略分野2　　観光 　観光で "稼ぐ"

戦略分野3　　工業 　工業で "稼ぐ"

戦略分野4　　道の駅 　道の駅×産業で"稼ぐ"

関連
戦略分野1　　商業 　商業で "稼ぐ"

関連
戦略分野3　　工業 　工業で "稼ぐ"

関連
戦略分野2　　観光 　観光で "稼ぐ"

戦略分野4　　道の駅 　道の駅×産業で"稼ぐ"

戦略分野4　　道の駅 　道の駅×産業で"稼ぐ"

戦略分野4　　道の駅 　道の駅×産業で"稼ぐ"

戦略分野1　　商業

戦略分野1　　商業

戦略分野1　　商業

戦略分野4　　道の駅

戦略分野3　　工業

戦略分野3　　工業

戦略分野4　　道の駅

戦略分野3　　工業

分野 所属 役職 氏名

1 学識経験者 茨城大学 准教授 牧　　良明

2 商業 商工会 会長 青木　清人

3 〃 商工会青年部 部長 相山　隆司

4 〃 商工会女性部 部長 染谷　悦子

5 〃 商店会（諏訪町商店会） 代表 岩本　健太郎

6 〃 商店会（石下中央商店会） 会長 吉田　貞夫

7 工業 工場協会 会長 長岡　德樹

8 〃 大生郷工業団地連絡協議会 会長 佐藤　敦

9 〃 坂手工業団地連絡協議会 会長 石川　潤

10 〃 内守谷工業団地協議会 会長 太田　信介

11 観光 観光物産協会 会長 熊谷　昇

12 有識者 市議会議員 建設経済委員長 小林　剛

13 市 経済環境部 部長 宮田　道夫

意見を出し合うときの4つの原則

1 「批判厳禁」 他人の意見を批判しません！

2 「自由奔放」 思いついたことをどんどん言う！

3 「質より量」

いい意見ではなく，何でもいいからたくさん出す！

4 「結合改善」

他人の意見に自分のアイデアを加えて新しい
意見にする！

外部要因
商業 観光

工業 道の駅

　　・担い手不足

　　・廃業による商店数の減少

　　・空き店舗の増加

　　・商店街の衰退

　　・観光資源を活かしきれていない

　　・情報発信の不足

　　・産業集積エリアの不足

　　・雇用の確保が困難

　　・商業，工業，観光との

　　　連携不足

人口減少・少子高齢化

外部

要因

内部

要因



（16）異業種や地域、支援機関等と連携した取り組みの状況

・

（n=265,SA）

（17）どのような相手との連携か

（n=136,MA）

「卸売・小売業者」との連携が最も多く、連携内容として、「販路の開拓」、「新商品・新サービスの開発」、「新分野の進

出」が挙げられています。

「取り組む予定はない」が122件，46.0％と最も多く，次いで「取り組みたいと考えているが、具体策はない」67件，

25.3％であり，「現在すでに取り組んでいる」「今後取り組みたいと考えており、具体的な考えがある」とあわせて，4割を

超え，連携した取り組みの需要が高いことが伺えます。

・

2019年度 2020 2021 2022 2023

埼玉方面

千葉方面

圏

央

道

国道294号

＜都市エリア＞
約31ha（公共施設等約7ha含む）・市街化区域

＜農地エリア＞
約14ha・市街化調整区域

観光農園ゾーン
（約4ha）

大規模施設園芸
ゾーン

（約10ha）

圏央道
常総IC

企業立地ゾーン
（約19ha）

都市公園
（約1ha）下妻方面

守谷方面

集客ゾーン
（約4ha）

道の駅
（公共施設・約2ha）

集客施設
（民間施設・約2ha）

 

つくば JCT 

常総 IC 

大栄 JCT 

八王子 JCT 

坂東 IC 

境古河 IC 

五霞 IC つくば中央 IC 

東金 JCT 

木更津 JCT 茅ヶ崎 JCT 

海老名 JCT 

鶴ヶ島 JCT 

藤岡 JCT 

高崎 JCT 
岩船 JCT 

栃木都賀 JCT 

友部 JCT 茨城町 JCT 

0 200m 

N 首都圏中央連絡自動車道（供用済） 

自動車専用道路（供用済） 

自動車専用道路（計画・構想） 

インターチェンジ 

国道 

※IC表記は常総 IC近辺及び主要ジャンクションに限定 

鬼
怒
川 

関
東
鉄
道
常
総
線 

玉村駅 

石下駅 

南石下駅 

三妻駅 

中妻駅 

北水海道駅 

水海道駅 

国道 
294 

国道 
354 

国道 
354 

圏央道 
常総ＩＣ 

 

北関東道 

福島県 

会津若松市 

千葉県柏市 

成田 
空港 

常総 IC 

千葉県 

木更津市 

神奈川県 
横浜市 

羽田 
空港 

圏央道 

関越道 

東北道 

常磐道 

国道 
294号 

東名道 

中央道 

東関東道 外 
環 道 

茨城 
空港 

観光振興
（地域資源の発掘）

農業振興
（地域ぐるみの６次産業化）

回遊型観光

商品流通

作物供給 商品供給

施設利用

体験観光

地域企業・商店

公共施設

市内農地

隣接産業施設

自然資源観光資源

道の駅

現在すでに取り

組んでいる, 31, 
11.7% 

今後取り組みた

いと考えており、

具体的な考えが

ある, 13, 4.9% 

取り組みたいと

考えているが、

具体策はない, 
67, 25.3% 

取り組む予定は

ない, 122, 46.0% 

無回答, 32, 
12.1% 

22 

21 

5 

37 

8 

6 

16 

21 

0 5 10 15 20 25 30 35 40 

製造業者 

情報通信業者 

大学 

卸売・小売業者 

医療機関 

農林漁業者 

福祉事業者 

その他 

2010 2011 2012 2013 2014 2015 2016 2017 2018

H22 H23 H24 H25 H26 H27 H28 H29 H30

水海道千姫まつり 一日目 50,000 0 40,000 12,500 15,000 20,000 18,000 2,000 2,000 

水海道千姫まつり 二日目 25,000 8,000 10,000 

水海道千姫まつり 合計 50,000 0 40,000 12,500 15,000 20,000 43,000 10,000 12,000 

石下将門まつり 13,000 20,000 17,000 10,000 11,000 12,000 13,000 7,000 9,000 

常総きぬ川花火大会 110,000 110,000 110,000 110,000 100,000 100,000 130,000 130,000 110,000 

ふるさとまつり 30,000 36,000 30,000 20,000 18,000 0 20,000 25,000 25,000 

合計 253,000 166,000 237,000 165,000 159,000 152,000 249,000 182,000 168,000 

0 

50,000 

100,000 

150,000 

200,000 

250,000 

300,000 

SDGｓ 17 の目標（抜粋） 本ビションとの関係性 

 

目標 8 「働きがいも経済成長も」 

すべての人のための自足的，包摂的か

つ持続可能な経済成長，生産的な完

全雇用およびディーセント・ワーク（働き

がいのある人間らしい仕事）を推進する 

※ディーセント・ワーク…公正な所得，安心で

きる職場と家族の社会保障，自己啓発と社

会的統合のよりよい見通しを提供できる生産

的な雇用を誰もが得られる機会を意味する。 

 

 

 

 

目標 9.「産業と技術革新の基盤をつく

ろう」 

強靭なインフラを整備し，包摂的で持

続可能な産業化を推進するとともに，

技術革新の拡大を図る。 

 

 

 

 

目標 11.「住み続けられるまちづくりを」 

都市と人間の居住地を包摂的，安

全，強靭かつ持続可能にする。 

 

 

 

 

 

目標 17.「パートナーシップで目標を達

成しよう」 

持続可能な開発に向けて実施手続を

強化し，グローバル・パートナーシップを

活性化する。 

 

 

 

 

 

戦略分野1　　商業 　商業で "稼ぐ"

戦略分野3　　工業 　工業で "稼ぐ"

戦略分野1　　商業 　商業で "稼ぐ"

戦略分野3　　工業 　工業で "稼ぐ"

戦略分野4　　道の駅 　道の駅×産業で"稼ぐ"

戦略分野1　　商業 　商業で "稼ぐ"

戦略分野1　　商業 　商業で "稼ぐ"

戦略分野2　　観光 　観光で "稼ぐ"

戦略分野3　　工業 　工業で "稼ぐ"

戦略分野4　　道の駅 　道の駅×産業で"稼ぐ"

関連
戦略分野1　　商業 　商業で "稼ぐ"

関連
戦略分野3　　工業 　工業で "稼ぐ"

関連
戦略分野2　　観光 　観光で "稼ぐ"

戦略分野4　　道の駅 　道の駅×産業で"稼ぐ"

戦略分野4　　道の駅 　道の駅×産業で"稼ぐ"

戦略分野4　　道の駅 　道の駅×産業で"稼ぐ"

戦略分野1　　商業

戦略分野1　　商業

戦略分野1　　商業

戦略分野4　　道の駅

戦略分野3　　工業

戦略分野3　　工業

戦略分野4　　道の駅

戦略分野3　　工業

分野 所属 役職 氏名

1 学識経験者 茨城大学 准教授 牧　　良明

2 商業 商工会 会長 青木　清人

3 〃 商工会青年部 部長 相山　隆司

4 〃 商工会女性部 部長 染谷　悦子

5 〃 商店会（諏訪町商店会） 代表 岩本　健太郎

6 〃 商店会（石下中央商店会） 会長 吉田　貞夫

7 工業 工場協会 会長 長岡　德樹

8 〃 大生郷工業団地連絡協議会 会長 佐藤　敦

9 〃 坂手工業団地連絡協議会 会長 石川　潤

10 〃 内守谷工業団地協議会 会長 太田　信介

11 観光 観光物産協会 会長 熊谷　昇

12 有識者 市議会議員 建設経済委員長 小林　剛

13 市 経済環境部 部長 宮田　道夫

意見を出し合うときの4つの原則

1 「批判厳禁」 他人の意見を批判しません！

2 「自由奔放」 思いついたことをどんどん言う！

3 「質より量」

いい意見ではなく，何でもいいからたくさん出す！

4 「結合改善」

他人の意見に自分のアイデアを加えて新しい
意見にする！

外部要因
商業 観光

工業 道の駅

　　・担い手不足

　　・廃業による商店数の減少

　　・空き店舗の増加

　　・商店街の衰退

　　・観光資源を活かしきれていない

　　・情報発信の不足

　　・産業集積エリアの不足

　　・雇用の確保が困難

　　・商業，工業，観光との

　　　連携不足

人口減少・少子高齢化

外部

要因

内部

要因



（18）連携により取り組みたいこと

（n=183,MA）

４．常総市の立地条件、事業環境の評価

（19）立地条件、環境別の評価

・

（n=265,SA）

「仕入や出荷など物流のための交通輸送条件」について「良い」の回答が95件で最も多く，「悪い」回答が27件と最も少

なく、評価が高い項目でした。「人口・産業の集積など都市の活力」については，「良い」の回答が3件，「悪い」が154件

と最も悪い評価であった。「総合的に見て地域の魅力評価は？」という問いに対しては、「良い」18件、「悪い」115件と圧

倒的に多く、本市が直面する課題が明らかになっています。

2019年度 2020 2021 2022 2023

埼玉方面

千葉方面

圏

央

道

国道294号

＜都市エリア＞
約31ha（公共施設等約7ha含む）・市街化区域

＜農地エリア＞
約14ha・市街化調整区域

観光農園ゾーン
（約4ha）

大規模施設園芸
ゾーン

（約10ha）

圏央道
常総IC

企業立地ゾーン
（約19ha）

都市公園
（約1ha）下妻方面

守谷方面

集客ゾーン
（約4ha）

道の駅
（公共施設・約2ha）

集客施設
（民間施設・約2ha）

 

つくば JCT 

常総 IC 

大栄 JCT 

八王子 JCT 

坂東 IC 

境古河 IC 

五霞 IC つくば中央 IC 

東金 JCT 

木更津 JCT 茅ヶ崎 JCT 

海老名 JCT 

鶴ヶ島 JCT 

藤岡 JCT 

高崎 JCT 
岩船 JCT 

栃木都賀 JCT 

友部 JCT 茨城町 JCT 

0 200m 

N 首都圏中央連絡自動車道（供用済） 

自動車専用道路（供用済） 

自動車専用道路（計画・構想） 

インターチェンジ 

国道 

※IC表記は常総 IC近辺及び主要ジャンクションに限定 

鬼
怒
川 

関
東
鉄
道
常
総
線 

玉村駅 

石下駅 

南石下駅 

三妻駅 

中妻駅 

北水海道駅 

水海道駅 

国道 
294 

国道 
354 

国道 
354 

圏央道 
常総ＩＣ 

 

北関東道 

福島県 

会津若松市 

千葉県柏市 

成田 
空港 

常総 IC 

千葉県 

木更津市 

神奈川県 
横浜市 

羽田 
空港 

圏央道 

関越道 

東北道 

常磐道 

国道 
294号 

東名道 

中央道 

東関東道 外 
環 道 

茨城 
空港 

観光振興
（地域資源の発掘）

農業振興
（地域ぐるみの６次産業化）

回遊型観光

商品流通

作物供給 商品供給

施設利用

体験観光

地域企業・商店

公共施設

市内農地

隣接産業施設

自然資源観光資源

道の駅

38 

49 

24 

30 

21 

14 

7 

0 10 20 30 40 50 60 

新商品・新サービスの開発 

販路の開拓 

PR（イベント等含む） 

新分野への進出 

人材育成 

事業の承継 

その他 

53 

95 

66 

39 

3 

18 

103 

103 

115 

103 

65 

94 

73 

27 

35 

84 

154 

115 

36 

40 

49 

39 

43 

38 

0 50 100 150 200 250 300 

お客様が集まる、取引先に」来てもらう交

通条件は？ 

仕入や出荷など物流のための交通輸送条

件は？ 

地価、地代など用地コストは？ 

街路、下水など都市基盤の整備状況は？ 

人口・産業の集積など都市の活力は？ 

総合的に見て地域の魅力評価は？ 

良い どちらともいえない 悪い 無回答 

2010 2011 2012 2013 2014 2015 2016 2017 2018

H22 H23 H24 H25 H26 H27 H28 H29 H30

水海道千姫まつり 一日目 50,000 0 40,000 12,500 15,000 20,000 18,000 2,000 2,000 

水海道千姫まつり 二日目 25,000 8,000 10,000 

水海道千姫まつり 合計 50,000 0 40,000 12,500 15,000 20,000 43,000 10,000 12,000 

石下将門まつり 13,000 20,000 17,000 10,000 11,000 12,000 13,000 7,000 9,000 

常総きぬ川花火大会 110,000 110,000 110,000 110,000 100,000 100,000 130,000 130,000 110,000 

ふるさとまつり 30,000 36,000 30,000 20,000 18,000 0 20,000 25,000 25,000 

合計 253,000 166,000 237,000 165,000 159,000 152,000 249,000 182,000 168,000 
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200,000 

250,000 

300,000 

SDGｓ 17 の目標（抜粋） 本ビションとの関係性 

 

目標 8 「働きがいも経済成長も」 

すべての人のための自足的，包摂的か

つ持続可能な経済成長，生産的な完

全雇用およびディーセント・ワーク（働き

がいのある人間らしい仕事）を推進する 

※ディーセント・ワーク…公正な所得，安心で

きる職場と家族の社会保障，自己啓発と社

会的統合のよりよい見通しを提供できる生産

的な雇用を誰もが得られる機会を意味する。 

 

 

 

 

目標 9.「産業と技術革新の基盤をつく

ろう」 

強靭なインフラを整備し，包摂的で持

続可能な産業化を推進するとともに，

技術革新の拡大を図る。 

 

 

 

 

目標 11.「住み続けられるまちづくりを」 

都市と人間の居住地を包摂的，安

全，強靭かつ持続可能にする。 

 

 

 

 

 

目標 17.「パートナーシップで目標を達

成しよう」 

持続可能な開発に向けて実施手続を

強化し，グローバル・パートナーシップを

活性化する。 

 

 

 

 

 

戦略分野1　　商業 　商業で "稼ぐ"

戦略分野3　　工業 　工業で "稼ぐ"

戦略分野1　　商業 　商業で "稼ぐ"

戦略分野3　　工業 　工業で "稼ぐ"

戦略分野4　　道の駅 　道の駅×産業で"稼ぐ"

戦略分野1　　商業 　商業で "稼ぐ"

戦略分野1　　商業 　商業で "稼ぐ"

戦略分野2　　観光 　観光で "稼ぐ"

戦略分野3　　工業 　工業で "稼ぐ"

戦略分野4　　道の駅 　道の駅×産業で"稼ぐ"

関連
戦略分野1　　商業 　商業で "稼ぐ"

関連
戦略分野3　　工業 　工業で "稼ぐ"

関連
戦略分野2　　観光 　観光で "稼ぐ"

戦略分野4　　道の駅 　道の駅×産業で"稼ぐ"

戦略分野4　　道の駅 　道の駅×産業で"稼ぐ"

戦略分野4　　道の駅 　道の駅×産業で"稼ぐ"

戦略分野1　　商業

戦略分野1　　商業

戦略分野1　　商業

戦略分野4　　道の駅

戦略分野3　　工業

戦略分野3　　工業

戦略分野4　　道の駅

戦略分野3　　工業

分野 所属 役職 氏名

1 学識経験者 茨城大学 准教授 牧　　良明

2 商業 商工会 会長 青木　清人

3 〃 商工会青年部 部長 相山　隆司

4 〃 商工会女性部 部長 染谷　悦子

5 〃 商店会（諏訪町商店会） 代表 岩本　健太郎

6 〃 商店会（石下中央商店会） 会長 吉田　貞夫

7 工業 工場協会 会長 長岡　德樹

8 〃 大生郷工業団地連絡協議会 会長 佐藤　敦

9 〃 坂手工業団地連絡協議会 会長 石川　潤

10 〃 内守谷工業団地協議会 会長 太田　信介

11 観光 観光物産協会 会長 熊谷　昇

12 有識者 市議会議員 建設経済委員長 小林　剛

13 市 経済環境部 部長 宮田　道夫

意見を出し合うときの4つの原則

1 「批判厳禁」 他人の意見を批判しません！

2 「自由奔放」 思いついたことをどんどん言う！

3 「質より量」

いい意見ではなく，何でもいいからたくさん出す！

4 「結合改善」

他人の意見に自分のアイデアを加えて新しい
意見にする！

外部要因
商業 観光

工業 道の駅

　　・担い手不足

　　・廃業による商店数の減少

　　・空き店舗の増加

　　・商店街の衰退

　　・観光資源を活かしきれていない

　　・情報発信の不足

　　・産業集積エリアの不足

　　・雇用の確保が困難

　　・商業，工業，観光との

　　　連携不足

人口減少・少子高齢化

外部

要因

内部

要因



（20）顧客・納品先の主な所在地

・

（n=265,SA）

（21）外注先、調達先の主な所在地

・

（n=265,SA）

（22）近隣商店同士の話し合い・交流

・

（n=265,SA）

「その他常総市内」が72件，27.2%と最も多

く，次いで，「地元町内・集落」65件，

24.5%と市内の顧客・納品先が過半数を占め

ています。

外注先、調達先としては、「関東圏内」が86

件、32.5%と最も多く、県外の取引が目立って

います。

「商売の話は無いが地域の祭り等には協力」が

81件30.6%と最も多いことが分かります。「交

流は全くない」は56件、21.1%であり、内容の

差はあるが、交流が行われていることが伺えま

す。

2019年度 2020 2021 2022 2023

埼玉方面

千葉方面

圏

央

道

国道294号

＜都市エリア＞
約31ha（公共施設等約7ha含む）・市街化区域

＜農地エリア＞
約14ha・市街化調整区域

観光農園ゾーン
（約4ha）

大規模施設園芸
ゾーン

（約10ha）

圏央道
常総IC

企業立地ゾーン
（約19ha）

都市公園
（約1ha）下妻方面

守谷方面

集客ゾーン
（約4ha）

道の駅
（公共施設・約2ha）

集客施設
（民間施設・約2ha）

 

つくば JCT 

常総 IC 

大栄 JCT 

八王子 JCT 

坂東 IC 

境古河 IC 

五霞 IC つくば中央 IC 

東金 JCT 

木更津 JCT 茅ヶ崎 JCT 

海老名 JCT 

鶴ヶ島 JCT 

藤岡 JCT 

高崎 JCT 
岩船 JCT 

栃木都賀 JCT 

友部 JCT 茨城町 JCT 

0 200m 

N 首都圏中央連絡自動車道（供用済） 

自動車専用道路（供用済） 

自動車専用道路（計画・構想） 

インターチェンジ 

国道 

※IC表記は常総 IC近辺及び主要ジャンクションに限定 

鬼
怒
川 

関
東
鉄
道
常
総
線 

玉村駅 

石下駅 

南石下駅 

三妻駅 

中妻駅 

北水海道駅 

水海道駅 

国道 
294 

国道 
354 

国道 
354 

圏央道 
常総ＩＣ 

 

北関東道 

福島県 

会津若松市 

千葉県柏市 

成田 
空港 

常総 IC 

千葉県 

木更津市 

神奈川県 
横浜市 

羽田 
空港 

圏央道 

関越道 

東北道 

常磐道 

国道 
294号 

東名道 

中央道 

東関東道 外 
環 道 

茨城 
空港 

観光振興
（地域資源の発掘）

農業振興
（地域ぐるみの６次産業化）

回遊型観光

商品流通

作物供給 商品供給

施設利用

体験観光

地域企業・商店

公共施設

市内農地

隣接産業施設

自然資源観光資源

道の駅

地元町内・集

落, 65, 24.5% 

その他常総

市内, 72, 
27.2% 

茨城県内, 59, 
22.3% 

関東圏内, 37, 
14.0% 

全国, 16, 
6.0% 

海外, 2, 0.8% その他, 
1, 0.4% 

無回答, 13, 
4.9% 

常総市内, 
44, 16.6% 

茨城県内, 
80, 30.2% 関東圏内, 

86, 32.5% 

全国, 18, 
6.8% 

海外, 2, 0.8% 

その他, 
2, 0.8% 

無回答, 
33, 12.5% 

地域の商売

を盛り上げる

話をしている, 
24, 9.1% 

商売の話は

無いが地域

の祭り等には

協力, 81, 
30.6% 

近隣居住者と

してのあいさ

つ程度, 77, 
29.1% 

交流は全くな

い, 56, 21.1% 

無回答, 27, 
10.2% 

2010 2011 2012 2013 2014 2015 2016 2017 2018

H22 H23 H24 H25 H26 H27 H28 H29 H30

水海道千姫まつり 一日目 50,000 0 40,000 12,500 15,000 20,000 18,000 2,000 2,000 

水海道千姫まつり 二日目 25,000 8,000 10,000 

水海道千姫まつり 合計 50,000 0 40,000 12,500 15,000 20,000 43,000 10,000 12,000 

石下将門まつり 13,000 20,000 17,000 10,000 11,000 12,000 13,000 7,000 9,000 

常総きぬ川花火大会 110,000 110,000 110,000 110,000 100,000 100,000 130,000 130,000 110,000 

ふるさとまつり 30,000 36,000 30,000 20,000 18,000 0 20,000 25,000 25,000 

合計 253,000 166,000 237,000 165,000 159,000 152,000 249,000 182,000 168,000 

0 

50,000 

100,000 

150,000 

200,000 

250,000 

300,000 

SDGｓ 17 の目標（抜粋） 本ビションとの関係性 

 

目標 8 「働きがいも経済成長も」 

すべての人のための自足的，包摂的か

つ持続可能な経済成長，生産的な完

全雇用およびディーセント・ワーク（働き

がいのある人間らしい仕事）を推進する 

※ディーセント・ワーク…公正な所得，安心で

きる職場と家族の社会保障，自己啓発と社

会的統合のよりよい見通しを提供できる生産

的な雇用を誰もが得られる機会を意味する。 

 

 

 

 

目標 9.「産業と技術革新の基盤をつく

ろう」 

強靭なインフラを整備し，包摂的で持

続可能な産業化を推進するとともに，

技術革新の拡大を図る。 

 

 

 

 

目標 11.「住み続けられるまちづくりを」 

都市と人間の居住地を包摂的，安

全，強靭かつ持続可能にする。 

 

 

 

 

 

目標 17.「パートナーシップで目標を達

成しよう」 

持続可能な開発に向けて実施手続を

強化し，グローバル・パートナーシップを

活性化する。 

 

 

 

 

 

戦略分野1　　商業 　商業で "稼ぐ"

戦略分野3　　工業 　工業で "稼ぐ"

戦略分野1　　商業 　商業で "稼ぐ"

戦略分野3　　工業 　工業で "稼ぐ"

戦略分野4　　道の駅 　道の駅×産業で"稼ぐ"

戦略分野1　　商業 　商業で "稼ぐ"

戦略分野1　　商業 　商業で "稼ぐ"

戦略分野2　　観光 　観光で "稼ぐ"

戦略分野3　　工業 　工業で "稼ぐ"

戦略分野4　　道の駅 　道の駅×産業で"稼ぐ"

関連
戦略分野1　　商業 　商業で "稼ぐ"

関連
戦略分野3　　工業 　工業で "稼ぐ"

関連
戦略分野2　　観光 　観光で "稼ぐ"

戦略分野4　　道の駅 　道の駅×産業で"稼ぐ"

戦略分野4　　道の駅 　道の駅×産業で"稼ぐ"

戦略分野4　　道の駅 　道の駅×産業で"稼ぐ"

戦略分野1　　商業

戦略分野1　　商業

戦略分野1　　商業

戦略分野4　　道の駅

戦略分野3　　工業

戦略分野3　　工業

戦略分野4　　道の駅

戦略分野3　　工業

分野 所属 役職 氏名

1 学識経験者 茨城大学 准教授 牧　　良明

2 商業 商工会 会長 青木　清人

3 〃 商工会青年部 部長 相山　隆司

4 〃 商工会女性部 部長 染谷　悦子

5 〃 商店会（諏訪町商店会） 代表 岩本　健太郎

6 〃 商店会（石下中央商店会） 会長 吉田　貞夫

7 工業 工場協会 会長 長岡　德樹

8 〃 大生郷工業団地連絡協議会 会長 佐藤　敦

9 〃 坂手工業団地連絡協議会 会長 石川　潤

10 〃 内守谷工業団地協議会 会長 太田　信介

11 観光 観光物産協会 会長 熊谷　昇

12 有識者 市議会議員 建設経済委員長 小林　剛

13 市 経済環境部 部長 宮田　道夫

意見を出し合うときの4つの原則

1 「批判厳禁」 他人の意見を批判しません！

2 「自由奔放」 思いついたことをどんどん言う！

3 「質より量」

いい意見ではなく，何でもいいからたくさん出す！

4 「結合改善」

他人の意見に自分のアイデアを加えて新しい
意見にする！

外部要因
商業 観光

工業 道の駅

　　・担い手不足

　　・廃業による商店数の減少

　　・空き店舗の増加

　　・商店街の衰退

　　・観光資源を活かしきれていない

　　・情報発信の不足

　　・産業集積エリアの不足

　　・雇用の確保が困難

　　・商業，工業，観光との

　　　連携不足

人口減少・少子高齢化

外部

要因

内部

要因



（23）お店や地域、仲間で取り組んでいること

・

５．常総市に期待する産業振興と行政施策

（24）常総市で振興してほしい産業

・

「特にない」が117件と圧倒的に多いものの、「配達サービス」「インターネットで情報発信」「ポイントサービス」等の取り組み

が行われています。

「街の賑わいを生む商業」が他と比べて、圧倒的に多く、商業とまちの活性化は密接な関係にあることが分かり

ます。

2019年度 2020 2021 2022 2023

埼玉方面

千葉方面

圏

央

道

国道294号

＜都市エリア＞
約31ha（公共施設等約7ha含む）・市街化区域

＜農地エリア＞
約14ha・市街化調整区域

観光農園ゾーン
（約4ha）

大規模施設園芸
ゾーン

（約10ha）

圏央道
常総IC

企業立地ゾーン
（約19ha）

都市公園
（約1ha）下妻方面

守谷方面

集客ゾーン
（約4ha）

道の駅
（公共施設・約2ha）

集客施設
（民間施設・約2ha）

 

つくば JCT 

常総 IC 

大栄 JCT 

八王子 JCT 

坂東 IC 

境古河 IC 

五霞 IC つくば中央 IC 

東金 JCT 

木更津 JCT 茅ヶ崎 JCT 

海老名 JCT 

鶴ヶ島 JCT 

藤岡 JCT 

高崎 JCT 
岩船 JCT 

栃木都賀 JCT 

友部 JCT 茨城町 JCT 

0 200m 

N 首都圏中央連絡自動車道（供用済） 

自動車専用道路（供用済） 

自動車専用道路（計画・構想） 

インターチェンジ 

国道 

※IC表記は常総 IC近辺及び主要ジャンクションに限定 

鬼
怒
川 

関
東
鉄
道
常
総
線 

玉村駅 

石下駅 

南石下駅 

三妻駅 

中妻駅 

北水海道駅 

水海道駅 

国道 
294 

国道 
354 

国道 
354 

圏央道 
常総ＩＣ 

 

北関東道 

福島県 

会津若松市 

千葉県柏市 

成田 
空港 

常総 IC 

千葉県 

木更津市 

神奈川県 
横浜市 

羽田 
空港 

圏央道 

関越道 

東北道 

常磐道 

国道 
294号 

東名道 

中央道 

東関東道 外 
環 道 

茨城 
空港 

観光振興
（地域資源の発掘）

農業振興
（地域ぐるみの６次産業化）

回遊型観光

商品流通

作物供給 商品供給

施設利用

体験観光

地域企業・商店

公共施設

市内農地

隣接産業施設

自然資源観光資源

道の駅

30 

8 

24 

39 

8 

17 

20 

33 

14 

117 

0 20 40 60 80 100 120 140 

ポイントサービス 

特売日・共同売出し 

季節の装飾・店前の花植え 

配達サービス 

福引き・景品 

開店閉店時刻の調整 

街並みの清掃 

インターネットで情報発信 

その他 

特にない 

20 

154 

9 

40 

50 

31 

46 

7 

14 

0 20 40 60 80 100 120 140 160 180 

先端的な工業 

街の賑わいを生む商業 

伝統工業産業 

福祉・医療系産業 

観光系産業 

生活支援サービスの産業 

交通環境を生かした流通業 

情報やソフトウエア系の産業 

その他 

2010 2011 2012 2013 2014 2015 2016 2017 2018

H22 H23 H24 H25 H26 H27 H28 H29 H30

水海道千姫まつり 一日目 50,000 0 40,000 12,500 15,000 20,000 18,000 2,000 2,000 

水海道千姫まつり 二日目 25,000 8,000 10,000 

水海道千姫まつり 合計 50,000 0 40,000 12,500 15,000 20,000 43,000 10,000 12,000 

石下将門まつり 13,000 20,000 17,000 10,000 11,000 12,000 13,000 7,000 9,000 

常総きぬ川花火大会 110,000 110,000 110,000 110,000 100,000 100,000 130,000 130,000 110,000 

ふるさとまつり 30,000 36,000 30,000 20,000 18,000 0 20,000 25,000 25,000 

合計 253,000 166,000 237,000 165,000 159,000 152,000 249,000 182,000 168,000 

0 

50,000 

100,000 

150,000 

200,000 

250,000 

300,000 

SDGｓ 17 の目標（抜粋） 本ビションとの関係性 

 

目標 8 「働きがいも経済成長も」 

すべての人のための自足的，包摂的か

つ持続可能な経済成長，生産的な完

全雇用およびディーセント・ワーク（働き

がいのある人間らしい仕事）を推進する 

※ディーセント・ワーク…公正な所得，安心で

きる職場と家族の社会保障，自己啓発と社

会的統合のよりよい見通しを提供できる生産

的な雇用を誰もが得られる機会を意味する。 

 

 

 

 

目標 9.「産業と技術革新の基盤をつく

ろう」 

強靭なインフラを整備し，包摂的で持

続可能な産業化を推進するとともに，

技術革新の拡大を図る。 

 

 

 

 

目標 11.「住み続けられるまちづくりを」 

都市と人間の居住地を包摂的，安

全，強靭かつ持続可能にする。 

 

 

 

 

 

目標 17.「パートナーシップで目標を達

成しよう」 

持続可能な開発に向けて実施手続を

強化し，グローバル・パートナーシップを

活性化する。 

 

 

 

 

 

戦略分野1　　商業 　商業で "稼ぐ"

戦略分野3　　工業 　工業で "稼ぐ"

戦略分野1　　商業 　商業で "稼ぐ"

戦略分野3　　工業 　工業で "稼ぐ"

戦略分野4　　道の駅 　道の駅×産業で"稼ぐ"

戦略分野1　　商業 　商業で "稼ぐ"

戦略分野1　　商業 　商業で "稼ぐ"

戦略分野2　　観光 　観光で "稼ぐ"

戦略分野3　　工業 　工業で "稼ぐ"

戦略分野4　　道の駅 　道の駅×産業で"稼ぐ"

関連
戦略分野1　　商業 　商業で "稼ぐ"

関連
戦略分野3　　工業 　工業で "稼ぐ"

関連
戦略分野2　　観光 　観光で "稼ぐ"

戦略分野4　　道の駅 　道の駅×産業で"稼ぐ"

戦略分野4　　道の駅 　道の駅×産業で"稼ぐ"

戦略分野4　　道の駅 　道の駅×産業で"稼ぐ"

戦略分野1　　商業

戦略分野1　　商業

戦略分野1　　商業

戦略分野4　　道の駅

戦略分野3　　工業

戦略分野3　　工業

戦略分野4　　道の駅

戦略分野3　　工業

分野 所属 役職 氏名

1 学識経験者 茨城大学 准教授 牧　　良明

2 商業 商工会 会長 青木　清人

3 〃 商工会青年部 部長 相山　隆司

4 〃 商工会女性部 部長 染谷　悦子

5 〃 商店会（諏訪町商店会） 代表 岩本　健太郎

6 〃 商店会（石下中央商店会） 会長 吉田　貞夫

7 工業 工場協会 会長 長岡　德樹

8 〃 大生郷工業団地連絡協議会 会長 佐藤　敦

9 〃 坂手工業団地連絡協議会 会長 石川　潤

10 〃 内守谷工業団地協議会 会長 太田　信介

11 観光 観光物産協会 会長 熊谷　昇

12 有識者 市議会議員 建設経済委員長 小林　剛

13 市 経済環境部 部長 宮田　道夫

意見を出し合うときの4つの原則

1 「批判厳禁」 他人の意見を批判しません！

2 「自由奔放」 思いついたことをどんどん言う！

3 「質より量」

いい意見ではなく，何でもいいからたくさん出す！

4 「結合改善」

他人の意見に自分のアイデアを加えて新しい
意見にする！

外部要因
商業 観光

工業 道の駅

　　・担い手不足

　　・廃業による商店数の減少

　　・空き店舗の増加

　　・商店街の衰退

　　・観光資源を活かしきれていない

　　・情報発信の不足

　　・産業集積エリアの不足

　　・雇用の確保が困難

　　・商業，工業，観光との

　　　連携不足

人口減少・少子高齢化

外部

要因

内部

要因



（25）常総市に期待する施策

・

（26）商店街の賑わいを取り戻すためのアイディア

・高齢者にやさしいおもてなし ・絵画の街，アートの街

・高齢者向け配送サービス ・常総ブランド，常総の特産品，目玉商品

・空き家，空き店舗の活用 ・商店街の駐車場整備

・商店街を盛り上げられる企画，イベント ・特色ある店づくり

・専門家派遣 ・カスミ跡地，旧報徳銀行の利用

・教育施設の誘致 ・楽しい商店街

・スタンプラリー ・創業支援

・大型商業施設の誘致 ・子どもが集まる工夫

（27）常総市の産業振興に対するご提案ご要望

・教育の視点 ・専門家派遣

・都市計画の見直し ・ふるさと納税の魅力アップ

・道の駅の活用（直売所等） ・観光農園産業

・空き地の利用 ・鬼怒川、小貝川などの自然を生かす

・少子化対策 ・農産物のアピール

・個人、市内企業と連携した商品開発やサプライチェーンの構築

・日本一をつくる ・中心市街地補助金の拡充

・企業誘致 ・子育て支援

・花火大会を盛り上げる ・営業戦略

市に期待する施策として「空き店舗対策の拡充」が90件と最も多く，次いで「インフラの整備」が69件であった。さらに「地

元企業優先の常総市の調達」も51件に上る。

2019年度 2020 2021 2022 2023

埼玉方面

千葉方面

圏

央

道

国道294号

＜都市エリア＞
約31ha（公共施設等約7ha含む）・市街化区域

＜農地エリア＞
約14ha・市街化調整区域

観光農園ゾーン
（約4ha）

大規模施設園芸
ゾーン

（約10ha）

圏央道
常総IC

企業立地ゾーン
（約19ha）

都市公園
（約1ha）下妻方面

守谷方面

集客ゾーン
（約4ha）

道の駅
（公共施設・約2ha）

集客施設
（民間施設・約2ha）

 

つくば JCT 

常総 IC 

大栄 JCT 

八王子 JCT 

坂東 IC 

境古河 IC 

五霞 IC つくば中央 IC 

東金 JCT 

木更津 JCT 茅ヶ崎 JCT 

海老名 JCT 

鶴ヶ島 JCT 

藤岡 JCT 

高崎 JCT 
岩船 JCT 

栃木都賀 JCT 

友部 JCT 茨城町 JCT 

0 200m 

N 首都圏中央連絡自動車道（供用済） 

自動車専用道路（供用済） 

自動車専用道路（計画・構想） 

インターチェンジ 

国道 

※IC表記は常総 IC近辺及び主要ジャンクションに限定 

鬼
怒
川 

関
東
鉄
道
常
総
線 

玉村駅 

石下駅 

南石下駅 

三妻駅 

中妻駅 

北水海道駅 

水海道駅 

国道 
294 

国道 
354 

国道 
354 

圏央道 
常総ＩＣ 

 

北関東道 

福島県 

会津若松市 

千葉県柏市 

成田 
空港 

常総 IC 

千葉県 

木更津市 

神奈川県 
横浜市 

羽田 
空港 

圏央道 

関越道 

東北道 

常磐道 

国道 
294号 

東名道 

中央道 

東関東道 外 
環 道 

茨城 
空港 

観光振興
（地域資源の発掘）

農業振興
（地域ぐるみの６次産業化）

回遊型観光

商品流通

作物供給 商品供給

施設利用

体験観光

地域企業・商店

公共施設

市内農地

隣接産業施設

自然資源観光資源

道の駅

69 

26 

50 

46 

41 

45 

17 

90 

47 

51 

18 

32 

23 

34 

7 

0 10 20 30 40 50 60 70 80 90 100 

インフラの整備 

異業種交流会などの開催 

工場、物流企業の立地用地 … 

人材確保や従業員教育への支援 

創業支援施設（チャレンジショップ等） … 

産業祭や、街の活性化イベントへの支援 

新商品づくりや技術開発への支援 

空き店舗対策の拡充 

特産品づくり支援 

地元企業優先の常総市の調達 

経営相談の充実、専門家の紹介 

販売先紹介等の販路開拓への支援 

経営に役立つ情報提供、学習機会づくり 

融資制度の充実 

その他 

2010 2011 2012 2013 2014 2015 2016 2017 2018

H22 H23 H24 H25 H26 H27 H28 H29 H30

水海道千姫まつり 一日目 50,000 0 40,000 12,500 15,000 20,000 18,000 2,000 2,000 

水海道千姫まつり 二日目 25,000 8,000 10,000 

水海道千姫まつり 合計 50,000 0 40,000 12,500 15,000 20,000 43,000 10,000 12,000 

石下将門まつり 13,000 20,000 17,000 10,000 11,000 12,000 13,000 7,000 9,000 

常総きぬ川花火大会 110,000 110,000 110,000 110,000 100,000 100,000 130,000 130,000 110,000 

ふるさとまつり 30,000 36,000 30,000 20,000 18,000 0 20,000 25,000 25,000 

合計 253,000 166,000 237,000 165,000 159,000 152,000 249,000 182,000 168,000 
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SDGｓ 17 の目標（抜粋） 本ビションとの関係性 

 

目標 8 「働きがいも経済成長も」 

すべての人のための自足的，包摂的か

つ持続可能な経済成長，生産的な完

全雇用およびディーセント・ワーク（働き

がいのある人間らしい仕事）を推進する 

※ディーセント・ワーク…公正な所得，安心で

きる職場と家族の社会保障，自己啓発と社

会的統合のよりよい見通しを提供できる生産

的な雇用を誰もが得られる機会を意味する。 

 

 

 

 

目標 9.「産業と技術革新の基盤をつく

ろう」 

強靭なインフラを整備し，包摂的で持

続可能な産業化を推進するとともに，

技術革新の拡大を図る。 

 

 

 

 

目標 11.「住み続けられるまちづくりを」 

都市と人間の居住地を包摂的，安

全，強靭かつ持続可能にする。 

 

 

 

 

 

目標 17.「パートナーシップで目標を達

成しよう」 

持続可能な開発に向けて実施手続を

強化し，グローバル・パートナーシップを

活性化する。 

 

 

 

 

 

戦略分野1　　商業 　商業で "稼ぐ"

戦略分野3　　工業 　工業で "稼ぐ"

戦略分野1　　商業 　商業で "稼ぐ"

戦略分野3　　工業 　工業で "稼ぐ"

戦略分野4　　道の駅 　道の駅×産業で"稼ぐ"

戦略分野1　　商業 　商業で "稼ぐ"

戦略分野1　　商業 　商業で "稼ぐ"

戦略分野2　　観光 　観光で "稼ぐ"

戦略分野3　　工業 　工業で "稼ぐ"

戦略分野4　　道の駅 　道の駅×産業で"稼ぐ"

関連
戦略分野1　　商業 　商業で "稼ぐ"

関連
戦略分野3　　工業 　工業で "稼ぐ"

関連
戦略分野2　　観光 　観光で "稼ぐ"

戦略分野4　　道の駅 　道の駅×産業で"稼ぐ"

戦略分野4　　道の駅 　道の駅×産業で"稼ぐ"

戦略分野4　　道の駅 　道の駅×産業で"稼ぐ"

戦略分野1　　商業

戦略分野1　　商業

戦略分野1　　商業

戦略分野4　　道の駅

空き店舗対策の拡充・インフ

ラの整備など，一体的に取

り組む施策について，協議

会等を行い，全庁的に検討

していきます。 

戦略分野3　　工業

戦略分野3　　工業

戦略分野4　　道の駅

戦略分野3　　工業

分野 所属 役職 氏名

1 学識経験者 茨城大学 准教授 牧　　良明

2 商業 商工会 会長 青木　清人

3 〃 商工会青年部 部長 相山　隆司

4 〃 商工会女性部 部長 染谷　悦子

5 〃 商店会（諏訪町商店会） 代表 岩本　健太郎

6 〃 商店会（石下中央商店会） 会長 吉田　貞夫

7 工業 工場協会 会長 長岡　德樹

8 〃 大生郷工業団地連絡協議会 会長 佐藤　敦

9 〃 坂手工業団地連絡協議会 会長 石川　潤

10 〃 内守谷工業団地協議会 会長 太田　信介

11 観光 観光物産協会 会長 熊谷　昇

12 有識者 市議会議員 建設経済委員長 小林　剛

13 市 経済環境部 部長 宮田　道夫

意見を出し合うときの4つの原則

1 「批判厳禁」 他人の意見を批判しません！

2 「自由奔放」 思いついたことをどんどん言う！

3 「質より量」

いい意見ではなく，何でもいいからたくさん出す！

4 「結合改善」

他人の意見に自分のアイデアを加えて新しい
意見にする！

外部要因
商業 観光

工業 道の駅

　　・担い手不足

　　・廃業による商店数の減少

　　・空き店舗の増加

　　・商店街の衰退

　　・観光資源を活かしきれていない

　　・情報発信の不足

　　・産業集積エリアの不足

　　・雇用の確保が困難

　　・商業，工業，観光との

　　　連携不足

人口減少・少子高齢化

外部

要因

内部

要因



１．回答企業の概要

（１）所在地

・

（n=175,SA）

（２）利用土地面積

・ 1,000㎡未満が約３割で最も多く、次いで10,000㎡以上が約２割と二極化の傾向が見られました。

工　業　編

回答者の属性として、「水海道地区」の事業者が72件41.1％、、「石下地区」が65件37.1％、「工業団地内」が35件

20％となっています。

2019年度 2020 2021 2022 2023

埼玉方面

千葉方面

圏

央

道

国道294号

＜都市エリア＞
約31ha（公共施設等約7ha含む）・市街化区域

＜農地エリア＞
約14ha・市街化調整区域

観光農園ゾーン
（約4ha）

大規模施設園芸
ゾーン

（約10ha）

圏央道
常総IC

企業立地ゾーン
（約19ha）

都市公園
（約1ha）下妻方面

守谷方面

集客ゾーン
（約4ha）

道の駅
（公共施設・約2ha）

集客施設
（民間施設・約2ha）

 

つくば JCT 

常総 IC 

大栄 JCT 

八王子 JCT 

坂東 IC 

境古河 IC 

五霞 IC つくば中央 IC 

東金 JCT 

木更津 JCT 茅ヶ崎 JCT 

海老名 JCT 

鶴ヶ島 JCT 

藤岡 JCT 

高崎 JCT 
岩船 JCT 

栃木都賀 JCT 

友部 JCT 茨城町 JCT 

0 200m 

N 首都圏中央連絡自動車道（供用済） 

自動車専用道路（供用済） 

自動車専用道路（計画・構想） 

インターチェンジ 

国道 

※IC表記は常総 IC近辺及び主要ジャンクションに限定 
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玉村駅 

石下駅 

南石下駅 

三妻駅 

中妻駅 

北水海道駅 

水海道駅 

国道 
294 

国道 
354 

国道 
354 

圏央道 
常総ＩＣ 

 

北関東道 

福島県 

会津若松市 

千葉県柏市 

成田 
空港 

常総 IC 

千葉県 

木更津市 

神奈川県 
横浜市 

羽田 
空港 

圏央道 

関越道 

東北道 

常磐道 

国道 
294号 

東名道 

中央道 

東関東道 外 
環 道 

茨城 
空港 

観光振興
（地域資源の発掘）

農業振興
（地域ぐるみの６次産業化）

回遊型観光

商品流通

作物供給 商品供給

施設利用

体験観光

地域企業・商店

公共施設

市内農地

隣接産業施設

自然資源観光資源

道の駅

工業団地内, 
35, 20.0% 

水海道地区, 
72, 41.1% 

石下地区, 65, 
37.1% 

無回答, 3, 
1.7% 

1,000㎡未満, 55, 
31.4% 

1,000～3,000㎡未

満, 34, 19.4% 

3,000～5,000㎡未

満, 18, 10.3% 

5,000～10,000㎡

未満, 24, 13.7% 

10,000㎡以上, 39, 
22.3% 

無回答, 5, 2.9% 

2010 2011 2012 2013 2014 2015 2016 2017 2018

H22 H23 H24 H25 H26 H27 H28 H29 H30

水海道千姫まつり 一日目 50,000 0 40,000 12,500 15,000 20,000 18,000 2,000 2,000 

水海道千姫まつり 二日目 25,000 8,000 10,000 

水海道千姫まつり 合計 50,000 0 40,000 12,500 15,000 20,000 43,000 10,000 12,000 

石下将門まつり 13,000 20,000 17,000 10,000 11,000 12,000 13,000 7,000 9,000 

常総きぬ川花火大会 110,000 110,000 110,000 110,000 100,000 100,000 130,000 130,000 110,000 

ふるさとまつり 30,000 36,000 30,000 20,000 18,000 0 20,000 25,000 25,000 

合計 253,000 166,000 237,000 165,000 159,000 152,000 249,000 182,000 168,000 
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SDGｓ 17 の目標（抜粋） 本ビションとの関係性 

 

目標 8 「働きがいも経済成長も」 

すべての人のための自足的，包摂的か

つ持続可能な経済成長，生産的な完

全雇用およびディーセント・ワーク（働き

がいのある人間らしい仕事）を推進する 

※ディーセント・ワーク…公正な所得，安心で

きる職場と家族の社会保障，自己啓発と社

会的統合のよりよい見通しを提供できる生産

的な雇用を誰もが得られる機会を意味する。 

 

 

 

 

目標 9.「産業と技術革新の基盤をつく

ろう」 

強靭なインフラを整備し，包摂的で持

続可能な産業化を推進するとともに，

技術革新の拡大を図る。 

 

 

 

 

目標 11.「住み続けられるまちづくりを」 

都市と人間の居住地を包摂的，安

全，強靭かつ持続可能にする。 

 

 

 

 

 

目標 17.「パートナーシップで目標を達

成しよう」 

持続可能な開発に向けて実施手続を

強化し，グローバル・パートナーシップを

活性化する。 

 

 

 

 

 

戦略分野1　　商業 　商業で "稼ぐ"

戦略分野3　　工業 　工業で "稼ぐ"

戦略分野1　　商業 　商業で "稼ぐ"

戦略分野3　　工業 　工業で "稼ぐ"

戦略分野4　　道の駅 　道の駅×産業で"稼ぐ"

戦略分野1　　商業 　商業で "稼ぐ"

戦略分野1　　商業 　商業で "稼ぐ"

戦略分野2　　観光 　観光で "稼ぐ"

戦略分野3　　工業 　工業で "稼ぐ"

戦略分野4　　道の駅 　道の駅×産業で"稼ぐ"

関連
戦略分野1　　商業 　商業で "稼ぐ"

関連
戦略分野3　　工業 　工業で "稼ぐ"

関連
戦略分野2　　観光 　観光で "稼ぐ"

戦略分野4　　道の駅 　道の駅×産業で"稼ぐ"

戦略分野4　　道の駅 　道の駅×産業で"稼ぐ"

戦略分野4　　道の駅 　道の駅×産業で"稼ぐ"

戦略分野1　　商業

戦略分野1　　商業

戦略分野1　　商業

戦略分野4　　道の駅

戦略分野3　　工業

戦略分野3　　工業

戦略分野4　　道の駅

戦略分野3　　工業

分野 所属 役職 氏名

1 学識経験者 茨城大学 准教授 牧　　良明

2 商業 商工会 会長 青木　清人

3 〃 商工会青年部 部長 相山　隆司

4 〃 商工会女性部 部長 染谷　悦子

5 〃 商店会（諏訪町商店会） 代表 岩本　健太郎

6 〃 商店会（石下中央商店会） 会長 吉田　貞夫

7 工業 工場協会 会長 長岡　德樹

8 〃 大生郷工業団地連絡協議会 会長 佐藤　敦

9 〃 坂手工業団地連絡協議会 会長 石川　潤

10 〃 内守谷工業団地協議会 会長 太田　信介

11 観光 観光物産協会 会長 熊谷　昇

12 有識者 市議会議員 建設経済委員長 小林　剛

13 市 経済環境部 部長 宮田　道夫

意見を出し合うときの4つの原則

1 「批判厳禁」 他人の意見を批判しません！

2 「自由奔放」 思いついたことをどんどん言う！

3 「質より量」

いい意見ではなく，何でもいいからたくさん出す！

4 「結合改善」

他人の意見に自分のアイデアを加えて新しい
意見にする！

外部要因
商業 観光

工業 道の駅

　　・担い手不足

　　・廃業による商店数の減少

　　・空き店舗の増加

　　・商店街の衰退

　　・観光資源を活かしきれていない

　　・情報発信の不足

　　・産業集積エリアの不足

　　・雇用の確保が困難

　　・商業，工業，観光との

　　　連携不足

人口減少・少子高齢化

外部

要因

内部

要因



（３）業種

・ 製造業が最も多く、次いで建設業が多いことが分かります。製造業及び建設業で全体の87.4%を占めます。

情報通信業、運輸業、教育・学習支援業、医療・福祉業の回答数は０でした。

（４）法人、個人の別

・

（５）事業所形態

・ 単独事業所が105件、60％と過半数を占め、

次いで本社、本店が30件、17.1%です。

法人、個人の別では「法人」が約８割を占めま

す。

2019年度 2020 2021 2022 2023

埼玉方面

千葉方面

圏

央

道

国道294号

＜都市エリア＞
約31ha（公共施設等約7ha含む）・市街化区域

＜農地エリア＞
約14ha・市街化調整区域

観光農園ゾーン
（約4ha）

大規模施設園芸
ゾーン

（約10ha）

圏央道
常総IC

企業立地ゾーン
（約19ha）

都市公園
（約1ha）下妻方面

守谷方面

集客ゾーン
（約4ha）

道の駅
（公共施設・約2ha）

集客施設
（民間施設・約2ha）

 

つくば JCT 

常総 IC 

大栄 JCT 

八王子 JCT 

坂東 IC 

境古河 IC 

五霞 IC つくば中央 IC 

東金 JCT 

木更津 JCT 茅ヶ崎 JCT 

海老名 JCT 

鶴ヶ島 JCT 

藤岡 JCT 

高崎 JCT 
岩船 JCT 

栃木都賀 JCT 

友部 JCT 茨城町 JCT 

0 200m 

N 首都圏中央連絡自動車道（供用済） 

自動車専用道路（供用済） 

自動車専用道路（計画・構想） 

インターチェンジ 

国道 

※IC表記は常総 IC近辺及び主要ジャンクションに限定 

鬼
怒
川 

関
東
鉄
道
常
総
線 

玉村駅 

石下駅 

南石下駅 

三妻駅 

中妻駅 

北水海道駅 

水海道駅 

国道 
294 

国道 
354 

国道 
354 

圏央道 
常総ＩＣ 

 

北関東道 

福島県 

会津若松市 

千葉県柏市 

成田 
空港 

常総 IC 

千葉県 

木更津市 

神奈川県 
横浜市 

羽田 
空港 

圏央道 

関越道 

東北道 

常磐道 

国道 
294号 

東名道 

中央道 

東関東道 外 
環 道 

茨城 
空港 

観光振興
（地域資源の発掘）

農業振興
（地域ぐるみの６次産業化）

回遊型観光

商品流通

作物供給 商品供給

施設利用

体験観光

地域企業・商店

公共施設

市内農地

隣接産業施設

自然資源観光資源

道の駅

2 

74 

86 

0 

0 

4 

3 

1 

2 

0 

0 

2 

9 

0 20 40 60 80 100 

農林水産業 

建設業 

製造業 

情報通信業 

運輸業 

卸売業・小売業 

不動産業 

宿泊業・飲食業 

生活関連サービス業・娯楽業 

教育・学習支援業 

医療・福祉業 

自動車整備業・機械修理業 

その他 

法人, 
137, 

78.3% 

個人, 36, 
20.6% 

無回答, 
2, 1.1% 

単独事業所, 
105, 60.0% 

本社、本店, 
30, 17.1% 

支社・工場な

ど出先事業

所, 40, 
22.9% 

無回答, 0, 
0.0% 

2010 2011 2012 2013 2014 2015 2016 2017 2018

H22 H23 H24 H25 H26 H27 H28 H29 H30

水海道千姫まつり 一日目 50,000 0 40,000 12,500 15,000 20,000 18,000 2,000 2,000 

水海道千姫まつり 二日目 25,000 8,000 10,000 

水海道千姫まつり 合計 50,000 0 40,000 12,500 15,000 20,000 43,000 10,000 12,000 

石下将門まつり 13,000 20,000 17,000 10,000 11,000 12,000 13,000 7,000 9,000 

常総きぬ川花火大会 110,000 110,000 110,000 110,000 100,000 100,000 130,000 130,000 110,000 

ふるさとまつり 30,000 36,000 30,000 20,000 18,000 0 20,000 25,000 25,000 

合計 253,000 166,000 237,000 165,000 159,000 152,000 249,000 182,000 168,000 

0 

50,000 

100,000 

150,000 

200,000 

250,000 

300,000 

SDGｓ 17 の目標（抜粋） 本ビションとの関係性 

 

目標 8 「働きがいも経済成長も」 

すべての人のための自足的，包摂的か

つ持続可能な経済成長，生産的な完

全雇用およびディーセント・ワーク（働き

がいのある人間らしい仕事）を推進する 

※ディーセント・ワーク…公正な所得，安心で

きる職場と家族の社会保障，自己啓発と社

会的統合のよりよい見通しを提供できる生産

的な雇用を誰もが得られる機会を意味する。 

 

 

 

 

目標 9.「産業と技術革新の基盤をつく

ろう」 

強靭なインフラを整備し，包摂的で持

続可能な産業化を推進するとともに，

技術革新の拡大を図る。 

 

 

 

 

目標 11.「住み続けられるまちづくりを」 

都市と人間の居住地を包摂的，安

全，強靭かつ持続可能にする。 

 

 

 

 

 

目標 17.「パートナーシップで目標を達

成しよう」 

持続可能な開発に向けて実施手続を

強化し，グローバル・パートナーシップを

活性化する。 

 

 

 

 

 

戦略分野1　　商業 　商業で "稼ぐ"

戦略分野3　　工業 　工業で "稼ぐ"

戦略分野1　　商業 　商業で "稼ぐ"

戦略分野3　　工業 　工業で "稼ぐ"

戦略分野4　　道の駅 　道の駅×産業で"稼ぐ"

戦略分野1　　商業 　商業で "稼ぐ"

戦略分野1　　商業 　商業で "稼ぐ"

戦略分野2　　観光 　観光で "稼ぐ"

戦略分野3　　工業 　工業で "稼ぐ"

戦略分野4　　道の駅 　道の駅×産業で"稼ぐ"

関連
戦略分野1　　商業 　商業で "稼ぐ"

関連
戦略分野3　　工業 　工業で "稼ぐ"

関連
戦略分野2　　観光 　観光で "稼ぐ"

戦略分野4　　道の駅 　道の駅×産業で"稼ぐ"

戦略分野4　　道の駅 　道の駅×産業で"稼ぐ"

戦略分野4　　道の駅 　道の駅×産業で"稼ぐ"

戦略分野1　　商業

戦略分野1　　商業

戦略分野1　　商業

戦略分野4　　道の駅

戦略分野3　　工業

戦略分野3　　工業

戦略分野4　　道の駅

戦略分野3　　工業

分野 所属 役職 氏名

1 学識経験者 茨城大学 准教授 牧　　良明

2 商業 商工会 会長 青木　清人

3 〃 商工会青年部 部長 相山　隆司

4 〃 商工会女性部 部長 染谷　悦子

5 〃 商店会（諏訪町商店会） 代表 岩本　健太郎

6 〃 商店会（石下中央商店会） 会長 吉田　貞夫

7 工業 工場協会 会長 長岡　德樹

8 〃 大生郷工業団地連絡協議会 会長 佐藤　敦

9 〃 坂手工業団地連絡協議会 会長 石川　潤

10 〃 内守谷工業団地協議会 会長 太田　信介

11 観光 観光物産協会 会長 熊谷　昇

12 有識者 市議会議員 建設経済委員長 小林　剛

13 市 経済環境部 部長 宮田　道夫

意見を出し合うときの4つの原則

1 「批判厳禁」 他人の意見を批判しません！

2 「自由奔放」 思いついたことをどんどん言う！

3 「質より量」

いい意見ではなく，何でもいいからたくさん出す！

4 「結合改善」

他人の意見に自分のアイデアを加えて新しい
意見にする！

外部要因
商業 観光

工業 道の駅

　　・担い手不足

　　・廃業による商店数の減少

　　・空き店舗の増加

　　・商店街の衰退

　　・観光資源を活かしきれていない

　　・情報発信の不足

　　・産業集積エリアの不足

　　・雇用の確保が困難

　　・商業，工業，観光との

　　　連携不足

人口減少・少子高齢化

外部

要因

内部

要因



（５）-１　事業所の土地・建物の所有関係
・

（６）従業者数

・

（７）３年後の売上高予測

・

自己所有が146件、83.4%と大部分を占め、

次いで借地に自社施設が15件、8.6%と、施

設の所有率が高いことが分かります。

4人以下が55件，31.4%と最も多く，次いで

5〜9人以下が36件，20.6%であった。10人

以下の企業が過半数を占める。

３年後の売上高に対して、横ばいが60件、

34.3%と最も多く、次いでやや増加が36件、

20.6%、やや減少が34件、19.4%とほぼ同

数です。

2019年度 2020 2021 2022 2023

埼玉方面

千葉方面

圏

央

道

国道294号

＜都市エリア＞
約31ha（公共施設等約7ha含む）・市街化区域

＜農地エリア＞
約14ha・市街化調整区域

観光農園ゾーン
（約4ha）

大規模施設園芸
ゾーン

（約10ha）

圏央道
常総IC

企業立地ゾーン
（約19ha）

都市公園
（約1ha）下妻方面

守谷方面

集客ゾーン
（約4ha）

道の駅
（公共施設・約2ha）

集客施設
（民間施設・約2ha）

 

つくば JCT 

常総 IC 

大栄 JCT 

八王子 JCT 

坂東 IC 

境古河 IC 

五霞 IC つくば中央 IC 

東金 JCT 

木更津 JCT 茅ヶ崎 JCT 

海老名 JCT 

鶴ヶ島 JCT 

藤岡 JCT 

高崎 JCT 
岩船 JCT 

栃木都賀 JCT 

友部 JCT 茨城町 JCT 

0 200m 

N 首都圏中央連絡自動車道（供用済） 

自動車専用道路（供用済） 

自動車専用道路（計画・構想） 

インターチェンジ 

国道 

※IC表記は常総 IC近辺及び主要ジャンクションに限定 

鬼
怒
川 

関
東
鉄
道
常
総
線 

玉村駅 

石下駅 

南石下駅 

三妻駅 

中妻駅 

北水海道駅 

水海道駅 

国道 
294 

国道 
354 

国道 
354 

圏央道 
常総ＩＣ 

 

北関東道 

福島県 

会津若松市 

千葉県柏市 

成田 
空港 

常総 IC 

千葉県 

木更津市 

神奈川県 
横浜市 

羽田 
空港 

圏央道 

関越道 

東北道 

常磐道 

国道 
294号 

東名道 

中央道 

東関東道 外 
環 道 

茨城 
空港 

観光振興
（地域資源の発掘）

農業振興
（地域ぐるみの６次産業化）

回遊型観光

商品流通

作物供給 商品供給

施設利用

体験観光

地域企業・商店

公共施設

市内農地

隣接産業施設

自然資源観光資源

道の駅

自己所有, 
146, 83.4% 

借地に自

社施設, 15, 
8.6% 

土地建物と

も賃借, 12, 
6.9% 

その他, 2, 
1.1% 

10％以上増

加, 15, 8.6% 

やや増加, 
36, 20.6% 

横ばい, 60, 
34.3% 

やや減少, 
34, 19.4% 

10％以上減

少, 25, 14.3% 

無回答, 5, 
2.9% 

4人以下, 

55, 31.4% 

5～9

人, 36, 

20.6% 

10～29人, 

34, 19.4% 

30～99人, 

31, 17.7% 

100人～299

人, 11, 6.3% 

300人以上, 

6, 3.4% 
無回答, 2, 

1.1% 

2010 2011 2012 2013 2014 2015 2016 2017 2018

H22 H23 H24 H25 H26 H27 H28 H29 H30

水海道千姫まつり 一日目 50,000 0 40,000 12,500 15,000 20,000 18,000 2,000 2,000 

水海道千姫まつり 二日目 25,000 8,000 10,000 

水海道千姫まつり 合計 50,000 0 40,000 12,500 15,000 20,000 43,000 10,000 12,000 

石下将門まつり 13,000 20,000 17,000 10,000 11,000 12,000 13,000 7,000 9,000 

常総きぬ川花火大会 110,000 110,000 110,000 110,000 100,000 100,000 130,000 130,000 110,000 

ふるさとまつり 30,000 36,000 30,000 20,000 18,000 0 20,000 25,000 25,000 

合計 253,000 166,000 237,000 165,000 159,000 152,000 249,000 182,000 168,000 

0 

50,000 

100,000 

150,000 

200,000 

250,000 

300,000 

SDGｓ 17 の目標（抜粋） 本ビションとの関係性 

 

目標 8 「働きがいも経済成長も」 

すべての人のための自足的，包摂的か

つ持続可能な経済成長，生産的な完

全雇用およびディーセント・ワーク（働き

がいのある人間らしい仕事）を推進する 

※ディーセント・ワーク…公正な所得，安心で

きる職場と家族の社会保障，自己啓発と社

会的統合のよりよい見通しを提供できる生産

的な雇用を誰もが得られる機会を意味する。 

 

 

 

 

目標 9.「産業と技術革新の基盤をつく

ろう」 

強靭なインフラを整備し，包摂的で持

続可能な産業化を推進するとともに，

技術革新の拡大を図る。 

 

 

 

 

目標 11.「住み続けられるまちづくりを」 

都市と人間の居住地を包摂的，安

全，強靭かつ持続可能にする。 

 

 

 

 

 

目標 17.「パートナーシップで目標を達

成しよう」 

持続可能な開発に向けて実施手続を

強化し，グローバル・パートナーシップを

活性化する。 

 

 

 

 

 

戦略分野1　　商業 　商業で "稼ぐ"

戦略分野3　　工業 　工業で "稼ぐ"

戦略分野1　　商業 　商業で "稼ぐ"

戦略分野3　　工業 　工業で "稼ぐ"

戦略分野4　　道の駅 　道の駅×産業で"稼ぐ"

戦略分野1　　商業 　商業で "稼ぐ"

戦略分野1　　商業 　商業で "稼ぐ"

戦略分野2　　観光 　観光で "稼ぐ"

戦略分野3　　工業 　工業で "稼ぐ"

戦略分野4　　道の駅 　道の駅×産業で"稼ぐ"

関連
戦略分野1　　商業 　商業で "稼ぐ"

関連
戦略分野3　　工業 　工業で "稼ぐ"

関連
戦略分野2　　観光 　観光で "稼ぐ"

戦略分野4　　道の駅 　道の駅×産業で"稼ぐ"

戦略分野4　　道の駅 　道の駅×産業で"稼ぐ"

戦略分野4　　道の駅 　道の駅×産業で"稼ぐ"

戦略分野1　　商業

戦略分野1　　商業

戦略分野1　　商業

戦略分野4　　道の駅

戦略分野3　　工業

戦略分野3　　工業

戦略分野4　　道の駅

戦略分野3　　工業

分野 所属 役職 氏名

1 学識経験者 茨城大学 准教授 牧　　良明

2 商業 商工会 会長 青木　清人

3 〃 商工会青年部 部長 相山　隆司

4 〃 商工会女性部 部長 染谷　悦子

5 〃 商店会（諏訪町商店会） 代表 岩本　健太郎

6 〃 商店会（石下中央商店会） 会長 吉田　貞夫

7 工業 工場協会 会長 長岡　德樹

8 〃 大生郷工業団地連絡協議会 会長 佐藤　敦

9 〃 坂手工業団地連絡協議会 会長 石川　潤

10 〃 内守谷工業団地協議会 会長 太田　信介

11 観光 観光物産協会 会長 熊谷　昇

12 有識者 市議会議員 建設経済委員長 小林　剛

13 市 経済環境部 部長 宮田　道夫

意見を出し合うときの4つの原則

1 「批判厳禁」 他人の意見を批判しません！

2 「自由奔放」 思いついたことをどんどん言う！

3 「質より量」

いい意見ではなく，何でもいいからたくさん出す！

4 「結合改善」

他人の意見に自分のアイデアを加えて新しい
意見にする！

外部要因
商業 観光

工業 道の駅

　　・担い手不足

　　・廃業による商店数の減少

　　・空き店舗の増加

　　・商店街の衰退

　　・観光資源を活かしきれていない

　　・情報発信の不足

　　・産業集積エリアの不足

　　・雇用の確保が困難

　　・商業，工業，観光との

　　　連携不足

人口減少・少子高齢化

外部

要因

内部

要因



（８）顧客・納品先など取引先の主な所在地

・

（９）外注先・調達先の主な所在地

・

２．立地環境

（10）常総市の企業立地・操業環境

・

・

「良い」「やや良い」の評価については、「幹線道路網の利用の便」が最も多く、「原材料等の入手の便」「誌上への輸送の

便」の順でした。
一方で「悪い」「やや悪い」の評価については、「労働力の確保」が最も多く、「鉄道利用の便」「街路・下水道など都市基

盤」の順でした。

取引先の主な所在地は、茨城県内が66件、

37.7%と最も多く、次いで関東圏内が49件、

28.0%であり、比較的近き地域を挙げる事業

者が多い一方で、全国を主要取引先としている

事業者も37件21.1%と５社に1社を上回る水

準です。

茨城県内は65件、37.4％と最も多く、次いで

関東圏内は60件、34.5%です。取引先などの

所在地と比較すると茨城県内はほぼ同数でした

が、関東圏内は増加しており、近い地域での取

引が多くなっています。

2019年度 2020 2021 2022 2023

埼玉方面

千葉方面

圏

央

道

国道294号

＜都市エリア＞
約31ha（公共施設等約7ha含む）・市街化区域

＜農地エリア＞
約14ha・市街化調整区域

観光農園ゾーン
（約4ha）

大規模施設園芸
ゾーン

（約10ha）

圏央道
常総IC

企業立地ゾーン
（約19ha）

都市公園
（約1ha）下妻方面

守谷方面

集客ゾーン
（約4ha）

道の駅
（公共施設・約2ha）

集客施設
（民間施設・約2ha）

 

つくば JCT 

常総 IC 

大栄 JCT 

八王子 JCT 

坂東 IC 

境古河 IC 

五霞 IC つくば中央 IC 

東金 JCT 

木更津 JCT 茅ヶ崎 JCT 

海老名 JCT 

鶴ヶ島 JCT 

藤岡 JCT 

高崎 JCT 
岩船 JCT 

栃木都賀 JCT 

友部 JCT 茨城町 JCT 

0 200m 

N 首都圏中央連絡自動車道（供用済） 

自動車専用道路（供用済） 

自動車専用道路（計画・構想） 

インターチェンジ 

国道 

※IC表記は常総 IC近辺及び主要ジャンクションに限定 

鬼
怒
川 

関
東
鉄
道
常
総
線 

玉村駅 

石下駅 

南石下駅 

三妻駅 

中妻駅 

北水海道駅 

水海道駅 

国道 
294 

国道 
354 

国道 
354 

圏央道 
常総ＩＣ 

 

北関東道 

福島県 

会津若松市 

千葉県柏市 

成田 
空港 

常総 IC 

千葉県 

木更津市 

神奈川県 
横浜市 

羽田 
空港 

圏央道 

関越道 

東北道 

常磐道 

国道 
294号 

東名道 

中央道 

東関東道 外 
環 道 

茨城 
空港 

観光振興
（地域資源の発掘）

農業振興
（地域ぐるみの６次産業化）

回遊型観光

商品流通

作物供給 商品供給

施設利用

体験観光

地域企業・商店

公共施設

市内農地

隣接産業施設

自然資源観光資源

道の駅

常総

市内, 
17, 

9.7% 

茨城県

内, 66, 
37.7% 

関東圏内, 
49, 28.0% 

全国, 37, 
21.1% 

海外, 4, 2.3% 

その他, 
2, 1.1% 

無回答, 0, 
0.0% 

常総市内, 
15, 8.6% 

茨城県

内, 65, 
37.4% 

関東圏内, 60, 
34.5% 

全国, 31, 
17.8% 

海外, 3, 1.7% 

18 

15 

3 

3 

2 

4 

10 

0 

0 
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5 

2 

3 
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37 

40 

6 
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14 

25 

62 

9 

9 

10 

15 

11 

13 

11 

86 

81 

43 

81 

76 

80 

51 

44 

61 

90 

91 

70 

72 

82 

16 

15 

67 

42 

26 

23 

27 

50 

54 

20 

15 

32 

31 

37 

2 

0 

40 

8 

15 

8 

7 

44 

26 

11 

5 

18 

16 

12 

0 20 40 60 80 100 120 140 160 180 

原材料等の入手の便 

市場への輸送の便 

労働力の確保 

下請関連企業の集積 

学術研究機関の集積 

地価用地取得の容易さ 

幹線道路網の利用の便 

鉄道利用の便 

街路・下水道など都市基盤 

工業用水の確保 

本社・親会社への近接性 

県・市の助成金等 

市の誘致熱心さ、協力姿勢 

社員の居住・子供の教育環境 

良い やや良い 普通 やや悪い 悪い 

2010 2011 2012 2013 2014 2015 2016 2017 2018

H22 H23 H24 H25 H26 H27 H28 H29 H30

水海道千姫まつり 一日目 50,000 0 40,000 12,500 15,000 20,000 18,000 2,000 2,000 

水海道千姫まつり 二日目 25,000 8,000 10,000 

水海道千姫まつり 合計 50,000 0 40,000 12,500 15,000 20,000 43,000 10,000 12,000 

石下将門まつり 13,000 20,000 17,000 10,000 11,000 12,000 13,000 7,000 9,000 

常総きぬ川花火大会 110,000 110,000 110,000 110,000 100,000 100,000 130,000 130,000 110,000 

ふるさとまつり 30,000 36,000 30,000 20,000 18,000 0 20,000 25,000 25,000 

合計 253,000 166,000 237,000 165,000 159,000 152,000 249,000 182,000 168,000 

0 

50,000 

100,000 

150,000 

200,000 

250,000 

300,000 

SDGｓ 17 の目標（抜粋） 本ビションとの関係性 

 

目標 8 「働きがいも経済成長も」 

すべての人のための自足的，包摂的か

つ持続可能な経済成長，生産的な完

全雇用およびディーセント・ワーク（働き

がいのある人間らしい仕事）を推進する 

※ディーセント・ワーク…公正な所得，安心で

きる職場と家族の社会保障，自己啓発と社

会的統合のよりよい見通しを提供できる生産

的な雇用を誰もが得られる機会を意味する。 

 

 

 

 

目標 9.「産業と技術革新の基盤をつく

ろう」 

強靭なインフラを整備し，包摂的で持

続可能な産業化を推進するとともに，

技術革新の拡大を図る。 

 

 

 

 

目標 11.「住み続けられるまちづくりを」 

都市と人間の居住地を包摂的，安

全，強靭かつ持続可能にする。 

 

 

 

 

 

目標 17.「パートナーシップで目標を達

成しよう」 

持続可能な開発に向けて実施手続を

強化し，グローバル・パートナーシップを

活性化する。 

 

 

 

 

 

戦略分野1　　商業 　商業で "稼ぐ"

戦略分野3　　工業 　工業で "稼ぐ"

戦略分野1　　商業 　商業で "稼ぐ"

戦略分野3　　工業 　工業で "稼ぐ"

戦略分野4　　道の駅 　道の駅×産業で"稼ぐ"

戦略分野1　　商業 　商業で "稼ぐ"

戦略分野1　　商業 　商業で "稼ぐ"

戦略分野2　　観光 　観光で "稼ぐ"

戦略分野3　　工業 　工業で "稼ぐ"

戦略分野4　　道の駅 　道の駅×産業で"稼ぐ"

関連
戦略分野1　　商業 　商業で "稼ぐ"

関連
戦略分野3　　工業 　工業で "稼ぐ"

関連
戦略分野2　　観光 　観光で "稼ぐ"

戦略分野4　　道の駅 　道の駅×産業で"稼ぐ"

戦略分野4　　道の駅 　道の駅×産業で"稼ぐ"

戦略分野4　　道の駅 　道の駅×産業で"稼ぐ"

戦略分野1　　商業

戦略分野1　　商業

戦略分野1　　商業

戦略分野4　　道の駅

戦略分野3　　工業

戦略分野3　　工業

戦略分野4　　道の駅

 

労働力確保に直結する

取組→ 

雇用対策を実施する／ 

企業の魅力を発信する 

戦略分野3　　工業

分野 所属 役職 氏名

1 学識経験者 茨城大学 准教授 牧　　良明

2 商業 商工会 会長 青木　清人

3 〃 商工会青年部 部長 相山　隆司

4 〃 商工会女性部 部長 染谷　悦子

5 〃 商店会（諏訪町商店会） 代表 岩本　健太郎

6 〃 商店会（石下中央商店会） 会長 吉田　貞夫

7 工業 工場協会 会長 長岡　德樹

8 〃 大生郷工業団地連絡協議会 会長 佐藤　敦

9 〃 坂手工業団地連絡協議会 会長 石川　潤

10 〃 内守谷工業団地協議会 会長 太田　信介

11 観光 観光物産協会 会長 熊谷　昇

12 有識者 市議会議員 建設経済委員長 小林　剛

13 市 経済環境部 部長 宮田　道夫

意見を出し合うときの4つの原則

1 「批判厳禁」 他人の意見を批判しません！

2 「自由奔放」 思いついたことをどんどん言う！

3 「質より量」

いい意見ではなく，何でもいいからたくさん出す！

4 「結合改善」

他人の意見に自分のアイデアを加えて新しい
意見にする！

外部要因
商業 観光

工業 道の駅

　　・担い手不足

　　・廃業による商店数の減少

　　・空き店舗の増加

　　・商店街の衰退

　　・観光資源を活かしきれていない

　　・情報発信の不足

　　・産業集積エリアの不足

　　・雇用の確保が困難

　　・商業，工業，観光との

　　　連携不足

人口減少・少子高齢化

外部

要因

内部

要因



（11）常総市の立地条件・操業環境の総合評価

・

（11）-1　立地条件などの評価の改善や向上させる対策

・

３．今後の見通し・方向

（12）今後５年間の見通し・方向

・

・ 一方、「現在地の事業を休止・廃止」が3件、

1.7%と少ないことが分かります。

「現状維持」が91件、52％と最も多く、過半数

を占めます。「規模を拡大する」の回答も38件、

21.7％と次いで多くなっています。

総合評価については、「普通」が85件、48.6%と

約半数を占めます。「良い」「やや良い」の合計は、

32件18.3%であり、「悪い」「やや悪い」の合計

は、46件26.3%と「良い」評価を上回っています。

「労働力確保が容易になる対策」が最も多く、117件で、次いで、「税の減免など立地優遇策の充実」62件、「下水道、

排水路等の都市基盤整備」と続きます。

2019年度 2020 2021 2022 2023

埼玉方面

千葉方面

圏

央

道

国道294号

＜都市エリア＞
約31ha（公共施設等約7ha含む）・市街化区域

＜農地エリア＞
約14ha・市街化調整区域

観光農園ゾーン
（約4ha）

大規模施設園芸
ゾーン

（約10ha）

圏央道
常総IC

企業立地ゾーン
（約19ha）

都市公園
（約1ha）下妻方面

守谷方面

集客ゾーン
（約4ha）

道の駅
（公共施設・約2ha）

集客施設
（民間施設・約2ha）

 

つくば JCT 

常総 IC 

大栄 JCT 

八王子 JCT 

坂東 IC 

境古河 IC 

五霞 IC つくば中央 IC 

東金 JCT 

木更津 JCT 茅ヶ崎 JCT 

海老名 JCT 

鶴ヶ島 JCT 

藤岡 JCT 

高崎 JCT 
岩船 JCT 

栃木都賀 JCT 

友部 JCT 茨城町 JCT 

0 200m 

N 首都圏中央連絡自動車道（供用済） 

自動車専用道路（供用済） 

自動車専用道路（計画・構想） 

インターチェンジ 

国道 

※IC表記は常総 IC近辺及び主要ジャンクションに限定 

鬼
怒
川 

関
東
鉄
道
常
総
線 

玉村駅 

石下駅 

南石下駅 

三妻駅 

中妻駅 

北水海道駅 

水海道駅 

国道 
294 

国道 
354 

国道 
354 

圏央道 
常総ＩＣ 

 

北関東道 

福島県 

会津若松市 

千葉県柏市 

成田 
空港 

常総 IC 

千葉県 

木更津市 

神奈川県 
横浜市 

羽田 
空港 

圏央道 

関越道 

東北道 

常磐道 

国道 
294号 

東名道 

中央道 

東関東道 外 
環 道 

茨城 
空港 

観光振興
（地域資源の発掘）

農業振興
（地域ぐるみの６次産業化）

回遊型観光

商品流通

作物供給 商品供給

施設利用

体験観光

地域企業・商店

公共施設

市内農地

隣接産業施設

自然資源観光資源

道の駅

良い, 4, 2.3% やや良い, 28, 
16.0% 

普通, 85, 
48.6% 

やや悪い, 35, 
20.0% 

悪い, 11, 
6.3% 

無回答, 
12, 6.9% 

44 

117 

52 

26 

35 

62 

15 

31 

26 

12 

4 

0 20 40 60 80 100 120 140 

渋滞解消など交通輸送環境の改善 

労働力確保が容易になる対策 

下水道、排水路等の都市基盤整備 

市内企業間の連携対策 

用地の取得・賃借が容易になる対策 

税の減免など立地優遇策の充実 

加工下請など外注先が得やすくなる対策 

住宅、教育などの水準の向上 

情報通信インフラの整備・高度化 

大学や試験研究機関との連携対策 

その他 

規模を拡大

する, 38, 
21.7% 

現状維持, 
91, 52.0% 

規模を縮小

する, 13, 
7.4% 

現在地の事

業を休止・廃

止, 3, 1.7% 

わからない, 
23, 13.1% 

その他, 
1, 0.6% 

無回答, 
6, 3.4% 

2010 2011 2012 2013 2014 2015 2016 2017 2018

H22 H23 H24 H25 H26 H27 H28 H29 H30

水海道千姫まつり 一日目 50,000 0 40,000 12,500 15,000 20,000 18,000 2,000 2,000 

水海道千姫まつり 二日目 25,000 8,000 10,000 

水海道千姫まつり 合計 50,000 0 40,000 12,500 15,000 20,000 43,000 10,000 12,000 

石下将門まつり 13,000 20,000 17,000 10,000 11,000 12,000 13,000 7,000 9,000 

常総きぬ川花火大会 110,000 110,000 110,000 110,000 100,000 100,000 130,000 130,000 110,000 

ふるさとまつり 30,000 36,000 30,000 20,000 18,000 0 20,000 25,000 25,000 

合計 253,000 166,000 237,000 165,000 159,000 152,000 249,000 182,000 168,000 
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50,000 

100,000 

150,000 

200,000 

250,000 

300,000 

SDGｓ 17 の目標（抜粋） 本ビションとの関係性 

 

目標 8 「働きがいも経済成長も」 

すべての人のための自足的，包摂的か

つ持続可能な経済成長，生産的な完

全雇用およびディーセント・ワーク（働き

がいのある人間らしい仕事）を推進する 

※ディーセント・ワーク…公正な所得，安心で

きる職場と家族の社会保障，自己啓発と社

会的統合のよりよい見通しを提供できる生産

的な雇用を誰もが得られる機会を意味する。 

 

 

 

 

目標 9.「産業と技術革新の基盤をつく

ろう」 

強靭なインフラを整備し，包摂的で持

続可能な産業化を推進するとともに，

技術革新の拡大を図る。 

 

 

 

 

目標 11.「住み続けられるまちづくりを」 

都市と人間の居住地を包摂的，安

全，強靭かつ持続可能にする。 

 

 

 

 

 

目標 17.「パートナーシップで目標を達

成しよう」 

持続可能な開発に向けて実施手続を

強化し，グローバル・パートナーシップを

活性化する。 

 

 

 

 

 

戦略分野1　　商業 　商業で "稼ぐ"

戦略分野3　　工業 　工業で "稼ぐ"

戦略分野1　　商業 　商業で "稼ぐ"

戦略分野3　　工業 　工業で "稼ぐ"

戦略分野4　　道の駅 　道の駅×産業で"稼ぐ"

戦略分野1　　商業 　商業で "稼ぐ"

戦略分野1　　商業 　商業で "稼ぐ"

戦略分野2　　観光 　観光で "稼ぐ"

戦略分野3　　工業 　工業で "稼ぐ"

戦略分野4　　道の駅 　道の駅×産業で"稼ぐ"

関連
戦略分野1　　商業 　商業で "稼ぐ"

関連
戦略分野3　　工業 　工業で "稼ぐ"

関連
戦略分野2　　観光 　観光で "稼ぐ"

戦略分野4　　道の駅 　道の駅×産業で"稼ぐ"

戦略分野4　　道の駅 　道の駅×産業で"稼ぐ"

戦略分野4　　道の駅 　道の駅×産業で"稼ぐ"

戦略分野1　　商業

戦略分野1　　商業

戦略分野1　　商業

戦略分野4　　道の駅

戦略分野3　　工業

戦略分野3　　工業

戦略分野4　　道の駅

戦略分野3　　工業

分野 所属 役職 氏名

1 学識経験者 茨城大学 准教授 牧　　良明

2 商業 商工会 会長 青木　清人

3 〃 商工会青年部 部長 相山　隆司

4 〃 商工会女性部 部長 染谷　悦子

5 〃 商店会（諏訪町商店会） 代表 岩本　健太郎

6 〃 商店会（石下中央商店会） 会長 吉田　貞夫

7 工業 工場協会 会長 長岡　德樹

8 〃 大生郷工業団地連絡協議会 会長 佐藤　敦

9 〃 坂手工業団地連絡協議会 会長 石川　潤

10 〃 内守谷工業団地協議会 会長 太田　信介

11 観光 観光物産協会 会長 熊谷　昇

12 有識者 市議会議員 建設経済委員長 小林　剛

13 市 経済環境部 部長 宮田　道夫

意見を出し合うときの4つの原則

1 「批判厳禁」 他人の意見を批判しません！

2 「自由奔放」 思いついたことをどんどん言う！

3 「質より量」

いい意見ではなく，何でもいいからたくさん出す！

4 「結合改善」

他人の意見に自分のアイデアを加えて新しい
意見にする！

外部要因
商業 観光

工業 道の駅

　　・担い手不足

　　・廃業による商店数の減少

　　・空き店舗の増加

　　・商店街の衰退

　　・観光資源を活かしきれていない

　　・情報発信の不足

　　・産業集積エリアの不足

　　・雇用の確保が困難

　　・商業，工業，観光との

　　　連携不足

人口減少・少子高齢化

外部

要因

内部

要因



（13）-1  今後５年間に可能性のある取り組み

・

（13）-2　取り組み内容

１．販路開拓・事業エリアの拡大 ２．新製品・新サービスの開発・展開

３．生産・営業拠点等の移転、新増設 ４．技術力向上・研究開発力の強化

５．提携、合併による事業変化 ６．業態・業務等の転換

「技術力向上・研究開発力の強化」が28件と最も多く、次いで「新製品・新サービスの開発・展開」が24件と

つづく。事業所の機能強化についての取り組みの可能性が高いことが伺えます。

2019年度 2020 2021 2022 2023

埼玉方面

千葉方面

圏

央

道

国道294号

＜都市エリア＞
約31ha（公共施設等約7ha含む）・市街化区域

＜農地エリア＞
約14ha・市街化調整区域

観光農園ゾーン
（約4ha）

大規模施設園芸
ゾーン

（約10ha）

圏央道
常総IC

企業立地ゾーン
（約19ha）

都市公園
（約1ha）下妻方面

守谷方面

集客ゾーン
（約4ha）

道の駅
（公共施設・約2ha）

集客施設
（民間施設・約2ha）

 

つくば JCT 

常総 IC 

大栄 JCT 

八王子 JCT 

坂東 IC 

境古河 IC 

五霞 IC つくば中央 IC 

東金 JCT 

木更津 JCT 茅ヶ崎 JCT 

海老名 JCT 

鶴ヶ島 JCT 

藤岡 JCT 

高崎 JCT 
岩船 JCT 

栃木都賀 JCT 

友部 JCT 茨城町 JCT 

0 200m 

N 首都圏中央連絡自動車道（供用済） 

自動車専用道路（供用済） 

自動車専用道路（計画・構想） 

インターチェンジ 

国道 

※IC表記は常総 IC近辺及び主要ジャンクションに限定 

鬼
怒
川 

関
東
鉄
道
常
総
線 

玉村駅 

石下駅 

南石下駅 

三妻駅 

中妻駅 

北水海道駅 

水海道駅 

国道 
294 

国道 
354 

国道 
354 

圏央道 
常総ＩＣ 

 

北関東道 

福島県 

会津若松市 

千葉県柏市 

成田 
空港 

常総 IC 

千葉県 

木更津市 

神奈川県 
横浜市 

羽田 
空港 

圏央道 

関越道 

東北道 

常磐道 

国道 
294号 

東名道 

中央道 

東関東道 外 
環 道 

茨城 
空港 

観光振興
（地域資源の発掘）

農業振興
（地域ぐるみの６次産業化）

回遊型観光

商品流通

作物供給 商品供給

施設利用

体験観光

地域企業・商店

公共施設

市内農地

隣接産業施設

自然資源観光資源

道の駅

20 

24 

12 

28 

4 

5 

2 

0 5 10 15 20 25 30 

現在事業の販路開拓・事業エリアの拡大 

新製品・新サービスの開発・展開 

生産・営業拠点等の移転、新増設 

技術力向上・研究開発力の強化 

提携・合併による事業変化 

業態・業務等の転換 

その他 

22 

28 

10 

8 

0 10 20 30 

関東地区に拡大 

国内へ拡大 

海外へも拡大 

その他 

41 

22 

14 

1 

0 10 20 30 40 50 

新商品開発・展開 

新サービス開発・展開 

製品・サービスの刷新 

その他 

27 

8 

1 

12 

9 

0 10 20 30 

現在地で事業所増設 

市内他所で新増設 

市内で移転 

市外へ移転 

その他 

73 

6 

5 

0 20 40 60 80 

技術人材等の採用 

開発部門の新設 

その他 

12 

3 

13 

10 

0 5 10 15 

当事業所に集約する 

他事業所に集約される 

新機能が付加される 

その他 

6 

6 

4 

2 

12 

0 5 10 15 

倉庫・配送など物流業務へ 

修理等サービス業務へ 

研究開発・実験施設へ 

訓練・研修施設へ 

その他 

2010 2011 2012 2013 2014 2015 2016 2017 2018

H22 H23 H24 H25 H26 H27 H28 H29 H30

水海道千姫まつり 一日目 50,000 0 40,000 12,500 15,000 20,000 18,000 2,000 2,000 

水海道千姫まつり 二日目 25,000 8,000 10,000 

水海道千姫まつり 合計 50,000 0 40,000 12,500 15,000 20,000 43,000 10,000 12,000 

石下将門まつり 13,000 20,000 17,000 10,000 11,000 12,000 13,000 7,000 9,000 

常総きぬ川花火大会 110,000 110,000 110,000 110,000 100,000 100,000 130,000 130,000 110,000 

ふるさとまつり 30,000 36,000 30,000 20,000 18,000 0 20,000 25,000 25,000 

合計 253,000 166,000 237,000 165,000 159,000 152,000 249,000 182,000 168,000 

0 

50,000 

100,000 

150,000 

200,000 

250,000 

300,000 

SDGｓ 17 の目標（抜粋） 本ビションとの関係性 

 

目標 8 「働きがいも経済成長も」 

すべての人のための自足的，包摂的か

つ持続可能な経済成長，生産的な完

全雇用およびディーセント・ワーク（働き

がいのある人間らしい仕事）を推進する 

※ディーセント・ワーク…公正な所得，安心で

きる職場と家族の社会保障，自己啓発と社

会的統合のよりよい見通しを提供できる生産

的な雇用を誰もが得られる機会を意味する。 

 

 

 

 

目標 9.「産業と技術革新の基盤をつく

ろう」 

強靭なインフラを整備し，包摂的で持

続可能な産業化を推進するとともに，

技術革新の拡大を図る。 

 

 

 

 

目標 11.「住み続けられるまちづくりを」 

都市と人間の居住地を包摂的，安

全，強靭かつ持続可能にする。 

 

 

 

 

 

目標 17.「パートナーシップで目標を達

成しよう」 

持続可能な開発に向けて実施手続を

強化し，グローバル・パートナーシップを

活性化する。 

 

 

 

 

 

戦略分野1　　商業 　商業で "稼ぐ"

戦略分野3　　工業 　工業で "稼ぐ"

戦略分野1　　商業 　商業で "稼ぐ"

戦略分野3　　工業 　工業で "稼ぐ"

戦略分野4　　道の駅 　道の駅×産業で"稼ぐ"

戦略分野1　　商業 　商業で "稼ぐ"

戦略分野1　　商業 　商業で "稼ぐ"

戦略分野2　　観光 　観光で "稼ぐ"

戦略分野3　　工業 　工業で "稼ぐ"

戦略分野4　　道の駅 　道の駅×産業で"稼ぐ"

関連
戦略分野1　　商業 　商業で "稼ぐ"

関連
戦略分野3　　工業 　工業で "稼ぐ"

関連
戦略分野2　　観光 　観光で "稼ぐ"

戦略分野4　　道の駅 　道の駅×産業で"稼ぐ"

戦略分野4　　道の駅 　道の駅×産業で"稼ぐ"

戦略分野4　　道の駅 　道の駅×産業で"稼ぐ"

戦略分野1　　商業

戦略分野1　　商業

戦略分野1　　商業

戦略分野4　　道の駅

戦略分野3　　工業

戦略分野3　　工業
                       

                           展示会・見本市への出店を促進する 

                           市内企業を紹介する   戦略分野4　　道の駅

戦略分野3　　工業

分野 所属 役職 氏名

1 学識経験者 茨城大学 准教授 牧　　良明

2 商業 商工会 会長 青木　清人

3 〃 商工会青年部 部長 相山　隆司

4 〃 商工会女性部 部長 染谷　悦子

5 〃 商店会（諏訪町商店会） 代表 岩本　健太郎

6 〃 商店会（石下中央商店会） 会長 吉田　貞夫

7 工業 工場協会 会長 長岡　德樹

8 〃 大生郷工業団地連絡協議会 会長 佐藤　敦

9 〃 坂手工業団地連絡協議会 会長 石川　潤

10 〃 内守谷工業団地協議会 会長 太田　信介

11 観光 観光物産協会 会長 熊谷　昇

12 有識者 市議会議員 建設経済委員長 小林　剛

13 市 経済環境部 部長 宮田　道夫

意見を出し合うときの4つの原則

1 「批判厳禁」 他人の意見を批判しません！

2 「自由奔放」 思いついたことをどんどん言う！

3 「質より量」

いい意見ではなく，何でもいいからたくさん出す！

4 「結合改善」

他人の意見に自分のアイデアを加えて新しい
意見にする！

外部要因
商業 観光

工業 道の駅

　　・担い手不足

　　・廃業による商店数の減少

　　・空き店舗の増加

　　・商店街の衰退

　　・観光資源を活かしきれていない

　　・情報発信の不足

　　・産業集積エリアの不足

　　・雇用の確保が困難

　　・商業，工業，観光との

　　　連携不足

人口減少・少子高齢化

外部

要因

内部

要因



（14）今後3年間の従業員数見通し

・

（14）-3　職種別の増減

・ 「増加」「減少」ともに「製造工程作業者」の回答数が多く，全体的に「減少」は少なくなっています。

（15）地元商工業者等との取引関係等の現状と今後
・

「減少」「増加」ともに「無い」が最も多いが，「増

加」の見込みがある回答数も77件と次いで多い

ことが分かります。

現在ある取引関係等では「施設設備メンテナンス，運送など関連業務の外注」が最も多く，希望する取引等では，「希

望しない」が最も多いことが分かりました。

2019年度 2020 2021 2022 2023

埼玉方面

千葉方面

圏

央

道

国道294号

＜都市エリア＞
約31ha（公共施設等約7ha含む）・市街化区域

＜農地エリア＞
約14ha・市街化調整区域

観光農園ゾーン
（約4ha）

大規模施設園芸
ゾーン

（約10ha）

圏央道
常総IC

企業立地ゾーン
（約19ha）

都市公園
（約1ha）下妻方面

守谷方面

集客ゾーン
（約4ha）

道の駅
（公共施設・約2ha）

集客施設
（民間施設・約2ha）

 

つくば JCT 

常総 IC 

大栄 JCT 

八王子 JCT 

坂東 IC 

境古河 IC 

五霞 IC つくば中央 IC 

東金 JCT 

木更津 JCT 茅ヶ崎 JCT 

海老名 JCT 

鶴ヶ島 JCT 

藤岡 JCT 

高崎 JCT 
岩船 JCT 

栃木都賀 JCT 

友部 JCT 茨城町 JCT 

0 200m 

N 首都圏中央連絡自動車道（供用済） 

自動車専用道路（供用済） 

自動車専用道路（計画・構想） 

インターチェンジ 

国道 

※IC表記は常総 IC近辺及び主要ジャンクションに限定 

鬼
怒
川 

関
東
鉄
道
常
総
線 

玉村駅 

石下駅 

南石下駅 

三妻駅 

中妻駅 

北水海道駅 

水海道駅 

国道 
294 

国道 
354 

国道 
354 

圏央道 
常総ＩＣ 

 

北関東道 

福島県 

会津若松市 

千葉県柏市 

成田 
空港 

常総 IC 

千葉県 

木更津市 

神奈川県 
横浜市 

羽田 
空港 

圏央道 

関越道 

東北道 

常磐道 

国道 
294号 

東名道 

中央道 

東関東道 外 
環 道 

茨城 
空港 

観光振興
（地域資源の発掘）

農業振興
（地域ぐるみの６次産業化）

回遊型観光

商品流通

作物供給 商品供給

施設利用

体験観光

地域企業・商店

公共施設

市内農地

隣接産業施設

自然資源観光資源

道の駅

126 

37 

12 

91 

77 

7 

0 50 100 150 

無い 

ある 

無回答 

減少 

増加 

23 

16 

27 

16 

53 

10 

6 

14 

5 

3 

5 

5 

13 

3 

10 

0 

0 10 20 30 40 50 60 

企画・管理職 

事務職 

営業職 

研究開発技術職 

製造工程作業者 

サービス事務作業者 

運搬業務作業者 

その他 

増加 

減少 

38 

44 

32 

37 

7 

17 

4 

38 

11 

16 

23 

8 

6 

3 

2 

30 

0 5 10 15 20 25 30 35 40 45 50 

人材派遣業，警備業など関連サービス業との取引 

施設設備メンテナンス，運送など関連業務の外注 

部品の加工下請，資機材の卸供給などの取引 

自販機，弁当，事務所消耗品等の納品や事業所内販売 

季節工事の宿舎借り上げ，出張者用の提携宿泊施設など 

従業員用駐車場の借り上げなど 

その他 

取引関係等は特に無い（希望しない） 

現在ある取引関係等 希望する取引等 

2010 2011 2012 2013 2014 2015 2016 2017 2018

H22 H23 H24 H25 H26 H27 H28 H29 H30

水海道千姫まつり 一日目 50,000 0 40,000 12,500 15,000 20,000 18,000 2,000 2,000 

水海道千姫まつり 二日目 25,000 8,000 10,000 

水海道千姫まつり 合計 50,000 0 40,000 12,500 15,000 20,000 43,000 10,000 12,000 

石下将門まつり 13,000 20,000 17,000 10,000 11,000 12,000 13,000 7,000 9,000 

常総きぬ川花火大会 110,000 110,000 110,000 110,000 100,000 100,000 130,000 130,000 110,000 

ふるさとまつり 30,000 36,000 30,000 20,000 18,000 0 20,000 25,000 25,000 

合計 253,000 166,000 237,000 165,000 159,000 152,000 249,000 182,000 168,000 

0 

50,000 

100,000 

150,000 

200,000 

250,000 

300,000 

SDGｓ 17 の目標（抜粋） 本ビションとの関係性 

 

目標 8 「働きがいも経済成長も」 

すべての人のための自足的，包摂的か

つ持続可能な経済成長，生産的な完

全雇用およびディーセント・ワーク（働き

がいのある人間らしい仕事）を推進する 

※ディーセント・ワーク…公正な所得，安心で

きる職場と家族の社会保障，自己啓発と社

会的統合のよりよい見通しを提供できる生産

的な雇用を誰もが得られる機会を意味する。 

 

 

 

 

目標 9.「産業と技術革新の基盤をつく

ろう」 

強靭なインフラを整備し，包摂的で持

続可能な産業化を推進するとともに，

技術革新の拡大を図る。 

 

 

 

 

目標 11.「住み続けられるまちづくりを」 

都市と人間の居住地を包摂的，安

全，強靭かつ持続可能にする。 

 

 

 

 

 

目標 17.「パートナーシップで目標を達

成しよう」 

持続可能な開発に向けて実施手続を

強化し，グローバル・パートナーシップを

活性化する。 

 

 

 

 

 

戦略分野1　　商業 　商業で "稼ぐ"

戦略分野3　　工業 　工業で "稼ぐ"

戦略分野1　　商業 　商業で "稼ぐ"

戦略分野3　　工業 　工業で "稼ぐ"

戦略分野4　　道の駅 　道の駅×産業で"稼ぐ"

戦略分野1　　商業 　商業で "稼ぐ"

戦略分野1　　商業 　商業で "稼ぐ"

戦略分野2　　観光 　観光で "稼ぐ"

戦略分野3　　工業 　工業で "稼ぐ"

戦略分野4　　道の駅 　道の駅×産業で"稼ぐ"

関連
戦略分野1　　商業 　商業で "稼ぐ"

関連
戦略分野3　　工業 　工業で "稼ぐ"

関連
戦略分野2　　観光 　観光で "稼ぐ"

戦略分野4　　道の駅 　道の駅×産業で"稼ぐ"

戦略分野4　　道の駅 　道の駅×産業で"稼ぐ"

戦略分野4　　道の駅 　道の駅×産業で"稼ぐ"

戦略分野1　　商業

戦略分野1　　商業

戦略分野1　　商業

戦略分野4　　道の駅

戦略分野3　　工業

戦略分野3　　工業

戦略分野4　　道の駅

戦略分野3　　工業

連携を強化する取組→

市内企業を利用する 

分野 所属 役職 氏名

1 学識経験者 茨城大学 准教授 牧　　良明

2 商業 商工会 会長 青木　清人

3 〃 商工会青年部 部長 相山　隆司

4 〃 商工会女性部 部長 染谷　悦子

5 〃 商店会（諏訪町商店会） 代表 岩本　健太郎

6 〃 商店会（石下中央商店会） 会長 吉田　貞夫

7 工業 工場協会 会長 長岡　德樹

8 〃 大生郷工業団地連絡協議会 会長 佐藤　敦

9 〃 坂手工業団地連絡協議会 会長 石川　潤

10 〃 内守谷工業団地協議会 会長 太田　信介

11 観光 観光物産協会 会長 熊谷　昇

12 有識者 市議会議員 建設経済委員長 小林　剛

13 市 経済環境部 部長 宮田　道夫

意見を出し合うときの4つの原則

1 「批判厳禁」 他人の意見を批判しません！

2 「自由奔放」 思いついたことをどんどん言う！

3 「質より量」

いい意見ではなく，何でもいいからたくさん出す！

4 「結合改善」

他人の意見に自分のアイデアを加えて新しい
意見にする！

外部要因
商業 観光

工業 道の駅

　　・担い手不足

　　・廃業による商店数の減少

　　・空き店舗の増加

　　・商店街の衰退

　　・観光資源を活かしきれていない

　　・情報発信の不足

　　・産業集積エリアの不足

　　・雇用の確保が困難

　　・商業，工業，観光との

　　　連携不足

人口減少・少子高齢化

外部

要因

内部

要因



５．常総市に期待する産業振興及び行政施策
（16）今後振興して欲しい産業
・

（17）常総市に期待する施策

・

（18）常総市の産業振興について
・ 工業誘致に伴う活性化 ・ 人口増加させる施策
・ 大企業の誘致 ・工業団地内企業と地場企業のマッチング
・ 農業・商業の良いところをアピールして活性化
・ インフラの整備 ・ 市のイメージアップ
・住宅地の整備 ・他市町村との差別化，独創的な施策
・工業用水についての改善 ・大学誘致

「道路の拡幅等インフラの整備」が84件と最も多く，次いで「補助金等の情報提供」「従業員の能力開発への支援」が

62件でした。

「街の賑わいを生む商業や娯楽産業」が72件と最も多く，次いで「先端的な製造業」が44件であった。

2019年度 2020 2021 2022 2023

埼玉方面

千葉方面

圏

央

道

国道294号

＜都市エリア＞
約31ha（公共施設等約7ha含む）・市街化区域

＜農地エリア＞
約14ha・市街化調整区域

観光農園ゾーン
（約4ha）

大規模施設園芸
ゾーン

（約10ha）

圏央道
常総IC

企業立地ゾーン
（約19ha）

都市公園
（約1ha）下妻方面

守谷方面

集客ゾーン
（約4ha）

道の駅
（公共施設・約2ha）

集客施設
（民間施設・約2ha）

 

つくば JCT 

常総 IC 

大栄 JCT 

八王子 JCT 

坂東 IC 

境古河 IC 

五霞 IC つくば中央 IC 

東金 JCT 

木更津 JCT 茅ヶ崎 JCT 

海老名 JCT 

鶴ヶ島 JCT 

藤岡 JCT 

高崎 JCT 
岩船 JCT 

栃木都賀 JCT 

友部 JCT 茨城町 JCT 

0 200m 

N 首都圏中央連絡自動車道（供用済） 

自動車専用道路（供用済） 

自動車専用道路（計画・構想） 

インターチェンジ 

国道 

※IC表記は常総 IC近辺及び主要ジャンクションに限定 

鬼
怒
川 

関
東
鉄
道
常
総
線 

玉村駅 

石下駅 

南石下駅 

三妻駅 

中妻駅 

北水海道駅 

水海道駅 

国道 
294 

国道 
354 

国道 
354 

圏央道 
常総ＩＣ 

 

北関東道 

福島県 

会津若松市 

千葉県柏市 

成田 
空港 

常総 IC 

千葉県 

木更津市 

神奈川県 
横浜市 

羽田 
空港 

圏央道 

関越道 

東北道 

常磐道 

国道 
294号 

東名道 

中央道 

東関東道 外 
環 道 

茨城 
空港 

観光振興
（地域資源の発掘）

農業振興
（地域ぐるみの６次産業化）

回遊型観光

商品流通

作物供給 商品供給

施設利用

体験観光

地域企業・商店

公共施設

市内農地

隣接産業施設

自然資源観光資源

道の駅

44 
13 

72 
15 

38 
21 

10 
27 

37 
13 

0 10 20 30 40 50 60 70 80 

先端的な製造業 

街の賑わいを生む商業や娯楽産業 

福祉・医療系産業 

通信、情報、ソフトウェア計の産業 

交通環境を生かした流通業 

84 
62 

38 
62 

50 
52 

42 
17 

14 
46 

23 
22 

18 
54 

16 
19 

16 
13 

24 
11 

0 10 20 30 40 50 60 70 80 90 

道路の拡幅等インフラの整備 

補助金等の情報提供 

駅周辺・市街地の駐車場などの都市整備 

従業員の能力開発への支援 

市内各地の街並みなど居住環境整備 

地元の人材育成・教育への支援 

工場、物流企業の立地用地（工業団地等）確保 

販売先・仲介先の紹介、販路開拓への支援 

創業支援施設（チャレンジショップ等）の整備、誘致 

工業団地の再開発による土地利用高度化 

異業種交流会開催等の企業間連携の仲介 

商工会、団地協議会当の活動支援 

研究開発、商品開発への支援 

税の減免など立地優遇制度の拡充 

新産業を育成するプロジェクトの導入 

ホームページ等での地元産業・企業紹介 

経営相談の充実、専門家の紹介 

国の特区制度を活用した新産業振興 

融資制度の充実 

その他の施策 

2010 2011 2012 2013 2014 2015 2016 2017 2018

H22 H23 H24 H25 H26 H27 H28 H29 H30

水海道千姫まつり 一日目 50,000 0 40,000 12,500 15,000 20,000 18,000 2,000 2,000 

水海道千姫まつり 二日目 25,000 8,000 10,000 

水海道千姫まつり 合計 50,000 0 40,000 12,500 15,000 20,000 43,000 10,000 12,000 

石下将門まつり 13,000 20,000 17,000 10,000 11,000 12,000 13,000 7,000 9,000 

常総きぬ川花火大会 110,000 110,000 110,000 110,000 100,000 100,000 130,000 130,000 110,000 

ふるさとまつり 30,000 36,000 30,000 20,000 18,000 0 20,000 25,000 25,000 

合計 253,000 166,000 237,000 165,000 159,000 152,000 249,000 182,000 168,000 

0 

50,000 

100,000 

150,000 

200,000 

250,000 

300,000 

SDGｓ 17 の目標（抜粋） 本ビションとの関係性 

 

目標 8 「働きがいも経済成長も」 

すべての人のための自足的，包摂的か

つ持続可能な経済成長，生産的な完

全雇用およびディーセント・ワーク（働き

がいのある人間らしい仕事）を推進する 

※ディーセント・ワーク…公正な所得，安心で

きる職場と家族の社会保障，自己啓発と社

会的統合のよりよい見通しを提供できる生産

的な雇用を誰もが得られる機会を意味する。 

 

 

 

 

目標 9.「産業と技術革新の基盤をつく

ろう」 

強靭なインフラを整備し，包摂的で持

続可能な産業化を推進するとともに，

技術革新の拡大を図る。 

 

 

 

 

目標 11.「住み続けられるまちづくりを」 

都市と人間の居住地を包摂的，安

全，強靭かつ持続可能にする。 

 

 

 

 

 

目標 17.「パートナーシップで目標を達

成しよう」 

持続可能な開発に向けて実施手続を

強化し，グローバル・パートナーシップを

活性化する。 

 

 

 

 

 

戦略分野1　　商業 　商業で "稼ぐ"

戦略分野3　　工業 　工業で "稼ぐ"

戦略分野1　　商業 　商業で "稼ぐ"

戦略分野3　　工業 　工業で "稼ぐ"

戦略分野4　　道の駅 　道の駅×産業で"稼ぐ"

戦略分野1　　商業 　商業で "稼ぐ"

戦略分野1　　商業 　商業で "稼ぐ"

戦略分野2　　観光 　観光で "稼ぐ"

戦略分野3　　工業 　工業で "稼ぐ"

戦略分野4　　道の駅 　道の駅×産業で"稼ぐ"

関連
戦略分野1　　商業 　商業で "稼ぐ"

関連
戦略分野3　　工業 　工業で "稼ぐ"

関連
戦略分野2　　観光 　観光で "稼ぐ"

戦略分野4　　道の駅 　道の駅×産業で"稼ぐ"

戦略分野4　　道の駅 　道の駅×産業で"稼ぐ"

戦略分野4　　道の駅 　道の駅×産業で"稼ぐ"

戦略分野1　　商業

戦略分野1　　商業

戦略分野1　　商業

戦略分野4　　道の駅

戦略分野3　　工業

戦略分野3　　工業

戦略分野4　　道の駅

戦略分野3　　工業

分野 所属 役職 氏名

1 学識経験者 茨城大学 准教授 牧　　良明

2 商業 商工会 会長 青木　清人

3 〃 商工会青年部 部長 相山　隆司

4 〃 商工会女性部 部長 染谷　悦子

5 〃 商店会（諏訪町商店会） 代表 岩本　健太郎

6 〃 商店会（石下中央商店会） 会長 吉田　貞夫

7 工業 工場協会 会長 長岡　德樹

8 〃 大生郷工業団地連絡協議会 会長 佐藤　敦

9 〃 坂手工業団地連絡協議会 会長 石川　潤

10 〃 内守谷工業団地協議会 会長 太田　信介

11 観光 観光物産協会 会長 熊谷　昇

12 有識者 市議会議員 建設経済委員長 小林　剛

13 市 経済環境部 部長 宮田　道夫

意見を出し合うときの4つの原則

1 「批判厳禁」 他人の意見を批判しません！

2 「自由奔放」 思いついたことをどんどん言う！

3 「質より量」

いい意見ではなく，何でもいいからたくさん出す！

4 「結合改善」

他人の意見に自分のアイデアを加えて新しい
意見にする！

外部要因
商業 観光

工業 道の駅

　　・担い手不足

　　・廃業による商店数の減少

　　・空き店舗の増加

　　・商店街の衰退

　　・観光資源を活かしきれていない

　　・情報発信の不足

　　・産業集積エリアの不足

　　・雇用の確保が困難

　　・商業，工業，観光との

　　　連携不足

人口減少・少子高齢化

外部

要因

内部

要因



2019年度 2020 2021 2022 2023

埼玉方面

千葉方面

圏

央

道

国道294号

＜都市エリア＞
約31ha（公共施設等約7ha含む）・市街化区域

＜農地エリア＞
約14ha・市街化調整区域

観光農園ゾーン
（約4ha）

大規模施設園芸
ゾーン

（約10ha）

圏央道
常総IC

企業立地ゾーン
（約19ha）

都市公園
（約1ha）下妻方面

守谷方面

集客ゾーン
（約4ha）

道の駅
（公共施設・約2ha）

集客施設
（民間施設・約2ha）

 

つくば JCT 

常総 IC 

大栄 JCT 

八王子 JCT 

坂東 IC 

境古河 IC 

五霞 IC つくば中央 IC 

東金 JCT 

木更津 JCT 茅ヶ崎 JCT 

海老名 JCT 

鶴ヶ島 JCT 

藤岡 JCT 

高崎 JCT 
岩船 JCT 

栃木都賀 JCT 

友部 JCT 茨城町 JCT 

0 200m 

N 首都圏中央連絡自動車道（供用済） 

自動車専用道路（供用済） 

自動車専用道路（計画・構想） 

インターチェンジ 

国道 

※IC表記は常総 IC近辺及び主要ジャンクションに限定 

鬼
怒
川 

関
東
鉄
道
常
総
線 

玉村駅 

石下駅 

南石下駅 

三妻駅 

中妻駅 

北水海道駅 

水海道駅 

国道 
294 

国道 
354 

国道 
354 

圏央道 
常総ＩＣ 

 

北関東道 

福島県 

会津若松市 

千葉県柏市 

成田 
空港 

常総 IC 

千葉県 

木更津市 

神奈川県 
横浜市 

羽田 
空港 

圏央道 

関越道 

東北道 

常磐道 

国道 
294号 

東名道 

中央道 

東関東道 外 
環 道 

茨城 
空港 

観光振興
（地域資源の発掘）

農業振興
（地域ぐるみの６次産業化）

回遊型観光

商品流通

作物供給 商品供給

施設利用

体験観光

地域企業・商店

公共施設

市内農地

隣接産業施設

自然資源観光資源

道の駅

2010 2011 2012 2013 2014 2015 2016 2017 2018

H22 H23 H24 H25 H26 H27 H28 H29 H30

水海道千姫まつり 一日目 50,000 0 40,000 12,500 15,000 20,000 18,000 2,000 2,000 

水海道千姫まつり 二日目 25,000 8,000 10,000 

水海道千姫まつり 合計 50,000 0 40,000 12,500 15,000 20,000 43,000 10,000 12,000 

石下将門まつり 13,000 20,000 17,000 10,000 11,000 12,000 13,000 7,000 9,000 

常総きぬ川花火大会 110,000 110,000 110,000 110,000 100,000 100,000 130,000 130,000 110,000 

ふるさとまつり 30,000 36,000 30,000 20,000 18,000 0 20,000 25,000 25,000 

合計 253,000 166,000 237,000 165,000 159,000 152,000 249,000 182,000 168,000 
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50,000 

100,000 
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200,000 

250,000 

300,000 

SDGｓ 17 の目標（抜粋） 本ビションとの関係性 

 

目標 8 「働きがいも経済成長も」 

すべての人のための自足的，包摂的か

つ持続可能な経済成長，生産的な完

全雇用およびディーセント・ワーク（働き

がいのある人間らしい仕事）を推進する 

※ディーセント・ワーク…公正な所得，安心で

きる職場と家族の社会保障，自己啓発と社

会的統合のよりよい見通しを提供できる生産

的な雇用を誰もが得られる機会を意味する。 

 

 

 

 

目標 9.「産業と技術革新の基盤をつく

ろう」 

強靭なインフラを整備し，包摂的で持

続可能な産業化を推進するとともに，

技術革新の拡大を図る。 

 

 

 

 

目標 11.「住み続けられるまちづくりを」 

都市と人間の居住地を包摂的，安

全，強靭かつ持続可能にする。 

 

 

 

 

 

目標 17.「パートナーシップで目標を達

成しよう」 

持続可能な開発に向けて実施手続を

強化し，グローバル・パートナーシップを

活性化する。 

 

 

 

 

 

戦略分野1　　商業 　商業で "稼ぐ"

戦略分野3　　工業 　工業で "稼ぐ"

戦略分野1　　商業 　商業で "稼ぐ"

戦略分野3　　工業 　工業で "稼ぐ"

戦略分野4　　道の駅 　道の駅×産業で"稼ぐ"

戦略分野1　　商業 　商業で "稼ぐ"

戦略分野1　　商業 　商業で "稼ぐ"

戦略分野2　　観光 　観光で "稼ぐ"

戦略分野3　　工業 　工業で "稼ぐ"

戦略分野4　　道の駅 　道の駅×産業で"稼ぐ"

関連
戦略分野1　　商業 　商業で "稼ぐ"

関連
戦略分野3　　工業 　工業で "稼ぐ"

関連
戦略分野2　　観光 　観光で "稼ぐ"

戦略分野4　　道の駅 　道の駅×産業で"稼ぐ"

戦略分野4　　道の駅 　道の駅×産業で"稼ぐ"

戦略分野4　　道の駅 　道の駅×産業で"稼ぐ"

戦略分野1　　商業

戦略分野1　　商業

戦略分野1　　商業

戦略分野4　　道の駅

戦略分野3　　工業

戦略分野3　　工業

戦略分野4　　道の駅

戦略分野3　　工業

分野 所属 役職 氏名

1 学識経験者 茨城大学 准教授 牧　　良明

2 商業 商工会 会長 青木　清人

3 〃 商工会青年部 部長 相山　隆司

4 〃 商工会女性部 部長 染谷　悦子

5 〃 商店会（諏訪町商店会） 代表 岩本　健太郎

6 〃 商店会（石下中央商店会） 会長 吉田　貞夫

7 工業 工場協会 会長 長岡　德樹

8 〃 大生郷工業団地連絡協議会 会長 佐藤　敦

9 〃 坂手工業団地連絡協議会 会長 石川　潤

10 〃 内守谷工業団地協議会 会長 太田　信介

11 観光 観光物産協会 会長 熊谷　昇

12 有識者 市議会議員 建設経済委員長 小林　剛

13 市 経済環境部 部長 宮田　道夫

意見を出し合うときの4つの原則

1 「批判厳禁」 他人の意見を批判しません！

2 「自由奔放」 思いついたことをどんどん言う！

3 「質より量」

いい意見ではなく，何でもいいからたくさん出す！

4 「結合改善」

他人の意見に自分のアイデアを加えて新しい
意見にする！

外部要因
商業 観光

工業 道の駅

　　・担い手不足

　　・廃業による商店数の減少

　　・空き店舗の増加

　　・商店街の衰退

　　・観光資源を活かしきれていない

　　・情報発信の不足

　　・産業集積エリアの不足

　　・雇用の確保が困難

　　・商業，工業，観光との

　　　連携不足

人口減少・少子高齢化

外部

要因

内部

要因



2019年度 2020 2021 2022 2023

埼玉方面

千葉方面

圏

央

道

国道294号

＜都市エリア＞
約31ha（公共施設等約7ha含む）・市街化区域

＜農地エリア＞
約14ha・市街化調整区域

観光農園ゾーン
（約4ha）

大規模施設園芸
ゾーン

（約10ha）

圏央道
常総IC

企業立地ゾーン
（約19ha）

都市公園
（約1ha）下妻方面

守谷方面

集客ゾーン
（約4ha）

道の駅
（公共施設・約2ha）

集客施設
（民間施設・約2ha）

 

つくば JCT 

常総 IC 

大栄 JCT 

八王子 JCT 

坂東 IC 

境古河 IC 

五霞 IC つくば中央 IC 

東金 JCT 

木更津 JCT 茅ヶ崎 JCT 

海老名 JCT 

鶴ヶ島 JCT 

藤岡 JCT 

高崎 JCT 
岩船 JCT 

栃木都賀 JCT 

友部 JCT 茨城町 JCT 

0 200m 

N 首都圏中央連絡自動車道（供用済） 

自動車専用道路（供用済） 

自動車専用道路（計画・構想） 

インターチェンジ 

国道 

※IC表記は常総 IC近辺及び主要ジャンクションに限定 

鬼
怒
川 

関
東
鉄
道
常
総
線 

玉村駅 

石下駅 

南石下駅 

三妻駅 

中妻駅 

北水海道駅 

水海道駅 

国道 
294 

国道 
354 

国道 
354 

圏央道 
常総ＩＣ 

 

北関東道 

福島県 

会津若松市 

千葉県柏市 

成田 
空港 

常総 IC 

千葉県 

木更津市 

神奈川県 
横浜市 

羽田 
空港 

圏央道 

関越道 

東北道 

常磐道 

国道 
294号 

東名道 

中央道 

東関東道 外 
環 道 

茨城 
空港 

観光振興
（地域資源の発掘）

農業振興
（地域ぐるみの６次産業化）

回遊型観光

商品流通

作物供給 商品供給

施設利用

体験観光

地域企業・商店

公共施設

市内農地

隣接産業施設

自然資源観光資源

道の駅

2010 2011 2012 2013 2014 2015 2016 2017 2018

H22 H23 H24 H25 H26 H27 H28 H29 H30

水海道千姫まつり 一日目 50,000 0 40,000 12,500 15,000 20,000 18,000 2,000 2,000 

水海道千姫まつり 二日目 25,000 8,000 10,000 

水海道千姫まつり 合計 50,000 0 40,000 12,500 15,000 20,000 43,000 10,000 12,000 

石下将門まつり 13,000 20,000 17,000 10,000 11,000 12,000 13,000 7,000 9,000 

常総きぬ川花火大会 110,000 110,000 110,000 110,000 100,000 100,000 130,000 130,000 110,000 

ふるさとまつり 30,000 36,000 30,000 20,000 18,000 0 20,000 25,000 25,000 

合計 253,000 166,000 237,000 165,000 159,000 152,000 249,000 182,000 168,000 

0 

50,000 
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150,000 
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SDGｓ 17 の目標（抜粋） 本ビションとの関係性 

 

目標 8 「働きがいも経済成長も」 

すべての人のための自足的，包摂的か

つ持続可能な経済成長，生産的な完

全雇用およびディーセント・ワーク（働き

がいのある人間らしい仕事）を推進する 

※ディーセント・ワーク…公正な所得，安心で

きる職場と家族の社会保障，自己啓発と社

会的統合のよりよい見通しを提供できる生産

的な雇用を誰もが得られる機会を意味する。 

 

 

 

 

目標 9.「産業と技術革新の基盤をつく

ろう」 

強靭なインフラを整備し，包摂的で持

続可能な産業化を推進するとともに，

技術革新の拡大を図る。 

 

 

 

 

目標 11.「住み続けられるまちづくりを」 

都市と人間の居住地を包摂的，安

全，強靭かつ持続可能にする。 

 

 

 

 

 

目標 17.「パートナーシップで目標を達

成しよう」 

持続可能な開発に向けて実施手続を

強化し，グローバル・パートナーシップを

活性化する。 

 

 

 

 

 

戦略分野1　　商業 　商業で "稼ぐ"

戦略分野3　　工業 　工業で "稼ぐ"

戦略分野1　　商業 　商業で "稼ぐ"

戦略分野3　　工業 　工業で "稼ぐ"

戦略分野4　　道の駅 　道の駅×産業で"稼ぐ"

戦略分野1　　商業 　商業で "稼ぐ"

戦略分野1　　商業 　商業で "稼ぐ"

戦略分野2　　観光 　観光で "稼ぐ"

戦略分野3　　工業 　工業で "稼ぐ"

戦略分野4　　道の駅 　道の駅×産業で"稼ぐ"

関連
戦略分野1　　商業 　商業で "稼ぐ"

関連
戦略分野3　　工業 　工業で "稼ぐ"

関連
戦略分野2　　観光 　観光で "稼ぐ"

戦略分野4　　道の駅 　道の駅×産業で"稼ぐ"

戦略分野4　　道の駅 　道の駅×産業で"稼ぐ"

戦略分野4　　道の駅 　道の駅×産業で"稼ぐ"

戦略分野1　　商業

戦略分野1　　商業

戦略分野1　　商業

戦略分野4　　道の駅

戦略分野3　　工業

戦略分野3　　工業

戦略分野4　　道の駅

戦略分野3　　工業

分野 所属 役職 氏名

1 学識経験者 茨城大学 准教授 牧　　良明

2 商業 商工会 会長 青木　清人

3 〃 商工会青年部 部長 相山　隆司

4 〃 商工会女性部 部長 染谷　悦子

5 〃 商店会（諏訪町商店会） 代表 岩本　健太郎

6 〃 商店会（石下中央商店会） 会長 吉田　貞夫

7 工業 工場協会 会長 長岡　德樹

8 〃 大生郷工業団地連絡協議会 会長 佐藤　敦

9 〃 坂手工業団地連絡協議会 会長 石川　潤

10 〃 内守谷工業団地協議会 会長 太田　信介

11 観光 観光物産協会 会長 熊谷　昇

12 有識者 市議会議員 建設経済委員長 小林　剛

13 市 経済環境部 部長 宮田　道夫

意見を出し合うときの4つの原則

1 「批判厳禁」 他人の意見を批判しません！

2 「自由奔放」 思いついたことをどんどん言う！

3 「質より量」

いい意見ではなく，何でもいいからたくさん出す！

4 「結合改善」

他人の意見に自分のアイデアを加えて新しい
意見にする！

外部要因
商業 観光

工業 道の駅

　　・担い手不足

　　・廃業による商店数の減少

　　・空き店舗の増加

　　・商店街の衰退

　　・観光資源を活かしきれていない

　　・情報発信の不足

　　・産業集積エリアの不足

　　・雇用の確保が困難

　　・商業，工業，観光との

　　　連携不足

人口減少・少子高齢化

外部

要因

内部

要因

「常総で稼ぐ！」  
――常総市産業振興ビジョン―― 
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